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日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
二
巻
第
四
号

昭
和
五
十
一
年
五
月
十
一
日
受
付

昭
和
五
十
-
年
十
月
三
十
日
発
行

蘭
学
期
の

の
出
典
に
つ
い
て

|

|

『
蘭
学
期
の

「
自
然
」

と

「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」

と

「
自
然
良
能
」

説
研
究
』

補
遺
|
|

阿
知
波

五

良E

は

じ

め

に

( 1 ) 

蘭
学
期
に
受
け
入
れ
た
西
欧
医
学
の
中
心
命
題
は
、
西
欧
の
自
然
観
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
前
に
、
そ
の
受
け
入
れ
の
歴
史
を
調
べ
た
小
文

(
『
蘭
学
期
の
「
自
然
良
能
」
説
研
究
』
〉
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
西
欧
「
自
然
観
」
受
け
入
れ
の
概
観
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

蘭
学
期
に
お
い
て
は
、
儒
学
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
、
西
欧
の
「
自
然
」
観
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
多
く
の
困
難
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

わ
が
国
の
近
代
科
学
思
想
の
上
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
づ
け
が
さ
れ
て

(
2
)
 

い
る
。
と
く
に
近
来
さ
か
ん
な
東
西
文
化
の
比
較
史
的
研
究
に
は
、
こ
の
問
題
を
素
通
り
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
過
去
多
く
の
先
学
の
人
た

ち
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
西
欧
的
な
「
自
然
」
の
う
ち
医
学
の
場
合
は
ギ
リ
シ
ア
の
昔
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
出
典
か
ら
「
自
然
良
能
(
ま
た
は
「
自
然
良
知
能
」
そ
れ
は
す
べ

て
自
然
治
癒
力
を
指
す
の
で
あ
る
と
の
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た
か
。
ま
た
蘭

こ
の
「
自
然
」
が
や
が
て
「
科
学
」
に
な
り
ゆ
く
源
流
で
も
あ
り
、

学
期
の
う
ち
ラ
イ
デ
ン
学
統
医
学
受
容
期
(
一
七
五

O
l
一
八
五

O
〉
及
び
、

そ
れ
に
続
く
生
気
論
医
学
受
容
期
(
一
八
二

O
|
一
八
五
五
)
に
ど

の
よ
う
な
変
遷
で
西
欧
の
「
自
然
」
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
。
と
く
に
、
こ
の
自
然
観
を
端
的
直
裁
に
表
現
し
え
て
い
る
「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
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(
3
)
 

ナ
リ
」
の
出
典
は
果
し
て
何
か
。
の
問
題
は
、
ど
の
東
西
文
化
比
較
論
に
お
い
て
も
、
不
明
の
ま
ま
見
過
さ
れ
て
来
た
。
わ
た
く
し
は
偶
然
、

坪
井
信
道
訳
『
寓
病
治
準
』
(
一
八
二
八
)
と
、
そ
の
蘭
訳
原
典
で
あ
る
の
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と
、
こ
の
蘭
訳
本
の
原
典
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
本
の
R
R
&
gロ
∞

5
2
8
H
9
3
5
E
S白
3
民向、
s
sミ

F
三
E
q
h
A
1
3き
b
h
h
p
p
h昌
T

ミ
ミ
h
h
h
p
B昌
弘
句
ミ
ミ
さ
・

2
3
3

の
三
つ
の
本
を
比
較
し
て
調
べ
る
好
運
に
恵
ま
れ
た
。

わ
た
く
し
は
、
こ
の
一
一
一
つ
の
本
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
表
題
の
テ
l
マ

に
示
さ
れ
た
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に

発
表
す
る
。

一、

「
自
然
」
の
出
典

( 2 ) 

諸
家
に
よ
っ
て
、
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
自
然
」
は
志
2
4
(
ラ
テ
ン
語
の

E
Z円
る
で
あ
る
。

〈

1
)

を
最
も
早
く
わ
が
国
に
移
し
入
れ
た
人
は
坪
井
信
道
〈
一
七
九
五
|
一
八
四
八
〉
だ
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
小
論
の
中
で
も
触
れ
て
お
い
た
が
、

論
旨
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
に
、
こ
こ
に
再
述
す
る
。

「
杭
釘
貯
ハ
ロ
巳

E
『
)
ハ
此
ニ
「
本
然
」
ト
訳
。
本
条
説
ク
処
、
「
性
機
」
ト
ハ
本
然
ノ
機
能
ノ
義
ナ
リ
)
、
古
言
ニ
コ
レ
ヲ
「
ヒ
ユ
シ
ス
」

ギ

リ

シ

ア

イ

ポ

カ

ヲ

テ

ス

(も

hqhhH
己
利
斉
悪
語
〉
ト
謂
フ
。
衆
人
此
語
を
解
ス
ル
者
、
共
-
一
真
意
ヲ
得
ス
。
依
ト
加
刺
得
私
、
人
身
上
ニ
於
テ
此
語
ヲ
用
フ
ル
者
ハ

、

人
身
諸
器
諸
液
共
-
一
本
然
ノ
菓
質
ヲ
具
有
シ
テ
能
ク
生
気
ヲ
保
持
シ
、
叉
能
ク
運
動
ヲ
シ
テ
軽
敏
ナ
ラ
シ
ム
ル
処
ノ
機
能
ヲ
言
フ
。
此
機
能

ノ
損
欠
ス
ル

E
r
無
キ
者
ハ
即
チ
十
全
ノ
健
康
ナ
リ
。
若
シ
体
中
平
全
ノ
性
質
ヲ
失
フ

E
r
有
ル
ト
キ

ハ
本
然
ノ
機
能
則
チ
不
足
ス
。
是
レ

そ
の
「
自
然
」
の
定
義

即
チ
疾
病
ナ
リ
」

こ
れ
は
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
回
帰
」
を
大
き
く
叫
ん
だ
.ア
ー
ル
ハ

1
ヴ
ェ
や
門
下
パ
ン
・
ス
ウ
ィ

l
テ
ン
の
「
自
然
」
観
の
信
道
の
訳
文
で
あ



る
。
つ
ま
り
、

5

)

(

6

)

 

ブ

l
ル
ハ
l
ヴ
ェ
の
と
き
え
き
札
(
一
七
O
九
)
を
コ
メ
ン
ト
〈
一
七
O
九
l
一
七
六
三
〉
し
た
も
の
の
和
訳
文
の

一
節
で
あ

る。
わ
た
く
し
は
ま
ず
前
述
の
蘭
訳
本
(
ぎ
と
S
5
h〉
で
和
訳
の
該
当
部
を
探
し
て
み
た
。

す
る
と
、
同
書
の
〈
0
0円
Z
B区
内
ロ
骨
〉

B
B
q
'

W
F
ロ
∞
四
ロ
の
一
即
日
・
日
u
h
w
m
-
G
-

に
全
く
和
訳
と
一
致
す
る
文
章
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

宅
氏

v
m
g
r
E
Z巴
Z
E
守
E
S
H〉仏伊丹

oa宅
8
E
ぐ

g
E司
℃
。

nEHaw---

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
両
書
の
比
較
に
よ
っ
て
プ

l
ルハ

I
ヴ
Z

の
言
う

「
自
然
」
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
本
(
前
述
〉

で
は

po回目的。
ggmw
の
章
で
あ
り
、
三
者
共
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

後
章
で
、

「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の
出
典
に
つ
い
て
触
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
も
の
q
お
『
と
関
連
の
あ
る
蘭
文
箇
所
を

今
、
話
し
た
文
章
(
蘭
訳
本
)
の
す
ぐ
後
に
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
有
名
な
簸
言
が
次
の
よ
う
に
載
っ
て
い
る
。

d
z
z
R
F
m
g
と
-
2
5
0
『∞

g
2
3
5
2
2
2
ミ
c
q
と

-45)
号

E
E
C円
滑

B
3二
冊
目
Emaw---

、
I

u
、

て

R
U
F
Q
U
R
U
F
A
b
n
l
-
7

・A

こ
の
よ
う
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
っ
て
い
る
の
は
、

Z
0
4司
君
ヒ
志

q
h
A
S叶
包
(
「
自
然
は
病
気
を
治
療
す
る
人
で
あ
る
」
〉
で
あ
っ
て
、

( 3 ) 

あ
げ
て
み
た
い
。

「
医
ハ

自
然
の
臣
僕
ナ
リ
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

次
に
念
の
た
め
該
部
の
ラ
テ
ン
語
本
は
.
と
う
な
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、

冨
o号
0
2
B
E
E
S白

B
a
w
g

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、

ド
イ
ツ
語
本
の
多
く
は
豆
町

Z
m
W
E
B
-国
内
法
四
国
江
戸
。
江
口

円四
四
円
関
E
D
r
v色
丹
市
ロ
と
独
訳
し
て
い
る
。

「
臣
僕

ナ
リ
」
で
は
な
く
「
治
す
人
な
り
」
で
あ
る
。

こ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
歳
言
は
、
直
裁
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
自
然
観
を
表
現
し
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
医
術
観
は
、
あ
く

333 



ま
で
自
然
治
癒
力
が
第
一
義
的
の
も
の
で
あ
る
。

334 

わ
た
く
し
は
、
古
来
、
こ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
自
然
観
が
西
欧
で
は
、

い
か
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
来
た
か
を
み
た
い
と
思
っ
た
。

『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
は
偽
書
が
多
い
の
が
定
評
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
信
拠
性
の
あ
る
と
い
わ
れ
る
シ
デ
ナ
ム
協
会
(
吋
宮

ω
E
S
E
B
m
o
n
w
q
本
〉
、
そ
の
訳
本
は
定
評
の
あ
る
司

5
2
2
〉仏担

g
回
の
英
訳
本
〈
一
八
四
九
〉
を
採
る
こ
と
と
し
た
(
リ
ト
ル
復
刻
版
は
第
一

巻
の
み
復
刻
さ
れ
、
他
の
部
(
旧
版
〉
は
入
手
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
中
止
し
た
〉
。

ケ
官
官
巴
の
中
に
次
の
一
文
が
あ
っ
た
。

同
}
岡
山
田
宮
岳
町
匂
円
山
口
円
仲
間
】
】
巾
宅
E
n
v
y
巾
門
担
ロ
刊
仏

Z
箆
己
円
♂
白
ロ
門
同
毛
E
n
y
H
M
伺
F
己
門
回
同
0
σ
叩
但
官
民
J
h

ヨミ凡
h
b
h
江

H-
z
Z白
E
司
伺
=
凹
g
a
y
♂

O
円白骨

そ
の
中
の
∞
開
会

】
巾
訟
件
。
ロ
冊
。
同
y
u
-
B
s
a
E
R
r
-
-
o
毛
何
沼
田
呂
田
w
=
U
H
Y
巾

1
q帥
笠
宮
O
同門同町内釦加何回=・

文
中
の
宮
は
、
も
ち
ろ
ん
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
り
、
蘭
訳
、
ラ
テ
ン
語
、
英
訳
の
三
本
が
全
く
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
英
訳
本
と
い
う
の

は
、
次
の
本
の
こ
と
で
あ
る
。

( 4 ) 

同E
b
h
c
h
再三再四刊号司、枠
h

A

¥

同
品
、
』
守
口
町
、
白
町
内
同
・
〈
o
-
-
H
-
H
H
W
(
∞
再
三
-
Y
H
U
担
問
内
巴
)
F
o
ロ
円
四
g
u
H
∞
邑
・

σ可
同
『
巾
ω

叫
弐
凶

g
r
H
H
H
U
ω
o
n
w
q
・

信
道
は
前
述
の
訳
本
の
あ
と
に
、

「
ナ
チ
ュ

l
ル
は
入
学
ン
デ
得
ル
処
ニ
非
ス
。
然
レ
ト
モ
凡
ソ
身
体
一
一
利
益
ア
ル
コ
ト
ハ
教
ユ
ル
コ
ト
ナ

ク
シ
テ
能
ク
自
ラ
コ
レ
ヲ
為
ス
」
と
言

っ
て
い
る
。
そ
の
蘭
文
該
当
部
は

口町

Z
伊丹EM吋

σ内四国同
N

仲間
N

己
〈
伺
宅
再
開
内
ロ
明
白
〈
O
ロ色町
P
ロ
仲
良
丹
仏
0
0
『〈巾
g
gロ門
Y

内
回
。
ロ
巳
ロ
ロ
円
〈
胆
ロ
ロ
庁
自
伊
ロ
仏
関
色
町
内
丘
N

ロ門

F
円四
0

2

胆】}巾凶

ぜ〈何WHロロ円山田

N
O
ロ仏内円。ロ向山伺吋宅可回・

今
、
こ
の
訳
文
を
今
裕
著
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
の
訳
の
中
か
ら
該
当
部
を
み
る
と
、

「
疾
病
に
取
っ
て
は
自
然
が
医
師
で
あ
る
。
道
は
自
然
に
発
見
さ
れ
る
も
の
で
、
思
索
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

同

昔
、
昭
和
四
年
岩
波
書
庖
刊
、
六
二
六
頁
〉

と
訳
し
て
い
る
。
前
記
信
道
の
訳
と
対
照
し
て
み
る
と
意
味
が
さ
ら
に
判
然
と
す
る
。

2
0
2
4需
品

D
U
q
内
品
守
合
。
F

を
再
び
言
え
ば
、

「
自
然



が
医
師
で
あ
る
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
に
誤
り
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
信
道
は
、
こ
の
訳
を
殊
さ
ら
避
け

て

い
る
。
す
な
わ
ち

「ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
の
語
、
此
ニ
絡
ル
」
と
し
た
の
み
で
訳
を
省
い
て
い
る
。
重
複
を
い
と
わ
ず
、
も
う
一
度
、
言
え
ば
、
こ
の

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
言
葉
は
ラ
テ

ン
語
本
の

B
R
EE
S

S
E『

S
S
E
-n
s
で
あ
り
、
蘭
訳
で
は

骨

Z
胆

E
E
mm5
2
号

N
E5
5
で
三
度
び
言
え
ば

「
自
然
が
医
師
で
あ
る
」
の
表
現
が
正
し
い
。

こ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
「
自
然
」
は

『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
の
中
で
は
左
の
二
カ
所
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
、
前
記
ラ
テ
ン
語
本

む
ヨ
言
z
・

、昌
三

と
蘭
訳
本
の

示
、F
h
白白、
3
h
の
そ
れ
ぞ
れ
の
下
段
注
に
明
記
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち

H

・
何
回
弘
子
。

vp円丹
市
円
・
吋
。
5
・
同

同

)
柏
戸
間

・

ωcmw
伶
】
5ω

N
-

門同
四
〉
ロ

HUg
s-
の
FR
丹市♂

吋

og-
同

同
)
酔

m
-
N
A山品

で
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
に
は
、
事
実
こ
の
通
り
に
出
て
い
る
。

F
0
5
2g包
E
こ
しF
E
ミ

の

同
辛
口
hE
き
に
は
残
念
な
が
ら
該
当
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

( 5 ) 

一、

「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の
出
典

シ
l
ボ
ル
ト
に
学
ん
だ
日
高
涼
台
(
一
七
九
七
|
一
八
六
八
)
の

『
西
洋
医
事
弁
惑
』

ヒ

ポ

カ

「
西
洋
医
聖

・
非
剥
葛
刺
的
私
自
ク
、
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
ト
。
即
チ
自
然
ト
ハ

人
身
固
有
ノ
正
気
、
諸
体
之

ニ
由
テ
能
ク
運
営
シ
、

諸
液
之
-
一
因
テ
能
ク
運
行
ス
」

(
一
人
二
二
)
の
中
に

と
あ
る
。
さ
ら
に

「
医
其
臣
僕
ト
ナ
リ
強
ヲ
和
シ
、
柔
ヲ
扶
ヶ
、

攻
ム
ベ
キ
ヲ
攻
メ
、

守
ル
ベ
キ
ヲ
守
リ
、

見
可
進
退
、
猶
臣
ノ
君
ヲ
佐
ク
ル
ガ
如
ク
然

リ
。
故
ニ
日
ク
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
タ
リ
ト
。
彼
ノ
自
然
ヲ
知
ラ
ズ
。
妙
機
ヲ
明
ニ
セ
ズ
。

何
ク
ン
ゾ
能
ク
毒
ヲ
駆
リ
、
疾
ヲ
治
シ
テ
生
々
運

為
ノ
機
ヲ
護
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ャ
。
実
ニ
是
レ
医
ノ
大
極
タ
リ
」
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の
一
文
が
出
て
い
る
。
こ
の
文
中
の
「
臣
僕
」
は
あ
く
ま
で
封
建
時
代
の
君
臣
の
聞
の
匡
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
子
学
を
学
ん
だ
儒
医
と
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シ

l
ボ
ル
ト
に
就
学
し
た
涼
台
と
の
自
然
観
に
つ
い
て
の
討
論
中
の
涼
台
の
西
欧
の
自
然
観
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
医
ハ
自
然
良
能
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の
日
本
側
の
出
典
は
、
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
朔
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ー、

吉
田
長
淑
ハ
一
七
七
九
l
一
八
二
九
)
の
『
泰
西
熱
病
論
』

(
一
八
一
四
)
の
巻
之
一

、

一
丁
裏
。

2
、
小
森
桃
鳩
(
一
七
八
二
|
一
八
四
三
〉
の
『
病
因
精
義
』

3
、
字
国
川
榛
斉
(
一
七
六
九
|
一
八
三
四
〉

の
『
西
説
内
科
選
要
』

(
一
八
二
七
〉
の
巻
之
二
、
四
丁
裏
。

(
一
七
九
三
)
の
中
に
は
、

「
自
然
良
知
能
」
の
訳
語
が
出
て
く
る
の

で
、
前
記
「
自
然
」
の
箆
言
が
出
て
い
な
い
が
参
考
の
た
め
追
加
し
て
掲
げ
る
。

以
上
、
日
本
側
の
代
表
者
、
吉
田
長
淑
と
小
森
桃
鳴
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
た
本
の
中
で
「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
と
い
う
簸
言
を
あ
げ

て
い
る
。

前
記
の
パ
ン

・
ス
ウ
ィ

l
テ
ン
の
蘭
訳
本
(
プ
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ
の
と

bEH邑
注
釈
本
の
蘭
訳
本
)
お
よ
び
、
そ
の
原
典
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
本

( 6 ) 

(
9
2噌

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
関
係
の
な
い

V
S
ω
名
E
R
S口
出
向

E
S同

(
5
3
1
H
2
6
の
い
っ
た
言
葉
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。

=
向
山
内

Z
M
W
丹
ロ
ロ
円
-
明
白
骨
ロ

σ巾
〈
四
-
〈
担
ロ

C
O仏
u
.
w
(
示
、
持
白
白
、
3
h
w

一二・同
M
M
w
m町
内

。

)

で
「信
ナ?道
チ)は

l れ
ルを
造
化
ノ

使
命
ナ

リ
L 

と
訳
し
て
い
る
。

「
自
然
」
の
訳
が
ま
だ
出
て
な
く
て
蘭
語
の

Z担
E
2
を
そ
の
ま
ま
音
読
で
表
わ
し
て
い
る
。
当
時
は
き
り
し
た
ん
禁
制

の
頃
で
あ
っ
た
か
ら
の
邑
を
神
と
訳
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
「
造
化
」
と
訳
し
て
い
る
。

す
で
に
「
自
然
」
を
キ
リ
ス
ト
、
つ
ま
り
神
と
し
て
考
え
て
い
た
時
代
(
一
七
世
紀
〉
で
あ
り
、
信
道
の
訳
は
、
最
も
適
訳
で
あ
る
。

こ
れ
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
自
然
観
と
ち
が
っ
て
、

わ
た
く
し
は
、
故
佐
伯
理
一
郎
氏
旧
蔵
本
で
、
そ
の
後
、
三
木
栄
氏
の
所
蔵
と
な
り
、
さ
ら
に
同
氏
の
『
体
系
世
界
医
学
史
』

刊
行
記
念
に

わ
た
く
し
に
お
贈
り
頂
い
た

p-aュn
y
因
。
司

5
8ロハ
H
m
gl
ロA
M
〉
の
大
冊
。
e
h
S
3
2
3・
。

2
2
3
zu。
。
×
F

(叶
O
B
-
-
、
t
『
ご
の
第

一



巻
の
の
省
・
戸

の

m
〈

-
H
N
に
こ
の
ホ
y

フ
マ
ン
の
「
自
然
」
が
出
て
い
る
の
を
見
た
。
す
な
わ
ち

z
a
w
g
S
E
E
m
B
E
丘
町
♂
ロ
O
ロ
gmw
m
庄
内
♂
2
B
E
E
F
A
5
0宮
町
g
B
2
σ
o
E
S
E
a
-
s
E
F
o宮
g
ユ
内
門
担
四
四
円
四

仏
与
え
・

「
医
師
は
自
然
の
従
者
で
、
自
然
の
あ
る
じ
で
は
な
い
。
医
師
は
自
然
と
共
に
働
い
て
こ
そ
最
良
の
医
師
た
り
う
る
の
で
あ
る
」

こ
の
ホ
ッ
フ
マ

ン
は
、
ブ
ー
ルハ

1
グ
ェ
と
同
じ
く
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
回
帰
」
運
動
成
功
の
一
翼
を
買
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
の

あ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

ハ
ン
・
へ
ル
モ
ン
ト
と
い
い
、
こ
の
ホ
ッ
フ
マ

ン
と
い
い
、
ブ
ー
ル
ハ
l
ヴ
ェ
と
い
い
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
自
然
を
「
自
然
治
癒
力
」
の
意

(2
)
 

に
と
っ
て
い
る
こ
と
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
確
実
に
す
る
に
は
三
木
栄
氏
が
す
で
に
い
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に

HME--匂
〉
C
5
0
目
白
血
吋
}
岡
市。
】
叫
何
回
吋
伊
丹
戸
阿
国
切
O
B
σ
g
ZM
〈

O
ロ
図
。
月
岡
市
口
開
5
5
3
円
白
2
r
g
(
E
S
l
H
E
C
に
朔
る

こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
故
小
川
政
修
教
授
の
『
パ
ラ
ツ
ェ
ル
ズ
ス
伝
』

〈
昭
和
一
九
、

筑
地
書
脂
、

一
二
八
頁
〉
に

「
医
師
は
自
然
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
パ
ラ
グ
ラ
ム
篇
)

( 7 ) 

が
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
=
ω
o
ロ
ロ
ロ
8
ロ
E
回
仏
2
Z
民
日
島
市
『
〉
ロ
件
当
R
Z
2
8
ロ
=
で
あ
る
。
さ
ら
に
小
川
政
修
氏
は

「
医
と
自
然
の
力
と
を
ほ
と
ん
ど
同
意
味
に
取
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
然
に
内
在
す
る
衝
動
よ
り
発
し
、
疾
病
に
対
し
て
闘
う
力
で
あ

る
。
パ
ラ
ツ
ェ
ル
ズ
ス
は
神
を
も
真
理
を
も
、
或
実
在
的
ハ
自
に
は
見
え
な
い
が
〉
の
も
の
と
考
え
た
と
同
様
に
、
自
然
の
治
癒
力
を
も
、
そ

の
実
在
的
の
も
の
と
考
え
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
最
近
、
大
橋
博
司
氏
著
『
パ
ラ
ケ
ル
ズ
ス
こ
の
生
涯
と
思
想
』
(
思
索
社
)
が
出
た
。

そ
の
中
に
も
同
様
の
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。

同
じ
ル
ネ
サ

ン
ス
期
の
外
科
医
〉
日
σ
5
5
3
芯
(
一
五
一

O
l
一
五
九
O
)
は
、
有
名
な
言
葉
|
|

「私
が
包
帯
し
、
神
こ
れ
を
癒
し
給
う
」

と
い
っ
た
。
す
な
わ
ち

』
冊
目司
℃
胆
ロ
S可

2
U
ぽ
ロ
-同
市
川
口
胆
ユ
円
で
あ
る
。
こ
の

口町内ロ

は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

以
上
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
時
代
の

「
自
然
」
と

ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
の

「
自
然
」
と
で
は
意
味
が
違
う
の
は
当
然
で
あ
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る
。
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
「
自
然
」
に
は
ア
ト
ム
的
の
も
の
と
コ
ス
モ
ス
的
の
も
の
と
が
あ
る
。
ア
ト
ム
的
な
実
体
に
、
あ
た
か
も
十
八
世
紀
の
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生
気
論
的
な
運
動
力
な
り
生
命
力
が
入
っ
て
く
る
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
自
然
」
を
「
自
然
治
癒
力
」
と
し
た
の
は
経
験
の
累
積
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
る
。

タ
レ
ス
(
六
四
O
?
|
五
四
六
?
B
・
C
〉
の
自
然
の
世
界
を
一
つ
の
有
機
体
と
考
え
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。

「
生
産

力
」
や
「
生
命
力
」
の
よ
う
な
生
気
論
的
な
意
義
が
す
で
に
加
わ

っ
て
き
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

コ
ス
モ
ス
的
な
大
き
い
バ
ラ
ン
ス
が
常

に
保
持
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
そ
う
い
う
求
心
力
が
、
自
然
治
癒
力
で
あ
る
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
派
の
人
た
ち
は
、
そ
う
い
う
調
和
力
を
経
験
で
知

っ
て
い
た
。
中
世
以
後
に
な
る
と
、
創
造
者
と
し
て
の
自
然
と
被
造
者
と
し
て
の
自
然
が
一
つ
に
な
る
こ
と
は
中
世
の
う
ち
理
神
論
者
の
考
え

方
で
あ
る
。
カ
ン
ト
以
後
に
な
る
と
精
神
の
対
称
と
し
て
の
物
質
的
な
も
の
を
自
然
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
経
験
の
す
べ
て
の
対
象
を
自
然
と

呼
ぶ
よ
う
に
も
な
っ
た
。

.ア

ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ
時
代
(
十
八
世
紀
初
期
〉
の
彼
自
身
の
書
い
た
も
の
や
同
時
代
の
人
た
ち
の
残
し
た
資
料
の
中
に
は
、
自
然
が
、
神
聖
化

械
論
も
共
存
す
る
の
で
あ
る
。
臨
床
の
治
療
学
で
は
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
的
で
あ
っ
て
、
理
論
は
ア
ト
ム
的
、
す
な
わ
ち
繊
維
学
論
か
ら
成
っ
て

( 8 ) 

さ
れ
て
い
る
。

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
回
帰
運
動
は
、
以
上
話
し
た
非
人
為
的
な
創
造
者
と
し
て
の
自
然
観
が
一
方
に
あ
り
、
さ
ら
に
人
為
的
な
機

い
た
。
し
か
し
、
臨
床
面
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
的
の
底
流
に
は
理
神
論
的
な
「
神
」
、

信
道
が
た
く
み
な
訳
「
造
化
」
と
し
た
の
も
、

そ
の
底
流

を
ふ
ん
ま
え
て
の
適
訳
で
あ
る
。

次
に
「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の
出
典
の
問
題
に
入
る
。

ま
ず

ω
1
2
E
B
ω
o日
々
木
の
一
一
一
六

O
頁
の
一
文
を
こ
こ
に
挙
げ
る
。

吋
町
内

E
H
3
E
S
B
C師同

σ叩
伊
豆
叩
同
0

5ロ
岳
伺
胆
ロ
丹
市
口
市
仏

g
p
関
口

O宅

p
m
官
a
g
f
g仏

P
R
Rロ

H
Z
P
E
R
-
自
己
胸
骨
目
。
会

g
g

同V
2
0
E
H
M四
国
司
伊
豆
宮

S
Z
o
省
内

n
E
O
E
m
s
-ロ
三
向
者
三
吾
円
四
間
同
丘
件
。
島
国
内
恒
国
タ
ロ
曲
目
色
吋
二

O
仏
O
伺

o
a
o円
件
。
仏

O
B
Eロロ・

叶

-5
白円同

g
B
U
Z
Z
同
V
H
2
H窓
口
四
国
|
仔
内
全
日
g
回
タ
件
げ
内
℃
胆
同
炉
内
ロ

f

g円四件
Vm
℃町
一3
E
S・
吋
念
、
守
h
札口
s
u
h
b
h
h
-
町
、
巴
白
ミ
ミ
，

h
b句

担
ロ
仏
岳
町
可
制
伊
丹
山
内

E
B
C
2
8
5
σ
州
主
任
肉
食
田
市
営
内
色
。
ロ
的
主
任
旬
開
々
包

n
gロ・

白
、
町
、

前
記
∞
三
g
g
g
ω
o
n
E司
本
の
同
ー
と
の
き
h
R
Z
h

モ
ミ
ト
h

A

¥

見
合
、
口
町
、
b
h
h
h
q
E
ロ
nU
〉

E

E
訳

注

・
三
六

O
頁
〉

に
で
て
い
る
。



そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
を
の
と

g
〈き
5
0
l
N
0
3
が
言
い
直
し
た
こ
と
が
、

ガ
レ
!
ン
の

M
S
S
の
中
に
あ

る
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
飯
言
「
自
然
ハ
病
気
ヲ
治
ス
人
デ
ア
ル
」
を
書
き
改
め
て

同
d
}岡

市

岡

vyd『包丘町
W

口

町

岳町

B
E
E
R
(
O同国内
2
8円)
O『

E
E
B
と
し
た
と
あ
る
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
文
の
中
に
は
担
円
円
で
あ
る
。

そ
れ
を
、

ガ
レ
ー
ン
は
凶
mwEB

と
改
め
て
い
る
。

こ
の
ガ
レ

l
ン
の
書
き
改
め
た
箆
言
に
は

B
E
M同
町
円
が
括
弧
内
に

(
O
円
R
2
8
C

と
し
て
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ロ
ー
マ
の
奴
隷
制

帯

"

ス

ト

牟

"

ス

弘

F

「
神
の
し
も
ベ
」
で
は
な
い
。
神
の
「
し
も
ベ
」
に

度
時
代
の
「
僕
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
と
く
に
括
弧
し
て
「
下
僕
」
と
し
て
い
る
。

な
っ
た
の
は
パ
ラ
ツ
エ
ル
ズ
ス
以
後
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、

は
っ
き
り
い
え
る
こ
と
は
、

「
医
ハ
自
然
の
臣
僕
ナ
リ
」
の
簸
言
は
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
簸
言
を
ガ
レ

l
ン
が
書
き
直
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
日
高
涼
台
の
談
話
は
、
多
分
に
フ
l
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
生
気
論
的
思
想
の
入
っ
た
自
然
で
あ
る
。

( 9 ) 

「
短
ヲ
補
ヒ
、
強
ヲ
和
シ
、
柔
ヲ
扶
ヶ
、
攻
ム
ベ
キ
ヲ
攻
メ
、
守
ル
ベ
キ
ヲ
守
リ
、
見
可
進
退
、
猶
臣
ノ
君
ヲ
佐
ク
ル
ガ
如
ク
然
リ
」

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
不
思
議
に
も
ガ
レ
l
ン
が
「
自
然
を
補
う
適
応
を
立
て
た
も
の
」
こ
の
涼
台
の
談
話
の
中
に
病
気

H
b

で
あ
る
。

〈
自
国
w
g
n
Z
が
あ
れ
ば
正
気
が
必
ら
ず
こ
れ
を
除
こ
う
と
す
る
。
そ
れ
で

「
所
謂
三
節
ヲ
過
タ
ズ
ン
パ
ア
ラ
ズ
。
斯
ク
ア
ツ
テ
、
之
ヲ
整
ス
。
然
レ
ド
モ
体
ニ
強
弱
剛
柔
ノ
偏
ア
リ
、
毒
ニ
鈍
鋭
深
急
ノ
変
ア
リ
。

自
然
ノ
正
ナ
ル
モ
、
其
三
節
ヲ
過
タ
ズ
ン
パ
ア
ラ
ズ
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
ガ
レ
l
ン
の
「
自
然
へ
の
適
応
症
」
の
記
載
で
あ
る
。

こ
の
三
節
は
、
ガ
レ
l

ン
の
言
う

H
Z
U
E〉
目
。
の
コ
弓
。
す
な
わ
ち
、
原
因
、
症
状
、
病
者
の
生
活
環
境
の
こ
と
で
あ
る
。
「
医
と
は
、
自
然
に
三

節
を
加
え
た
り
補
っ
た
り
し
て
、
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
の
F
〉
ロ
ロ
。
〉
戸
田
4
H
H
O
何
回
同
〉
。
宮
Z
E
S
叶
O
Z
〈
∞
切
目
・
(
オ
ル
ム
ス
社

の
複
刻
版
に
よ
っ
た
)
。
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涼
台
が
、
ど
の
蘭
書
か
ら
、
こ
の
ガ
レ
l
ン
の
三
節
を
読
み
と
っ
た
か
判
ら
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
涼
台
時
代
は
フ

l
フ
ェ
ラ

ン
ド
期
の
自
然
〈
生
気
〉
で
あ
り
、
ガ
レ
l
ン
の
も
の
を
多
く
採
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

340 

三
、
吉
田
長
淑
の

「
自
然
良
知
能
」
の
出
典

(
9
)
 

著
者
は
、
さ
き
に
吉
田
長
淑
が
訳
し
た
『
泰
西
熱
病
論
』

(
一
八
一
回
〉
を
代
表
と
す
る
熱
病
論
の
蘭
訳
本
原
典
を
求
め
て

』

0
7口

出
C
M
F
M
H
5
5
m
E
N
l口
。
∞
川
、
、
ミ
ミ
志
向
、
礼
町
民
有
言
語
"
S
K偽
国
同
昌

R
Q
2』

C.g-
〉
包
師
同
-w

ロコ

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
そ
の
英
訳
原
典
(
こ
の
英
訳
本
は
各
国
語
に
訳
出
さ
れ
た
原
典
で
あ
る
)
は

』
・
出
己
比
g
S
H
A
h
w
H
N円
h
h
A
Y
S
hd
q
s-
F
oロ
仏

o
p
見
詰

で
あ
る
こ
と
も
捜
し
求
め
得
た
。
そ
し
て
ハ
グ
サ
ム
の
こ
の
蘭
訳
本
は
、
金
沢
市
立
図
書
館
の
蒼
竜
館
本
を
使
わ
せ
て
頂
い
た
。
そ
し
て
、
そ

の
原
典
で
あ
る
英
訳
本
は
私
蔵
本
で
確
か
め
た
。

( 10 ) 

す
で
に
発
表
し
た
よ
う
に
、
こ
の
ハ
ク
サ
ム
(
江
戸
時
代
の
フ
コ
サ
ム
〉
は
、

る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
訳
書
(
『
泰
西
熱
病
論
』
)
は
、

.ア
ー
ル
ハ
l
ヴ
ェ
門
下
唯
一
の
エ
ヂ
ン
パ
ラ
学
派
の
人
で
あ

は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
が
信
道
訳
の
『
蔦
病
治
準
』
以
上
に
理
解
し
易
く

今
ま
で
、

祖
述
さ
れ
た
.
ア
ー
ル
ハ
l
ヴ
ェ
医
学
の
本
で
あ
る
。
そ
の
上
、
刊
本
で
あ
る
の
で
、
プ
l
ル
ハ
l
ヴ
ェ
の
存
在
を
日
本
人
に
知
ら
し
た
大
き
な
資

(
日
)

料
で
あ
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
訳
本
中
の
自
然
を
「
自
然
良
知
能
」
と
訳
し
て
い
る
。
長
淑
は
宇
田
川
榛
斉
の
推
挙
に
よ
っ
て
、

加
州
前
田
侯
の
御
典
医
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
自
然
を
「
自
然
良
知
能
」
と
訳
し
た
の
は
当
然
と
い
い
う
る
。
長
淑
の
こ
の
熱
病
論
の
第

一
丁
裏
に
「
西
哲
日
ク
医
ハ
自
然
良
知
能
ノ
臣
僕
ナ
リ
ト
、
善
哉
。
此
言
実
-
一
医
家
ノ
大
則
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
良

一
巻
、

知
能
は
プ
l
ル
ハ
l
ヴ
ェ
の
繊
維
学
説
の
、
そ
の
強
弱
が
基
準
で
あ
る
と
も
し
て
い
る
。
こ
の
理
論
も
ラ
イ
デ
ン
学
説
の
訳
書
と
し
て
当
然
で

あ
る
。し

か
し
、
残
念
な
が
ら
蘭
訳
本
に
も
、
そ
の
原
典
で
あ
る
英
訳
本
に
も
、
そ
の
本
文
に
も
注
に
も
、
今
、
問
題
に
し
て
い
る
「
医
ハ
自
然
ノ



(日〉

臣
僕
ナ
リ
」
の
簾
言
は
つ
い
に
見
出
し
え
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
蘭
訳
本
の
中
か
ら
、
次
の
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

「
ハ
ク
サ
ム
は
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
の
自
然
を

E
Z
5
2
2官
三
g
B
(
P
Z
RE
♂
。
同
門
山
内
。

g
P
2
M
E
g
m
)
と
し
て
い
る
」

は
新
ら
し
い
発
見
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
(
ヒ
ポ
グ
ラ
テ
ス
)

ハ
ク
サ
ム
の
述
べ
て
い
る
経
験
(
巾
4
2
F
g
n♂円四四

O
g内庁
2
F
E
g
m
)
を、

(U
)
 

は
「
疾
病
の
自
然
を
知
る
も
の
は
誰
で
も
治
療
の
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
ち
ゃ
q
a『
の
語
意
の
中
へ
加
え
て
い
る
こ
と

と
も
言
っ
て
い
る
。
ハ
ク
サ
ム
の
こ
れ
ら
の
表
現
に
よ
れ
ば
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
自
然
の
中
に
は
、
す
で
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
動
物
誌
」
の

よ
う
な
、
科
学
的
の
エ
レ
メ

ン
ト
が
芽
生
え
て
お
り
、

「
疾
病
の
自
然
」
と
は
「
疾
病
誌
」
の
こ
と
と
も
採
れ
る
。

む

す

ぴ

西
欧
の
自
然
観
は
、
西
欧
の
科
学
思
想
の
源
流
で
あ
る
。
蘭
学
期
こ
そ
一
貫
し
た
西
欧
自
然
観
の
変
遷
経
過
の
受
け
入
れ
期
で
あ
る
。
こ
れ

( 11 ) 

こ
そ
蘭
学
思
想
上
の
大
き
い
問
題
点
で
あ
る
。
そ
れ
放
に
現
在
行
わ
れ
て
い
る
東
西
比
較
思
想
史
で
、
こ
の
問
題
が
再
三
採
上
げ
ら
れ
て
い
な

が
ら
、
「
自
然
」
や
「
自
然
良
能
」
や
、
ま
た
「
医
ハ
自
然
の
臣
僕
ナ
リ
」
の
出
血
ハ
解
明
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
素
通
り
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

解
明
は
、
医
学
史
を
勉
強
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
責
任
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
大
き
な
抱
負
か
ら
で
は
な
く
と
も
、
わ

た
く
し
は
、
こ
れ
ま
で
先
輩
の
方
々
か
ら
再
三
、
こ
の
問
題
の
調
査
報
告
を
命
ぜ
ら
れ
な
が
ら
、
全
く
不
明
の
ま
ま
に
過
し
果
て
て
き
た
。
ぃ

ま
偶
然
、
あ
る
機
会
か
ら
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
回
帰
」
運
動
の
さ
か
ん
で
あ
っ
た
時
代
(
十
八
世
紀
前
半
期
)
の
訳
書
を
、
そ
の
原
典
で
あ
る
蘭

訳
本
、
さ
ら
に
そ
の
原
書
で
あ
る
ラ
テ
ン
本
と
を
比
較
研
究
す
る
好
運
に
恵
ま
れ
、
怒
意
的
で
は
な
く
偶
然
、
そ
れ
ら
の
出
典
を
明
ら
か
に
し

得
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

1 

「
自
然
」
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
も
旨
ぉ
h

・
zaEE
の
訳
で
あ
っ
て
、
蘭
学
者
ら
は
「
自
然
治
癒
力
」
の
意
に
解
し
と
っ
て
い
る
。

2 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
自
然
ハ
病
気
ヲ
治
ス
人
デ
ア
ル
」

〈
自
然
ヲ
コ
ノ
ヨ
ウ
ニ
擬
人
法
ニ
使
ツ
テ
イ
ル
〉
は

Z
0
4
q毛ヒ

t
Eぉ
h
S叶
白
山
で
あ

る。
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こ
れ
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
自
然
と
共
に
、

『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
の
次
の
箇
所
か
ら
出
て
い
る
。

342 

ー
、
何
回
】
広
-
n
y
担H
M
H
2
・
叶
0
5・
同

同
】

M
W
間・

ω
c
m
w
h
r
H
g

2
、
仏
白
〉
民
自
刊

E
0・
n
y
担問丹
市『・
叶
O
B
-
同

回以担
問

-

N
∞
品

3 

「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の
出
典
は
、
前
述
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
簸
言
を
ガ
レ

l
ン
が
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
ガ
レ

l

ン
の

M
S
S
か
ら
出
典
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

キ
u
g

ス且
P

4
、
中
世
以
後
は
、
自
然
を
「
神
」
の
意
味
に
と
っ
て
い
る
。
創
造
者
で
あ
り
被
創
造
物
で
も
あ
り
、
わ
が
坪
井
信
道
は
こ
れ
を
「
造
化
」

と
訳
し
て
い
る
。

5 

フ
l
フ
ェ
ラ
ン
ド
期
の
医
学
は
、
カ
ン
ト
や
シ
エ
リ
ン
グ
の
影
響
を
受
け
て
精
神
に
対
す
る
す
べ
て
の
物
質
界
を
自
然
と
い
い
、
さ
ら

に
有
機
的
な
生
命
力
を
も
っ
て
、
自
然
と
置
き
換
え
た
。
こ
の
時
期
の
自
然
の
受
け
入
れ
期
に
は
、
再
び
「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
の
儀
言

6
、
最
後
に
幕
末
の
病
理
解
剖
を
主
体
と
す
る
西
欧
医
学
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
当
っ
て
、
再
び
ア
ト
ム
的
、
分
析
的
な
「
細
胞
」
思
想

( 12 ) 

が
慣
用
さ
れ
た
。

が
、
西
欧
的
医
学
の
「
自
然
」
思
想
を
代
弁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
日
本
医
学
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
明
治
期
に
入
る
。

(
一
九
七
五、

。
一
二
記
)

こ
の
小
さ
い
仕
事
は
、

一
部
、
第
一
七
回
蘭
学
資
料
研
究
会
(
一
九
七
五
、

九、

一
一
一
一
〉
で
話
し
た
。

引
用
文
献

(
1

)

拙
著
『
蘭
学
期
の
自
然
良
能
説
研
究
』
、
医
諒
、
復
刊
三
十
一
号
、

〈
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古
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あ
る
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坪
井
信
良
の
筆
跡
に
似
て
い
る
。
信
良
は
佐
渡
家
九
代
の
佐
渡
順
の
弟
だ
と
『
蒼
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館
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目
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A further Supplement to my Article titled“A Study of the Thωry of Nature-Healing 

in the Period of Dutch Learning in ]apan." 

一一一Onthe Concept of Nature-Healing and the Source of Medicine is the 

Minister (or Servant) of Nature--

Goro AC田WA

It is said that the method of importing European medicine into ]apan was chiefly practical. 1 think， however， 

1 can say that the history of Dutch Learning in ]apan is one of a pursuit of the knowlege of the essential 

character of “Nature" as described in European medical works. 

The Dutch learner in ] apan was surprised at the scope of the European concept of “Nature" which included 

whole creative works and could potentialy， in time， progress into a science. 

Hippocrates'ゆuσeeS'， natura， nature' indicat凶 a vis medicatrix. We can not find a similar concept of‘Nature' 

in ]apanese thought until the mid-eighteenth century. 

1. Hippocrates said，“Nature is the physician of disease (uoσWIJ仰吋I7l'rpoc， morborum natural medicae)"，-

61初id.charter， Tom. JX， pag. 509 & 513 and De Alimonto. Charter， Tom JX. pag. 264 of Hippocrates Collection. 

This aphorism is， in my opinion， his theory of medicine. 

Tsuboi Shindo，坪井信道 1795-1854translated into ]apanese from van Swieten's Herman Boerhaave's Verklaring 

d. Korte Stellingen (Eerste Deal， pag. 6)， the Dutch translation of G.v. Swieten's Commentaria in H. Boerhaave' s Aphorismos 

de Cognoscendis et Curandis， 1711-1822. 
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2. Galen said，“The physician (medicine) is the minister (or servant) of Naure." (from Galen's MSS.). It is 

Galen's Commentaワ・ of Hippocrates Aphorism. 

Y oshida Choshuku，吉田長淑 1779-1824，Komori Tou，小森桃鴻 1782-1843introduced it into Taisei-Netsu-めloron.

『泰西熱病論~ (1814) andめoin-Seigi，~病因精義~ (1827). 

3. V. Helmont said，“Nature is a hand of God" (Ortus medicae. Amst・， 1683， pag. 38). Tsuboi Shindo，坪井信

道 translatedit into ]apanese (Manbyo Chijun， ~万病治準~ Chap. 1) from V. Swieten's Verklaaring (Commentaria). 

4. Utagawa Genzui，宇田川玄随 1755-1797 and Yoshida Choshuku，吉田長淑 also translated and defined 

‘Nature' as Shizen-Ryo・Chino，自然良知能， Nature-Healing， an old Chinese term， but Komori Tou，小森桃鳩

山 edShizen-Ryono，自然良能， Nature-Healing. 

Yoshida Choshuku，吉田長淑 translatedinto ]apanese Taisei-Netsubyo・Ron，~泰西熱病論~ from ]ohn Huxahm's 

Proeue ouer de Kortsene de Kindertolyes. Amst.， 1771 (An Essay on Feuers. London， 1739)， and he defined‘Nature' 

(

目

白

【

〉

in It. 

5. ]apanese Dutch leamers acquired也eprocωs of Hippocratesl‘Nature' which started from Leiden School 

and became Hufeland's‘vitalistic force' in Germany and then an essence of European modern medicine of the 

mid-nineteenth century before the Meiji period. 

回
ザ
的



日
本
医
史
学
雑
詑
第
二
十
二
巻
第
四
号

昭
和
五
十

一
年
十
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十

一
年
三
月
二
十
七
日
受
付
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明
治
初
年
の
種
痘
の
状
況

深

瀬

泰

旦

一
、
明
治
初
年
の
痘
績
の
流
行

わ
が
国
に
お
け
る
痘
痛
の
流
行
の
記
載
は
『
続
日
本
紀
』
、

天
平
七
年
(
七
三
五
)
の
条
に
は
じ
ま
る
と
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
。

大
小
の
流
行
を
く
り
か
え
し
て
は
、
お
お
く
の
人
の
命
を
う
ば
い
、
顔
に
み
に
く
い
爪
痕
を
の
こ
し
て
い
っ
た
。

以
後
、

モ
l
ニ
ッ
ケ
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ン
ナ
!
の
牛
痘
接
種
法
が
移
入
さ
れ
て
か
ら
も
、
痘
搭
の
流
行
を
防
遁
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
幕
末
に
い
た
る
や
、
孝
一
切
天
皇
も
痘
搭
に
お
か
さ
れ
、
旬
日
に
し
て
崩
御
さ
れ
る
と
い
う
事
態
ま
で
出
現
し
た
。
中
町
富
士
川
げ

嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
〉
、

( 16 ) 

年
表
に
よ
っ
て
明
治
初
年
の
流
行
を
た
ど
っ
て
み
る
と

明
治
三
年
(
一
八
七
O
)

春
、
痘
癒
及
風
疹
流
行
ス
、
世
上
俗
ニ
南
京
痘
搭
ト
称
ス

明
治
七
年
(
一
八
七
四
)

天
然
痘
大
ニ
流
行
ス

明
治
八
年
(
一
八
七
五
〉

一
月
八
日
、
前
年
来
天
然
痘
大
イ
ニ
流
行
ス



明
治
九
年
(
一
八
七
六
)

天
然
痘
叉
流
行
ス
、
延
テ
翌
年
に
及
プ

と
あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
流
行
を
く
り
か
え
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
明
治
七
年
の
流
行
は
春
か
ら
そ
の
発
生
を

(
3〉

み
て
、
翌
八
年
の
春
ま
で
及
び
、
東
京
に
お
い
て
す
ら
死
者
は
三
千
人
に
お
よ
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
厚
生
省
の
正
確
な
統
計
に
よ
る
と
、

明
治
九
年
の
痘
癒
患
者
数
は
=
二
八
名
、
死
亡
数
は
一
四
五
名
で
、
致
命
率
は
実
に
四
五
・
六
%
に
お
よ
ん
で
い
る
。

ニ
、
明
治
初
年
の
種
痘

付

種
痘
の
移
入
と
普
及

嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
、
モ

l
ニ
ッ
ケ
が
牛
痘
腕
を
舶
載
し
て
、
長
崎
に
お
い
て
牛
痘
接
種
に
成
功
す
る
や
、
こ

の
痘
苗
を
も
ち
い
た
種
痘

は
僚
原
の
火
の
ご
と
く
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
長
崎
の
楢
林
宗
建
、
京
都
の
日
野
鼎
哉
、
福
井
の
笠
原
白
翁
、
大
阪
の
緒
方
洪
庵
、
江
戸
の
伊

東
玄
朴
、
桑
田
立
斎
、
大
槻
俊
斎
な
ど
は
牛
痘
移
入
初
期
の
功
労
者
と
目
さ
れ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
医
師
を
中
心
と
し
て
、
お
お

く
の
蘭
方
医
の
努
力
に
よ
っ
て
着
々
と
そ
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
牛
痘
接
種
に
た
い
す
る
ぬ
き
が
た
い
迷
信
、
痘
物
質
の
永

( 17 ) 

続
性
を
保
持
す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
各
藩
単
位
に
細
分
化
さ
れ
た
行
政
の
あ
つ
い
壁
な
ど
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
、
蘭
方
医
の
間
で
は
も
は
や
そ

の
効
果
を
う
た
が
う
も
の
は
た
だ
の
一
人
も
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
ろ
く
民
衆
に
う
け
い
れ
ら
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
。安

政
四
年
ハ
一
八
五
七
)
に
は
民
間
の
蘭
方
医
有
志
に
よ
っ
て
神
田
お
玉
ケ
池
に
種
痘
所
が
創
設
さ
れ
、

種
痘
司
、
診
察
、

鑑
定
等
の
分
担

を
定
め
て
種
痘
の
実
施
に
の
り
だ
し
た
。
こ
の
種
痘
所
は
そ
の
後
の
種
痘
の
普
及
、
発
展
の
拠
点
と
な
り
、
万
延
元
年
(
一
八
六
O
)、
幕
府
は

そ
の
た
び
に
権
威
は
上
昇
の
一
途

を
た
ど
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
た
ん
に
種
痘
の
メ
ッ
カ
と
し
て
の
存
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、
西
洋
医
学
の
中
心
と
し
て
明
治
維
新
を
む
か
え
る
こ
と

こ
の
種
痘
所
を
官
立
に
移
管
し
て
、
種
痘
を
官
許
と
し
た
。
以
後
、
種
痘
所
は
い
く
た
び
か
名
称
を
か
え
、

347 



に
な
る
。
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新
政
府
は
明
治
三
年
(
一
八
七
O
)
三
月
、

明
治
新
政
府
の
種
痘
の
奨
励

大
学
東
校
に
種
痘
館
を
設
け
る
と
と
も
に
、

翌
四
月
、
太
政
官
達
を
も
っ
て
全
国
各
府
藩
県
に

布
達
し
て
種
痘
の
普
及
に
の
り
だ
し
た
。

「
大
学
東
校
種
痘
館
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
牛
痘
接
種
法
は
嘉
永
移
入
以
来
、
そ
の
効
果
は
絶
大
に
し
て
自
然
痘
の
惨
害
を
ま
ぬ
か
れ
て
は
い

る
が
、
現
今
か
な
ら
ず
し
も
順
調
な
あ
ゆ
み
を
つ
づ
け
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
し
、

庸
医
亙
祝
ノ
徒
糊
口
ノ
資
ト
ナ
シ
歯
葬
熟
ノ
術
ヲ
施
シ
往
々
自
然
痘
一
一
再
感
ス
ル
事
ア
レ
ハ
大
-
一
人
心
ヲ
疑
惑
セ
シ
ム
是
天
授
ノ
良
法
造

化
ノ
妙
機
ヲ
損
ス
ト
謂
フ
ヘ
シ

と
警
告
を
う
な
が
し
、
正
し
い
種
痘
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
接
種
は
免
許
を
有
す
る
も
の
に
か
ぎ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

種
痘
ハ
人
命
ニ
関
係
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
今
後
必
ス
東
校
ニ
入
学
シ
芸
術
成
就
ノ
者
ニ
非
サ
レ
ハ
此
法
ヲ
行
フ
事
ヲ
許
サ
ス

種
痘
館
は
翌
四
年
一
た
ん
廃
止
さ
れ
た
が
、
同
年
一
一
月
、
東
校
の
な
か
に
種
痘
局
が
設
け
ら
れ
て
種
痘
医
の
免
許
と
痘
苗
の
分
与
等
を
掌

( 18 ) 

る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
明
治
五
年
に
は
種
痘
医
免
許
を
地
方
庁
が
発
行
し
て
も
よ
い
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
。

種
痘
致
施
行
度
医
師
ハ
旧
東
校
之
申
出
詮
議
之
上
免
状
相
渡
来
候
処
各
府
県
下
ニ
於
テ
右
免
状
相
受
候
医
師
不
少
候
間
自
今
ハ
免
許
相
請

候
医
家
ヨ
リ
其
術
習
練
之
旨
弟
子
之
管
轄
庁
エ
申
出
候
ハ
ハ
地
方
官
限
設
議
ヲ
遂
不
都
合
之
次
第
無
之
候
ハ
ハ
施
行
免
許
致
ス
ヘ
キ
事

壬
申
九
月
一
九
日

文

部

省

右
之
通
達
之
趣
触
達
候
条
此
旨
可
相
心
得
也

神
奈
川
県
権
令

壬
申
一

O
月
七
日

大
江
卓

神
奈
川
県
が
文
部
省
の
通
達
を
う
け
て
発
し
た
、
明
治
五
年
の
種
痘
令
で
あ
る
。



こ
の
一
連
の
措
置
は
た
と
え
医
師
で
あ
っ
て
も
(
も
っ
と
も
こ
の
頃
は
医
師
の
免
許
制
度
は
存
在
し
な
い
〉
種
痘
医
と
し
て
の
免
許
状
を
も
た
な

い
も
の
は
種
痘
を
お
こ
な
う
こ
と
を
禁
止
し
、
種
痘
の
効
果
を
よ
り
一
層
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

一
方
種
痘
医

の
免
許
取
得
者
の
大
幅
な
増
加
を
は
か
る
た
め
「
師
家
ヨ
リ
其
術
習
熟
ノ
旨
ヲ
弟
子
ノ
管
轄
庁
へ
達
シ
其
庁
ヨ
リ
当
省
へ
添
翰
ヲ
以
可
願
出

事
」
と
あ
る
を
あ
ら
た
め
て
、
各
府
県
庁
に
免
許
を
発
行
す
る
権
限
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。

森
鴎
外
の
父
、
静
男
が
、
明
治
六
年
五
月
に
郷
里
の
浜
田
県
庁
か
ら
種
痘
医
の
免
許
を
う
け
た

こ
と
が
鴎
外
の
『
自
紀
材
料
』
に
み
え
る
。

白

医
制
の
公
布
と
種
痘
医

明
治
七
年
(
一
八
七
四
)

八
月
、

文
部
省
は
医
制
七
六
ケ
条
を
公
布
し
、
さ
し
あ
た
り
こ
れ
を
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
三
府
に
施
行
す
る
こ

と
に
し
た
。
医
制
は
そ
の
第
三
七
条
に
医
師
の
資
格
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
が
、
各
科
の
医
師
に
免
許
を
あ
た
え
る
た
め
の
要
件
を
記
載
し

種
痘
ハ
天
然
痘
病
理
治
方
ノ
概
略
及
ヒ
牛
痘
ノ
性
状
種
法
ヲ
心
得
タ
ル
者
ヲ
検
シ
仮
免
状
ヲ
与
へ
テ
施
術
ヲ
許
ス

こ
れ
を
う
け
て
文
部
省
は
同
年
一

O
月
、
布
達
第
二
七
号
(
種
痘
規
則
)
を
発
し
て
、

( 19 ) 

た
あ
と
に
つ
づ
い
て
、
種
痘
医
に
つ
い
て
と
く
に
一
項
を
も
う
け
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

あ
ら
た
な
観
点
か
ら
種
痘
術
の
免
許
制
を
明
確
に
さ

z-λυ

・-o

J
J
u
q
+
'
 

種
痘
規
則
第
一
条
に
は

種
痘
術
ハ
免
許
状
所
持
ス
ル
者

一
一
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
許
サ
ス

但
種
痘
術
ハ
内
外
科
医
ノ
行
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
。別
-
一
免
状
ヲ
与
ル
ニ
及
ハ
サ
ル
モ
現
今
ノ
事
情
未
タ
弦
ニ
至
ラ
ス
且
其
ノ
術
ノ
普
及
ヲ

要
ス
ル
カ
故
ニ
当
分
此
一
術
ヲ
習
熟
セ

ル
者
ヲ
検
シ
免
許
状
ヲ
与
へ
テ
之
ヲ
施
行
セ
シ
ム
(
傍
点
筆
者
〉

と
あ
っ
て
、
医
師
の
免
許
状
を
有
す
る
も
の
は
と
く
に
種
痘
術
の
免
状
を
必
要
と
し
な
い
旨
を
明
記
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
医
師
だ
け
で
は

種
痘
の
普
及
を
は
か
る
た
め
の
マ

ン
パ
ワ

ー
に
か
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し
て
、
と
く
に
『
種
痘
医
』
と
い
う
制
度
を
も
う
け
て

「
当
分
此
一
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術
ニ
習
熟
セ
ル
者
ヲ
検
シ
免
許
状
ヲ
与
へ
」
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
い
う
『
種
痘
医
』
は
医
制
公
布
前
の
種
痘
医
と
は
こ

350 

と
な
り
、
医
師
で
な
い
も
の
で
も
種
痘
医
の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
種
痘
医
と
し
て
の
資
格
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る。
こ
の
よ
う
に
種
痘
医
に
た
い
し
て
は
い
わ
ゆ
る

一
般
の
医
師
と
区
別
し
て
免
許
状
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
明
治
九
年
三
八
七
六
〉
若
松
県

天
然
痘
予
防
規
則
に

種
痘
医

IU 
得

内
外
科
医

と
は
っ
き
り
二
行
に
わ
け
て
の
記
録
が
あ
り
、
そ
の
第
一
条
に

自
今
天
然
痘
流
行
頻
り
に
蔓
延
候
処
未
た
管
内
に
種
痘
医
僅
少
に
付
昨
七
年
文
部
省
報
告
第
三
十
三
号
の
旨
趣
を
体
認
し
志
願
の
者
へ
は

速
か
に
伝
授
し
て
免
許
状
を
申
請
す
ベ
し
、
尤
願
人
の
性
質
粗
悪
に
し
て
伝
授
す
へ
か
ら
ざ
る
者
有
之
時
は
其
人
名
届
出
ベ
し

( 20 ) 

と
あ
り
、
又
第
二
条
で
は
種
痘
医
は
天
然
痘
患
者
の
診
察
と
治
療
に
た
づ
さ
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
む
ね
を
明
記
し
て
い
る
。

種
痘
医
を
希
望
す
る
も
の
は
、
す
で
に
種
痘
医
の
免
許
を
も
っ
て
い
る
医
師
に
師
事
し
て
種
痘
術
を
学
び
、
習
熟
し
た
む
ね
の
証
明
書
に
履

歴
書
を
そ
え
て
地
方
庁
に
願
い
で
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
試
験
の
う
え
、
地
方
庁
か
ら
免
許
状
が
あ
た
え
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。

(
5
)
 

そ
の
書
式
の
一
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

以
書
付
奉
願
上
候

渋
川
村

高
橋
謙
士
口

前
橋
桑
木
町

三
浦
聖
民

前
橋
相
生
町

津
久
井
文
譲

青
梨
子

桜
井
伝
三

惣
江
町

今
井
周

禎

右
私
共
儀
是
迄
服
部
文
哲
之
門
に
入

成
下
は
有
難
仕
合
に
奉
存
候

種
痘
術
研
窮
致
居
候
処

今
般
官
許
を
蒙
施
術
致
度

連
印
を
以
奉
願
上
候

右
願
之
通
御
容
被

以
上



連
名

〈
前
に
同
じ
)

群
馬
県
令

河
瀬
秀
治
股

ハ
添
書
)
第
一
大
区
小
三
区

医
師
(
文
部
省
種
痘
御
免
許
)

mi 
部

文

哲

こ
の
際
の
認
定
試
験
は
地
方
庁
に
よ
っ
て
こ
と
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
福
井
県
の
場
合
は
医
学
所
仮
規
則
第
一
八
条
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な

試
験
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

種
痘
医
た
ら
ん
こ
と
を
欲
し
履
歴
書
相
添
へ
本
県
へ
願
出
づ
る
者
は
左
の
九
ケ
条
を
以
て
試
問
の
上
学
術
当
器
の
者
へ
は
免
状
を
与
ふ
ベ

して
種
痘
来
歴
の
概
略

( 21 ) 

て
種
痘
用
紙
の
法

一
、
種
痘
部
位

て
小
児
体
質
強
弱
及
年
令
に
応
じ
て
種
痘
の
点
数

て
種
痘
の
経
過

て
種
痘
真
偽
鑑
定
の
略

て
痘
援
は
七
日
乃
至
八
日
を
以
て
良
期
と
す
る
は
如
何

て
不
感
の
者
の
所
置

て
痘
苗
を
貯
ふ
る
法

明
治
八
年
(
一
八
七
五
〉
六
月
、

衛
生
行
政
事
務
は
文
部
省
衛
生
局
か
ら
内
務
省
第
七
局
に
移
管
さ
れ
た
が
、

内
務
省
は
翌
九
年
に
は
種
痘
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規
則
を
廃
止
し
て
、
種
痘
医
規
則
お
よ
び
天
然
痘
予
防
規
則
を
定
め
た
。
こ
の
天
然
痘
予
防
規
則
は
、
生
後
七

O
日
よ
り
一
歳
ま
で
の
小
児
に
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た
い
す
る
種
痘
の
強
制
接
種
を
定
め
た
も
の
で
、
こ
れ
に
違
反
す
る
も
の
に
た
い
し
て
は
罰
金
を
科
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
、
こ
れ
が
今
日

ま
で
連
綿
と
し
て
う
け
つ
が
れ
て
い
る
種
痘
の
強
制
接
種
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

制

種
痘
医
の
努
力

こ
の
よ
う
な
種
痘
に
関
す
る
法
制
の
整
備
に
と
も
な
っ
て
、
種
痘
は
目
を
み
は
る
ば
か
り
の
普
及
ぶ
り
を
し
め
し
て
い
る
。
明
治
九
年
か
ら

一一一
年
に
い
た
る
種
痘
の
実
施
状
況
は
表
1
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
年
間
の
接
種
数
は
一
三

O
万
|
一
七

O
万
人
と
、
実
数
に
お
い
て
は
現
今

の
約
半
数
を
か
ぞ
え
、
総
人
口
に
た
い
す
る
接
種
率
に
お
い
て
は
現
今
の
そ
れ
を
は
る
か
に
し
の
い
で
い
る
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
善

感
率
は
初
種
痘
に
お
い
て
九
六
%
を
し
め
し
、

い
き
お
い
再
三
種
に
お
い
て
善
感
率
の
低
値
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
痘
苗
が
い
か

群
馬
県
に
お
け
る
明
治
二
二
年
の
種
痘
の
実
施
率
は
種
痘
児
、
七

O
Z余
、
未
種
痘
児
、
三

O
Z内
外
と
推
定
さ
れ
て
い

M
P
こ
れ
叉
昭
和

( 22 ) 

に
力
価
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
の
証
左
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
一
年
の
接
種
率
(
六
七
・
三
%
〉
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
痘
療
の
完
全
撲
滅
を
は
か
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た。
こ
の
よ
う
な
高
い
接
種
率
を
達
成
す
る
た
め
に
は
ら
わ
れ
た
医
師
の
努
力
は
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
行
政
当
局
は
種
痘
の
普
及

政
策
を
遂
行
す
る
う
え
か
ら
も
、
こ
れ
ら
医
師
に
た
い
し
て
賞
状
や
木
杯
を
贈
っ
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
つ
て
い
る
。

森
鴎
外
の
『
自
紀
材
料
』
に

明
治
一
二
年
四
月
、
東
京
府
庁

父
が
昨
年
二
千
余
人
に
種
痘
せ
し
を
称
し
て
賞
状
を
附
与
す

と
あ
り
、
横
浜
市
福
富
町
に
す
む
岡
村
滝
七
が
明
治
一
九
年
〈
一
八
八
六
〉
、
三
五
六
名
に
無
料
で
種
痘
を
施
し
た
た
め
、
そ
の
功
績
に
た
い
し

て
と
き
の
神
奈
川
県
令
よ
り
木
杯
一
個
を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
文
献
に
み
え
る
。



表 1. 種痘の実施状況

総す人る接口種に対率
善 感 率

年 次 総 人 口 被接種数

種|再三種初

明190年年7 月 34， 338， 4002) 1，659，294 4.83% 96.6% 32.5% 
~1O"F- 6 月

明1 01 年年 7 月 1，721，602 95. 6 34.6 
~11if. 6 月

明11 年年7 月 1，347，684 96. 9 27.6 
~12if. 6月

昭48年3) 108，079，000 3，443，345 3. 19 86.6 74.3 

川(崎市4) 1，001，368 46，789 4.67 76. 35) 58.55) 
昭48年〕

p. 注.1)明治9年より12年までの被接種数，

371による。

2)中野操:日本医事大年表 p.211による。

3)厚生省:保健所運営報告(昭48)p.74による。

4)川崎市衛生年報(昭48)p. 80による。

5)川崎市医師会 :予防接種に関する年次報告(昭47年度)p. 66， p. 68による。

昭28，善感率は厚生省:医制80年史，

こ
の
よ
う
な
医
師
の
不
断
の
努
力
と
、
強
制
接
種
と
い
う
法
制
上
の

強
い
た
が
が
は
め
ら
れ
て
い
る
う
え
に
、

わ
が
国
の
学
校
制
度
を
は
じ

め
て
体
系
づ
け
た
明
治
五
年
の
学
制
の
中
に
、

「
種
痘
或
は
天
然
痘
を

為
し
た
る
も
の
」
以
外
は
小
学
校
入
学
を
許
さ
な
い
む
ね
の
規
定
が
あ

っ
て
、
二
重
、
三
重
に
強
制
力
が
は
た
ら
い
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
よ

う
に
高
い
接
種
率
を
維
持
し
え
た
要
因
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

伺

接
種
年
齢
の
推
移

現
今
、
種
痘
の
接
種
年
齢
は
次
第
に
ひ
き
あ
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
昭
和
四
五
年
の
種
痘
禍
を
契
機
と
し
て
、
予
防
接
種
法
に
明
記
さ

( 23 ) 

れ
て
い
る
「
生
後
二
ヶ
月
か
ら
一
一
一
ヶ
月
ま
で
」
は
一
片
の
通
達
に
よ

っ
て
二
四
ヶ
月
ま
で
に
ひ
き
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
五
一
年
三
月
の

伝
染
病
予
防
調
査
会
の
「
予
防
接
種
の
今
後
の
あ
り
方
と
副
作
用
事
故

被
害
者
の
救
済
」
に
つ
い
て
の
答
申
で
は
、
新
し
い
痘
苗
下
。

8
5
3

の
開
発
に
と
も
な
い
初
種
痘
は
三
六
ヶ
月
か
ら
七
二
ヶ
月
の
聞
に
お
こ

な
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
現
在
の
よ
う
に
痘
癒
の
流
行
が
絶
無
で
あ

る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
悠
長
な
こ
と
を
い
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
痘
搭
が
く
り
か
え
し
流
行
し
て
い
る
明
治
初
年
に
あ

っ
て

は
、
小
児
に
す
み
や
か
に
免
疫
を
附
与
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
要
事
で
あ
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っ
た
。
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明
治
二
年
二
月
に
駿
府
四
つ
足
御
門
外
に
設
立
さ
れ
た
藩
立
の
駿
府
病
院
で
は
、
開
設
と
同
時
に
種
痘
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
と
き
は
生
後

五
O
日
で
接
種
願
い
を
出
さ
せ
て
い
る
。

明
治
三
年
三
月
の
大
学
東
校
種
痘
館
規
則
で
は
、

「
生
後
七
十
五
日
ヨ
リ
百
日
ノ
者
ヲ
改
メ
種
痘
所
へ
出
サ
シ
ム
」
と
あ
る
。
願
い
出
の
時

期
を
さ
だ
め
、
後
日
あ
ら
た
め
て
種
痘
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
接
種
時
の
年
齢
は
そ
れ
を
少
し
く
う
わ
ま
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
大
幅
に

へ
だ
た
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

明
治
七
年
の
種
痘
規
則
に
は
第
八
条
に
、

小
児
出
生
七
十
日
ヨ
リ
満
一
歳
迄
ヲ
種
痘
ノ
善
期
ト
ス
爾
後
七
年
毎
-
一
必
再
三
種
シ
テ
天
然
痘
ヲ
予
防
シ
且
前
効
ノ
存
否
ヲ
検
ス
ヘ
シ

と
あ
っ
て
、
初
回
接
種
を
生
後
七

O
日
か
ら
満
一
歳
ま
で
に
、
追
加
接
種
を
七
年
毎
に
お
こ
な
う
べ
き
む
ね
が
さ
だ
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
う
け

て
福
井
県
に
お
い
て
は
明
治
八
年
二
月
の
布
令
書
第
二
七
号
で

種
痘
ハ
毎
年
四
回
ト
定
ム

即
チ
三
ヶ
月
毎
-
二
度
小
児
出
生
七
十
日
ヨ
リ
満
一
年
マ
テ
ヲ
種
痘
ノ
善
期
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
右
四
期
ヲ
分
チ

( 24 ) 

生
レ
テ
七
十
日
以
上
ノ
者
順
次
種
痘
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

と
そ
の
細
部
に
わ
た
る
施
行
方
法
を
さ
だ
め
て
い
る
。

つ
い
で
明
治
九
年
四
月
に
、
内
務
省
は
種
痘
医
規
則
を
布
達
し
た
。
そ
の
第
七
条
で
初
種
痘
に
つ
い
て
は
さ
き
の
種
痘
規
則
に
変
更
を
く
わ

え
て
い
な
い
が
、
再
三
接
種
の
時
期
を
「
五
年
或
ハ
七
年
毎
ニ
」
と
改
正
し
て
い
る
。
同
年
五
月
に
い
た
る
や
、
布
達
甲
第
一
六
号
を
も
っ
て

天
然
痘
予
防
規
則
を
発
し
、
そ
の
第
一
条
に

小
児
初
生
七
十
日
ヨ
リ
満
一
年
迄
ノ
間
ニ
必
ス
種
痘
ス
ヘ
シ
(
傍
点
筆
者
)

と
さ
だ
め
て
こ
こ
に
種
痘
の
強
制
接
種
制
度
の
確
立
を
み
た
。

さ
ら
に
明
治
一
八
年
(
一
八
八
五
〉

一
一
月
に
は
種
痘
医
規
制
と
天
然
痘
予
防
規
則
を
廃
し
て
、

あ
ら
た
に
太
政
官
布
告
と
し
て
種
痘
規
則



表 2. 接種年齢の推移

再 ・三種(第二 ・三期〉

7年毎

5年あるいは7年

5~7 年

数え年10歳

小学校入学前6月以内
小学校卒業前6月以内

初種(第一期〉

50日

75 日 ~100日

70 日 ~1 歳

70 日 ~1 歳

70 日 ~1 歳

1歳以内

出生より翌年 6月

|施行年|
明 2

明 3

明 7

明 9

明 9

明18

明42

令

駿府病院

大学東校種痘館規則

種 痘 規 則

種 痘医規則

天然 痘 予 防 規 則

種痘 規 則

種痘法

法

2 月 ~12月*昭23法種接防予

を
発
し
、
初
種
痘
は
満
一
歳
以
内
に
お
こ
な
う
べ
き
こ
と
、
五
年
か
ら
七
年
の
聞
に
再
三
接

種
を
お
こ
な
う
べ
き
こ
と
を
さ
だ
め
て
い
る
。

明
治
四
二
年
(
一
九
O
九
〉
に
さ
だ
め
ら
れ
た
種
痘
法
で
は
、

接
種
年
齢
を
第
一
期
は
出

生
よ
り
翌
年
六
月
に
い
た
る
間
と
し
、
第
二
期
は
数
え
年
一

O
歳
と
明
記
し
て
い
る
。

こ
れ
を
表
に
ま
と
め
る
と
上
の
よ
う
に
な
る
。

(
主
衣

2
)

約

種
痘
の
接
種
料
金

種
痘
の
接
種
料
は
時
期
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
明
治
九
年
以
降
、

*昭45年に公衆衛生局長通達により24月に改正

強
制
接
種
制
度
を
さ
だ
め
な
が
ら
も
、

な
お
接
種
料
を
徴
集
し
て
い
る
。

(
現
今
の
予
防
接

種
法
に
お
い
て
も
、
定
期
予
防
接
種
に
さ
い
し
て
被
接
種
者
か
ら
実
費
を
徴
集
し
て
よ
い
む
ね
の
規
定

( 25 ) 

は
あ
る
が
、
実
際
に
は
徴
集
し
て
い
な
い
市
町
村
が
お
お
い
の
が
実
状
で
あ
る
〉

明
治
四
年
一
一
月
の
文
部
省
達
で
は

既
ニ
種
痘
術
免
状
相
受
候
者
ハ
自
今
自
宅
或
ハ
他
-
一
於
テ
社
ヲ
結
ヒ
相
当
ノ
謝
儀
ヲ
受

ケ
博
ク
其
術
ヲ
可
致
施
行
事

と
あ
っ
て
、
相
当
の
謝
礼
を
う
け
る
こ
と
を
み
と
め
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
一
年
前
の
明
治

三
年
九
月
に
だ
さ
れ
た
若
松
県
の
種
痘
布
告
で
は
、
痘
癒
の
予
防
に
は
種
痘
が
最
良
の
方
法

で
あ
る
こ
と
を
教
え
さ
と
し
た
あ
と
、

上
よ
り
御
世
話
な
し
下
さ
る
こ
と
な
れ
ば
医
者
に
謝
礼
の
心
っ
か
ひ
す
べ
か
ら
ず

と
さ
だ
め
、
無
料
で
種
痘
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
を
布
告
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
も
明
治
九
年

355 



に
な
る
と
、
手
数
料
と
し
て
五
銭
を
徴
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

356 

群
馬
県
で
は
お
そ
ら
く
明
治
五
年
頃
の
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
が
、

種
痘
料
の
儀
は
、
貧
富
に
よ
り
上
中
下
三
等
に
分
ち
上
等
二
十
五
銭

中
等
拾
銭上

納
可下
取等
計 五
候銭
事2を
)高

極
貧
の
者
に
至
り
て
は

代
料

上
納
に
不
及

も
っ
と
も
右
品
等
の
区
分
は

各
村
の
正
副
戸
長
の
見
込
を
以

こ
れ
だ
け
の
種
痘
料
を
納
め
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
医
師
へ
の
贈
物
は
い
っ
さ
い
し
な
い
よ
う
に
と
の
べ
て
い
る
。

熊
谷
県
に
お
い
て
も
明
治
九
年
七
月
、
種
痘
規
則
を
さ
だ
め
、

種
痘
初
種
再
三
種
ヲ
受
ル
者
ハ
素
ヨ
リ
至
重
ノ
性
命
ヲ
保
全
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
パ
其
時
々
種
痘
医
ニ
相
当
ノ
謝
儀
ヲ
致
ス

ヘ
キ
ハ
勿
論

一一
候

得
共

人
人
貧
富
ノ
差
ア
リ
一
定
ノ
法
モ
設
ケ
難
ク
因
テ
仮
ニ
当
分
上
中
下
ノ
三
等
-
一
分
チ

上
等
弐
拾
五
銭

中
等
拾
銭

下
等
五
銭
ト

定
メ
戸
長
ニ
於
テ
其
等
級
一
一
陣
ヒ
テ
取
纏
メ
差
送
ル
ヘ
ク
最
モ
極
貧
ノ
者
ハ
種
痘
医
ノ
仁
術
ヲ
仰
キ
可
為
無
謝
事

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
相
当
の
収
入
が
見
こ
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
徴
集
し
た
種
痘
料
は
医
師
や
雇
人
の

日
当
と
そ
の
他
の
雑
費

( 26 ) 

を
支
払

っ
て
、
な
お
余
剰
金
が
で
れ
ば
医
師
集
会
所
に
積
立
て
て
お
い
て
、
そ
の
運
営
費
に
あ
て
て
も
よ
い
と
の
規
定
も
み
え
る
。

福
井
県
で
は
明
治
八
年
、
初
回
は
五
銭
、
再
接
種
は
三
銭
、
第
三
回
目
は
二
銭
と
さ
だ
め
た
が
、
翌
九
年
に
は
こ
れ
が
、
初
回

一
O
銭
、
再

三
種
は
五
銭
と

一
挙
に
倍
額
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

明
治
九
年

一
O
月
の
静
岡
県
の
種
痘
規
則
で
は

種
痘
料

一
人
ニ
付
金
拾
銭
ノ
事

と
あ
り
、
明
治
一

二
年
五
月
に
は
こ
れ
が
改
正
さ
れ
て
、

種
痘
料
ハ
種
痘
医
ノ
適
宜
ニ
任
ス
ト
雄
モ
痘
児
一
人
弐
十
銭
ヲ
超
過
収
入
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
)

と
さ
だ
め
ら
れ
た
。

以
上
各
地
の
接
種
料
に
つ
い
て
の
文
献
を
み
る
と
、
初
種
痘
、

一
O
l二
O
銭
、
再
三
接
種
は
二

|
五
銭
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る。



貨
幣
単
位
の
異
な
る
時
代
に
ま
た
が
っ
て
物
価
を
比
較
す
る
の
は
む
づ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
今
便
宜
上
、
米
価
を
基
準
に
し
て
か
ん
が
え

て
み
る
と
、
明
治
一

O
年
に
は
米
一
石
の
値
段
は
四
円
六
一
銭
で
あ
り
、
昭
和
五

O
年
の
米
価
は
石
あ
た
り
一
一
一
七
、
七
二
五
円
で
あ
る
の
で
、

当
時
の
一

O
銭
は
現
在
の
八
一
八
円
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

文
当
時
の
他
の
物
価
、
と
く
に
衛
生
医
療
関
係
の
諸
費
用
と
く
ら
べ
る
と
、
群
馬
県
の
明
治
一
一
一
年
の
予
算
で
は
流
行
病
予
防
費
と
し
て
六

O
O円
を
計
上
し
て
お
り
、
傭
医
の
日
給
は
一
人
二

O
銭
と
さ
だ
め
て
い
る
。
明
治
一
六
年
に
長
野
県
飯
田
町
に
お
け
る
雇
上
げ
医
師
の
給
与

一
円
三

O
銭
で
あ
る
。

は
一
人
一
日
、

石
川
県
金
沢
病
院
に
附
置
さ
れ
た
医
学
所
の
授
業
料
(
明
治
八
年
〉
は
、
予
科
で
は
月
額

一
O
銭
、

(
四
)

O
l四
O
銭
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
明
治
一
一
一
年
、
金
沢
医
学
校
に
な
る
と
月
額
五

O
銭
に
な
っ
た
。

本
科
は
学
年
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

一
方
医
療
費
に
つ
い
て
み
る
と
、

(当
時
の
医
療
費
は
診
察
料
を
も
ふ
く
ん
で
す
べ
て

明
治
九
年
熊
本
の
公
立
病
院
改
正
規
則
で
は
、
入
院
費
用
と
し
て
一
日
に
つ
き
三
銭
五
厘
と
の
定
め
が
あ
る
。

当
時
は
「
薬
一
日
分
米
一
升
」
が
相
場
に
な
っ
て
い
た
。

薬
代
と
よ
ば
れ
て
い
た
〉

(
賄
費

( 27 ) 

は
別
)

こ
れ
を
も
っ
て
す
る
と
種
痘
の
接
種
料
は
か
な
り
の
額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

各
県
の
種
痘
関
係
文
容
は
山
崎
文
庫
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
閲
覧
の
使
を
お
あ
た
え
く
だ
さ
り
、
種
々
ご
教
示
賜
っ
た
順
天
堂
大
学
医
史
学
研

究
室
、

小
川
鼎
三
教
授
、
酒
井
シ
ヅ
講
師
に
深
く
感
謝
す
る
。
本
稿
の
要
旨
は
日
本
医
史
学
会
、
蘭
学
資
料
研
究
会
、
目
前
学
会
の
合
同
例
会

(
昭
五
一
・

=
了
二
七
)
で
発
表
し
た
。
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献
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史
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書
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史
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史
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The vaccination rate for the whole population (4.8%) is somewhat higher than the rate at present. 

ln spite of such efforts， epidemics of smallpox could not be arrested. Vaccination progressed favorably from 

its introduction into our country in the Kaei era， but thereafter the innoculation technique was on the decrease 

to the point at which it was not completely effective to immunize. Then the new government permitted 

vaccination to be given only by doctors with a specialist license in vaccination. After establishment of the 

Medical Practioners Law (1874)， the system in which the specialist in vaccination must not examine or treat 

a patient was continued. 

lt was decided that primary vaccination would be given at 75-100 days afet birth according to“Daigaku・tδM

Shutokan Kisoku (Regulations of the lnstitute of Vaccination of Eastern University)" (1870) and the age of 

vaccination gradually became higher till 3-6 years of age. 1 t cost 8-10 Sen for the primary vaccination and 

2-5 Sen for the boster. 

(

由

N
〉

白
目
的



日
本
医
史
学
雑
箆
第
二
十
二
巻
第
四
号

昭
和
五
十
一
年
十
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十
一
年
二
月
七
日
受
付

360 

江
戸
時
代
に
お
け
る
梅
毒
患
者
の
実
態

|
|
「
日
本
人
の
病
歴
」
覚
書

立

JII 

昭

は

じ

め

に

杉
田
玄
白
は
、
七
十
歳
の
と
き
に
筆
を
と
っ
た
『
形
影
夜
話
』

(1
〉

(
文
化
七
年
刊
〉
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

彼
是
慮
り
見
る
に
、
徹
毒
ほ
ど
世
に
多
く
然
も
難
治
に
し
て
人
の
苦
悩
す
る
も
の
な
し
。
・
:
:
:
:
兎
角
す
る
内
に
年
々
虚
名
を
得
て
、

( 30 ) 

病
客
は
日
々
月
々
に
多
く
、
毎
歳
千
人
余
り
も
療
治
す
る
う
ち
に
、

七
八
百
は
徽
毒
家
(
梅
毒
患
者
〉
な
り
。

如
斯
事
に
し
て
四
五
十

年
の
月
日
を
経
れ
ば
、
大
凡
此
病
を
療
せ
し
事
は
数
万
を
以
て
数
ふ
ベ
し
。
今
年
七
十
と
い
ふ
に
及
ベ
ど
も
、
い
ま
だ
百
全
の
所
を
覚

え
ず
。

梅
毒
が
当
時
の
日
本
人
を
い
か
に
ふ
か
く
冒
し
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
玄
自
の
こ
の
述
懐
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
に
来
日
し
た
外
人
た
ち
も
、
こ
の
忌
ま
わ
し
い
病
毒
が
日
本
人
全
体
を
深
く
広
く
蝕
ん
で
い
る
こ
と
に
、
い
ず
れ
も
樗
き
の
目
を

み
は
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
鎖
国
直
前
に
来
日
し
た
宜
教
師
ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
は
、

「
日
本
で
は
、
男
も
女
も
そ
れ
を
普
通
の
事
と
し

て
、
少
し
も
蓋
じ
な
い
」
と
語
り
、
玄
白
の
時
代
に
来
日
し
た
ツ
ン
ベ
ル
グ
は
、
梅
毒
は
「
今
日
の
と
こ
ろ
こ
の
固
に
広
く
ひ
ろ
が
っ
て
い



る
」
と
述
べ
、
玄
白
没
後
に
来
日
し
た
シ

l
ボ
ル
ト
は
「
日
本
で
こ
ん
な
に
深
く
根
を
下
ろ
し
た
病
気
」
と
い
い
、
幕
末
に
来
日
し
た
ボ
ン
ベ

ハ
2
)

は
売
春
と
梅
毒
と
の
因
果
を
指
弾
し
な
が
ら
、

「
こ
の
も
っ
と
も
恐
る
べ
き
状
態
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
」
と
記
し
て

い
る
。

一
六
世
紀
初
頭
は
じ
め
て
日
本
に
侵
入
し
た
梅
毒
は
、
上
下
貴
賎
を
激
し
く
襲
い
、
以
後
な
が
く
日
本
に
淫
侵
盤
居
す
る
が
、
江
戸
時
代
に

は
徽
毒

・
徽
搭

・
搭
毒
あ
る
い
は
た
ん
に
清
と
呼
ば
れ
、
も
っ
と
も
馴
染
み
深
い
疾
病
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
性
風
俗
と
の
結
び
つ
き
も
あ
っ

て
、
当
時
の
文
芸
作
品
と
く
に
川
柳
・
小
附
な
ど
に
、
し
ば
し
ば
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

親
の
目
を
盗
ん
だ
息
子
、
鼻
が
落
ち

寝
道
具
の
無
い
の
を
買
ふ
と
横
根
な
り

し
た
が
っ
て
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
な
る
と
、
梅
毒
の
病
理
と
療
法
を
扱
っ
た
医
書
も
数
多
く
あ
ら
わ
れ
、
呑
川
修
徳
の
『

一
本
堂
行
余

医
言
』
巻
五
〈
徽
箔
編
)
、

華
岡
青
洲
の
『
療
科
抽
明
言
』
(
天
保
六
年
)
、

本
間
藁
軒
の
『
蕩
科
秘
録
』
ハ
天
保
八
年
〉
、

明
の
陳
司
成
の

『
徽
麿
秘

( 31 ) 

録
ι= 

の
訳
書
(
安
永
三
年
)
を
は
じ
め
、
和
国
東
郭
『
徽
清
一
家
伝
』
、
橘
尚
賢
『
徽
搭
証
治
秘
鑑
』
(
安
永
五
年
)
、

片
倉
鶴
陵
『
徽
属
新
書
』

(
天
明
六
年
〉
、
永
富
独
捕
庵
『
徽
搭
口
訣
』
(
天
明
八
年
)
、

和
気
惟
享
『
徽
搭
約
言
』
(
官
宇
和
二
年
〉
、

プ
レ
ン
ク
著
杉
田
立
郷
訳
『
徽
清
新
書
』

(文
政
四
年
)
な
ど
が
梅
毒
専
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
専
門
の
医
家
が
著
わ
し
た
医
書
で
あ
る
た
め
、
梅
毒
の
病
因

・
病
理

・
療
法
等
に
か
ん
す
る
当
時
の
医
学
的

水
準
を
知
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
梅
毒
患
者
の
臨
床
的
症
例
や
梅
毒
に
苦
し
む
病
者
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
、
当
時
の
医
学
の
主
流
か
ら
は
は
ず
れ
て
い
た
が
、
町
医
と
し
て
梅
毒
療
治
と
駆
梅
薬
製
造
に
専
念
し
、
梅
毒
に
か
ん
す

る
啓
蒙
書
を
刊
行
し
、
当
時
徽
医
(
梅
毒
専
門
医
〉
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
船
越
敬
祐
と
い
う
人
物
が
あ
り
、

た
ま
た
ま
そ
の
著
作
に
、
当
時

の
梅
毒
患
者
の
症
例
が
つ
ぶ
さ
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
船
越
敬
祐
な
る
人
物
と
、

毒
に
冒
さ
れ
た
人
び
と
の
病
症
と
病
苦
の
実
態
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

そ
の
著
作
に
-
記
さ
れ
た
患
者
の
症
例
か
ら
、
当
時
の
梅
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轍
医
船
越
敬
祐

げ
た
。
多
数
の
患
者
を
治
療
す
る
か
た
わ
ら
、

船
越
敬
祐
は
名
は
晋
、
字
は
君
明
、
錦
海
と
号
し
、
伯
番
国
米
子
の
出
身
で
、

『
妙
薬
奇
覧
』

の
ち
大
坂
に
居
を
か
ま
え
、
天
保
頃
に
徽
医
と
し
て
名
を
あ

『
徽
搭
璃
談
』

(
天
保
二
年
〉

『
徽
搭
軍
談
』

(
天
保
九
年
)

『
徽
搭
茶
談
』

(
天
保
一
四
年
〉
な
ど
の
梅
毒
専
書
を
著
わ
し
、
さ
ら
に
駆
梅
薬
「
延
寿
丸
」

「
晋
造
丹
」
そ
れ
に
「
カ
テ
イ
テ
ル
」
な
ど
を
製
造
販
売
し
た
。

こ
の
う
ち
『
徽
措
軍
談
』
は
、
梅
毒
の
治
療
法
を
一
般
の
医
家
と
民
衆
に
興
味
ぶ
か
く
読
ま
せ
る
た
め
、
絵
入
り
軍
談
の
形
式
で
書
き
お
ろ

し
た
も
の
で
あ
り
、

『
徽
搭
茶
談
』
な
ど
も
、
素
人
に
も
読
め
る
よ
う
に
き
わ
め
て
通
俗
的
に
書
か
れ
、
文
筆
の
才
に
た
け
て
い
た
。
ま
た
著

書
の
奥
付
に
は
、

か
な
ら
ず
自
家
創
製
の
売
薬
の
広
告
が
れ
い
れ
い
し
く
宣
伝
さ
れ
、
彼
の
諸
著
は
見
方
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
売
薬
の
効
能
書

に
お
け
る
泌
尿
器
科
学
に
貢
献
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
カ
テ
イ
テ
ル
の
広
告
は
医
療
器
械
の
広
告
が
書
物
に
あ
ら
わ
れ
た

最
初
の
も
の
と
さ
れ
る
。

( 32 ) 

あ
る
い
は
ピ

l

・
ア
ー
ル
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ゴ
ム
製
カ
テ
イ
テ
ル
の
販
売
も
そ
の
商
売
気
よ
り
で
た
も
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国

と
こ
ろ
で
、
彼
は
『
徽
搭
瑛
談
』
と
『
徽
搭
茶
談
』
で
、
自
分
の
梅
毒
歴
を
仔
細
に
語
っ
て
い
る
。
ま
ず
父
母
を
梅
毒
で
失
い
、
っ
.
つ
い
て

若
年
に
し
て
劇
症
の
梅
毒
を
発
し
、
水
銀
駆
梅
法
を
受
け
、
苦
し
み
ぬ
い
た
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

や

ま

い

お

わ

ら

余
が
父
母
も
此
病
に
罷
り
て
天
年
を
終
ず
。
父
は
廿
九
歳
に
て
世
を
去
り
、
母
は
四
十
四
歳
に
て
世
を
去
る
。
余
も
叉
若
年
の
と
き
、

し

や

〈

は

か

〈

此
病
に
数
年
く
る
し
み
、
種
々
の
方
剤
を
用
ひ
る
に
寸
効
な
し
。
此
に
於
て
一
医
生
に
委
し
く
病
苦
を
演
舌
し
、
此
の
如
く
世
に
長
く

す
み
ゃ
か

苦
し
ま
ん
よ
り
、
速
に
死
す
る
も
又
幸
ひ
な
り
。
故
ゆ
へ
に
い
か
な
る
劇
薬
も
お
そ
る
意
な
し
。
願
く
は
十
死
一
生
の
劇
治
を
施
し
た

こ

ふ

か

の

い

し

や

り

ち

ぼ

う

ぐ

わ

ん

あ

く

ひ

と

ま

は

ま
へ
、
と
乞
に
、
彼
医
生
、
さ
ら
ば
軽
粉
剤
の
中
七
宝
丸
を
飽
ま
で
用
ゆ
べ
し
と
。
一
廻
り
七
日
ぷ
ん
を
服
せ
し
む
。
第
四
日
に
至
り

は
れ
い
た
む

て
、
口
中
腫
痛
ゆ
へ
、
の
こ
る
三
日
ぶ
ん
は
尚
更
口
中
い
た
ん
で
服
し
が
た
か
る
べ
し
と
お
も
ひ
、
第
五
日
の
朝
一
度
に
服
し
尽
す
。



ら

ん

せ

う

え

ん

ま

つ

其
夜
よ
り

口
中
大
い
に
燭
傷
し
、
誕
沫
を
吐
く
事
毎
日
二
升
ば
か
り
。
此
の
如
き
事
三
十
余
日
、
日
中
は
次
第
に
治
し
て
、
病
毒
は
さ

か

の

や

〈

り

き

ら
に
減
ぜ
ず
。
彼
医
生
の
日
く
、
こ
れ
薬
力
の
足
ざ
る
な
り
、
猶
七
宝
丸
を
連
服
す
べ
し
と
。
又
是
を
以
て
攻
る
事
十
一
月
よ
り
翌
年

六
月
に
い
た
れ
ど
も
、
少
し
も
功
な
し
。
此
時
は
身
体
廟
痩
し
て
、
骨
と
皮
と
の
み
な
り
た
る
ゆ
へ
に
、
こ
れ
よ
り
服
薬
を
や
め
、

に

〈

し

よ

〈

き

に

〈

し

か

は

な

は

か

ダ

ぐ

す

り

肉
食
す
る
こ
と
六
十
日
ば
か
り
、
精
力
復
し
、
肌
肉
生
ず
。
然
れ
ど
も
徽
宿
は
益
々
甚
だ
し
。
其
後
叉
喋
薬
を
用
ひ
る
に
、
六
七
日
よ

よ

だ

れ

な

か

ぽ

か

か

る

が

り
誕
沫
を
は
き
、
五
十
余
日
に
及
ん
で
搭
毒
半
は
治
し
て
、
全
治
せ
ず
。
故
ゆ
へ
に
こ
れ
を
や
め
て
、
暫
ら
く
治
療
を
怠
り
居
た
る

ぜ

ん

ぜ

ん

か

ぽ

い

に
、
病
毒
次
第
に
増
長
し
、
其
翌
年
三
月
頃
に
は
苦
痛
前
々
に
加
倍
す
。

(
5
)
 

土
肥
慶
蔵
は
、
彼
の
主
証
が
発
疹
よ
り
筋
骨
疹
痛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
悪
性
梅
毒
で
あ
っ
た
ろ
う
と
診
定
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
こ
の
病

苦
の
体
験
か
ら
、
「
こ
の
病
を
治
せ
ん
が
為
に
憤
り
を
発
し
、
医
と
な
り
、
薬
方
を
捜
る
こ
と
久
し
く
」
、

つ
い
に
梅
毒
の
特
効
薬
延
寿
丸
を
発

明
し
、
こ
れ
を
自
家
実
験
し
、
百
余
日
で
全
治
し
た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
興
味
ぶ
か
い
こ
と
は
、
回
復
し
て
十
八
年
後
、
故
意
に
梅
毒
も
ち

の
娼
婦
と
交
わ
り
、
大
胆
な
接
種
実
験
を
試
み
た
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

あ

ら

は

こ

う

じ

ん

ば

い

ぢ

よ

其
後
十
八
年
を
歴
て
雲
洲
松
江
に
四
ヶ
年
居
住
し
、
徽
搭
軍
談
を
著
す
に
つ
け
、
後
人
を
い
つ
は
る
こ
と
を
恐
れ
、
売
女
の
あ
ら
た
に

げ

か

ん

ベ

ん

ど

く

ま

じ

は

づ

き

う

げ

か

ん

さ

う

か

か

る

が

下
清
便
毒
を
や
む
者
五
六
人
と
交
る
こ
と
一
月
ば
か
り
に
し
て
、
頭
癒
と
下
府
痛
と
を
発
す
。
故
ゆ
へ
に
延
寿
丸
を
口
中
い
た
む
ほ
ど

〈

ら

ふ

じ

つ

ぜ

ん

じ

っ

に
服
用
し
、
魚
鳥
の
毒
と
思
ふ
者
を
飽
ま
で
食
ふ
と
い
へ
ど
も
、
不
自
に
全
治
す
。
叉
前
日
の
加
く
売
女
に
交
る
こ
と
十
余
人
、
さ
ら

そ

れ

ば

い

き

う

れ

に
伝
染
せ
ず
。
夫
よ
り
今
八
ヶ
年
に
至
れ
ど
も
、
徽
気
の
患
ひ
あ
る
こ
と
な
し
。

( 33 ) 

こ
の
体
験
記
に
つ
い
て
、
土
肥
鹿
蔵
は
、
治
癒
後
十
八
年
目
に
自
家
接
種
し
、
し
ば
ら
く
陰
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
梅
毒
が

根
治
し
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
ま
た
交
接
後
一
ヶ
月
で
頭
搭
と
下
府
癒
を
発
し
た
の
は
重
感
染
の
症
状
で
あ
り
、
さ
ら
に
八
年
た
っ
て
も
梅
毒

の
継
発
症
の
な
い
の
は
、
初
期
の
水
銀
駆
梅
法
の
成
果
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
の
べ
て
い
る
。

彼
の
梅
毒
の
病
理
説
は
、
明
の
陳
実
功
『
外
科
正
宗
』
や
陳
司
成
『
徽
靖
秘
録
』
を
も
と
と
し
、
前
記
の
わ
が
国
の
梅
毒
専
奮
の
域
を
出
る

も
の
で
は
な
い
が
、
と
く
に
梅
毒
に
先
天
性
と
後
天
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
遺
伝
梅
毒
に
は
潜
伏
梅
毒
の
あ
る
こ
と
を
観
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
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梅
毒
が
娼
婦
を
と
お
し
て
蔓
延
す
る
こ
と
を
力
説
し
、
た
と
え
ば
『
徽
靖
軍
談
』
で
は
、
異
国
か
ら
ま
ず
長
崎
の
遊
里
に
侵
入
し
、
売
春
に
よ

っ
て
病
魔
が
蔓
延
す
る
さ
ま
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
と
い
て
い
る
。

』

の

お

や

ま

其
の
時
、
徽
毒
王
窃
取
り
直
し
、
我
れ
汝
等
と
共
に
、
此
の
日
本
長
崎
丸
山
の
娼
婦
の
人
体
国
に
忍
び
入
り
し
よ
り
、
女
体
国
よ
り
男

体
固
に
わ
け
入
り
、
男
体
国
よ
り
女
体
固
に
移
り
、
今
日
本
六
十
余
州
の
人
体
固
に
通
路
の
自
在
を
得
た
り
。

梅
毒
患
者
の
症
例

さ
て
、
船
越
敬
祐
は
、

『
徽
搭
茶
談
』
に
併
録
し
た
「
徽
療
治
験
」
で
、
自
分
が
扱
っ
た
患
者
た
ち
の
症
例
を
も
っ
と
も
精
細
に
記
録
し
て

そ
れ
に
先
立
ち
、
前
著
『
徽
搭
噴
談
』
の
附
録
「
豆
日
正
直
丹
功
能
弁
-
一
治
験
」

に
も
、
八
人
ほ
ど
の
患
者
の
症
例
を
か
ん
た
ん
に
綴
っ

い
る
が
、

て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
な
か
か
ら
五
人
の
梅
毒
患
者
の
症
例
を
読
ん
で
み
る
。

ゼ
Y
イ
Y
イ
タ
ン

一
娼
婦
年
廿
八
、
十
四
五
ノ
頃
ヨ
リ
徽
毒
ヲ
ウ
レ
ヒ
テ
、
前
陰
痛
デ
、
或
ハ
治
シ
或
ハ
発
シ
、
根
治
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
此
女
一
一
交
ル
者

プ

多
ク
便
毒
ヲ
ハ
ッ
シ
テ
死
ス
ト
云
。
此
女
モ
終
-
一
便
毒
ヲ
ハ
ッ
シ
テ
大
キ
ニ
腐
欄
ス
。
広
サ
五
寸
余
深
サ
一
寸
四
五
歩
。
叉
陰
門
ヨ
リ

フ

ム

"

カ

ホ

テ

ア

シ

ホ

ネ

nν

タ
ル
シ

S
イ
タ

ν

ゃ

-

一

-

タ

ヨ

ザ

ウ

オ

ウ

匹
門
腐
欄
シ
テ
、
両
便
利
ス
ル
時
ハ
、
第
痛
デ
忍
ピ
ガ
タ
シ
。
叉
頭
面
四
肢
ノ
骨
腫
、
日
夜
苦
疹
デ
、
肌
肉
枯
痩
シ
、
百
治
不

ゼ
ス応

0

・
:
:

ハ

フ

〆

フ

ラ

タ

，

ヤ

ウ

そ

老

ガ

ザ

タ

サ

ν
タ
〆

ν

ウ

ヴ

キ

イ

タ

ム

イ

タ

γ

一
娼
妓
年
廿
一

、
楊
徽
措
ヲ
発
シ
、
眉
髪
脱
落
、
両
股
一
一
大
癌
ヲ
発
シ
、
大
キ
ニ
腐
欄

、
疹
痛
。
又
陰
門
中
痛
デ
、

ヨ

グ

シ

エ

ギ

リ

ナ

キ

サ

ケ

プ

ハ

νイ
タ

ミ

セ

γ
ケ

ソ

タ

〆

ヒ

-
一
挙
ヲ
握
腕
泣
。
又
痔
疾
匹
門
腫
痛
、
鮮
血
ヲ
下
ス
コ
ト
毎
日
三
四
時
。
大
便
秘
結
シ
テ
、
苦
ム
コ
ト
二
ヶ
年
。

諸

きォ小
U、ウ便

応、主ス
o /レ

毎

若
く
し
て
恐
る
べ
き
病
毒
に
回
目
さ
れ
、
局
所
が
腐
燭
し
、
苦
痛
に
泣
き
叫
ぶ
娼
婦
た
ち
の
姿
に
は
、
お
も
わ
ず
目
を
そ
む
け
た
く
な
る
。
こ
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の
二
人
は
、
晋
造
丹
と
ほ
か
の
薬
を
併
用
し
て
、
五
十
日
あ
る
い
は
半
年
で
全
治
し
た
と
い
う。

ケ
イ
フ

y
d
n
y

カ
ギ
〆
ス

9

一
男
子
年
品
川
八
。
府
搭
陰
頭
ノ
皮
カ
ム
リ
ノ
中
ニ
生
ジ
、
腫
レ
痛
ミ
、
膿
汁
出
デ
、
大
キ
ニ
腐
リ
燭
レ
、
軽
粉
丸

・
蕪
剤

・
ド
ロ
シ

ス
・
生
々
乳
剤
ヲ
服
ス
ル
時
ハ

、
徴
功
ア
ル
モ
、
全
ク
癒
エ
ザ
ル
コ
ト
九
ヶ
年
、
終
-
一
陰
頭
一
寸
パ
カ
リ
脱
落
。
.

ノ
チ

A
V
Y
イ
Y

2

0

4

p

g

o
ケ
ア

一
女
子
年
廿
五
、
楊
梅
磨
ヲ
患
ル
コ
ト
六
ヶ
年
。
后
ニ
ハ

足
ノ
一
一
一
陰
交
ニ
凝
結
シ
、

ウ
グ
牟
イ
タ

Z

ナ

キ

サ

ケ

プ

ト

ナ

F

疹

痛

、
日
夜
蹴
泣
声
四
隣
ヲ
動
ス
。
百
治
効
ナ
シ
0

・

'

y

u

v

'

h

y

y

ス
.
チ
ホ
ネ

大
キ
ニ
腐
嫡
シ
テ
骨
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
、
周
身
ノ
筋
骨

マ

プ

タ

マ

ナ

コ

ア

タ

ヲ

ズ

シ

〆

イ

シ

〆

イ

一
婦
人
年
三
十
六
、
頭
面
ニ
大
宿
ヲ
発
シ
、
大
キ
ニ
腐
欄
シ
テ
、

右
ノ
限
胞
ク
サ
リ
オ
チ
テ
限
ヲ
フ
サ
グ
コ
ト
不
ν
能
。
漸
々
ニ

ア

カ

"

ウ

ミ

ツ

イ

ヘ

ハ

ナ

パ

シ

，

オ

チ

ヂ

セ

ザ

ル

シ

'
A
Y

ヲ
イ
M
Y

ツ

ピ

ハ

フ

〆

ツ

ヲ

タ

タ

〆

明
ヲ
失
ヒ
、
膿
潰
、
叉
鼻
梁
モ
陥
下
テ
、
不
ν
治
コ
ト
十
余
年
。
諸
治
効
ナ
シ
。
其
形
天
刑
ノ
如
ク
、
眉
髪
脱
落
、
唯
死
ヲ
待
ツ
ノ
ミ
。

こ
の
三
人
も
、
晋
造
丹
な
ど
の
服
用
に
よ
り
、
十
五
日
か
ら
四
十
日
余
で
全
治
し
た
と
い
う
が
、
六
年
か
ら
十
年
も
梅
毒
に
冒
さ
れ
、
全
身

( 35 ) 

の
「
筋
骨
疹
痛
」
し
、
「
眉
髪
脱
落
」
し
、
あ
る
い
は
鼻
梁
が
欠
損
し
た
か
な
り
末
期
的
な
病
者
が
、

は
た
し
て
治
癒
し
た
か
ど
う
か
は
疑
わ

J

、。

可
E

目、、
L
Vつ

守つ

い
て
、

「
徽
療
治
験
」
に
列
記
さ
れ
た
患
者
た
ち
に
接
し
て
み
る
。
こ
こ
に
は
三
十
七
人
の
患
者
が
記
さ
れ
、
そ
の
大
半
は
彼
が
居
住

し
て
い
た
大
坂
と
そ
の
周
辺
お
よ
び
以
前
の
住
地
山
陰
の
患
者
た
ち
で
あ
る
。
患
者
の
一
覧
を
表
示
す
る
と
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
(
病
名

欄
は
文
中
の
病
名
で
、
空
欄
の
も
の
も
す
べ
て
梅
毒
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
J
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船
越
敬
祐

「
徴
療
治
験
」
所
載
の
梅
毒
患
者
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こ
の
な
か
か
ら
、
症
状
・
病
態
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
一
七
例
え
ら
び
、
そ
の
症
状
・
病
態
を
記
録
し
た
個
所
を
中
心
に
、
以

下
に
引
用
し
て
み
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
患
者
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

下
府
(
初
期
夜
結
〉

-
便
毒
(
横
疲
)
か
ら
楊
梅
搭
へ
と
い
う
経
過
を
た
ど
り
、

症
状
と
し
て
は
、
筋
骨
疹
痛

・
頭
痛

・
発
疹

・
発
熱

・
腫
脹

・
化
膿

・
潰
蕩

・
麻
簿

・
筋
肉
腐
燭
な
ど
の
初
期
か
ら
末
期
に
い
た
る
梅
毒
の

一

般
的
症
状
と
、
と
き
に
は
譜
妄

・
錯
乱

・
吐
血

・
紅
彩
炎

・
耳
鳴

・
産
筆
、
そ
れ
に
合
併
症
の
併
発
な
ど
、
多
様
な
症
状
で
あ
る
。

(
7
)
 

こ
の
う
ち
、
陰
門
に
カ
ズ
ノ
コ
状
の
療
が
で
き
た
大
工
治
郎
士
口
の
娘
は
、
悪
性
の
乳
噴
腫
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
、
ま
た
大
工
大
黒
屋
清
兵

衛
の
蝋
燭
下
痢
と
あ
る
の
は
侵
蝕
の
は
げ
し
い
軟
性
下
府
で
あ
っ
た
ろ
う
。
十
歳
に
な
る
大
工
治
郎
士
ロ
の
娘
を
は
じ
め
、
な
ん
人
か
は
死
亡
し

た
が
、
彼
ら
を
冒
し
て
い
た
梅
毒
が
い
ず
れ
も
悪
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、

い
か
に
多
彩
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
以
下
の
記
録

か
ら
も
推
察
で
き
る
。

大
阪
天
神
橋
北
詰
北
入
、
尾
張
屋
嘉
兵
衛
の
下
人
新
助
、
年
二
十
三
四
。
前
年
八
月
噴
よ
り
下
宿

・
便
毒
を
発
し
、
膏
薬
付
薬
洗
薬
な

ど
に
て
、
こ
れ
を
治
し
て

の
ち
、
い
ま
だ
久
し
か
ら
ぬ
に
、
総
身
に
楊
梅
請
を
発
し
、
七
福
薬
山
帰
来
剤
五
宝
丹
あ
る
い
は
下
剤
膏
薬

付
薬
な
ど
用
ゆ
と
い
え
ど
も
、
寸
効
な
く
、
ぜ
ん
ぜ
ん
に
腐
り
燭
れ
、
臭
積
近
ず
く
べ
か
ら
ず
。
翌
年
四
月
頃
ま
で
、
百
治
効
な
し
。

( 37 ) 

こ
こ
に
い
た
り
て
余
に
療
治
を
た
の
む
。
余
行
き
て
こ
れ
を
見
る
に
、
そ
の
家
内
両
人
案
内
し
て
二
階
に
上
る
。
二
階
の
襖
を
聞
く
れ

つ
む
り
か
お

ば
、
そ
の
臭
い
白
押
を
う
が
っ
。
両
人
の
者
は
手
拭
に
て
鼻
を
く
く
り
、
陳
皮
を
林
氏
い
て
、
そ
の
臭
き
を
防
ぐ
。
そ
の
病
人
頭
面
一
面
に

か
さ
ぷ
た

大
癒
を
発
し
、
腰
以
下
両
脚
一
面
に
搭
蓋
と
な
り
、
膿
汁
流
れ
い
ず
。
:

す
じ
ほ
お

大
坂
天
満
、
御
弓
同
心
某
な
る
者
の
件
、
年
二
十
。
は
じ
め
下
府
を
生
じ
、
膏
薬
に
て
こ
れ
を
治
す
。
日
あ
ら
ず
し
て
筋
骨
節
々
疹
き

痛
み
、
手
足
伸
び
屈
み
な
ら
ず
。
諸
治
効
な
し
。
:
:
:
・
:
そ
の
母
来
っ
て
日
く
。
悲
し
い
か
な
、
件
こ
と
こ
の
廿
日
ば
か
り
、
以
前
よ
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り
薬
毒
の
わ
ざ
に
て
、

へ
そ
の
し
た
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
ね
な
さ
き

左
の
小
腹
よ
り
握
挙
の
ご
と
き
の
、
心
下
へ

て

あ

し

ひ

と

ご

と

頭
痛
甚
し
く
、
四
肢
引
寧
り
振
う
て
、
人
事
を
知
ら
ず
。
ほ

突
き
の
ぼ
る
。

大
い
に
頭
痛
し
て
、
耳
鳴
り
、
聞
え
ず
。
毎
日
五
六
度
づ
っ

、

む
ね
ど
う
き
か
ら
え
づ
き

そ
の
時
は
胸
郭
に
て
動
気
強
く
、
乾
幅
し
て
、
足
冷
え
、

と
ん
ど
死
に
至
ら
ん
と
す
。
し
ば
ら
く
し
て
水
を
吐
き
、
動
気
お
さ
ま
り
、
突
き
の
ぼ
り
し
も
の
お
さ
ま
る
時
は
、
頭
痛
も
ゆ
る
み
、

は
じ
め
か
な
い
び
や
う
に
ん

叉
お
こ
る
時
は
前
状
の
ご
と
し
。
家
人
も
病
者
も
、
必
死
を
き
わ
む
。
病
者
あ
ま
り
苦
し
さ
に
髪
を
切
り
て
坊
頭
と
な
り
、
た
だ
死
を

ま
つ
の
み
0

・

大
坂
木
挽
町
南
之
町
、
伏
見
屋
清
八
と
い
え
る
者
あ
り
。
年
三
十
五
六
。
前
年
冬
の
噴
下
位
畑
を
発
し
、
付
薬
膏
薬
な
ど
を
も
っ
て
こ
れ

ほ
ね
ふ
し

を
治
す
。
春
に
至
り
て
楊
梅
癒
を
発
し
、
ぜ
ん
ぜ
ん
に
骨
節
疹
き
痛
み
、
四
月
の
末
に
至
り
て
、
余
に
療
治
を
た
の
む
。
そ
の
と
き
病
人

〈
わ
ベ
い
さ
う
こ
ど
め

総
身
に
花
米
搭
と
て
小
米
の
ご
と
き
小
第
一
面
に
発
し
、
眼
中
赤
く
腫
れ
痛
み
、
骨
節
疹
き
痛
み
、
立
居
歩
行
な
ら
ず
0

・

か

ザ

の

こ

〈

さ

う

み

、

、

、

い
だ

摂
州
木
津
村
、
大
工
治
郎
士
ロ
の
娘
、
年
十
歳
。
一
一
一
ガ
年
以
前
よ
り
陰
門
に
練
鱗
の
ご
と
き
癒
を
発
し
、
常
に
う
す
膿
き
し
る
を
出
す。

つん

、
、
、

い
だ
あ
し
き

し
だ
い
に
数
を
増
し
、
終
に
陰
門
の
上
一
面
に
な
り
、
か
ず
の
こ
一
合
ば
か
り
を
積
み
た
る
ご
と
く
に
し
て
、
き
し
る
を
出
し
て
、
臭

に
ほ
ひ

積
甚
し
く
、
諸
薬
効
な
し
。
平
日
た
ん
ぱ
ん
水
に
て
洗
ふ
と
き
は
、
し
ば
ら
く
乾
き
、
く
さ
み
も
去
る
と
い
へ
ど
も
、
半
日
ば
か
り
に

けいぼうはい
E
〈
さ
ん
ぢ
さ
う
が
ん

て
、
叉
き
し
る
出
で
、
く
さ
く
な
り
、

一
日
も
止
む
と
き
な
し
。
余
に
療
治
を
た
の
む
ゆ
へ
に
、
荊
前
敗
毒
散
を
与
へ

、
治
癒
丸
毎
日

二
服
ば
か
り
を
か
ね
用
ゆ
。
五
六
日
よ
り
疹
き
痛
み
、
四
五
日
の
聞
に
か
ず
の
こ
の
ご
と
き
も
の
み
な
腐
り
落
ち
た
り
と
い
へ
ど
も
、

だ

い

ね

つ

だ

い

わ

う

ぼ

た

ん

ぴ

と

う

疹
き
痛
み
止
ま
ず
。
ぜ
ん
ぜ
ん
に
腐
り
、
大
熱
を
発
し
、
食
進
ま
ず
、
乾
ひ
て
水
を
こ
の
む
ゆ
へ
に
、
前
方
を
止
め
、
大
黄
牡
丹
皮
湯

たはごと

を
飲
ま
し
む
。
一
一
一
一
一
服
に
し
て
、
疹
き
痛
み
止
む
ゆ
へ
に
、
続
ひ
て
飲
ま
し
む
る
に
、
ま
た
痛
み
い
で
、
い
よ
い
よ
腐
り
、
譜
語
云
ふ

〈

す

り

ま

こ

と

て
、
薬
汁
は
吹
き
出
し
て
飲
ま
ず
。
た
だ
水
を
こ
の
み
、
三
十
余
日
に
し
て
死
す
。
実
に
稀
代
の
劇
症
な
り
。
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そ

れ

が

し

は

た

ち

お

っ

と

か

う

や

〈

あ

ら

ひ

ぐ

す

り

な

お

大
坂
北
久
宝
寺
町
、
吉
野
屋
某
の
嫁
、
年
廿
。

十
七
の
時
嫁
入
り
す
。
其
夫
三
が
年
以
前
よ
り
下
宿
を
発
し
、
膏
薬
洗
薬
な
ど
に
て
直

ひ

な

ら

ず

お

こ

う

つ

つ

む

り

〈

さ

け

っ

ぽ

ん

か

た

ま

る
ゆ
へ
に
、
嫁
を
と
り
、
不
日
叉
起
り
、
嫁
も
移
り
て
、
頭
に
癒
を
発
し
、
大
ひ
に
腐
り
、
又
首
筋
よ
り
欠
盆
〈
喉
の
下
)
の
聞
に
塊

む

ら

さ

き

〈

ろ

い

ろ

つ

い

み

づ

う

み

い

も

う

よ

め

に

rり
こ
ぶ
し

り
を
生
じ
、

紫
黒
色
に
な
り
、
つ
い
に
膿
み
潰
へ
、
腐
り
燭
れ
、
水
膿
流
れ
い
で
て
止
ま
ず
。
叉
足
の
委
中
に
其
嫁
の
握
挙
ほ
ど

か

た

ま

も

う

も

ろ

の

い

し

ゃ

な

お

あ

た

は

お

や

さ

と

し

ゅ

じ

ゅ

す

こ

し

も

か

う

の
塊
り
を
生
じ
、
す
こ
し
痛
み
あ
り
。
諸
医
治
す
こ
と
能
ざ
る
ゆ
へ
に
、
親
里
へ
帰
り
、
種
々
療
治
を
す
れ
ど
も

寸

効
な
し
。

や
は
ら
か
な
〈
す
P

其
夫
も
五
ヶ
年
の
間
苦
し
み
、
大
坂
流
に
て
四
枚
肩
の
医
者
緩
和
剤
ば
か
り
飲
ま
せ
て
、
適
当
の
薬
を
用
ひ
ず
。
し
だ
い
に
痩
せ
衰

へ
、
九
月
末
に
死
す
。
.

ほ

ん

や

に

ほ

ひ

大
坂
北
久
太
郎
町
、
書
林
塩
屋
某
の
女
房
、
年
四
十
ば
か
り
。
陰
門
匠
門
腐
り
燭
れ
、
臭
気
甚
し
く
、
膿
汁
い
で
て
止
ま
ず
。
そ
の
家

げ

に

ん

L
ぴ
れ

八
な
る
下
人
あ
り
。
こ
れ
も
叉
袋
下
滑
に
て
、
花
岡
の
門
人
に
み
せ
た
れ
ば
、
痔
薬
を
飲
ま
せ
て
、
そ
の
袋
に
な
り
た
る
皮

に
廿
七、

か
り
し
て
、
下
人
は
陰
頭
の
腫
消
じ
、
皮
む
け
る
よ
う
に
な
る
0

・
:
:

( 39 ) 

を
切
り
と
る
と
い
う
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
恐
れ
て
余
が
療
治
を
た
の
む
ゆ
え
に
、
主
従
お
な
じ
よ
う
に
、
延
寿
丸
を
飲
ま
し
む
。

十
日
ば

ぷ
し

大
坂
梶
木
町
、
大
津
屋
玉
兵
衛
、
年
三
十
四
五
。
は
じ
め
下
府

・
使
毒
を
発
し
、
治
り
て
の
ち
、
足
の
膝
節
腫
れ
痛
む
こ
と
三
ガ
年
。

諸
薬
効
な
し
。
余
則
ち
延
寿
丸
毎
日
一
服
半
、
附
子
湯
三
服
、
こ
れ
を
飲
む
こ
と
十
四
五
日
に
し
て
痛
み
を
忘
す
る
。
こ
こ
に
至
り
て

〈
ろ
も

口
中
よ
り
黒
血
の
塊
り
を
吐
き
出
し
、
こ
の

日
中
腫
れ
痛
み
、
閣
れ
て
食
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
舌
も
腫
れ
て
、
一
吉
田
う
こ
と
わ
か
ら
ず
。

頃
七
八
日
は
薬
も
口
に
し
む
る
ゆ
え
、
痛
ん
で
飲
め
ず
。
お
り
お
り
水
を
す
こ
し
ず
つ
飲
む
ば
か
り
な
り
し
と
い
う
。
・
:

ぷ
し

犬
坂
心
斉
橋
北
詰
、
日
野
屋
長
七
の
件
、
年
二
五
六
。
左
の
足
膝
節
よ
り
下
三
陰
交
の
近
く
ま
で
大
い
に
腐
り
、
深
き
と
こ
ろ
は
一

寸

た

か

ひ

〈

む

つ

き

あ
ま
り
、
高
低
あ
り
て
、
岩
窟
の
ご
と
し
。
臭
積
こ
れ
を
み
る
も
の
鼻
に
袖
を
覆
い
て
、
長
く
見
る
こ
と
な
し
。
夜
中
に
は
祖
祷
二
ツ

369 



一
一
一
ツ
も
膿
汁
に
ひ
た
し
、
膏
薬
は
あ
ま
り
大
き
す
ぎ
て
貼
る
こ
と
を
能
わ
ず
。
苦
痛
す
る
こ
と
凡
そ
三
ガ
年
。
:
;
:
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摂
州
難
波
村
、
大
和
屋
某
、
年
三
十
五
六
。
六
カ
年
以
前
よ
り
鼻
の
中
に
指
ほ
ど
の
療
腕
を
生
じ
、
毎
日
一
一
一
度
こ
れ
を
出
し
、
諸
物

の
臭
い
を
嘆
ぐ
こ
と
能
わ
ず
。
俗
に
鼻
つ
ん
.
ほ
と
い
う
も
の
な
り
。
ぜ
ん
ぜ
ん
に
鼻
の
孔
の
小
口
ま
で
腐
り
、

つ
い
に
鼻
の
下
一
面
に

腐
り
、
搭
蓋
と
な
り
、
数
月
湿
熱
去
ら
ず
。
飲
食
進
ま
ず
。
身
体
痩
せ
衰
え
、
諸
薬
効
あ
る
こ
と
な
し
。
:
・

雲
州
島
根
郡
明
分
村
、
市
屋
の
紋
三
郎
の
女
房
、
年
三
十
ば
か
り
。
六
か
年
以
前
に
、
陰
門
措
を
発
し
、
治
り
て
の
ち
、
頭
痛
と
な

り
、
鼻
梁
腫
れ
痛
む
。
こ
の
時
一
医
者
喋
薬
二
廻
り
十
四
日
用
い
て
治
り
た
り
。
ま
た
半
年
ば
か
り
に
し
て
頭
痛
お
こ
り
、
日
夜
止
む

と
き
な
し
。
遠
近
の
医
者
を
た
の
み
、
療
治
を
た
の
む
に
、
あ
る
い
は
薬
毒
あ
る
い
は
血
道
と
し
て
、
種
々
薬
を
飲
め
ど
も
治
る
こ
と

な
し
。
当
春
よ
り
、
鼻
頭
、
鼻
の
下
一
面
の
痛
と
な
り
、
付
薬
洗
薬
膏
薬
呑
薬
を
用
い
れ
ど
も
、
寸
効
な
し
0

・:
:
:
:
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し

ん

ぼ

り

や

ま

と

苧

う

ち

う

め

き

ち

宇

う

ば

い

さ

う

大
坂
新
堀
、
大
和
屋
内
梅
士
口
と
い
へ
る
女
、
年
十
六
。
は
じ
め
下
痢
を
生
じ
、
治
り
て
の
ち
、
楊
梅
宿
を
発
し
、
こ
れ
を
治
し
て
の

う

み

し

る

に

ほ

ひ

き

つ

ち
、
匹
門
腐
り
欄
れ
、
ぜ
ん
ぜ
ん
に
広
く
な
り
、
大
さ
七
寸
四
方
ば
か
り
、
腹
汁
流
れ
い
で
、
臭
ひ
甚
し
く
、
こ
と
に
腰
足
引
怒
り
、

痛
ん
で
歩
行
な
ら
ず
。
下
府
は
医
者
と
本
道
医
者
を
頼
ん
で
療
治
す
れ
ど
も
、
春
よ
り
冬
に
至
り
て
治
ら
ず
、
ま
す
ま
す
苦
痛
甚
し
。

摂
州
富
田
村
、
大
工
大
黒
屋
清
兵
衛
、
年
四
十
ば
か
り
。
蝋
燭
下
宿
に
て
、
船
と
駕
に
乗
り
て
、
余
が
家
に
来
た
り
、
療
治
を
た
の

む
。
そ
の
症
甚
だ
激
し
く
、
か
の
蝋
闘
の
と
も
る
が
ご
と
く
、
先
よ
り
腐
り
、
膿
汁
流
れ
い
で
、
日
夜
す
こ
し
の
間
も
横
に
寝
る
こ
と

な
ら
ず
。
痛
み
甚
し
く
、
挙
を
握
り
、
大
声
上
け
て
苦
し
む
。
.



大
坂
冨
嶋
二
丁
目
、
伊
丹
屋
内
小
つ
ゆ
と
い
え
る
女
、
年
廿
四
五
。
陰
門
大
い
に
腐
り
澗
れ
、
諸
薬
験
し
な
く
、
治
ら
ぬ
こ
と
一
一
一
ヶ

年
。
余
に
療
治
を
た
の
む
ゆ
え
、
延
寿
丸

一
日
に
二
服
、
大
賞
牡
丹
皮
湯
を
か
ね
用
う
。
七
八
日
に
し
て
口
中
痛
ま
ざ
る
ゆ
え
、
延
寿

丸
日
に
三
服
づ
っ
飲
ま
す
る
こ
と
叉
十
日
ば
か
り
。
な
お
口
中
痛
ま
ず
。
し
か
る
に
こ
の
女
乱
心
せ
し
ゆ
え
、
前
方
を
止
め
、
資
連
解

毒
加
石
湯
を
飲
ま
せ
る
こ
と
五
六
日
に
し
て
、
本
心
に
な
る
0

・

ひ

ぜ

ん

大
坂
北
安
治
川、

河
床
の
市
治
郎
、
年
三
十
ば
か
り
。
総
身
俗
に
い
う
小
野
癖
を
発
し
、
叉
徽
毒
左
の
足
膝
節
よ
り
足
首
の
聞
に
凝
結

め
ぐ

て
、
固
く
腫
れ
、
疹
き
痛
み
て
、
日
夜
泣
き
叫
び
、
百
治
功
な
え
ゆ
き
に
、
神
仏
を
祈
り
、
あ
る
い
は
四
国
を
巡
り
な
ど
す
る
と
い
え

ど
も
、
治
ら
.
さ
る
こ
と
六
カ
年。

う
ち
ζ

と

ぷ

き

ぢ

し

つ

う

れ

大
坂
坂
町
、
大
津
屋
内
寿
と
い
へ
る
女
、
年
十
七
。
十
五
の
と
き
に
痔
疾
を
患
い
、
こ
れ
を
治
し
て
の
ち
、
腰
痛
み
、
ぜ
ん
ぜ
ん
に

し
る
し

手
足
に
及
び
、
苦
痛
月
々
に
増
長
し
、
あ
れ
こ
れ
療
治
験
な
く
、
治
ら
.
さ
る
こ
と
三
カ
年
数
月
。
禁
食
し
て
、
白
粥
と
赤
味
噌
の
み
を

か

ら

だ

し

り

ふ

た

と

こ

ろ

と

こ

さ

う

み

ふ

し

ぶ

し

食
し
、
十
月
に
至
り
て
、
身
体
骨
と
皮
と
に
な
り
、
尻
に
両
所
床
ず
れ
で
き
て
、
広
さ
四
寸
四
方
、
総
身
の
節
々
腫
れ
痛
み
、
手
足
の

し

つ

ね

つ

み

甲
膿
み
腫
れ
、
湿
熱
甚
し
く
、
咳
い
で
て
、
ち
と
も
身
動
き
な
ら
ず
。
ど
の
医
者
も
必
死
と
し
て
、
療
治
を
施
す
も
の
な
し
0

・
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大
坂
玉
造
平
野
口
町、

辰
巳
屋
藤
太
郎
、
年
廿
三
四
。
前
年
十
月
噴
よ
り
下
痢
を
発
し
た
り
。
大
坂
人
の
癖
な
れ
ば
、
適
当
の
薬
を
恐

恨

ん

ど

う

げ

〈

わ

ふ

た

り

か

う

や

〈

あ

ら

ひ

ぐ

す

り

ぐ

あ

ん

さ

ん

と

う

お

智

な

い

ぐ

す

り

ゃ

ま

ひ

つ

む

り

か

ほ

れ
、
内
道
外
医
両
人
を
た
の
み
、
膏
薬
洗
薬
丸
参
湯
の
補
薬
を
与
う
る
と
い
へ
ど
も
、
病
毒
し
だ
い
に
増
長
し
て
、
頭
面
首
筋
な

か

た

ま

う

み

し

る

ひ

じ

み

づ

う

み

ど
に
塊
り
を
生
じ
、
つ
い
に
腐
り
燭
れ
、
膿
汁
流
れ
い
で
、
替
の
上
腐
り
、
穴
深
く
な
り
て
、
水
膿
流
れ
い
で
、
両
股
の
付
根
に
穴
あ

し

じ

う

へ

の

こ

の

あ

た

ま

か

た

の

ん

ど

き
、
膿
い
で
て
止
ま
ず
。
下
府
は
始
終
癒
へ
ず
。
し
だ
い
に
陰
茎
頭
竪
く
腫
れ
て

・
か
く
の
ご
と
く
に
な
り
、
四
月
頃
よ
り
咽
腐
り
痛

か

ゆ

う

は

ゆ

み
、
食
物
通
ら
ず
。
粥
の
上
湯
を
飲
め
ば
、
白
押
の
穴
よ
り
い
で
、
半
分
は
呑
み
込
み
て
も
、
お
い
お
い
吐
き
い
だ
し
て
、
腹
中
に
お
さ

371 



を

ゐ

ゃ

く

の

ど

い

し

や

さ

い

か

〈

い

ち

み

ま
ら
ず
。
煎
薬
と
い
へ
ど
も
、
こ
こ
ろ
よ
く
咽
を
通
ら
ず
。
医
者
の
日
く
、
犀
角
一
味
を
煎
じ
て
飲
む
べ
し
、
犀
角
は
毒
を
解
す
る
の

も

っ

と

も

い

せ

ん

よ

う

ぴ

や

う

に

ん

ひ

ぴ

な

か

ご

ろ

功
あ
り
。

尤
毒
思
み
専
要
な
り
と
て
、
魚
肉
を
た
た
し
む
ゆ
へ
に
、
病
者
は
日
々
に
痩
せ
表
へ
、
六
月
中
頃
に
は
絶
食
と
な
り
、
ほ
と

ん
ど
死
せ
ん
と
す
。
.
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伯
州
会
見
郡
河
崎
村
、
岩
見
屋
甚
兵
衛
、
年
廿
六
七
。
は
じ
め
下
府

・
便
毒
を
発
し
、

つ
む
り
か
お

ぜ
ん
ぜ
ん
に
頭
面
大
い
に
腐
り
燭
れ
、
右
半

身

・
手
足
引
怒
り
、
大
い
に
疹
き
痛
み
、
日
夜
止
む
こ
と
な
く
、
声
を
あ
げ
て
泣
き
叫
ぶ
ゆ
え
、
往
来
の
人
足
を
停
め
て
こ
れ
を
あ
や

な

ゆ

が

し
む
。
治
ら
ざ
る
こ
と
五
カ
年
。
余
に
告
げ
て
臼
く
。
ご
ら
ん
の
ご
と
く
半
身
引
車
り
痛
み
、
手
足
萎
え
振
い
査
み
て
、
歩
む
こ
と
は

か
智

も
と
よ
り
、
箸
持
つ
こ
と
も
な
ら
ず
。
こ
れ
ま
で
に
軽
粉
丸
は
お
よ
そ
二
三
升
も
飲
み
、
喋
薬
は
十
辺
も
い
た
せ
ど
も
、
す
こ
し
も
功

な
く
、
こ
こ
の
妙
薬
か
し
こ
の
名
医
と
、
手
を
尽
す
こ
と
五
カ
年
。
か
く
の
ご
と
く
苦
し
む
よ
り
、
先
生
速
や
か
に
死
す
る
薬
を
与
え

て
、
こ
の
苦
悩
を
助
け
給
与
え
、
と
い
う
0

・
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』
と
ぷ
き

娼
婦
寿
の
場
合
|
|
結
び
に
か
え
て

こ
の
「
徽
療
治
験
」
の
患
者
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
紙
数
を
か
け
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
坂
坂
町
の
大
津
屋
と
い
う
娼
家
に
抱
え
ら

こ
と
ぷ
き

れ
て
い
た
寿
と
い
う
十
七
歳
の
娼
婦
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
面
、
船
越
敬
祐
が
美
談
め
か
し
て
自
己
宣
伝
的
に
書
い
た
も
の
と
い
え
る
が
、
患
者

の
娼
婦
を
め
ぐ
り
、
そ
の
養
親
と
抱
主
、
そ
し
て
医
者
の
言
動
が
、
あ
た
か
も
浄
瑠
璃
語
り
の
よ
う
に
つ
づ
ら
れ
、
当
時
の
病
者
の
お
か
れ
た

社
会
的
人
間
的
状
況
の
一
端
が
、
あ
ざ
や
か
に
追
っ
て
く
る
。
以
下
、
本
書
か
ら
そ
の
顛
末
を
要
約
し
て
み
る
。

寿
と
い
う
十
七
歳
の
娼
婦
は
、
十
五
歳
の
と
き
痔
を
わ
ず
ら
い
、
こ
れ
が
治
っ
た
あ
と
、
梅
毒
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
足
腰
が
痛
み
、
苦
痛



が
は
げ
し
く
、
治
療
の
甲
斐
も
な
い
ま
ま
一
一
一
年
に
な
る
。
食
事
も
ほ
と
ん
ど
と
ら
ず
、
痩
せ
衰
え
、
尻
に
は
大
き
な
床
ず
れ
が
で
き
、
全
身

の
関
節
が
腫
れ
、
手
足
の
甲
は
膿
み
、
高
熱
を
だ
し
、
咳
が
で
て
、
す
こ
し
も
身
動
き
で
き
ず
、
ど
の
医
者
も
助
か
る
見
込
み
が
な
い
と
相

手
に
し
て
く
れ
な
い
。
抱
主
も
不
欄
に
お
も
う
も
の
の
、
助
け
る
手
だ
て
も
な
く
、
身
売
の
証
文
を
添
え
て
親
元
に
帰
そ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
近
所
の
医
者
か
ら
船
越
の
名
を
き
き
、
私
に
治
療
を
頼
ん
で
き
た
。
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の
女
は
ほ
と
ん
ど
助
か
る
見
込
み
は
な
い
が
、

下
痢
を
し
な
い
の
が
ひ
と
つ
の
取
得
。
し
か
し
こ
の
家
に
お
い
た
ま
ま
で
は
、
看
病
が
十
分
に
で
き
な
い
。
自
分
の
家
に
預
っ
て
治
療
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
と
い
た
。

じ
つ
は
こ
の
寿
は
、
十
一
歳
の
と
き
い
ま
の
親
の
養
女
と
な
り
、
実
親
が
死
ん
だ
の
を
幸
い
、
十
二
の
春
に
遊
女
に
売
渡
さ
れ
た
。
そ
の
ご

な
ん
ど
か
転
売
さ
れ
、
こ
の
夏
に
親
元
に
帰
っ
た
と
き
も
、

入
用
金
一
両
も
と
り
な
が
ら
、
薬
も
飲
ま
せ
ず
、
不
倒
と
お
も
う
心
も
な
い
非

道
の
親
。
ま
た
抱
主
に
し
て
み
れ
ば
奉
公
人
、
こ
れ
ま
で
も
な
に
か
と
物
入
り
が
あ
り
、
と
て
も
医
薬
介
抱
の
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
、
先

生
な
ん
と
か
こ
の
女
を
助
け
な
い
で
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
。
そ
こ
で
私
は
、

「
人
命
は
甚
だ
重
い
、
受
出
し
て
助
け
よ
う
」
と
い
う
と
、

( 43 ) 

抱
主
は
大
い
に
喜
び
、
金
を
受
け
と
る
と
、
早
々
に
駕
で
送
っ
て
来
た
。
寿
は
駕
の
な
か
で
も
、
全
身
が
痛
み
、
床
ず
れ
か
ら
出
血
し
、

駕

か
ら
出
し
て
布
団
で
か
か
え
て
い
く
あ
い
だ
も
、
声
を
あ
け
て
泣
く
。
よ
う
や
く
の
お
も
い
で
部
屋
に
入
れ
、
ま
ず
鶏
肉
牛
肉
魚
肉
酒
な
ど

を
与
へ
、
す
き
な
も
の
は
な
ん
で
も
食
べ
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
が
、
養
親
は
大
津
屋
に
か
け
こ
み
、
あ
の
娘
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
帰
す
は
ず
な
の
を
、
船
越
へ
売
渡
し
た
の
は
承
知
し
な
い
、
と

い

っ
て
ゆ
す
る
。
抱
主
は
い
ろ
い
ろ
利
害
を
と
い
た
が
、
き
き
い
れ
な
い
の
で
、
止
む
を
得
ず
、
ま
た
病
人
を
大
津
屋
へ
帰
す
こ
と
に
な
っ

た
。
寿
は
こ
れ
を
聞
き
、
大
い
に
悲
し
み
、

「
い
ま
の
親
は
妾
に
と
っ
て
は
鬼
。
い
ま
こ
う
し
て
御
慈
悲
で
命
ば
か
り
か
苦
界
か
ら
も
助
か

る
も
の
を
、
そ
れ
を
不
承
知
と
い
う
の
は
な
ん
と
い
う
人
非
人
。
以
前
に
も
、
い
い
人
が
妾
を
受
出
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
を
、
先
方
を
ゆ
す

っ
て
金
を
と
り
、
妾
の
幸
運
を
妨
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妾
の
こ
の
病
気
も
、
い
ま
の
親
が
あ
さ
ま
し
い
苦
界
に
沈
め
た
か
ら
の
こ
と
。

な
に
と
ぞ
い
ま
い
ち
ど
親
.
と
も
に
会
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
邪
見
の
親
に
締
め
殺
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
。
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そ
こ
で
、
私
は
親
元
に
で
か
け
、
利
害
を
と
い
た
が
、
強
欲
非
道
で
き
き
い
れ
な
い
。
私
は
怒
っ
て
、

っ
て
明
日
が
わ
か
ら
な
い
が
、
死
に
そ
う
な
の
を
助
け
た
の
は
、
お
前
た
ち
親
子
の
喜
び
を
考
え
て
の
こ
と
、

「
お
前
た
ち
は
目
先
の
利
欲
を
お
も

374 

お
前
た
ち
に
は
義
理
あ
る
娘

で
土
工
、
、

、

ザ
ー
、
札
u

・φ
/

、しv
ふ
μ

不
欄
と
お
も
え
ば
、

い
ち
ど
来
て
娘
を
見
た
ら
.
と
う
か
」
と
い
う
。
そ
の
夜
、
母
親
が
来
た
の
で
、
病
人
を
裸
に
し
て
、
床

ず
れ
の
庇
、
手
足
が
痩
せ
、
節
々
が
腫
れ
て
串
さ
し
団
子
の
よ
う
な
さ
ま
、
そ
の
頻
死
の
あ
り
さ
ま
を
見
せ
る
と
、
さ
す
が
に
邪
見
の
相
続
も

お
ど
ろ
き
、
こ
れ
で
は
我
家
に
引
き
と
っ
て
も
介
抱
で
き
な
い
、
夫
に
い
っ
て
お
前
の
お
も
う
よ
う
に
さ
せ
よ
う
、
と
い
っ
て
帰
る
。
病
人

に
は
煙
草
薬
な
ど
を
用
い
、
し
だ
い
に
苦
痛
も
お
さ
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
母
親
が
来
て
、
お
前
も
こ
の
よ
う
に
結
構
な
身
に
な
れ
ば
、
親
子

の
縁
も
切
り
た
か
ろ
う
、
金
ず
く
で
縁
切
り
し
て
あ
げ
よ
う
、
と
い
っ
て
帰
る
。
そ
こ
で
、
の
ぞ
み
ど
お
り
の
金
を
与
へ

、
縁

を

切

ら

せ

た。

い
ろ
い
ろ
と
投
薬
し
た
が
回
復
せ
ず
、
手
足
の
屈
伸
も
で
き
な
い
の
で
、
延
寿
丸
を
用
い
た
と
こ
ろ
、
苦
痛
が
は
げ
し
く
、
奇
良

湯
に
か
え
る
と
、
苦
痛
が
お
さ
ま
り
、
熱
も
さ
り
、
食
も
す
す
ん
だ
。
し
だ
い
に
肥
り
、
翌
年
の
二
月
頃
に
は
普
通
食
と
な
り
、
四
月
に
は

お
こ
り

歩
く
こ
と
も
で
き
、
膝
節
が
わ
ず
か
に
痛
む
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
月
に
擢
疾
(
マ
ラ
リ
ヤ
〉
を
わ
ず
ら
い
、
九
月
の
末
ま
で

( 44 ) 

そ
の
ご
、

熱
が
出
た
り
引
い
た
り
し
、
食
も
す
す
ま
ず
、
痩
せ
衰
え
、
長
療
治
の
甲
斐
な
く
死
ぬ
ば
か
り
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
小
柴
胡
加
睡
甲
湯
を

用
い
た
と
こ
ろ
、
速
効
が
あ
り
、
熱
も
去
り
、
食
も
す
す
ん
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
た
梅
毒
が
再
発
し
、
手
足
が
腫
れ
痛
み
、
歩
く
こ
と

も
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
奇
良
湯
を
用
い
た
と
こ
ろ
、
し
だ
い
に
効
果
が
あ
り
、
翌
年
の
正
月
に
な
っ
て
な
お
り
、
ま
た
五
月
に
再
発
し

9
-
e
、品

、

ふ
れ
み

μ

ふ
た
た
び
奇
良
湯
で
な
お
し
、
こ
う
し
た
こ
と
を
数
回
か
さ
ね
、
よ
う
や
く
回
復
し
た
の
で
あ
る
。

も
し
、
こ
う
し
て
寿
が
一
徽
医
の
手
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
と
い
う
の
が
事
実
か
ら
、
こ
れ
は
む
し
ろ
稀
有
の
幸
運
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。
多
く

運の
命娼
で婦
あは
'コ、
た官武
。)陽

隠
士
の
=司

世
事
見
聞
録
色=

(
巻
六
〉
が
「
遊
里
売
女
の
事
」
で
、

つ
ぎ
に
語
る
よ
う
な
一
生
こ
そ
、
彼
女
た
ち
の
た
ど
っ
た



文
身
心
労
れ
て
煩
を
生
じ
、
又
は
搭
毒
に
て
身
体
崩
れ
、
下
品
な
る
売
女
に
売
遣
す
事
も
出
来
か
ね
、
連
も
本
復
せ
ざ
る
体
な
れ
ば
、

更
に
看
病
も
加
へ
ず
、
干
殺
す
同
様
の
事
に
な
り
、
叉
首
を
緯
り
、
井
戸
へ
身
を
投
げ
、
或
は
咽
を
突
き
、
舌
を
噛
み
な
ど
し
て
変
死

す
る
あ
り
。
其
変
死
を
も
御
法
の
如
く
検
死
を
受
る
も
有
り
。
多
く
は
押
隠
し
、
投
込
と
い
う
て
寺
の
惣
墓
と
い
う
所
へ
埋
る
也
。
稀

に
は
そ
の
寺
の
泳
浴
場
葬
穴
場
に
臨
ん
で
蘇
生
す
る
事
有
り
と
い
う
。

さ
て
、
こ
の
娼
婦
寿
の
話
は
、
天
保
期
の
大
坂
の
こ
と
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
、
各
地
に
搭
神
と
い
う
梅
毒
の
神
を
ま
つ
る
信

仰
が
目
立
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
元
禄
期
以
降
に
梅
毒
が
蔓
延
し
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

江
戸
は
谷
中
に
、
も
と
も
と
あ
っ
た
笠
森
稲
荷
が
、
搭
守
稲
荷
と
名
の
り
、
梅
毒
の
守
神
と
し
て
と
く
に
流
行
す
る
の
は
、
享
和
期
の
こ
と

で
あ
る
。
近
所
の
二
つ
の
寺
が
、
搭
守
と
い
う
名
称
を
争
っ
て
寺
社
奉
行
の
裁
判
を
仰
い
だ
の
が
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
門
前
の
茶
屋
女

笠
森
お
仙
が
錦
絵
や
芝
居
で
喧
伝
さ
れ
る
の
は
、
明
和
期
の
こ
と
で
あ

M
V
お
そ
ら
く
、
杉
田
玄
白
が
医
学
を
学
び
は
じ
め
た
宝
暦
期
に
は
、

( 45 ) 

江
戸
で
も
搭
神
の
需
要
が
た
か
ま
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

娼
婦
寿
た
ち
の
運
命
、
あ
る
い
は
茶
屋
女
笠
森
お
仙
の
風
俗
が
語
る
も
の
は
、

い
つ
の
世
も
梅
毒
が
性
と
貧
困
と
い
う
人
聞
社
会
の
根
元
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

註(
l
〉

(

2

)

 

(
3〉

(

4

)

 

ハ
5
〉

杉
田
玄
白
『
形
影
夜
話
』
か
ら
の
引
用
は
、
緒
方
富
雄
氏
の
訳
注
本
(
昭
和
田
九
年
)
に
拠
っ
た
。

拙
論
「
来
日
外
人
の
み
た
近
世
日
本
の
疾
病
」
『
北
里
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
九
号
参
照
。

大
矢
全
節
『
泌
尿
器
科
学
史
』
(
昭
和
一
一
一
一
年
)
四
二

O
頁。

以
下
、
船
越
敬
祐
『
徽
痘
茶
談
(
付
)
徽
療
治
験
』
『
徽
癒
潰
談
』
お
よ
び
『
徽
療
寧
談
』
か
ら
の
引
用
は
、
筆
者
所
蔵
の
刊
本
に
拠
っ
た
。

土
肥
慶
蔵
『
世
界
徽
義
史
』
(
大
正
一

O
年
〉
一
二
九
頁
。
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〈

6
)

ハ
7
)

〈

8
)

(

9

)

 

土
肥
慶
蔵
前
掲
喬
一
三

O
頁
。

大
矢
全
節
前
掲
害
四
一
九
頁
。

武
陽
隠
土
『
世
事
見
聞
録
』
か
ら
の
引
用
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
拠
っ
た
。

三
田
村
鳶
魚
「
笠
森
稲
荷
及
び
お
仙
茶
屋
」
『
一
一
一
田
村
鳶
魚
全
集
』
第
八
巻
(
昭
和
五

O
年
〉
参
照
。
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日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
ニ
巻
第
四
号

昭
和
五
十
}
年
十
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十
一
年
二
月
十
二
日
受
付

馬
琴
日
記
に
見
る
江
戸
の
痘
磨
習
俗

目U

JlI 

久
太
郎

い
わ
ゆ
る
化
政
期
の
江
戸
戯
作
界
は
、
京
伝
、
三
馬
、
馬
琴
あ
た
り
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
を
は
じ
め
そ
の
他
か
な
り
多
く

の
戯
作
者
が
、
製
薬

・
売
薬
を
表
向
き
の
業
と
し
つ
つ
筆
を
執
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
の
理
由
な
り
背
景
な
り
を
調
べ
つ
つ
あ
る

が
、
う
ち
滝
沢
馬
琴
に
関
し
て
は
そ
の
日
記
が
も
っ
と
も
重
要
な
資
料
と
な
る
。

馬
琴
は
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
作
風
に
お
い
て
も
い
さ
さ
か
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
生
涯
克
明
に
日
記
を
書
き
つ
づ
け
た
点
も
特

( 47 ) 

筆
に
価
す
る
。
世
に
い
う
「
馬
琴
日
記
」
で
あ
る
。
人
の
出
入
り
、
金
銭
出
納
、
音
物
の
授
受
、
著
作
の
進
捗
を
は
じ
め
、
家
族
全
員
の

一
喜

一
憂
を
大
小
と
な
く
一
日
も
欠
か
さ
ず
記
し
つ
ど
け
て
お
り
、
た
め
に
単
に
馬
雰
資
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
近
世
後
期
の
風
俗
資
料
と
し
て

も
極
め
て
重
要
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
そ
の
日
記
の
大
部
分
は
震
災
で
東
大
書
庫
に
お
い
て
烏
有
に
帰
し
、

現
在
利
用
し
う
る
も
の
は
消
失
前
に
極
く
一
部
を
抄
出
紹
介
さ
れ
た
も
の

〈
「
馬
琴
日
記
紗
」

・
饗
庭
隻
村
編

・
明
治
四
十
四
年
)
と
、
焼

失
を
免

れ
た
も
の
に
そ
の
後
に
発
見
さ
れ
た
分
を
併
せ
た
数
年
分
(
「
馬
琴
日
記
」
一
巻
J
四
巻
・
障
峻
康
隆
他
編
・
昭
和
四
十
八
年
)
が
あ
る
ば
か
り
で
あ

る。
さ
て
こ
の
馬
琴
の
日
記
を
読
み
進
む
う
ち
、
天
保
二
年
分
中
に
、
馬
琴
と
同
居
し
つ
L
あ
っ
た
嫡
男
宗
伯
の
二
人
の
幼
児
が
相
次
い
で
痘
搭

に
擢
患
す
る
記
事
に
出
会
し
、
こ
れ
が
江
戸
市
民
の
痘
措
習
俗
の
記
録
と
し
て
注
目
に
価
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
他
に
こ
れ
に
比
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す
る
も
の
を
見
な
い
か
ら
で
あ
る
。
は
じ
め
に
こ
の
二
児
の
痘
搭
に
関
連
す
る
全
記
事
を
抄
出

・
紹
介
し
、
つ
い
で
こ
の
中
よ
り
注
意
す
べ
き

378 

習
俗
二
、
三
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

天

保

二

年

二
月
六
日
(
註
l
)

一
お
次
〈
註
2
〉、
虫
熱
有
之
。
夕
方
よ
り
尤
不
快
、
夜
中
三
度
さ
し
こ
み
、
引
っ
け
、
不
寝
也
。
依
之
、
蒼
竜
丸
井
に
奇
応
丸
、
用
之
。

一
今
日
、
清
右
衛
門
(
註
4
)

へ
申
付
、
近
日
下
町
へ
罷
越
候
序
、
丁
子
や
平
兵
衛
(
註
5
〉
方
へ
立
寄
、

小
児
癌
清
見
廻
の
口
状
可
申
入
、

一
一
月
七
日

( 48 ) 

一
お
次
不
快
、
同
断
。
今
朝
一
度
引
っ
け
、

其
後
は
さ
せ
る
事
な
し
。
奇
応
丸

・
蒼
竜
丸
(
註
3
〉
・
熊
胆
弁
に
煎
薬
、
用
之
。
宗
伯
(
註
6
)

療
治
也
。

二
月
八
日

一
お
次
熱
気
、
今
朝
は
大
か
た
退
く
。
然
ル
処
、
癌
搭
之
様
子
に
て
、
面
部
井
に
頭
中
に
少
し
見
え
候
問
、
ひ
や
し
不
申
様
、
お
ミ
チ

(註
7
)

へ
申
付
お
く
。

一
昼
後
、
清
右
衛
門
来
ル
。
:
:
:
お
次
癌
搭
守
、
小
石
川
馬
場
近
所
、
根
岸
伊
三
郎
殿
へ
罷
越
、
右
守
札
受
候
様
、
清
右
衛
門
へ
申
付
、
且
、

あ

か

ね

も

め

ん

一

丈

か

ひ

取

、

お

次

っ

き

上

き

ぬ

づ

き

ん

等

、

右

も

め

ん

切

代

、

金

お
さ
き
ハ
註
8
)

に
ぬ
は
せ
、

持
参
い
た
し
候
様
申
付
、

壱
朱
、
遺
之
。

一
一
月
九
日

一
昼
前
、
清
右
衛
門
来
ル
。
昨
日
申
付
候
小
石
川
馬
場
根
岸
氏
江
罷
越
候
。
も
は
や
癌
請
に
取
か
L
り
候
て
は
、
守
札
不
出
よ
し
也
。
お
次
方



江
張
子
だ
る
磨
壱
井
に
昨
日
申
付
候
あ
か
ね
も
め
ん
、
ひ
と
つ
身
ひ
と
へ
物
・
同
づ
き
ん
出
来
。
此
品
、
清
右
衛
門
方
よ
り
差
遣
し
申
置
よ
し

に
て
、
昨
日
わ
た
し
置
候
金
壱
朱
返
納
。
則
、
任
其
意
、
請
取
お
く
。

一
昼
前
痘
神
棚
、
飾
之
。
丁
の
方
空
、
利
方
に
付
献
供
等
、
備
之
。

一
昼
飯
後
よ
り
、

お
百
(
註
9
〉、
新
鳥
越
さ
る
や
町
、
白
山
権
現
へ
参
詣
。
お
次
癌
痛
の
守
札
弁
に
御
符
等
、
申
請
、
暮
六
時
前
帰
宅
。
帰

路
、
為
朝
の
紅
絵
か
ひ
取
持
参
。
白
山
神
主
さ
し
づ
に
任
せ
、
右
守
札
、
痘
神
棚
に
貼
じ
、
供
物
等
神
主
さ
し
づ
の
如
く
、
奉
祭
之
。
八
丈
島

為
朝
神
影
、
旧
来
所
持
の
分
も
二
幅
同
断
。

二
月
十
日

一
四
時
過
、
お
さ
き
来
ル
。
お
次
癌
清
見
廻
と
し
て
、
手
み
や
げ
持
参
。
薄
暮
帰
去
。

一
今
日
、
初
午
稲
荷
祭
、
宵
宮
に
候
へ
共
、
お
次
痘
痛
に
て
人
手
無
之
、
且
、
天
気
も
く
も
り
候
問
、

い
な
り
祭
り
は
、
二
ノ
午
、
来
ル
廿
三

二
月
十
一
日

( 49 ) 

日
に
い
た
し
可
然
旨
、
宗
伯
弁
-
一
家
内
の
も
の
へ
申
聞
お
く。

一
地
主
杉
浦
氏
(
註

ω)
よ
り
、
初
午
赤
飯
少
々
、
被
贈
之
。
其
後
、
お
次
庖
療
見
舞
と
し
て
、
煉
羊
肝
、
被
贈
之
。

一
一
月
十
二
日

一
四
谷
久
右
衛
門
(
註
巴
来
ル
。
お
次
癌
清
見
廻
と
し
て
、
赤
落
雁
一
袋
、
被
贈
之
。
.

一
一
月
十
三
日

一
今
夕
五
時
過
、
太
郎
〈
註
ロ
〉
せ
は
り
、
殊
之
外
暗
候
に
付
、
杉
浦
よ
り
、
下
女
、
被
差
越
之
。
辞
し
て
、

帰
去
ら
し
む
。
其
後
、

太
郎
熱

睡一
是
よ
り
先
、
昼
時
、
杉
浦
老
母
よ
り
、
下
女
を
以
、
お
次
抱
癒
安
否
、
被
問
之
。

二
月
十
五
日
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一-. . . . . 

昨
十
四
日
、
久
右
衛
門
、
お
次
見
舞
ニ
来
ル
。
予、

不
逢
。
早
々
帰
去
。

380 

二
月
十
六
日

一
昼
後
、
お
秀
(
註
日
)
来
ル
。
お
次
癌
清
見
舞
と
し
て
、

手
遊
び
、

だ
る
ま

・
馬、

か
る
や
き
等
、

被
贈
之
。
昼
飯
ふ
る
ま
ひ
、
雑
談
後
、

帰
去
。二

月
十
七
日

一
昼
後
、
田
口
久
吾
註
己
、
お
次
癌
搭
見
舞
と
し
て
来
ル
。
予
、
対
面
。
ぉ
百
井
宗
伯
他
行
中
也
。
雑
談
後
、
帰
去
。

二
月
十
八
日

一
お
次
順
痘
、
追
々
ニ
姉
作
り
、
順
快
。
今
日
に
て
十
三
日
め
也

一
今
夜
、
太
郎
熱
気
少
々
有
之
。
し
か
れ
ど
も
、
気
分
平
生
に
か
は
る
こ
と
な
し
、
食
事
常
の
如
し
。

二
月
十
九
日

( 50 ) 

一
太
郎
熱
気
、
今
朝
は
大
抵
さ
む
。
気
分

・
食
膳
、
常
の
如
し
。
大
か
た
癌
箔
な
る
べ
し
。
尤
軽
痘
也
。

二
月
廿
日

一
太
郎
、
昨
日
も
夜
中
も
熱
気
有
之
、
出
も
の
面
部
三
一
一
ツ
四
ッ
、
左
の
管
に
三
ッ
、
肩
に
一
ツ
見
え
候
。
痘
搭
に
相
違
有
之
ま
じ
き
よ
し
、

宗
伯
申
之
。
尤
軽
痘
也
。
今
日
、
序
熱
三
日
め
也
。

一
昼
後
、
清
右
衛
門
来
ル
。
:
:
:
井
に
、
太
郎
痘
中
、
あ
か
ね
も
め
ん
上
衣
・
づ
き
ん
・
手
甲
等
、
お
さ
き
ニ
ぬ
は
せ
候
様
申
付
、
右
も
め
ん

代
金
、
弐
朱
わ
た
し
遣
す
。

二
月
廿
一
日

一
昼
時
、
清
右
衛
門
来
ル
。
過
日
中
付
候
、
太
郎
痘
中
上
着
、
あ
か
ね
も
め
ん
ひ
と
へ
物
、
お
さ
き
に
ぬ
は
せ
持
参
。
も
め
ん
代
銀
つ
り
せ
ん

も
持
参
。
外
ニ
、
大
だ
る
ま
弁
に
車
付
鯛
、
各
一
ッ
、
太
郎
へ
送
之
。
お
百
風
邪
、
未
産
了
候
-
一
付
、
清
右
衛
門
を
以
、
白
山
権
現
へ
参
詣
せ



し
め
、
お
次
痘
神
備
物
・
白
山
守
札
等
一
式
、
令
納
之
。
米
一
一
袋
・
は
つ
ほ
百
銅
、
遺
之
。
尚
又
、
太
郎
癌
清
守
札

・
幣
等
申
受
侯
様
、
申
付

遺
ス
。
タ
七
時
前
、
清
右
衛
門
帰
来
ル
。
太
郎
守
札
。
幣
等
持
参
。

一
太
郎
癌
搭
棚
、
白
山
権
現
守
札
芥
ニ
根
岸
氏
守
札
、
両
様
飾
之
。
根
岸
氏
の
札
は
、
柳
の
校
十
二
本
を
以
、
棚
を
掛
ク
。
白
山
の
は
、
さ
ん

だ
は
ら
也
、
そ
な
へ
・物
く
さ
ぐ
さ
、
お
次
の
と
き
の
ご
と
し
。
外
に
為
朝
神
像
二
幅
、
奉
掛
之
。
両
様
共
、
小
机
一
ツ
用
之
て
、
並
べ
お
く

也
二
月
廿
七
日

一
太
郎
痘
庖
、
今
日
は
出
揃
ひ
予
検
の
中
に
て
、
面
部
に
四
五
十
出
、
同
五
ツ
程
な
ほ
皮
肉
外
-
一
有
之
、
手
足
等
は
稀
也
。
昼
夜
せ
は
り
、

点

こ
ま
る
。
煎
薬
は
た
へ
ず
候
問
、
蒼
竜
丸
一
日
両
度
づ
っ
、
用
之
。
お
次
は
、
い
よ
い
よ
肥
立
た
り
。

統

一
一
月
廿
三
日

一
一
月
廿
四
日

( 61 ) 

一
昼
前
、
杉
浦
清
太
郎
継
母
、
太
郎
癌
清
見
廻
と
し
て
入
来
。
手
遊
び
物
三
種
、
被
贈
之
。
雑
談
後
、
帰
去
。

一
四
時
過
、
お
さ
き
来
ル
。
太
郎
庖
清
見
廻
也
。
此
一
節
無
人
ニ
付
、
為
手
伝
、
今
夕
止
宿
。

一
太
郎
、
今
日
は
起
張
の
初
日
に
て
、
食
気
無
之
。
終
日
乳
の
み
也
。
せ
わ
り
も
薄
く
、
終
日
睡
眠
、
折
々
目
覚
候
。
蒼
竜
丸
三
粒
づ
L

、

々
用
之
。
宗
伯
癒
治
の
煎
薬
、
今
夕
は
一
服
た
ベ
候
。
と
か
く
煎
薬
を
嫌
ひ
候
-
一
付
、

日

一
統
心
配
、
別
段
か
は
る
こ
と
な
し
。

一
一
月
廿
五
日

一
太
郎
、
今
日
起
張
の
二
日
め
也
。
よ
く
起
張
い
た
し
、
昨
今
せ
わ
り
も
う
す
ら
ぎ
、
食
膳
半
椀
づ
与
両
度
、
ゆ
寺つ
け
た
ベ
候
。
昨
日
は
、
乳

の
ミ
也
。
先
順
痘
に
て
、

一
統
安
心
、
但
、
出
も
の
は
よ
ほ
ど
有
之
。
お
次
同
様
也
。

一
一
月
廿
六
日

一
太
郎
、
今
日
は
起
張
の
終
り
也
。
過
半
腫
を
も
ち
、
順
痘
也
。
面
部
と
か
く
か
き
こ
わ
し
候
問
、
そ
ば
粉
を
補
之
。
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一
一
月
廿
七
日

382 

一
家
主
久
右
衛
門
(
註
巴
来
ル
。
太
郎
癌
癒
見
廻
と
し
て
、
落
雁
。
手
遊
び
馬
等
持
参
。
雑
談
後
、
帰
去
。

一
太
郎
、
か
は
る
こ
と
な
し
。
昨
今
、
大
使
通
ズ
。
い
よ
い
よ
順
痘
也
。

二
月
廿
八
日

一
太
郎
、
弥
順
痘
、
面
部
は
抗
ニ
赴
く
。

二
月
廿
九
日

張
子
達
磨

・
魚
等
到
来
。
返
事
口
状
に
て
申
遺
ス
。
来
月

一日、

ひ
な
長
持
と
り
ょ
せ
申
度
よ
し
も
申
遣
す
。
此
節
癌
清
人
有
之
上
、
お
百
、
不
快
病
臥
ニ
付
、
お
次
初
ひ
な
は
来
春
迄
延
引
。
ひ
な
も
か
け
物

一
お
久
和
(
註
日
)
方
よ
り
、

お
ミ
ち
へ
使
礼
。

太
郎
癒
着
見
舞
と
し
て
、

斗
に
い
た
し
お
き
可
然
旨
、
昨
日
、
宗
伯
・
お
ミ
ち
へ
申
聞
置
候
へ
共
、
太
郎
追
々
肥
立
候
ニ
付
、
ひ
な
長
持
と
り
ょ
せ
可
申
哉
と
存
、
右
之

予
、
左
様
に
思
ひ
か
へ
し
、
此
義
、
明
日
文
ヲ
以
、
お
久
和
方
へ
申
遣
し
侯
様
、
お
ミ
ち
へ
申
付
お
く
。

一
一
月
晦
日

( 52 ) 

趣
申
遣
し
候
へ
共
、
お
百
、
と
か
く
同
様
に
て
、
打
臥
罷
在
候
-
一
付
、
同
様
に
候
問
、
ひ
な
は
か
け
物
斗
ニ
い
た
し
可
然
旨
、
宗
伯
も
申
、

一
昼
後
、
お
き
く
(
註
日
〉
、
為
太
郎
痘
搭
、
来
ル
。
手
み
や
げ
三
種
持
参
。
ち
ゃ

・
く
わ
し
弁
ニ
夕
飯
ふ
る
ま
ひ
、
七
半
時
比
帰
去
。

一
太
郎
、
今
日
結
腕
の
初
日
、

い
よ
い
よ
順
痘
也
。

三
月
朔
日

一
夕
方
、
お
秀
、
為
太
郎
癌
搭
見
舞
、
来
ル
。
だ
る
磨

・
落
雁
等
持
参
。
夕
方
ニ
付
、
早
々
帰
去
。

三
月
二
日

一
太
郎
、
今
日
結
姉
終
り
也
。
十
五
ケ
日
満
尾
也
。
追
々
か
せ
ニ
赴
く
。
気
力
平
生
の
ご
と
し
。

三
月
四
日



一
四
時
過
、

清
右
衛
門
来
ル
。
申
付
候
通
り
、
今
日
、
太
郎
さ
L
湯
い
た
し
候
-
一
付
、
庖
搭
棚
、
撤
之
。
白
山
権
現
守
札
弁
-
一
幣
、
其
外
供
物

一式、

だ
る
磨
を
浅
草
山
谷
白
山
神
主
方
迄
持
参
、
為
納
畢
。
白
米
一
袋

・
鳥
目
百
銅
、
外
ニ
奉
納
代
銀
壱
匁
、
年
々
借
用
の
小
石
等
も
進
納

之
。
:
:
:
小
児
共
両
人
、
癌
搭
の
式
祭
畢
ル
。

一
一
月
六
日

一
今
朝
四
時
前
、
土
岐
村
元
祐
ハ
註
巴
来
ル
。
太
郎

・
お
次
癌
癒
の
よ
し
、
昨
日
、

付
、
雑
談
後
、
帰
去
。
同
人
内
義
は
、
今
夕
も
此
方
へ
止
宿
也
。

一
昼
後
、

鶴
や
喜
右
衛
門
(
註
川
口
)
使
礼
。
小
児
共
順
痘
の
よ
し
及
聞
、
右
祝
義
と
し
て
、
さ
よ
り
七
尾
、
被
贈
之
、
返
翰
遺
ス
0

・

及
聞
候
よ
し
に
て
来
ル
。
も
は
や
両
人
と
も
肥
立
候

三
月
七
日

一
旧
牌
む
ら
親
、
次
郎
八
来
ル
。
当
春
癌
搭
流
行
ニ
付
、
小
児
安
否
何
度
よ
し
。
む
ら
申
ニ
付
、
罷
越
候
よ
し
也
。
刻
午
芳

一
盆
持
参
。
此
方

小
児
両
人
共
順
痘
、
既
肥
立
候
趣
、
お
ミ
ち
申
聞
、
早
と
帰
去
。

( 53 ) 

三
月
十
日

一
タ
七
時
半
過
、
清
右
衛
門
来
ル
。
明
十
一
日
、

小
児
庖
磨
さ
L

ゆ
祝
義
、

配
り
も
の

い
た
し
候
ニ
付
、

中
村
や
赤
飯
申
付
候
様
、

示
談
。

則
、
書
付
も
た
せ
遣
ス
。
も
ち
米
一
斗
壱
升

・
赤
小
豆
三
升
む
し
、
明
朝
五
時
半
時
迄
-
一
差
越
候
様
、・
申
付
之
。

三
月
十
一
日

一
太
郎
非
に
お
次
、
庖
搭
酒
湯
祝
義
と
し
て
、
む
し
物
申
付
、
五
半
時
比
、
飯
田
町
中
村
や
よ
り
、
剛
飯
こ
を
け
持
参
。
日
雇
太
兵
衡
を
以
、

油
丁

・
小
伝
馬
町
辺
，
芥
一
一
小
石
川
白
山
辺
二
軒
・
昌
平
内
・
飯
田
町

・
か
う
じ
町
十
三
了
め

・
麻
布
六
本
木
等
、
処
と
壱
重
づ
っ
遺
之
。
巨
細

は
別
帳
一
一
記
之
。
地
主
杉
浦
氏
へ
下
女
か
ね
を
以
て
、
遺
之
。
諸
神
井
一
一
家
脂
江
、
最
初
ニ
供
え
、

過
、
帰
来
。
日
ょ
う
ち
ん
五
百
文
、
遺
之
。
:
:
:
土
岐
村
元
立

(
註
四
〉
は
家
内
他
行
中
ニ
付
、
隣
家
用
人
要
蔵
方
へ
頼
ミ
、

也
。
小
石
川
馬
場
根
岸
伊
三
郎
股
、
竜
八
郎
と
改
名
、
守
札
返
上
井
ニ
謝
礼
と
し
て
、
赤
飯
遺
之
。

家
内
一
統
祝
畢
。

太
兵
衛、

く
れ
六
時

差
置
候
よ

し

383 



三
月
十
二
日

一
八
時
過
、
宗
伯
、
小
石
川
伝
通
院
寺
内
沢
蔵
主
稲
荷
へ
参
詣
子
供
両
人
癒
着
願
饗
そ
ば
五
ツ

・
は
つ
ほ
十
二
献
献
備
。

.

三
月
廿
二
日

一
昼
時
、
清
右
衛
門
来
、
:
:
:
中
村
や
赤
飯
代
請
取
、
売
上
書
付
持
参
。
則
、
金
壱
分
ト
弐
百
七
拾
文
わ
た
し
遺
ス
。

一一月
廿
六
日

一
:
:
:
お
百
は
太
郎
同
道
に
て
、
伝
通
院
寺
内
沢
蔵
主
稲
荷
(
註
初
)
へ
癌
癒
願
控
と
し
て
参
詣
せ
し
め
、
:

一
昼
前
、
予
、
出
直
し
、
太
郎
同
道
に
て
、
妻
恋
稲
荷
量
忽
へ
参
詣
。
:
;
:

註
l

H天
保
二
年
M

こ
の
馬
琴
六
十
五
歳
、
既
に
老
境
と
は
い
え
、
家
庭
的
に
も
経
済
的
に
も
も
っ
と
も
充
足
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
馬

琴
を
し
て

「
我
を
知
る
者
は
そ
れ
入
犬
伝
か
」
と
ま
で
言
わ
し
め
た
畢
生
の
大
作
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
全
九
斡
百
六
冊
は
、
こ
の
年
す
で
に
第
八
梼
の
一

巻
か
ら
三
巻
ま
で
を
脱
稿
、
こ
れ
と
並
行
し
て
「
近
世
説
美
少
年
録
」
、

「
傾
城
水
漁
伝
」
、

「
新
編
金
瓶
梅
」
な
ど
も
着
々
と
番
進
め
ら
れ
て
い
た
時
代
で

あ
る
。
し
か
も
彼
が
ラ
イ
バ
ル
視
し
た
京
伝
(
文
化
十
三
年
没
〉
や
三
馬
(
文
政
五
年
没
〉
も
既
に
亡
く
、

一
九
も
こ
の
天
保
二
年
に
死
没
し
て
江
戸
戯
作

界
は
ま
さ
に
馬
琴
の
独
極
場
の
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
年
の
天
保
十
一
年
に
完
全
に
視
力
を
失
う
兆
し
は
こ
の
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
視

力
の
衰
え
を
訴
え
は
じ
め
て
い
る
。

な
お
、
痘
箔
に
関
し
て
は
、
「
武
江
年
表
」
(
斎
藤
月
山
今

・
正
篇
嘉
永
三
年
)
な
ど
に
見
る
限
り
、
こ
の
年
の
江
戸
に
大
き
な
流
行
が
あ
っ
た
様
子
は
な

‘ν
 

さ

e

註
2

n

お
次
u

馬
琴
嫡
男
宗
伯
(
註
6
参
照
〉
の
長
女
。
前
年
の
天
保
元
年
生
れ
。
後
に
妹
お
き
ち
の
出
生
を
機
に
伯
母
お
幸
(
馬
琴
長
女
、
清
右
衛
門

妻
(
註
8
多
照
〉
〉
の
養
女
と
な
っ
た
。

註
3

H

蒼
竜
丸

・
奇
応
丸
H

蒼
竜
丸
は
金
介
町
の
売
薬
で
滝
沢
家
の
常
備
薬
。
家
族
の
も
ろ
も
ろ
の
病
に
際
し
て
し
ば
し
ば
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。

こ
れ

に
対
し
奇
応
丸
は
滝
沢
家
の
自
家
製
売
薬
で
、
専
ら
宗
伯
が
こ
れ
を
製
し
、
義
兄
清
右
衛
門
、
書
感
芝
泉
市
、
大
坂
の
河
内
屋
士
口
助
な
ど
を
売
弘
所
と
し
て

い
た
。
滝
沢
家
の
数
種
の
製
薬
中
で
は
こ
れ
が
も
っ
と
も
売
上
げ
が
多
く
、
自
ら
も
用
い
る
と
共
に
進
物
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
な
お
馬
琴

一
家
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の
売
薬
に
つ
い
て
は
近
く
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

註
4

H

清
右
衛
門
u

馬
琴
長
女
お
拳
の
入
婿
。
馬
琴
の
旧
居
飯
田
町
中
坂
下
に
住
み
、
家
守
と
先
述
の
売
薬
売
弘
所
の
経
営
を
業
と
し
た
。
も
と
吉
田
新

六
と
称
し
呉
服
屋
の
手
代
で
あ
っ
た
が
、
文
政
七
年
三
月
三
十
八
歳
の
折
三
十
一
歳
の
お
幸
に
入
夫
し
、
馬
琴
自
身
も
入
夫
の
折
名
乗
っ
た
清
右
衛
門
の
名

を
継
い
だ
。
こ
の
文
政
七
年
以
後
、
馬
琴
は
か
ね
て
文
政
元
年
よ
り
別
居
中
の
妻
お
百
(
註
8
参
照
〉
と
息
子
宗
伯
の
神
田
同
朋
町
の
家
に
身
を
寄
せ
る

が
、
清
右
衛
門
は
そ
の
後
も
毎
日
の
よ
う
に
同
朋
町
に
来
て
馬
琴
の
要
用
を
弁
じ
た
。

註
5

H

丁
字
屋
平
兵
衛
“
後
出
の
鶴
屋
喜
右
衛
門
と
共
に
馬
琴
の
著
作
の
大
部
分
を
扱
っ
た
版
元
。

註
6

H

宗
伯
μ

馬
琴
自
身
滝
沢
宗
仙
の
名
で
町
医
者
の
内
弟
子
の
時
代
が
あ
っ
た
が
、
結
局
は
才
の
お
も
む
く
ま
ま
戯
作
の
道
に
転
じ
た
経
歴
を
持
つ
。

一
人
息
子
の
宗
伯
に
も
著
作
家
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
才
能
に
乏
し
く
病
弱
で
も
あ
っ
た
の
で
、
医
業
で
身
を
立
て
る
べ
く

山
本
春
涜
、
鈴
木
良

知
、
小
坂
元
祐
な
ど
に
つ
い
て
学
ば
せ
た
。
し
か
し
日
記
に
見
る
か
ぎ
り
患
家
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
専
ら
前
記
の
製
薬
に
努
め
る
生
活
で
あ
っ
た
。
た
だ
父

馬
琴
が
松
前
侯
に
近
付
き
の
あ
っ
た
縁
で
、
文
政
三
年
来
松
前
家
江
戸
屋
敷
の
お
抱
え
医
師
と
し
て
僅
か
な
が
ら
扶
持
米
を
受
け
、
か
つ
は
体
面
を
保
ち
得

た
。
父
に
先
立
ち
天
保
六
年
に
三
十
八
歳
で
病
没
、
馬
琴
を
い
た
く
洛
胆
さ
せ
る
。

註
7

n

お
み
ち
“
お
路
と
書
か
れ
て
い
る
笛
所
も
多
い
。
宗
伯
の
妻
。
後
述
の
土
岐
村
元
立
(
註
同
参
照
)
の
娘
で
文
政
十
年
二
十
二
歳
の
折
滝
沢
家
に

入
る
。
夫
の
宗
伯
と
は
し
ば
し
ば
間
着
が
あ
っ
た
が
お
馬
琴
に
は
終
始
よ
く
仕
え
、
宗
伯
没
後
も
遣
業
の
製
薬
を
続
け
る
と
と
も
に
、
馬
琴
の
視
力
が
失
わ

れ
て
か
ら
は
口
述
筆
記
や
参
考
諸
本
の
検
索
ま
で
手
伝
い
、
遂
に
八
犬
伝
を
完
成
に
導
い
た
。
滝
沢
家
の
日
記
は
馬
琴
没
後
し
ば
ら
く
は
孫
の
太
郎
(
註
ロ

参
照
)
が
、
さ
ら
に
そ
の
夫
折
の
後
は
こ
の
路
女
が
書
き
つ
い
で
い
る
。
気
丈
な
、
そ
し
て
ま
た
聴
明
な
女
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
安
政
五
年
没
。

註
B

H

お
さ
き
H

す
な
わ
ち
お
幸
で
馬
琴
の
長
女
。
立
花
家
の
奥
勤
め
の
後
実
家
に
戻
り
、
弟
宗
伯
と
母
お
否
(
註
9
参
照
)
が
神
田
同
朋
町
に
移
っ
て

か
ら
も
父
と
飯
田
町
の
旧
宅
に
残
り
、
文
政
七
年
、
三
十
一
歳
で
前
記
清
右
衛
門
(
註
4
参
照
〉
を
婿
に
迎
え
る
。

註
9

n

お
百
H

馬
琴
の
妻
。
飯
田
町
の
下
駄
屋
会
田
家
の
家
付
き
娘
で
馬
琴
よ
り
一
一
一
歳
の
年
長
で
あ
っ
た
。
寛
政
五
年
馬
琴
二
十
七
歳
の
折
、
師
山
東
京

伝
と
地
本
問
屋
蔦
重
こ
と
蔦
屋
重
三
郎
の
肝
煎
で
入
鈍
と
な
っ
た
。
天
保
十
二
年
馬
琴
に
先
立
つ
。

註
叩

H

杉
浦
氏
M

幕
府
の
御
勘
定
御
普
請
役
杉
浦
清
太
郎
。
同
朋
町
の
馬
琴

・
宗
伯
宅
の
地
主
で
、
垣
根
を
隔
て
て
隣
地
に
邸
を
構
え
て
お
り
、
滝
沢
家

と
は
多
少
の
交
際
が
あ
っ
た
。
馬
琴
は
性
倣
岸
か
つ
不
遜
、
必
要
外
の
交
際
を
極
度
に
厭
い
、
款
を
通
じ
よ
う
と
す
る
も
の
は
大
名
や
旗
本
で
さ
え
会
う
こ

と
を
拒
み
招
き
に
応
じ
な
か
っ
た
。
近
隣
に
対
し
て
も
同
様
に
偏
狭
で
あ
っ
た
が
、
唯
一
の
例
外
が
こ
の
杉
浦
氏
で
あ
る
。
し
か
し
杉
浦
家
の
致
し
様
に
も

不
満
は
多
く
、
日
記
は
し
ば
し
ば
そ
れ
に
触
れ
て
い
る
。

註

u

n
四
谷
久
右
衛
門
u

二
月
十
五
日
の
条
に
も
久
右
衛
門
の
お
次
へ
の
見
舞
が
あ
り
、
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同
二
十
七
日
に
は
遅
れ
て
権
患
し
た
太
郎
〈
註
ロ
参
照
〉
を
見
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舞
っ
て
い
る
。
滝
沢
家
と
の
関
係
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
永
年
に
わ
た
っ
て
往
来
が
あ
り
、
ま
た
来
訪
の
場
合
は
お
百
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
お
百
側
の
ご
く
近
い
親
戚
と
思
わ
れ
る
。

註
U

H

太
郎
u

宗
伯
嫡
男
、
し
た
が
っ
て
馬
琴
の
嫡
孫
。
文
政
十
一
年
二
月
二
十
二
日
生
れ
で
こ
の
時
満
三
歳
。
妹
お
次
か
ら
の
感
染
と
見
ら
れ
る
。
馬

琴
は
宗
伯
に
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を
こ
の
太
郎
に
託
し
、
宗
伯
没
後
は
滝
沢
家
を
ふ
た
た
び
武
家
た
ら
し
め
ん
と
し
て
太
郎
の
た
め
鉄
砲
同
心
の
株
を
買
っ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
太
郎
に
鉄
砲
を
買
い
与
え
る
べ
く
、
七
十
の
賀
に
事
寄
せ
て
天
保
七
年
両
国
万
八
楼
に
お
い
て
書
面
会
を
催
し
費
用
を
捻
出
し
た
。
華

山
、
弘
賢
、
種
彦
、
国
貞
な
ど
武
江
の
文
人
墨
客
に
し
て
来
ら
ざ
る
は
な
し
と
称
さ
れ
た
ほ
ど
の
盛
会
で
は
あ
っ
た
が
、
日
項
、

H

密
画
会
な
ど
は
風
流
に

こ
と
ょ
せ
な
が
ら
畢
覚
は
利
の
た
め
の
も
の
u

と
し
て
卑
し
ん
で
来
た
馬
琴
の
心
中
は
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
。
こ
の
馬
琴
が
溺
愛
し
た
嫡
孫
太
郎
も
、
馬

琴
の
死
の
翌
嘉
永
二
年
夫
折
し
た
。
ち
な
み
に
、
馬
琴
の
生
家
は
陪
臣
な
が
ら
歴
と
し
た
武
家
で
あ
り
、
自
身
も
京
伝
方
に
寄
食
す
る
ま
で
は
滝
沢
輿
邦
と

し
て
徴
禄
な
が
ら
松
平
家
、
戸
田
家
、
水
谷
家
、
小
笠
原
家
、
有
馬
家
な
ど
に
仕
え
た
。

註

u

n
お
秀
μ

馬
琴
の
す
ぐ
下
の
妹
、
鈴
木
嘉
伝
次
に
嫁
す
。
か
つ
て
お
蘭
と
称
し
た
。

註
H
H
田
口
久
吾
μ

馬
琴
の
末
の
妹
お
菊
(
註
凶
参
照
)
の
婚
家
の
人
。
武
家
。

註
日

H

お
久
和
u

馬
琴
の
三
女
、
宗
伯
の
妹
。
武
家
の
渥
見
氏
に
嫁
す
。

註日目

H

お
き
く
H

馬
琴
お
よ
び
お
秀
の
妹
。
田
口
家
ハ
註
U
多
照
)
に
嫁
す
。

註
げ

H

土
岐
村
元
祐
u

宗
伯
の
委
お
路
の
兄
。
土
岐
村
元
立
ハ
註
日
出
参
照
〉
の
息
。

註

m

w土
岐
村
元
立
M

宗
伯
の
萎
お
路
の
父
。
岩
瀬
家
、
後
に
三
浦
将
監
の
家
来
で
お
抱
医
師
。
麻
生
六
本
木
住
。
怠
児
の
外
曽
父
で
は
あ
る
が
、
日
頃

馬
琴
は
こ
れ
を
俗
医
と
し
て
心
よ
か
ら
ず
思
っ
て
お
り
、
二
児
の
痘
療
を
も
長
く
報
ら
せ
な
か
っ
た
模
様
。

註
四

H

鶴
や
喜
右
衛
門
u

前
出
の
丁
字
屋
平
兵
衛
と
共
に
馬
琴
の
著
作
の
大
半
を
扱
っ
た
版
元
。

註
却

H

沢
蔵
主
稲
荷

・
妻
恋
稲
荷
H

「
江
戸
に
多
い
は
稲
荷
、
犬
の
糞
」
な
ど
と
い
う
が
、
馬
琴
は
他
の
武
家
一
般
と
同
様
に
か
な
り
強
い
稲
荷
信
仰
を

持
つ
。
月
て
二
回
に
限
ら
れ
た
外
出
も
、
多
く
は
寺
社
詣
で
あ
り
、
就
中
江
戸
内
の
稲
荷
が
多
い
。
自
邸
内
に
も
稲
荷
の
洞
を
設
け
て
い
る
。

考

察

ハ
円

あ
か
ね
も
め
ん
、
張
子
だ
る
ま
、
車
付
鯛
、
紅
絵
、
赤
落
雁
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す
べ
て
が
赤
い
も
の
で
あ
る
。
滝
沢
家
で
買
調
え
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
親
族
か
ら
の
見
舞
品
も
あ
る
が
、
痘
措
に
は
赤
い
物
を
と
い
う
習

俗
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
茜
木
綿
は
、
お
次
の
場
合
に
も
太
郎
の
場
合
に
も
、
患
児
の
伯
母
お
幸
を
し
て
、

一
重
も
の
の
着
物
、
頭

巾、

手
甲
な
ど
に
仕
立
て
さ
せ
て
お
り
、
赤
づ
く
め
の
病
衣
で
あ
っ
た
様
子
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
初
期
に
は
す
で
に
あ
る
程
度
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
ら
し
く
、

「
小
児
養
育
草
」

(
呑
月
牛
山・

元
禄
十
六
年
〉
に
「
扉
風
衣
桁
に
赤
き
衣
類
を
か
け
、

そ
の
ち
ご
に
も
赤
き
衣
類
を
着
せ
し

め
、
看
病
人
も
み
な
赤
き
衣
類
を
着
る
ベ
し
」

と
あ
る
由
、

こ
れ
が
時
代
と
共
に
玩
具
や
菓
子
や
刷
物
の
紅
絵
(
赤
絵
〉
に
ま
で
発
展
し
て

い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
赤
い
物
を
用
い
る
理
由
に
関
し
て
は
甚
だ
漠
と
し
て
い
る
が
、
前
記
香
月
牛
山
は
同
書
で
「
痘
の
色
は
赤
き
を
好
し
と
す
る
故
な
る
べ

し」

と
し
、
奈
須
柳
村
は
「
本
朝
医
談
」
(
文
政
五
年
〉
に
お
い
て
耶
蘇
の
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
し
て
い
る
。
た
だ
一
つ
注
目
す
べ

き
は
香
月
牛
山

(
前
出
〉
が
痘
搭
の
初
期
(
序
熱
期
〉
診
断
法
と
し
て
、
燕
脂
紙
燭
と
称
す
る
紙
燭
に
燕
脂
を
塗
り
こ
れ
を
油
に
浸
し
た
も
の
を

灯
し
て
皮
膚
を
す
か
し
て
見
る
こ
と
が
当
時
し
ば
し
ば
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
、

「
赤
き
は
陽
の
色
に
し
て
、
痘
賓
の
好
色

( 57 ) 

な
れ
ば
か
く
す
る
な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
に
発
す
る
習
俗
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
「
紅
絵
」
は
江
戸
後
期
に
始
ま
る
も
の
の
よ
う
で
、
今
に
残
る
も
の
に
見
る
限
り
赤
一
色
の
一
枚
刷
り
、
為
朝
、
桃
太
郎
、
金
太
郎
な

ど
が
痘
神
を
討
つ
図
柄
が
多
く
、
後
に
述
べ
る
如
く
、

一
般
に
は
痘
神
と
い
う
よ
り
は
災
を
も
た
ら
す
痘
鬼
と
見
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
張
子
達
磨
に
関
し
て
は
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
赤
い
も
の
で
あ
る
ほ
か
に
、
寺
門
静
軒
〈
明
治
元
年
没
〉
は

に
お
い
て
「
抱
癌
ヲ
ヤ
メ
ル
小
児
へ
糊
達
磨
ヲ
贈
ル
ハ

、
思
フ
ニ
其
旋
転
ス
ル
モ
卒
ニ
倒
レ
ザ
ル
モ
ノ
故
ニ

、
痘
児
ノ
舞
レ
ヌ

ヤ
ウ
ニ
ト
、
祈

「
静
軒
痴
談
」
(
明
治
八
年
刊
〉

リ
祝
ス
ル
意
に
出
ル
ナ
ラ
ン
カ
」
と
私
見
合
-述
べ
て
い
る
。

亡3

為
朝
像

お
次
の
痘
措
に
際
し
て
妻
お
百
が
買
求
め
て
来
た
紅
絵
は
為
朝
像
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
こ
れ
と
併
せ
て
お
次
の
と
き
も
太
郎
の
と
き
も
自
蔵

の
二
幅
の
為
朝
の
画
像
を
掛
け
て
い
る
。
馬
琴
に
は
当
時
の
文
人
の
常
と
し
て
古
書
画
に
対
す
る
趣
味
も
あ
り
、
骨
董
商
や
表
具
師
の
出
入
り
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も
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
美
術
品
と
し
て
為
朝
像
が
二
幅
も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
根
拠
に
欠
け
る
こ

388 

と
で
は
あ
る
が
、
痘
痛
に
際
し
て
為
朝
の
神
像
を
掲
げ
る
習
俗
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
宗
伯
は
じ
め
馬
琴
自
身

の
子
供
た
ち
の
痘
賓
の
際
に
求
め
ら
れ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
、
ま
た
武
家
の
み
の
風
俗
と
も
考
え
ら
れ
る
。

伺

痘
神
棚

お
次
、
太
郎
と
も
痘
神
棚
な
る
も
の
を
H

飾
u

っ
て
い
る
。
擢
患
と
と
も
に
方
位
を
選
ん
で
こ
れ
を
設
け
、
酒
湯
(
拙
著

・日
本
医
史
学
雑

誌
・
二
二
巻
印
刷
中
の
二
篇
参
照
・
昭
和
五
一
年
)
の
後
に
こ
れ
を
撤
し
て
護
符
、
備
物
と
も
ど
も
神
社
に
納
め
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る。
と
こ
ろ
で
こ
の
痘
神
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
馬
琴
自
身
が
異
常
な
ほ
ど
の
関
心
を
も
っ
て
考
証
を
試
み
て
い
る
。

翌
天
保
三
年
の
二
月
二
一
日
の
日
記
に
「
一
、
同
刻
、
大
郷
久
米
蔵
来
ル
。
父
金
蔵
よ
り
之
害
状
持
参
。
か
へ
き
に
返
事
を
可
申
受
旨
、

申

置
、
帰
去
。
右
ハ
道
書
口
口
口
口
口
口
口
の
出
処
の
事
、
火
消
中
聞
を
ガ
エ

ン
と
い
ふ
。
痘
神
を
唐
山
の
小
説
杯
-
一
も
載
せ
候
哉
、
否
之
事
、

被
問
之
。
ガ
エ
ン
の
事
、
痘
神
の
事
、
管
見
の
趣
書
記
し
、
遺
之
。
薄
暮
、
久
米
蔵
立
よ
り
、
右
報
翰
受
取
、
帰
去
:
:
:
」
と
あ
る
。
唐
に
も
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痘
搭
神
が
あ
る
か
と
の
聞
に
対
し
、
流
石
は
博
覧
強
記
の
馬
琴
、
即
日
返
答
を
認
め
て
飛
脚
に
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
は
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
前
、
馬
琴
は
両
度
に
わ
た
っ
て

H

痘
神
論
H

を
自
著
中
に
展
開
し
て
い
る
。

「
ー
ー
痘
鬼
も
叉
疫
鬼
に
同
じ
。
し
か
る
に
人
、
こ
れ

や
〈
に
ん

を
健
る
L
事
疫
鬼
よ
り
甚
し
。
世
俗
み
な
い
ふ
。
痘
は
小
児
の
疫
な
り
、
直
に
こ
れ
を
呼
び
て
疫
人
と
す
。
こ
れ
が
為
に
棚
を
架
り
、

(
滝
沢
馬
琴
・
文
化
八
年
)
で
は
「
鬼
神
余
論
」
と
し
て
延
々
と
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。

や

〈

ぴ

ょ

う

が

み

ほ

う

き

う

が

み

の
あ
り
。
疫
鬼
は
俗
に
い
ふ
疫
病
神
、
痘
鬼
は
俗
に
い
ふ
抱
癒
神
な
り
」
に
始
ま
り
、

ま
ず
「
燕
石
雑
志
」

S
A

・e
'
e

L
ι
AJ

・e

「
世
に
疫
鬼
、
痘
鬼
と
い
ふ
も

一
切
の

供
物
そ
の
前
に
拝
具
し
、
こ
れ
を
杷
る
事
最
も
つ
与
し
め
り
。
凡
序
熱
よ
り
こ
れ
を
祭
り
、
収
磨
結
姉
に
及
び
て
郊
外
に
送
る
。
こ
れ
敬
し
て

遠
く
る
の
意
欺
。
|
|
」
、

「
ー
ー
ー
鬼
神
を
祭
る
に
か
な
ら
ず
時
あ
り
。
凡
夫
そ
の
我
私
を
も
て
詰
ふ
と
も
、
鬼
神
い
か
で
か
こ
れ
を
受
け
ん

「
ー
ー
人
の
心
に
善
悪
あ
り
。
鬼
神
に
叉
邪
正
あ
り
。
疫
鬼
、
痘
鬼
は
邪
神
な
り
。
人
こ
れ
を
穣
ふ
ベ
し
。
こ
れ
を
杷
る
べ
か
ら



も
る
こ
し

「
筆
洲
翁
の
臨
筆
に
痘
癒
神
と
い
ふ
事
唐
山
に
も
あ
り
。

留
青
集
に
、

癌
搭
神
の
社
を
建
立
す

ず
。
こ
れ
を
杷
る
は
謡
へ
る
の
み
。
|
|
」
、

る
化
縁
の
疏
を
載
せ
た
り
と
い
へ
り
。
和
漢
の
俗
習
同
病
な
る
か
な
。

1
1
1
」。

同
じ
く
「
烹
雑
の
記
」

(
滝
沢
馬
琴
・
文
化
八
年
)
で
は
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

あ
る
女
が
夢
に
痘
神
に
会
う
話
、
|
|
「
さ
て
も
奇
し

き
夢
を
こ
そ
見
つ
れ
。
い
づ
ち
よ
り
来
ぬ
る
と
は
し
ら
ね
ど
、
六
十
あ
ま
り
な
る
鑑
の
、
ふ
る
び
た
る
青
茶
染
の
布
子
を
着
た
る
が
、
っ
と
む

か
ひ
な
る
長
生
ぬ
し
の
門
よ
り
入
て
、
あ
が
り
権
に
尻
を
か
け
、
茶
を
乞
つ
L
喫
こ
と
お
よ
そ
三
度
に
し
て
、
退
出
に
け
り
。
さ
て
左
り
右
な

な
が
や

る
耳
房
の
門
を
さ
し
の
ぞ
き
さ
し
の
ぞ
き
し
て
、
奥
生
ぬ
し
の
背
門
よ
り
入
ら
ん
と
し
て
、
し
ば
ら
く
臨
時
、
い
な
い
な
こ
こ
は
後
に
こ
そ
来

ま
ぢ
ゃ
う
ぢ
畠
マ
ラ

め
と
ひ
と
り
ご
ち
、
北
の
巷
を
さ
し
て
か
へ
る
:
;
:
」
、
お
よ
び
漢
土
の
痘
神
の
存
在
、
「
彼
処
に
て
は
痘
清
神
を
麻
娘
娘
と
い
ふ
と
ぞ
。
左

に
考
証
す
」
と
し
て
清
の
「
耳
食
録
」
な
る
書
物
よ
り
外
国
で
の
実
見
談
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
馬
琴
自
身
の

H

痘
癒
観
u

を
垣

間
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
の
時
代
、
痘
痛
の
病
因
談
と
並
ん
で
繰
返
え
し
論
ぜ
ら
れ
た
の
が
こ
の
痘
神
あ
る
い
は
痘
鬼
で
あ
り
、

「
答
問
録
」
ハ
本
居
室
長
)
、

南
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嶺
子
」
(
多
国
義
俊
・
寛
延
三
年
〉
、

「
耳
嚢
」
(
根
岸
鋲
衛
〉
、

「
中
陵
漫
録
」
(
佐
藤
成
祐

・
文
政
九
年
)
、

「
榊
巷
談
苑
」

(
榊
原
玄
輔
)
、

「
江
戸
塵

拾」

(
著
者
不
詳
〉
に
そ
れ
を
見
、

十
返
舎
一
九
の

「
続
々
膝
栗
毛
」
に
も
こ
れ
を
取
上
げ
て
い
る
。
馬
琴
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
痘
神
観
の
異

同
を
見
る
こ
と
は
極
め
て
興
味
あ
る
研
究
対
象
で
あ
る
が
、
紙
数
に
限
り
も
あ
り
他
日
に
譲
り
た
い
。

伺

護

符

お
次
、
太
郎
と
も
に
、
小
石
川
馬
場
近
く
の
根
岸
伊
三
郎
と
新
鳥
越
さ
る
や
町
の
白
山
権
現
よ
り
抱
箔
守
札
を
受
け
て
い
る
。
も

っ
と
も
前

者
は

H

癌
癒
除
け
υ
の
意
義
を
持
つ
も
の
ら
し
く
、
お
次
の
場
合
「
も
は
や
癌
搭
に
取
か
与
り
候
て
は
守
札
出
さ
ず
」
と
あ
る
。

こ
の
二
種
の
護
符
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
二
月
廿
一
日
の
太
郎
癒
着
棚
の
項
に
記
さ
れ
て
お
り
「
根
岸
氏
の
札
は
、
柳
の
枝

十
二
本
を
以
、
棚
を
掛
ク
。
白
山
の
は
、
さ
ん
だ
は
ら
也
」
と
あ
る
。

抱
痛
の
護
符
乃
至
は
呪
法
は
、

こ
れ
ま
た
多
岐
多
様
で
あ
る
。

「
甲
子
夜
話
」

(
松
浦
静
山
)
の
辰
砂
・
爵
呑
・
麗
麻
子
を
用
ふ
る
も
の
も

389 



薬
法
と
い
う
よ
り
は
多
分
に
呪
法
的
な
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
他
「
卯
花
園
漫
録
(
石
上
宣
統

・
文
化
六
年
)
、

「
海
録
」
〈
山
崎
美
成
〉
、

「
語
海
」

390 

(
津
村
涼
庵
・
寛
政
七
年
〉
、

「
嘉
良
喜
随
筆
」
〈
山
口
幸
充
〉
、

「
江
戸
塵
拾
」
〈
著
書
不
詳
)
、

「
塩
尻
」
〈
天
野
信
景
U

、

「
五
色
系
」
〈
著
書
不
詳
〉
、

な
ど
枚
挙
に
違
が
な
い
。
江
戸
生
れ
の
旅
芸
人
富
本
繁
太
夫
の
、

「
筆
満
可
勢
」
と
題
す
る
天
保
六
、
七
年
の
京
都
で
の
日
記
で
は
、

H

鰻
u

を
用
い
る
由
で
あ
る
が
、
馬
琴
の
こ
の
日
記
と
ほ
ぼ
同
期
の
京
で
の
痘
痕
習
俗
を
窺
い
う
る
の
で
こ
こ
に
引
い
て
み
よ
う
。

天
保
七
年
二
月
十
二
日

当
所
は
癌
搭
神
を
祭
に
狸
々
祭
り
と
言
て
張
子
の
狸
々
人
形
酒
聾
に
千
約
杯
持
し
形
有
り
、
是
を
さ
ん
だ
わ
ら
の
上
へ
為
乗
、
其
脇
へ
張
子

の
達
摩
を
置
く
。
都
て
余
は
江
戸
の
通
り
。
叉
呪
阻
に
言
、
節
分
の
夜
に
恵
方
を
向
二
階
に
て
赤
飯
を
焚
、
都
て
前
に
記
す
通
に
飾
御
宿
り

す
る
。
其
子
疫
を
仕
舞
迄
右
様
致
、

叉
言
台
所
の
は
し
り
の
下
へ
〈
右
は
江
戸
に
て
言
な
か
し
元
也
)
右
の
通
飾
置
て
御
宿
を

必
ず
か
ろ
し
。

致
す
。
是
は
四
つ
辻
へ
其
子
を
連
御
迎
ひ
に
行
と
言
。
是
も
節
分
の
夜
と
言
。
文
言
、
五
月
節
句
に
鰭
の
魚
を
丸
に
て
其
鑑
茄
、
其
湯
に
て

抱
搭
前
の
子
に
浴
湯
、
是
は
極
て
軽
る
し
。

.

な
お
、
馬
琴
の
著
書
外
に
癌
搭
護
符
に
つ
い
て
の
記
述
を
探
す
う
ち
、

「
耽
奇
漫
録
」

(
滝
沢
馬
琴
・
天
保
三
年
)
の
外
に
、

西
宮
大
神
宮
の
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来
社
の
百
大
夫
肢
が
抱
搭
守
護
神
で
あ
り
、
天
下
の
能
書
家
の
朱
書
し
た
「
百
大
安
殴
」
の
神
号
が
護
符
と
し
て
効
あ
り
と
し
、
古
く
享
保
年

間
に
細
井
広
沢
の
書
い
た
も
の
を
掲
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
耽
奇
漫
録
」
は
、
文
政
七
八
年
の
交
、
滝
沢
馬
琴
、
屋
代
輪
池
、
山
崎
北
峰
ら

の
好
事
家
が
各
自
所
蔵
の
珍
品
奇
物
を
持
寄
り
考
証
し
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
耽
奇
会
の
記
録
で
あ
る
。

ハ
東
京
医
大
解
剖
学
教
室
)



Prevailing Custom of Smallpox Treatment From the Diary of Bakin Takizawa 

Kyutaro MAEKA W A 

Bakin Takizawa， one of the most famous novelists and historians in the late Edo period， has le丘 his detailed 

diaries behind. Although almost all of the diaries were lost in the白re that followed the Great Earthquake of 

1923， those for several years are available including the materials of the present study. 

According to his diary， his two grandchildren， i.e.， Otsugi and Taro， were attacked with smallpox in the 2nd 

year of Tenpo (1831). As was the prevailing custom for smallpox treatment， red clothing， red playthings， red 

confectionaries and red pictures were prepared for the patients， and a smallpox-god was worshipped in their 

room. In regard to the smallpox-god， Bakin himself had taken a great interest in its derivation and character， 

which he discussed in his two essays published in the 8th year of Bunka (1811). 

(

H
由

)

同
目
的



日本医史学雑誌第22巻第4号
昭和50年11月21日受付

昭和 51年 10月30日発行
Nm的

近年発見されたエルドリッチの書簡 (二)

六角高雄

-No. 31一 『近世医説』出版の発端

Hakodate， Japan， Jan. 19， 74 

Hon. Sugiura Makoto， 
r、

Chiu Hagan N
ゆ

U

Sir; 

It having seemed to me highly desirable that the new and valuable information which may be given by means 

of a newspaper devoted to medicine， should be placed within the reach of the doctors of Japan， especially 出ose

of Hokaido・ 1have prepared the first number of such a medical newspaper. 

Dr. M負jima，who has in every way assisted me in the matter， will converse with you on the subject and wiU 

present the matter in person to the authorities at Tokei. Will you kindly add your approval of the project. 

Very R岱 pectfully，

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開



-No.32一 《有為青年2名の推薦状》

Hakodote， Japan， Jan. 19， 1874 

Hon. Sugiura Makoto， 

Chiu Hangan 

Sir; 

1 wish to present for your favorable consideration the names of two young men who have been of the great凶 t

service to me in my 0伍cialduties， during my residence in Japan， and who from their high moral character， 

attainments by study and general intelligence are worthy of the favor of the Government. These men are， 

自rst，my interpreter， Mr. ShδKatzumi. Mr. Katzumi is acknowledged by all the foreigners who know him， to 

be one of the best interpreters in Japan. He is qui巴t，steady， always on hand when wanted， and has acquired so 

much of the technical languages of medicine that 1 could do nothing without him. He is now receiving the very 

low salary of fifteen rios per month. 1 respectfully ask that his salary be raised to something like the value of 

his services， say thirty rios. 

(

円

由

〉

The other genueman Mr. Honda Tada Toshi has been my student for more than two years. Mr. Honda is 

wihout exception the most advanced students 1 have， in fact he is a man whose scientific attainments are far 

above the average. He is thoroughly competent to be placed on full duty as a doctor， and 1 respectfully request 

that he be appointed at a salary of thirty or forty rios pr. month. Mr. Honda has lately ably executed the 

laborious work of translating from my manuscript the first number of our proposed medical newspaper. 

without his assistance it would have been impossible for me to undertake the work. 

In fact， 
的
自
的



1 beg as a matter of simple justice to two worthy young men， that you will favorably consider the matter and 

if necessary forward this， with your approval， to Tokei. 

4v
町
内

1 am， Sir， Very R岱 pectfully，

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開

-No.33一 {解剖用屍体の件〉

Hakodate， J an. 21， 1874 

o
 

&目

o
 

胃

Ka
 

M

n

 a
 

悶

喝

川

剖

附晦可

H

S

u

 

肌

q

H
 

Sir; 
(

司

vmv

〉

1 wish to call your attention to the fact that is far the supply of anatomical material， for my school， has been 

utterly insufficient. During in the time 1 have been here we have had but one dead body for anatomy， and 

that was in hot weather last summer when we could make comparatively little use of it. In a town of thirty 

thousand inhabitants with a large jail， there must be far more subjects than this. Will you kindly take measur岱

to secure that patients who may die in jail or hospital， if their bodies are not claimed by their friends within a 

reasonable time， shall be turned over to us for educational purpose? It is perfectly impossible for me to teach 

my students anatomy unless 1 have a supply of dead bodies. Anatomy is， as every one knows， the foundation 

of medical science and without a thorough instruction therein， 1 can not furnish the Kaitakushi with good doctors. 

The winter， which is the only proper season for anatomical work， is already half gone， and 1 am compelled to 



call your attention to the matter. If order宮 fromTokei are necessary 1 will at once apply to the Dikan that they 

may be issued. 

Very Respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開

-No.34一 {露国人屍体解剖I許可願いの件〉

Hakodate， Jan. 29， 1874 

Hon. Sugiura Makoto， 

Chiu Hangan 
〆問、

Sir; 
lJ') 
<0 

、ーノ

1 have the honor to notify you that a Russian citizen Mr. Vivarion Sartoff died very suddenly， and as 1 did 

not see him till just after death， it is impossible as yet to say with certainty what was the cause of death. 

1 accordingly recommend that a pωtmortem examination be made of the body， such being the universal custom 

of civilized western nations in such cases. 

1 am， Sir， VerγRespectfully， Yr. Obdt. Srvt. 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開

回
目
的



-No.35一 {露国人屍体解剖実施の必要勧告の件》

Hakodate， Jan. 29th， 1874 

由
自
的

Hon. Sugiura Makoto， 

Chiu Hangan 

Dear Sir; 

1 have the honor to report to you that a Russian citizen Mr. Vivarion Sartoff died in this city this morning. 

As Mr. Sartoff died very suddenly having apparently been a well man a few minutes before his death， and as 

1 did not see him ti1l just after his death， 1 think a postmortem is imperatively necessary， and accordingly 

recommend it. 

1 am， Sir， Very respectfully， Yr. Obdt. Srvt. 

Stuart Eldridge，恥ιD.

Chf. Surg.開

(

由

山

田

〉

-No.36- (露国人屍体解剖検案報告の件}

Hakodate， J an. 30th， 1874 

Hon. Sugiura Makoto， 

Chiu Hangan 

Dear Sir; 

1 have the honor to report that， assisted by T.H. Tripler， M.D. (U.S) and Fukashi Kodo， M.D.， 1 yesterday 

made a postmortem upon the body of Vivarion Sartoff who died suddenly in this city yesterday， and find that 



the immediate cause of his death was serious apoplexy or， in other words， intense congestion of the bloodvessels 

of the brain， followed by effusion. Doctors Tripler and Fukashi Kodo agree perfectly with me as to the回 useof 

death. 

1 am， Sir: very respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. (U.S) 

Chf. Surg. Kaitakushi 

Duplicate copy furnished by request of Hon. Sugiura Makoto of date March 7th， 1874. 

本この書簡中にある FukashiKodoは深瀬鴻堂で，阿部氏によれば，彼は函館病院の医師， 後に馬島譲の後を継い

で長 く院長を勤めたとし、 う。

-No・37一 《米国領事の子息医学校に入学の件}

f、
r、色。
、、J

Kaitakushi Medical School 

Feb. 13， 1874 

Respectfully forwarded to Hon. Sugiura Makoto， Chu Hangan. 1 see no objection to Mr. Hawes entering 

hirnself as a member of the medical class， at the usual term岱， charged for ]apanese students. 1 have declined 

making any other arrangements as if Mr. Hawes studies medicine with me， he comes on exactly the same footing 

as my]apanese pupils. 1 recommend therefore that Mr. Hawes be allowed to join the class and that from 

the text books now on hand the following be sold to him at the prices annexed， plω20 pr. cent， to cover fit 

and other ch'ge. 

Dunglison's Medical Dictionary $ 6.75 
k
h
目
的



add 20 pr. ct. 

7.00 

7.50 

$ 21. 25 

4.25 

$ 25.50 

∞
罰
的

Gray's Anatomy 

Marshall's Physiology 

Very Respectfully 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開

-No・38一《会計方に自弁薬品代請求の件》

Hakodate， Mar. 5， 1874 r、

Treasurer of Kaitakushi， 
∞

也

〉

Hakodate 

Sir; 

In reference to the Sulphuric Acid， Bichromate of Potass， Blowpipes， Corks and Acetic Acid which 1 some 

time ago requested permission to purchase 1 have to say that as 1 needed them at once for my work 1 bought 

them and 1 have paid for them out of my own pocket. If the Kaitakushi choosed to pay me back the amount， 

all right. If not， 1 can stand it. 1 could not wait， for if 1 had， 1 should have been unable to go on with my 

chemical lessons. 

1 am， Sir; Very respectfully， 

(S'd) Stuart Eldridge， M.D. 



True Copy Stuart Eldridge， M.D. 

-No.39一 《アンチセノレ教授私用財産貨物の件》

Hakodate， March 14， 1874 

Kaitakushi of Hokaido 

Gentlemen; 

1 have received an inquiry from the Kaitakushi here as to certain personal property of Prof. Antisells which 

that gent1eman left in Satzporo at the time of his first visit to that city. When 1 visited Satzporo two years ago 

1 was requested to open the boxes and bring away cetain articles of personal property. The request was made 

by Prof. Anti~ell himself who furnished me a list of the personal property which he left in Satzporo. 1 accord-

ingly inquired of the Kaitakushi 0伍cersat Satzporo who showed me certain boxes as those which were left by 

Prof. Antisell and Major Warfield. These boxes 1 opened as by Prof. Antisells request but wぉ unableto find a 

single article of the personal property alluded to. The contents of the boxes seemed to be instruments and field 

equipment belonging to the Kaitakushi. These were a few bott1es of chemicals and a very small amount of 

chemical apparatus which 1 brought to Hakodate for use in my school as at that time 1 had nothing of the kind. 

On returning to Hakodate 1 at once informed Prof. Antisell of the result of my search for his property. Mr. 

Sho Katzumi and a man named 1 think， Gota were present at the time the boxes were opened and until they 

were closed again. 

1 am， Gent1emen， Very Respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

(
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Copy respectfully furnished for information of Kaitakushi at Hakodate. Stuart Eldidge， M.D. g 
、が

-No・40一 《眼科器具自己購求(代金〉の件》

Hakodate， March 27， 1874 

Hon. Sugiura Makoto: 

Chiu Hangan 

Sir; 

1 desire to purchas巴 fromthe Kaitakushi one case of Eye Instruments. The cost of this ca~e delivered to the 

Kaitakushi was eighty-five dollars. It is a case which 1 ordered for myself and which should have been sent to 

me and paid for by me instead of by the Kaitakushi. 

1 am， Sir; Very respectfully， Your Obdt. Srvt. 
(
。
ト
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Stuart Eldridge， M.D. 

-No. 41- ~函館附近海浜の鉱泉分析結果報告〉

Hakodate， April 9， 1874 

Hon. Sugiura Makoto， 

Chiuhangan 

Sir; 

1 have the honor to notify you that in compliance with your request of late date 1 have made a qualitative 

examination of the water of the spring on beach near Hokodate， and with the following result. 

Specific gravity of water after remaining seven days in corked bottle 1013. 10 



Temperature of water at Spring 920 

One thousand gra泊S of the water evaporated to dηrness gives 17.60 grains of solid matter. 

The fresh water contains a large amount of carboric acid gas. 

The solid constituents of the water are the following variously united 

Sodium (as chloide of sodium) much Sulphur a little 

1/ 

Sulphuric Acid 

Chlorine 

much Magnesium 

Alumina 

a little 

1/ 

Silica 1/ Iron 1/ 

1 fear that the water of this apring will not be found of value for medical purposes if usedぉ bath，and that the 

very large amount of salt in the water will render it unfit for drinking， otherwise the iron and sulphuric acid 

which it contains might render it a valuable tonic. As however nothing can so well decide upon the virtu岱 of

a mineral spring as the experimental use of its water， 1 would suggest that spring be so tried. 

(
ロ
)

1 am， Sir， Very Respectfully， 

Stuart Eldridge; M.D. 

Chf. Serg.開

-No. 42- ~函館町のごみ ・ 汚物処理に関する警告書}

Hakodate， April 9， 1874 

Hon. Sugiura Makoto， 

Chiu Hangan 円。4y



図 3 -No. 42ーの書簡中の diagram

Sir; 。q
cコ
咽

It is my duty to call your attention to a repeat mistake 

made by the authorities of Hakodate in disposing of the night 

soil and other offal of the town. A very large proportion of 

this is conveyd up the mountain above the town and deposi-

ted in large holes. A little thought will show that this is 

very wrong. Hakodate is almost entirely supplied with water 

• for drinking and other purposes， from wells the water in 

which comes by underground springs from the mountain. 

Now the soil of this whole region in exceedingly porous and 

the drainage from the offal on the mountain penetrates the 

〈

N
h
h

〉

ground deeply and sopasses into the wells of the town. (See 

diagram. on this page) Now beside the fact this is very 

disgusting， it is positively dangerous. There are few things 

more poisonous to man， than the products of the decomposi-

tion of his own faeces. Typhoid fever， dysentery， diarrhoea 

and many other diseases are 0丘encaused by it. 1 think it is 

the duty of the Gov't. to order that no more offal shall be placed on the mountain but that it shall either be 

burned or carried to the low ground below the town where it can do little harm. 



1 am， Sir， Very respectfully， 

Stnart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開

ホこの書簡中にある diagram(横線 筆者〉を写真にして紹介する(図 3)。

-No・43一 {宮品盗難届》

Hakodate， April 20， 1874 

Kaitakushi， 

Hakodate 

Gentlemen: 

1 regret to notify you that 1 have been robbed of the following property belonging to the Kaitakushi. 

One large case of Amputating Instruments. 

(Mahoghany box， with brass trimmings) 

One set of Obstetric Instruments. 

ハ
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(In leather case) 

1 have also been robbed of an extra fine case of amputating and resecting instruments my own property， value 

$ 15000 U.S. Gold， this case was of very dark wood (rosew∞d) with brass trimmings. 1 had the instruments 

belonging to the Kaitakushi at my house in order to c1ean and take care of them as they were becoming rusty. 

1 suspect a man named Yamada， recently employed by me as a servant， of taking these things， for the following 

reasons. 問。4
T



1 st. The instruments were at my house during the time he was there， at least during a part of the time of 

his stay. 

2 d. The instruments have not been seen since he left. 

3 d. The man Yamada was a sort of doctor and claimed to be anxious to study， so 1 took him paying him 

good wages and both myself and wife instructing him， (my wife in English， myself in medicl science). Now the 

fact of the man being a doctor makes it more likely that he would take， if he took anything， just such things as 

have been stolen. 

4 th. The man， Yamada， le仇 myserviee abruptly a丘町 havingcontracted to stay， and without giving any good 

reason for leaving. 

5 th. At the time Yamada was in my service he was detected by my head boy， (in whom 1 have perfect 

confidence) in attempting to steal wine from my stores. 

1 beg to refer you for further particular to my interpreter Mr. Sho Katzumi who knows all about the matter. 

1 am， Gentlemen， Very respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開

-No.44一 {教授用薬品 ・器具購入代金支払いの件〉

Hakodate， April 24， 1874 

Treasurer of Kaitakushi 

Sir; 

雫"Cコ、，
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1 have just rec'd the bill of articles which 1 purchased last fall， for my school， as mentioned in my letter of 

March 5 th. My agent has paid for them. 

The bill is as follows. 

“Oct. 24， 1873 

&" I 160事SulphuricAcid 32.00 
F令 I

Ei ~ 500 Corks 4. 50 

~I 時 Acetic Aω45  

36.95 

My agent knowing that 1 needed the things， duplicated the Ariel sending at the same time other artieles 

required. 

“Nov. 14 th 

(
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〉

160普SulphuricAcid 32. 00 24~ Potass Bichromate 12. 00 

500 Carks 

1持AceticAcid 

4.50 

45 

1 doz Mouth Blowpipes 

1 doz Safety Tubes 

4.25 

6.00 

59.20 59.20 

$96.15 

You will observe that had in not been for the loss by Ariel the amount would have come within original estimate 

of fifty or sixty dollars. 

Now about paying for these things. As 1 was wrong in ordering them without waiting till orders came from 目。-v



Tokei， although 1 supposed that the order would come to purchase here 1 have paid for them. If the Kaita-

kushi will refund the money， 1 shall be much obliged. If not， 1 shall have to bear the loss. 

Although 1 think the Kaitakushi can a釘ordthe expense rather better than 1 can. 

1 am， Sir， Very respectfully， Stuart Eldridge 

Chf. Surg.開

-No.45一 《医書購入申請の件}

Hakodate， Ap. 24， 74 

Kaitakushi of Hokaido 

Gentlemen， 

1 wish to purcTase from the Kaitakushi one copy of each of the following books now on hand. 1 find it conve-

nient to have two copies of each mast necessary book 5;) that 1 ean have one at hospital and one at my house. 

United States Dispensatory 

Dunglison's Medical Dictionary 

Hartshorne's Conspectus 

Tanner's Practice 

1 am， Gentlemen， Respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

8 
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-No.46-

(no dete) (鉛筆書き》

Dear Nagawoka 

1 did not hear anything about the governor's or Russian Consul's disease till this morning. 1 have not yet 

seen Dr. Tripler， but will do so if possible this afternoon， and send you the paper as soon as 1 get it. 

-No.47一 《本年3月5日附書簡 (38)に関する件》

E王on.Sugiura Makoto， 

Chiu Hangan 

Hakodate Ho哩pital，May 2 d， 1874 

Yours， 

Stuart Eldridge 

Your letter of 29th， 4th month was duly rec'd and contents noted. 1 do not undenstand in what way you 

have thought that 1 have demanded or even asked to be reimbursed for expenditure lately made by me. Will you 

kindly again refer to my letter of March 5th， 1874， of which 1 enclose a copy， in which you will find it 

distinctly stated that if the Kaitakushi chooses to pay for the artieles it is all right， but if not 1 am satisfied to 

do so myself. This is certainly very different from a demand for payment. 1 beg leave also to refer you to my 

letter of April 24th， which 1 sent in compliance with the repeated request of the Treasurer of Kaitakushi in 

which the same statement is repeated. 

r、
p、
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In my le附 ofMarch 5th 1 have already given you the reasons why 1 spent my 側 n money for my sch∞1，ミ



but if necessary 1 wi1l repeat them， 

1 st. In answer to my application for the articles， you informed me that it was thought that every thing needful 

was already on hand. 1 therefore thought that 1 could not get more. 

2 d. 1 am so anxious to do my work prope rly that 1 am willing to spend my money as well as my time 

for that purpose. 

1 beg leave further to say that 1 never even mentioned the fact that 1 had bought and paid for these articles 

till 1 was questioned about it by the Kaitakushi treasurer， as 1 considered the matter settled and over. 1 beg 

of you to have this letter and the company documents properly translated forwarded to Kuroda Dikwan. 

In conclusion allow me to repeat that 1 bought the articles expecting to bear the expence myself， and 白紙 I

have never asked nor do 1 now ask that the Kaitakushi pay the amount. How you can have， so stray misunder-

stood the matter 1 can not imagine. 

Very Respeetfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

-No・48一 〈器械・洋酒盗難の件〉

Hakodate Hospital， May 12， 74 

Miyaki Tsuneyoshi， Esq. 

Dai(s)hiten 

き
可
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Sir， 

1 have the honor to acknowledge the recpt. of your polite dispatch of 8th inst. which would have rec'd earlier 

attention but for the holidays. Pray accept my thanks for your exertion for the matter. 1 fear that 白e

accωed， Yamada Hideaki， found means to dispose of the instruments in some way. 1 have no suspicions of any 

one else to have nothing further to state in reference to the matter more than 1 have already laid befo閃 you

except that 1 of course made every exertion to find the mis sing property before accusing any one. It has cer-

tainly been stolen， not lost. 1 much regret the losas the Kaitakushi instruments were fine ones and my own were 

a presents from an old and valued friend. 1 beg leave again to thank you and to say that 1 am content to leave 

the matter entirely in your hands as 1 am satisfied that every e汀ortwill be made to recover the property and 

do justice to the culprit. 
1 am， Sir， Very respecfully， Yr. obdt. st. 

Stuart Eldridge， M.D. 

(
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-No.49ー 《洋酒盗難の件〉

Hakodate Hω:pital， May 15， 1874 

恥1iyakiTsunekichi， Esg. 

Dear Sir; 

Your letter of today has come to hand， in reply 1 have the honor to state that Yamada Hideaki was first 

employed by me for one week on trial. This time elapsed and 1 then employed him with the understanding 

that it was to be a permanent engagement at the same time telling him to register himself in the Machigaisho， 

whether he did so or not 1 do not know. The value of the bottle of wine which he attempted to steal was 
m
O
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but little only sixty five cents. 。H
4
T

1 am， Sir， Very Respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

-No.50一 《医学校暑中休暇の件》

Hakodate， July 19th， 1874 

Sugiura Makoto， 

Chin Hangan 

Sir; 

In reference to the vacation of twenty days about which 1 spoke to you a few days ago， and which you 

agreed that 1 should take in accordance with your request 1 hereby notify you that 1 wish to close my school for 

twenty days beginning with and including July 25. 

By the custom of the other schools， at Tokei， 1 am entitled to thirty days but do not take so much， as 1 wish 

my students to receive as much instruction as possible. 1 further state that my health is such that 1 require a 

(
。
∞
)

rest of at least twenty days. 

The students also require a rest， they have been working veη， hard， and will be able to do better still if 

allowed a holiday. 

1 am， Sir; Very respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

In chge， Medical School 



-No・51一 《私用物品等の代金目録作成申請の件}

Hakodate， Sept. 27， 74 

Kaitakushi 

Hokodate 

Gentlemen， 

Please to furnish me， as soon as possible with a list in full of all the property of the Govemment which is 

charged against me， as 1 must settle up all my busin間 inorder to get to Yedo before the end of IIiy contract. 

In making this list do not take the trouble to insert the instruments and medicines transferred to me by Mr. 

Mori， as 1 have full lists of these. 

1 am， Sirs respectfully， 

Stuart Eldridge，為1.D.

ハ
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-No.52一 〈東京行き乗船切符請求及び同行者の件》

Oct. 15， 74 

Kaitakushi， Hakodate 

Gentlemen; 

1 have the honor to notify you that it is my intention to proceed to Tokei on the morning of Oct. 18th by 

Steamer Orissa， now in Port， according to my contract you will please furnish me with ticket for myself and one 

servant and also with transportation for my library and furniture. 

My interpreter Mr. Sho Katzumi goes with me， as without him it wi1l be impωsible for me to settle my 
何
回
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accounts in Tokei. Please send him the necessary order without delay. 

And oblige， Yr. truly， 

Stuart Eldridge， M.D. 

-No・53一 〈東京行きに章訳官及び召使一人随行の許可申請の件}

Hakodate， Oct. 16th， 74 

Kaitakushi， Hakodate 

Gentlemen; 

1 have the honor to state in answer to your spoken comrnunication of yesterdayぉ follows.

1 had much business as Secretary the Kaitakushi before coming to Hakodate， and this business must all be 

settled on my arrival at Tokei. Mr. Sho Katzumi is necessary for the settlement of this business not his inter-

preter but as a witness in certain matters. Further， all the accounts which 1 am now submitting to the 

Kaitakushi must be gone over again at Tokei， and 1 must have some one at Tokei to explain the accounts， who 

knows about them. Please answer in writing whether Mr. Sho Katzumi will be allowed to go. Further， you 

have refused to transport my one servant on the ground that nothing is said in the contract about it. 

1 beg leave to remind you that my contract states that all my travelling expens凶 areto be paid， and that a 

servant is a necessary part of the equipment of every gentleman， further， the Kaitakushi has transported one 

servant for all of its employees up to this time myself inclnded. Please answer in writing whether you will pay 

transportation for one servant or not. 

Rum over 
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Respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

-No.54一 {開拓使との雇用契約満期に関する宣誓容}

Stuart Eldridge， in the employ of the japanese Government as a Surgeon， and for the past two years and a 

half on duty at Hakodate， j apan， being duly sworn deposes and says that he has many complicated accounts 

with the japanese Government aforesaid which must be satisfactorily audited and adjusted before the said Stuart 

Eldridge can obtain a final settlement， and the said Stuart Eldridge further deposes and says that he is about 

to go to Yedo for a final settlement with the japanese Government his contract expiring Oct. 31， 1874. And 

the said Stuart Eldridge further deposes and says that the presence of Sho Katzumi who has been with the said 

Stuart Eldridge as interpretar for the past three years， is highly necessary for a satisfactory adjustment of the 

accounts of the said Stuart Eldidge the said Sho Katzumi being cognizant of all transactions. which have taken 

〆戸、
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place between the japanese Government and the said Stuart Eldridge. And the said， Stuart Eldridge further 

deposes and says that he has formally applied to the authorities of the japanese Government for permission to 

take the said Sho Katzumi with him to Yedo， for the reasons herein before stated， and that said permission was 

refused. And the said Stuart Eldridge hereby protests against such action on出epart of the japanese gove nment， 

and hereby formally declares that such action is likely to be the cause of great pecuniary loss to him the 

aforesoid Stuart Eldridge. 

(signed) Stnart Eldridge 

United States Consulate Hakodate， Oct. 17， 1874 
的
同
一
司



Subsciribed and Sworn to Be-Fore me the day and year next above written， 4
T
H
噌

(signed) J.H. Hawes， Uふ Consul

-No.55一 《不用物品譲渡申出での件》

Hakodate， Oct. 18， 74 

Kaitakushi， Hakodate 

1 brought from Tokei certain property of the Kaitakushi which 1 do not wish to take back， and will be glad 

to transfer to any proper offices. The property is as follows， 

1 Bedstead Matrasses etc. 1 Mirror 

1 Washstand 5 Chairs 

1 Sofa 

1 Iron Bed 

1 Map of World. 

(
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1 Bureau 

Respectfully， 

Stuart Eldridg巴

-No・56一 《トラ γク運搬用人夫派遣申諮の件》

Hakodate， Oct. 18， 74 

My Dear Mr. Mori， 

1 had from the Kaitakushi yesterday twenty five c∞lies to move my freight. 

1 had ten more this morning and ten more this afternoon to take down my trunks to the 0節目。fHowell and 

00， 



WiIl you kindly send the men. 

And oblige， Yours truly， 

Stuart Eldridge， M.D. 

-No'o 57一 《不用物品譲渡申出での件}

Hakodate， Oct. 19， (74) 

Kaitakushi， Hakodate 

Genuenmen， 

1 bronght from Tokei when 1 came to Hakodate， centain property of the Kaitakushi which 1 wish to turn 

over here and get recp't for. 

VIZ. 
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One Bed Complete 

One Bureau 

Five Chairs 

One Iron Bedstead 

One Washstand One Sofa 

One Mirror 

-No・58一 (W近世医説』の発送催促の件》

(no date) 

Mr. Nagawoka， Saibansho 

Dear Nagawoka， 

Kin-Se 1・Setzunot yet rec'd， this delay is unreasonable. 
的
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Will you kindly see that it is sent at once. 由
同
噌

1 need it. Yous， 

Stuart Eldridge 

*この書簡中の Kin-SeI-Setzuは『近世医説』で， エルドリッチの医事講演を本多公敏が訳述編纂したものであ

る。(阿部氏による〉

-No.59- (医療器具 ・外科器械の受領容》

Receipt， 

Dr. Eldridge to Kaitakushi. 

Surgical Instruments 

Received from Kaitakushi of Hokaido 
〈
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〉

The FoIIowing Instruments and Surgical Apparatus. 

Amputating Cases No. 3 

Resecting " " 3 

Postmortem " 11 2 

Storer's Speculums " 4 

Sim's " " 2 

ToIIe's 1/ 1/ 2 

Lithotomy Insts. Case沼 " 2 

Mais$oneUVe'$ Strict1，lre Inst. 11 l 

Holt's Dilators 

{以下'は筆者が入れた}

No. 4 

Eye Instruments Cases 11 4 

Eustachian Catheters Silver 11 3 

1/ " Gum n
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Politzer's Inflators 

Rubber Catheters 

Steel Bougies Sets 

TonsiIIotomes 

庁 2

グ 2 (One Broken) 



Nolt's Uterine Cases No. 1 

Po1ypus Forceps 

Aesophagea1 Forceps 

Pocket Cases 

Ovariotomy C1amps 

Surgical Need1es 

Ligature Si1k， Ro1ls 

Large Battery 

Small 1/ 
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，J

，J 

f
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f
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，

一ιa'

庁 4

doz. 50 

I! 25 

No. 1 (Broken) 

I! 1 

Liebreich's Ophtha1moscopes I! 1 (one Broken) 

Bandge Rollers 

Endo唱cope

I! 4 

唱
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4
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'
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Chain Ecraseurs 

Wire I! 

Bellocq's Canu1as 

Co1 peryn teus I! 2 

Ice Bags 庁 6

Tenotomy Inst. Cas岱

Trocars， Curved 

Gum Syringes 

Simpson's Sounds 

Adhesive P1aster yds 

Rubber Sheet I! 

Gutta Percha I! 

Dissecting Cases 

P1aster Paris 1bs 

Turkey Sponge I! 

I! I! extra 

Trusses 

Urinometer 

Emp1ast. Ichthyocoll yds 

Vaccine Lancets 

Lint 

No. 4 

I! 2 

I! 6 (Broken) 

I! 4 

100 

51/2 

103/4 

No. 21 

500 
r. 

20 。p、。
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10 

No.50 

庁 12(oneBroken) 

40 

No.24 

1b. 50 

Stuart E1dridge， M.D. 

Chf. Surg.開
ト，4• 
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-No.60一 《ドイツ領事L ハーパーの屍体検案報告書》

Report of Examination of body of L. Haber 

Situation and Character川 ound I Length and Depth川 ound Remarks 

1. Incised wound on left shoulder Length 11/2 inches Through whole thickness of skin 

over acromlOn process to underlying muscles 

2. Incised wound just below the Length 1/2 inch Through whole thickness of skin 

above， over head of left humerus to underlying muscles 

3. Punctured wound， one inch below Length 1 inch 

inferior angle of right scapula Depth 1 inch 

4. Incised wound， transversely across Length 3112 inches 

left side of thorax， just below Dep仕1 1 inch 

axilla 

5. Incised wound， transversely across Length 6 inches 

left side of thorax， crossing diago- Depth 1 inch 

nally the 8th， 9th， and 10th ribs 

6. Incised wound in le仕 upperarm， Length 1/2 inch Superficial 

just above insertion of deltoid 

muscle 

∞
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7. Punctured wound through anterior 

internal portion of belly of biceps 

muscle of left arm. From above 

Length of opening of entrance I Depth of wound from entrance 
3/4 inch I to exit a little more than one 

Length of opening of exit 3/4 I inch 
downwards and inwards. Wound I inch 

of entrance at middle of anterior 

surface of upper arm， wound of 

exit about 3/4 inch below and 

internal. 

8. Deep incised wound from posterior 

surface of left upper arm just 

above condyles of humeras passing 

obliquely downwards and for 

ward， cutting through condyles of 

humerus， severing the olecranon 

and a portion of ulna， and also 
cutting of head of radius. 

Length of lips of incison 4 I This wound was evid巴ntyinfli・

inches I cted while the arm was strongly 
flexed， as it nearly excised the 

entire elbow joint. 

r、
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9. lncised wound on anterior exter-

nal left forearm cutting entirely 

through left radius near junction 

of upper and middle third 

Length 2 inches I Severed the radical artery. 
Depth a little more than one 

inch 

白
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Situation and Character of Wound Remarks Length and Depth of Wound 。N叩

10. lncised wound of left wrist， from 
ulnar surface half way through 

Wflst. 

Length 2 inches 

Depth 11/4 inches 

Severed the ulnar arteηr. 

11. Deep incised wound from posterior 

surface of right upper arm just 

above condyles of humerus， passing 

obliquely downwards and forwards， 
through condyles of humerus， and 
entirely s巴vering upper extremity 

of ulna and radius together with 

arteries on anterior surface of arm. 

Le時 thof lips of incision 31/3 I This wound like that of left 

inches I elbow was evidently inflicted 

while the arm was strongly 

f1exed. 

(

O
由

'-../ 

12. Incised wound through articulation 

of left knee， from before backward 

bisecting the patella， cutting a 

thin slice from the articular surface 

of tibia， severing the popliteae 

arteηr and nerve and leaving 仕le

leg attached by a shred of skin 

only. 



13. lncised wound extending from I Length 3 inches 

above wound longitudinally down-

ward on line of tibia splitting head 

and shaft of tibia. 

14. lncised wound ‘extending from 

tuberosity of right tibia downward 

and inward across sha仇 oftibia. 

Length 3 inches Depth， to bone 

15. lncised wound on left side of head 

of V shape. Apex of wound over 

coronal sutu陀 aboutone inch to 

left of middle line， extending from 

the point downwards and forwards 

to middle of upper margin of 

left frontal eminence and down-

ward， outward and backward to 

a point one inch above le氏 mea-

tus auditorius. 

Length of longer posterior limb I The scalp included between the 
of wound 4 inches 

Length of shorter anterior limb 

of wound 2 inches 

limbs of the wound was entirely 

separated from the skull and a 

fissured of the frontal bone 

extended from the apex of the 

wound for one and one half 

inches downward and forward. 

(

同

町

〉

16. lncised wound over and parallel 

to coronal suture，四tending from 

a point one half an inch to left 

of junction of coronal and sagittal 

Length of wound 2 inches Scalp entirely cut through. 

Sk叫1fissured for entire length 

of wound. 

H
N
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Situation and Character of Wound Length and Depth of Woud Remarks 

sutures， to a point one and one 

half inches to the rigtht of middle 

line. 

17. Incised wound from left parietal Length 4112 inches Depth unknown. The skull 

eminence， downward inward and was fissured through entire 

backward to upper margin of length of wound. 

occipital protuberance. 

18. lncised wound of soft parts， from Length 2112 inches Severed the temporal artery. 

middle of right orbital process of 

frontal bone to upper angle of 

squamous suture. 

19. lncised ftap wound of scalp over Diameter of ftap 2 inches Skul. not exposed. 

occipital protuberance from above 

downwards. 

20. lncised wound from just below Length 5112 inches The temporal bone was com・

zygomatic process of left temporal pletely severed， and the base 

bone， to a point 3/4 inch to left of the occipital fractured so 

of insertion of ligamentum nuchae that the ftap fell down exposing 

in occipital bone， passing down- the cerebellum for 3/4 of an 

words and inwards， through inter- inch. The corotid artery was 

N
N
4
T
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nal portion of left auditory mea-

tus， completerly severing the body 
of the left temporal bone and 

penetrating one inch into the occip-

ital bone. 

21. lncised wound on le丘sideofneck 

over middle of sternocleid mastoid 

muscle. 

22. Circular excised wound of plantar 

surface of right heeJ. 

Of above wounds No. 9，10，11，12， 

and 18， would have been rapidly 
fatal from baemorrhage. 

No. 15， and 16， were of an excee-
dingly dangerous character but 

not necessarily fataJ. 

No. 17， wonld probally bave been 
fatal sooner or later. 

No. 20， would have heen instant-
ly， fataJ. 
The remainder were of a character 

from which he might have re∞v-

ered. 

Length 1/2 inch 

Diameter of wound， 1 inch 

severed. 

SuperficiaJ. 

S u perfi ciaJ. 

〆‘、
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明治 7年 8月11日ドイツ代理領事ロードウィク・ハーパーが秋田県貫属国崎秀親に殺害された。遺体は函館病院で

死体検案を受けた(松木明知「北海道における人体解剖の事蹟」日本医史学雑誌第16巻第5号昭和45年〉。これはその報告書で

ある。

殺されたルードヴィヒ・ハーパ-Ludwig Haber の甥にアンモニア合成の功績によりノーベル化学賞を受賞した

フリッツ・ハーパー FritzHaberがある。“TheStory of Fritz Haber" by Joran中にフリ ッツの伯父ルードヴィヒ

の遭難記事が載っている事を渡辺慶昭氏から御教示を戴いた。氏に御礼を申し上げる。

元木省吾(元市立函館図書館長〉氏著『函館郷土暦物語』には次の様な記事が載っている。

1"8月間(明弘年) 田崎秀親，独乙領事ノ、ーパーを斬殺する。秀親は極端な国粋論者，秋田から外人を殺しに

8月8日来た。八幡宮裏山道で，ハーパーの散歩中を斬殺し，ら卒屯所に自首した。 9月26日新罪に処せられた。ハ

ーノミーは31歳，秀親は23歳であった。この事件についての美わしい後日物語は， 11・8参照。なお聖公会木村牧師に

よって，大正13年の本日，台町の外国人墓地で，その50年思が行われた。」

「町 8日(大関年) ハーパー領事の記念碑を，避難地に立て，その除幕式に，領事の甥である，毒瓦斯発明，

ノーベル賞受賞のフリッツ・ハーパ一博士夫妻とゾルフ大使ら参列する。元の位置は現位置の向側の避難地にあっ

た。戦時中この碑は，一時行方不明となったが， 戦後掘出して現位置〈市有〉に移したのである。当時ハーパ一博士

は，非常に函館市に感謝して，放ハーパー領事の写真と，マイヤーの独乙古典文学全集 150冊にサインして函館図書

館に送って来た。」

なお北海道新聞社編『北海道百年』によれば，この事件の落着後， ドイツは北海道の未開ぶりを恐れて，函館から

領事館を引き揚げてしまったそうである。

以上でエルドリッチの古簡類60通の紹介を終った。
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図 4 -No. 22ーの書簡の翻訳文

(

回

目

〉

図 5 晩年のエルドリッチ 〈六角柾那蔵〉

なお一部欠の所があるが，これは後日補足したいと思っている。

また -No.22 の書簡の翻訳文を写真にして開拓使文書の一例として紹介しておいた(図4)。

本稿の一部は日本医史学会・蘭学資料研究会(昭和49.11. 21)の合同例会で口演した。(蘭学資料研究会研究報告289.

昭49)
出
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本また筆者ら兄弟は，目下これらの書簡類60通を翻訳しているので，完成次第発表する予定である事を附記してお 申
創
刊
Y

く。

終りに臨み，日本の明治時代における医学界の恩人の一人であり，筆者たち兄弟の父の恩師でもあったドクトル ・

スチュアート・エルドリ ッチ先生の亡き御魂に深甚なる敬意と謝意を捧げまつる。

またエルドリッチの書簡類を発見されて，そのコピーを筆者の兄に恵贈され，この発表に御協力下された大西久男

氏に厚く御礼を申し上げる。また引用書の著者阿部竜夫氏，松木明知氏，元木省吾氏その他の方々にも御礼を申し上

げる。なおこの機会に，御口演や御著述によってエルドリッチの事を学界その他に広く御紹介下された小川鼎三教授

に深謝の意を表する。最後に私事ながら家兄・柾那の絶えざる教導と支援を感謝する。

The Letters of Dr. Stuart Eldridt. 
(

由

品

目

〉

Takao ROKKAKU 

In 1871 (the 4th year of Meiji) Dr. Stuart Eldridge (1843-1901)， a native of Philadelphia， Penn.， U.S.A.， 

came over to ]apan as a secretary and physician to the Scientific Mission to ]apan under General Horace Capron 

who had been specially invited by the ]apanese Government. 

Later Dr. Eldridge was appointed by the ]apanese Authorities as Chief Surgeon of the Kaitakushi， stationed at 

Hakodate， Hokkaido. 

There under his principal leadership the Kaitakushi established a medical school and he taught medical science 



to many J apanese students. 

In 1872 Kenkichi Rokkaku (1855-1934)， the author's father， entered that school and studied medicine under him. 

In 1875， upon expiration of his term， Dr. Eldridge came to Yokohama and entered upon the practice of his 

profession. 

Recently， in 1973， many of his letters written at Hakodate during 1872-1874 were found by Mr. Hisao 

Ohnishi， a middleschool teacher and one of locallore historians， at Sapporo. 

The author expresses his thanks to Mr. Ohnishi for his help and cooperation in connection with publishing the 

letters of Dr. Eldridge. 

In this artic1e the author introduced those 56 copies of letters and 4 copies of other documents (2 lists， 1 

receipt and 1 report). 
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日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
二
巻
第
四
号

昭
和
五
十
一
年
十
月
三
十
日
発
行
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昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
七
日
受
付

仏
典
の
な
か
の
者
婆
と
そ
の
医
療

関

根

雄

正

番
婆
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
伝
説
的
の
医
師
で
あ
る
。
わ
が
間
に
あ
っ
て
も
「
者
婆
扇
鵠
」
と
し
て
古
代
名
医
を
代
表
す
る
ひ
と
り
と
み
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
番
婆
に
つ
い
て
は
、
仏
教
の
原
初
経
典
の
な
か
で
、
い
く
つ
か
の
神
秘
性
と
写
実
性
と
を
合
せ
て
、
そ
の
出
生

・
医
育

・
医
療

行
為
な
ど
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
を
抽
出
し
て
さ
さ
や
か
な
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
国
訳
仏
典
と
大
正

( 98 ) 

大
蔵
経
と
を
使
用
し
た
。
用
字
で
周
知
の
も
の
の
一
部
は
便
宜
上
カ
ナ
を
使
用
し
た
。

一
、
香
婆
の
出
生

(
1
・2

〉

仏
典
に
よ
れ
ば
、
彼
の
父
は
マ
カ
ダ
国
の
瓶
沙
王
(
ピ
ン
ピ
サ
ラ
王
〉
と
い
い
、

ハ
1

・2
)

(

3

・4
)

捺
女
と
い
い
、
ま
た
は
王
舎
城
の
美
女
バ
ラ
バ
ッ
ダ
イ
と
も
い
う
。
い
を
つ
れ
に
し
て
も
母
は
、
姪
女
〈
遊
女
〉
と
い
う
女
性
で
あ
る
と
さ

れ

(
1
・2
)

る
。
母
も
彼
も
、
前
生
に
於
て
仏
陀
と
の
関
係
は
深
い
。
彼
は
出
生
時
に
、
そ
の
手
に
針
薬
嚢
を
握
っ
て
誕
生
し
、
既
に
現
世
で
医
師
と
な
る

(1

・2
・7
)

宿
命
を
示
し
て
い
た
と
す
る
。
姪
女
の
風
習
と
し
て
、
生
下
時
に
摸
擬
捨
子
の
行
為
が
行
わ
れ
、

無
畏
に
拾
わ
れ
て
焚
志
居
士
(
バ
ラ
モ
ン
〉

(
1
・2

〉

(
3
V

に
依
託
養
育
さ
れ
た
と
も
い
い
、
無
畏
自
身
に
養
育
さ
れ
た
と
も
い
う
。
前
者
に
あ
っ
て
は
、

8
才
に
成
長
し
た
彼
は
、
独
り
父
王
を
訪
ね

(
1
・2

〉

て
、
金
環
を
証
拠
に
瓶
沙
王
の
王
子
と
な
る
。
そ
し
て
王
に
新
し
く
王
子
の
誕
生
し
た
の
を
み
て
、
宿
命
の
徴
し
の
一
示
す
如
く
、
叩
才
に
し
て

自
ら
医
師
と
な
る
こ
と
を
志
す
。

〈

3
〉

ま
た
そ
の
王
子
の
無
畏
と
も
い
う
。
母
は
伝
説
的
美
女
の



父
王
ピ
ン
ピ
サ
ラ
は
、
仏
陀
在
世
時
に
ガ
ン
ジ
ス
河
中
下
流
の
マ
カ
ダ
国
属
領
の
小
国
王
と
さ
れ
、
者
婆
自
身
も
、
後
述
の
よ
う
に
仏
陀
と

直
接
に
接
触
し
て
い
る
。
番
婆
の
名
称
は

bs
g
と
さ
れ
、
抵
域

・
番
域

・
侍
縛
迦
・
時
縛
迦
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。

ニ
、
香
婆
の
医
育

番
婆
の
父
王
は
、
国
中
の
医
師
に
命
じ
て
彼
の
教
育
係
り
と
し
た
が
、
彼
の
生
れ
持
っ
た
天
性
の
医
術
の
方
が
優
れ
て
い
た
の
で
、
あ
ら
た

め
て
北
イ
ン
ド
・
ト
ク
シ
ャ
ラ
国
に
行

っ
て
、
医
師
阿
提
梨
に
就
い
て

7
年
間
を
修
恥
い
.h
w

そ
し
て
業
を
終
わ
る
に
あ
た
り
、
遠
い
薬
草
地

に
行
っ
て
非
薬
の
草
を
採
集
さ
せ
ら
れ
た
が
、
持
参
の
簡
を
空
し
く
し
て
も
ど

っ
て
き
た
の
で
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
。
師
は
「
汝
今
可
去
。
医

道
己
成
。
我
於
え
ん
浮
提
中
最
為
第
一

。
我
若
死
後
次
復
有
汝
」
と
云
っ
た
。
彼
を
教
育
す
る
た
め
阿
提
梨
の
身
体
に
は
、
天
帝
釈
が
化
生
し

て
い
た
と
す
る
。
彼
は
帰
国
に
際
し
、
医
業
に
就
く
の
に
は
、
マ
カ
ダ
国
が
最
も
適
当
だ
と
判
断
し
た
。
マ
カ
ダ
国
は
当
時
の
イ
ン
ド
で
国
大

国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
彼
は
日
才
余
り
で
圏
内
知
名
の
医
師
と
な
っ
た
。

( 99 ) 

三
、
奮
婆
の
技
術
の
神
秘
性

(
1
・
2
)

彼
は
帰
国
し
て
王
宮
の
門
前
で
、
偶
然
に

「
薬
王
樹
」
を
入
手
し
た
。

「
薬
王
樹
」
は
仏
教
で
は
、
本
草
の
う
ち
の
「
最
勝
」
の
も
の
と
さ

れ
、
本
草
経
に
は
「
有
薬
王
樹
。
従
外
照
内
。
見
人
腹
臓
」
と
あ
る
と
い
う
。
彼
は
そ
れ
を
た
き
木
と
と
も
に
、
た
き
木
売
り
の
少
年
か
ら
購

入
し
た
。
た
き
木
を
分
け
て
い
た
ら
「
有
一
小
技
。
裁
長
余
尺
。
試
取
以
照
。
具
見
腹
内
。
知
此
小
枝
。
定
是
薬
王
」
と
知
っ
た
。
こ
の
薬
王

樹
は

2
経
典
で
、

4
症
例
に
こ
れ
を
臨
床
適
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
彼
は
「
頭
蓋
呪
」
を
知

っ
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
は
頭
蓋
骨
を
叩
い
て
、
そ
の
叩
音
で
そ
の
ひ
&
の
前
生

・
後
生
を
識
別
す
る
も
の

で
「
音
声
本
末
究
寛
の
相
」
の
分
別
法
と
さ
れ
る
。
彼
が
の
ち
に
、
仏
陀
に
よ

っ
て
仏
法
に
帰
依
し
た
と
き
、

五
戒
を
受
け
た
直
後
、
仏
陀
に

そ
れ
を
試
み
ら
れ
た
。
5
個
の
頭
蓋
骨
を
示
さ
れ
、
こ
の
法
に
よ
っ
て
正
し
く
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
蓋
骨
の
後
生
を
識
別
し
た
。

6
番
目
に
示
さ
れ

429 



た
骨
は
、

3
度
た
た
い
て
も
識
別
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
不
還
の
阿
羅
漢
の
も
の
で
、
そ
の
骨
の
ひ
と
に
は
後
生
が
あ
り
得
な
か
っ
た
と
い

430 

う
四、

香
婆
の
医
療
の
症
例

(
仏
典
の
名
称
は
略
称
と
し
、
頭

の
数
字
は
本
稿
の
文
献
番
号
、
括
狐
内
は
症
例
の
番
号
と
す
る
〉

1 彼
の
症
例
は
、
次
の
仏
典
で
み
ら
れ
た
。

2 

祇
域
因
縁
経
(
第
一

・
第
二

・
第
三

・
第
四

・
第
五
)

ハ
第
=
了
第
四

・
第
五
)

3 

番
婆
経

四
分
律

(第一

・
第
二

・
第
四

・
第
五

・
第
六

・
第
八
〉

(
第
八
〉

5 

五
分
律

毘
那
耶
雑
事
(
第
五
〉

4 6 

十
諦
律

8 

僧
祇
律

9 

宝
積
経

( 100) 

(
第
五

・
第
七
)

〈
第
八
)

(
第
八
)

排
列
の
順
序
は
、
概
ね
症
例
の
精
粗
の
順
で
あ
る
。
従
っ
て
仏
典
は
律
蔵
経
蔵
入
り
交
っ
て
い
る
。

症
例
第
一

(F.4引
ヶ
ハ
カ
ダ
城
の
大
長
者
の
婦
。

ロ
年
来
、
常
に
頭
痛
を
患
う
。
「
衆
医
差
す
る
こ
と
能
わ
ず
」
者
婆
は
訪
問
し
て
医
療
を

申
し
出
る
。
婦
は
彼
が
年
少
の
故
に
受
診
を
希
望
し
な
い
が
、
彼
は
「
但
聴
我
治
。
若
差
者
随
意
与
我
物
」
と
申
込
み
、
婦
は
「
若
如
是
。
無

所
損
」
と
し
て
受
診
す
る
。
「
彼
即
取
好
薬
。
以
酔
煎
之
。

潅
長
者
婦
鼻
。
病
者
口
中
訴
唾
倶
出
。
時
病
人
即
承
之
」

と
い
う
医
療
が
行
わ
れ

た
。
患
者
の
疾
患
は
全
治
し
た
。
是
は
、
彼
が
帰
国
し
て
第
一
の
治
療
患
者
で
あ
っ
た
。

頭
痛
に
対
し
酔
を
使
用
し
た
洗
鼻
法
で
あ
る
。
長
老
婦
は
謝
礼
と
し
て
四
十
万
両
金
と
奴
稗

・
車
馬
を
彼
に
贈
っ
た
。
彼
は
そ
れ
を
す
べ
て



無
畏
王
子
に
捧
げ
た
が
、
王
子
は
自
用
に
せ
よ
と
い
っ
て
受
け
な
か
っ
た
。

症
例
第
二

患
者
ク
セ
ン
ミ
国
の
長
者
子
。
「
輸
上
嬉
戯
。
腸
結
腹
内
。
食
飲
不
消
。
亦
不
得
出
」
マ
カ
ダ
固
に
大
医
あ
り
と
き
い
て
、

そ
の
国
王
に
依
頼
し
、
王
命
に
よ

っ
て
番
婆
は
往
診
す
る
。
彼
が
到
着
す
る
と
路
上
で
長
者
子
の
葬
礼
に
会
う
。
彼
は
そ
の
伎
楽
の
音
声
を
き

い
て
「
善
能
分
別

一
切
音
声
」
し
「
此
非
死
人
」
と
判
断
し
て
廻
り
還
さ
せ
る
。

(
仮
死
状
態
の
患
者
に
対
し
〉

「取
利
万
破
腹
。
披
腸
給
処
。

示
其
父
母
語
日
。
此
是
輸
上
嬉
戯
。
使
腸
結
如
是
。
非
是
死
也
。
即
為
解
腸
。
還
復
本
処
。
縫
皮
肉
合。

以
好
薬
塗
之
。
措
即
愈
毛
還
生
。
与

無
搭
処
不
異
」
こ
う
し
て
完
全
に
治
癒
し
た
。

現
代
で
い
う
開
腹
手
術
と
も
み
え
る
症
例
で
、
現
代
の
手
術
目
的
と

一
致
し
て
い
る
。
彼
は
宮
沢
者
か
ら
謝
礼

一
百
六
十
万
両
金
を
受
領
し
、

こ
れ
を
旧
師
の
阿
提
利
に
贈
る
。

症
例
第
三

患
者
。

マ
カ
ダ
国
の
居
士
女
。
年
令
日
才
。
嫁
入
り
の
当
日
に
頭
痛
に
よ
っ
て
急
死
し
た
。
彼
は
そ
の
こ
と
を
き
い
て
直
ち
に

家
を
訪
ね
て
そ
の
父
に
向
う
。
父
は
、
此
の
娘
は
幼
時
か
ら
頭
痛
が
あ
り
、
月
日
と
と
も
に
増
悪
し
て
本
日
の
発
作
が
最
も
激
し
か
っ
た
と
答

(
3
)
 

え
た
。
そ
こ
で
彼
は
薬
王
樹
を
使
用
す
る
。
(
こ
の
使
用
は
四
分
律
に
な
し
〉

(101 ) 

「
祇
域
使
進
以
薬
王
照
視
頭
中
。
見
有
刺
虫
。
大
小
相
生
乃
数
百
枚
。
鎖
食
其
脳
。
脳
尽
故
死
。
便
以
金
万
披
破
其
頭
。
悉
出
諸
虫
。
封
著

瓶
中
。
以
三
種
神
菅
塗
搭
。

一
種
者
補
虫
所
食
骨
間
之
措
。

一
種
生
脳
。

一
種
治
外
万
搭
」
大
脳
開
頭
手
術
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

「
刺
虫
」

は
大
脳
寄
生
虫
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
が
、
勿
論
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
寄
生
虫
の
寄
生
や
迷
入
に
し
て
は
所
見
が
激
烈
す
ぎ
る
。
記
述
は
、

さ
ら
に
施
術
後
の
臨
床
環
境
を
の
ベ
る
。

「
告
女
父
目
。
好
令
安
静
。
慎
勿
使
驚
。
十
日
当
癒
平
復
如
故
。
其
日
我
当
復
来
。
祇
域
適
去
」

宣
有
披
破
頭
脳
当
復
活
者
。
父
何
忍
使
人
取
子
耳
耶
。
父
止
之
目
。
祇
域
生
而
把
針
薬
。
棄
尊
栄
位
。
行
作
医
師
。
担
為

一
切
命
。
此
乃
天
医

王
。
宣
当
妄
耶
。
属
語
汝
言。

慎
莫
使
驚
。
市
汝
今
反
暗
突
。
以
驚
動
之
。

「
女
母
使
更
時
突
目
。
我
子
為
再
死
也
。

将
令
此
児
不
復
得
生
。

母
開
父
言。

止
不
復
央
。

共
養
護
之
」

「
寂
静
七
日
。
七
日
長
明
女
使
吐
気
而
覚
。

如
従
臥
覚
。
日
我
今
者
。
了
不
復
頭
痛
。
身
体
皆
安
」
施
術
後
の
経
過
良
好
で
、

3
日
も
早
く
全

431 



治
し
た
よ
う
で
あ
る
。
施
術
後
の
養
生
に
「
安
静
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
文
章
の
な
か
に
、
家
庭
看
護
の
状
態
が
よ
く
わ
か
る
。
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そ
の
あ
と
「
祇
域
便
来
。
女
歓
喜
出
門
迎
。
頭
面
作
礼
。
長
脆
叉
手
目
。
願
為
作
解
。
終
身
供
養
以
報
更
生
之
恩
」
と
い
う
が
彼
は
「
我
為

医
師
。
周
行
治
病
。
居
無
常
処
。
何
用
稗
為
」
と
謝
絶
し
、
礼
金
五
百
両
金
を
受
領
し
て
、
こ
れ
を
旧
師
に
贈
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
症
例
は
四
分
律
で
は
、
二
三
の
異
る
所
が
あ
る
。
患
者
が
こ
の
方
で
は
、
男
性
の
「
長
者
」
自
身
の
権
病
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

「
薬
玉
樹
」
の
使
用
は
な
い
。
し
か
し
彼
の
以
前
に
、
別
の
医
師
が
既
に
診
察
を
し
て
い
て
、
そ
の
予
後
に
つ
い
て
「
七
年

・
六
年

・
五
年

・

一
年

・
七
月

・
六
月

・
一
月

・
七
日
」
の
う
ち
の
ど
れ
か
で
患
者
は
死
亡
す
る
と
診
断
さ
れ
て
い
た
。

彼
の
施
術
に
は
、
予
め
麻
酔
法
に
似
た
方
法
が
と
ら
れ
「
醜
食
を
与
え
水
分
に
渇
せ
し
め
、
次
に
酒
を
与
え
」
酒
酔
を
発
せ
し
め
て
「
身
を

床
に
繋
す
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
利
万
」
を
と
っ
て
頭
を
破
る
場
合
は
「
頂
部
を
聞
い
て
親
里
に
一
示
す
に
、
虫
頭
中
に
満
つ
」
と

あ
り
、
あ
と

7
日
で
死
亡
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
、
前
医
の
予
後
判
定
を
確
実
に
し
て
い
る
。
使
用
し
た
薬
剤
も
、
前
出
の
コ
ニ
種
の
神
膏
」

で
な
く
「
酔
密
を
以
て
頭
中
に
置
き
満
た
し
己
り
」
と
の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
患
者
が
軽
快
の
状
態
の
と
き
「
汝
、
先
要
を
憶
す
る
や
不
や
」

と
問
い
、
患
者
の
答
え
に
「
憶
す
、
我
れ
先
き
に
(
の
〉
此
の
要
あ
り
」
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と
術
後
の
記
憶
状
態
の
問
診
が
あ
る
。
な
お
、
謝
礼
金
も
こ
こ
に
は

四
十
万
両
金
が
あ
っ
て
、
国
王
と
父
な
る
無
畏
王
子
と
彼
自
身
と
三
分
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

カ
ピ
ラ
国
の
居
土
の
男
児
。
活
発
な
性
質
で
罵
術
用
の
木
馬
に
乗
り
「
過
去
失
拠
。
落
地
市
死
」
番
婆
往
診
す
る
。
薬

症
例
第
四

患
者
。

用
樹
を
使
用
す
る
「
以
薬
王
。
照
視
腹
中
見
其
肝
。
反
戻
向
後
。
気
結
不
通
故
死
」

一
種
通
利
気
息
。

「
復
以
金
万
破
腹
。
手
探
料
理
。
還
肝
向
前
了
。
以
三
種

神
高
同
塗
之
。
其
一
種
補
手
所
獲
持
之
処
。

日
当
癒
平
復
如
故
」
と
告
げ
る
。
本
例
も
開
腹
手
術
か
の
よ
う
に
み
え
、
肝
臓
を
用
手
整
復
し
た
と
の
べ
て
い
る
。

一
種
生
合
万
搭
」
と
あ
っ
て
処
置
を
終
る
。
番
婆
は
児
の
父
に
「
慎
莫
令
驚
。
三

患
児
は
「
至
於
三
日
。
児
便
吐
気
而
覚
」
と
し
て
「
状
如
臥
覚
即
便
起
坐
」
全
治
の
状
態
と
な
る
。
次
で
前
症
例
の
如
く
「
再
活
之
恩
」
に

報
ゆ
る
た
め
に
祇
域
の
奴
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
許
さ
れ
ず
、
礼
金
を
贈
る
。
彼
は
そ
れ
を
自
分
の
生
母
に
棒
げ
る
。

(1

・2
・3
・5
・6
)

(

1

・2
・6
)

(

6

〉

〈

5
〉

症
例
第
五

患
者
。
南
方
大
国
の
王
(
イ
ゼ
ン
国
ハ
ラ
シ
ュ
ダ
イ
・
猛
光
王
)
「
王
疾
病
積
年
不
差
。
病
日
増
甚
。
毒
熱
攻
心
。
煩
ま
ん
短
気
。



如
火
焼
」
常
に
怒
り
の
心
に
苦
し
み
頭
痛
・
精
神
不
安
定
・
不
眠
症
「
警
覚
病
」
事
毎
に
多
く
の
側
近
臣
下
等
を
殺
害
す
る
。
当
人
も
自
ら
の

異
常
を
知
り
悩
ん
で
遠
国
の
番
婆
に
医
治
を
求
め
る
。

彼
と
父
王
は
そ
の
使
者
を
見
て
、
往
診
を
拒
絶
す
れ
ば
小
国
の
立
場
と
し
て
攻
略
を
受
け
、
受
諾
す
れ
ば
医
療
中
に
殺
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が

(
1
・2
)

濃
厚
で
あ
る
。
思
い
悩
ん
で
仏
陀
に
意
見
を
請
う
「
仏
陀
云
。
汝
宿
命
時
。
与
我
約
誓
。
倶
当
救
護
天
下
。
我
治
内
病
。
汝
治
外
病
。
今
我
得

仏
(
位
)
。
故
如
本
願
会
生
我
前
。
此
王
病
篤
。
如
何
不
往
。
急
往
救
護
之
。
好
作
方
便
。
令
病
必
愈
。
王
不
殺
汝
」
こ
の
こ
と
ば
で
彼
は
往
診

〈

5
)

い
か
ん

に
出
発
す
る
。
一
説
に
は
、
侍
縛
迦
自
身
が
「
若
し
、
自
ら
己
身
を
護
る
能
わ
ざ
ら
ん
に
は
、
何
が
医
と
名
け
(
ら
れ
〉
ん
、
我
れ
彼
が
期
に

赴
か
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
往
到
王
所
。
診
省
除
理
。
及
以
薬
五
時
わ
ド
見
王
五
歳
及
百
詠
中
。
血
気
擾
擾
。
悉
是
蛇
も
う
之
毒
。
(
蛇
仁
川
・
に
お
い
い
お
口

っ
て
彼
の
診
療
方
針
は
「
う
わ
ば
み
毒
既
重
。
文
巴
遍
身
体
。
自
非
醍
醐
(
蘇
〉
終
不
能
消
。

こ
れ
に
よ

今
当
煎
煉
成
令
成
水
。
無
気
無
味
。
王
意
不
覚

そ
こ
で
彼
は
「
方
便
」
を
も
っ
て
身
を
守
る
た
め
に
、
王
と

5
条
の
約
束
を
き
め
る
。
王
門
の
出
入
自
由
・

8
千
里
を
走
る
白
象
〈
ら
仁
川

ω
(103 ) 

自
当
飲
之
」
と
定
め
る
。

の
貸
与
・
王
の
薬
剤
服
用
は
必
ず
い
ち
ど
で
慎
み
下
す
こ
と
・
王
の
後
宮
の
出
入
自
由
と
太
后
王
妃
と
自
由
面
会
な
ど
で
あ
る
。
王
は
こ
れ
を

疑
っ
て
怒
る
が
、
彼
は
す
べ
て
納
得
さ
せ
る
。
白
象
に
の
る
の
は
4
千
里
離
れ
た
薬
草
地
に
毎
日
採
集
に
行
く
、
薬
剤
の
鴨
下
は
合
剤
を
使
う

か
ら
息
を
継
ぐ
と
効
力
が
途
切
れ
る
、
後
宮
の
出
入
は
毎
日
製
剤
す
る
か
ら
王
妃
太
后
の
立
会
で
行
え
ば
毒
物
の
混
る
心
配
が
な
い
、
な
ど
で

あ
る
。

し
ゅ

太
后
の
む
か
し
の
過
ち
で
王
が
う
わ
ば
み
(
き
そ
り
)
の
種
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
故
に
王
は
生

来
、
醍
醐
(
麻
)
を
烈
し
く
嫌
悪
し
て
怒
り
易
い
こ
と
を
確
か
め
た
。

そ
こ
で
彼
は
太
后
と
密
談
し
て
、

醍
醐
(
猷
)
を
加
え
た
薬
剤
が
で
き
る
と
「
王
見
薬
但
如
清
水
。
初
無
気
味
不
知
醍
醐
。
使
如
本
要
一
飲
而
尽
。
祇
域
便
乗
象

去
」
と
こ
ろ
が
飲
用
の
あ
と
し
ば
ら
く
し
て
、
王
に
愛
気
が
出
て
お
か
し
な
臭
い
が
し
た
。
王
は
激
怒
し
て
、
既
に
逃
れ
去
っ
た
彼
の
あ
と
を

こ
う
し
て
、
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臣
下
の
勇
士
烏
(
飛
鳥
〉
を
し
て
追
い
か
け
さ
せ
る
。

彼
は
追
い
つ
い
た
烏
を
、

そ
の
貧
食
性
を
利
用
し
て
巧
み
に
歎
む
き
、
無
事
に
帰
国
す

434 

る
こ
と
が
で
き
た
。
烏
は
、
刑
死
を
覚
悟
し
て
帰
城
す
る
と
、
三
日
か
か
っ
て
い
た
の
で
既
に
王
の
病
は
完
全
に
治
癒
し
て
い
た
。

王
は
従
来
の
罪
悪
を
後
悔
し
、
厚
く
臣
下
の
死
者
と
遺
族
と
を
待
遇
し
た
。
者
婆
に
は
、
国
領
の
半
分

・
宮
廷
女
官
の
半
数
。
全
宝
物
庫
の

半
数
を
与
え
よ
う
と
す
る
が
、
彼
は
そ
れ
を
受
け
ず
に
云
う
「
王
前
聴
我
五
願
。
外
病
己
愈
。
今
若
一
願
。
内
病
可
復
愈
」
そ
れ
で
王
に
、
仏
陀

を
迎
え
さ
せ
て
、
国
王
以
下
「
挙
国
大
小
」
み
な
五
戒
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
別
典
で
は
、
彼
は
領
国
半
分
の
価
値
あ
る
「
貴
価
衣
」

紘
一
領
)
を
受
け
る
が
、

〈大

こ
れ
は
彼
に
よ
っ
て
仏
陀
に
捧
げ
ら
れ
、

仏
陀
は
こ
れ
を
法
衣
に
直
し
、
以
向
仏
僧
は
、
檀
越
の
正
し
い
寄
進
衣
類

を
戸Z
Jι 

領
し
て
し、

患い
者と

瓶 う
沙戒
王め
のに
痔す
出る
血す

症
例
第
六

「
王
の
大
使
中
に
出
血
あ
り
。
諸
の
侍
女
皆
笑
っ
て
臼
く
。
王
今
患
う
所
は
、
我
が
女
人
の
如
し
と
。

・王
き
き
己
り
て
ざ
ん
き
す
」
と
あ
っ

( 104) 

て
者
婆
に
受
診
す
る
。

彼
は
王
の
所
に
往
っ
て
問
う
「
患
来
久
か
近
か
」
王
は
答
う
「
患
来
そ
く
ば
く
時
な
り
」
彼
は
「
能
く
治
せ
ん
」
と
い
っ
て
処
置
に
移
る
。

「
時
に
即
ち
鉄
槽
を
取
り
、
援
水
を
盛
満
し
主
に
語
ら
く
、
水
中
に
坐
せ
よ
と
。
王
即
ち
坐
一
す
。
王
に
語
る
、
水
中
に
臥
せ
よ
と
。
王
即
ち

臥
す
。
時
に
番
婆
、
水
を
以
て
王
に
そ
そ
い
で
之
を
呪
す
。
王
即
ち
睡
る
」
者
婆
は
、
本
例
で
は
施
術
の
前
後
に
呪
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ
は

麻
酔
法
の
如
く
で
あ
る
。

「
疾
々
に
水
を
却
け
、
即
ち
利
万
を
取
り
て
、
王
の
所
著
の
処
を
破
り
、
癒
を
浄
洗
し
己
り
、
好
薬
を
以
て
塗
り、

薬
塗
り
寛
り
て
、
病
除

き
靖
愈
ゆ
。
其
処
毛
生
ず
、
癒
な
き
処
と
別
な
ら
ず
。
即
ち
復
た
槽
に
水
を
満
た
し
、
水
を
以
て
王
に
そ
そ
い
で
之
を
呪
す
。
王
即
ち
覚
む
。

王
言
わ
く
我
が
病
を
治
す
べ
し
と
、
答
え
て
言
わ
く
我
れ
己
に
治
し
寛
る
と
。
王
即
ち
も
ん
惜
訳
し
て
着
る
、
亦
癒
処
を
知
ら
ず
」
か
よ
う
に
彼

の
手
術
的
処
置
は
、
理
想
的
に
進
行
し
て
全
治
に
及
ん
で
い
る
。

王
は
侍
女
た
ち
に
命
じ
て
、
装
身
の
「
ょ
う
ら
く
」
な
ど
を
供
出
さ
せ
て
彼
に
与
え
よ
う
と
す
る
が
、
彼
は
王
の
為
に
治
し
た
の
だ
と
い
っ



て
断
わ
る
。
そ
こ
で
玉
は
い
う
「
汝
、
余
人
の
病
を
治
す
る
こ
と
得
ざ
れ
。
唯
我
病
と
、
仏
と
及
び
比
丘
僧
と
、
宮
内
の
人
を
治
せ
よ
」
と
。

症
例
第
七

一
般
の
人
々
に
対
す
る
彼
の
医
療
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

患
者
。
比
丘
の
痔
出
血

「
比
丘
あ
り
。
痔
を
病
み
て
往
い
て
、
番
婆
に
語
り
て
我
が
病
を
治
せ
と
。
番
婆
言
う
、
応
に
万
も
て
割
け
(
か
ん
)
と
。

比
丘
言
う
。
イム

こ
れ
に
よ
っ
て
以
向
は
、

(
仏
陀
)
、

万
も
て
割
く
を
聴
し
た
ま
わ
ず
と
。
比
丘
、
仏
陀
に
こ
れ
を
言
う
。
仏
言
う
、
指
爪
を
以
て
抑
え
よ
と
。
抑
う
る
こ
と
断
つ
能
わ

ず
。
仏
(
再
び
)
品一一
口う
、

い
竹
・
せ
ん
竹
を
も
っ
て
割
れ
と
。

割
る
に
ま
た
断
つ
能
わ
ず
。
仏
云
う
、
応
に
界
処
に
万
も
て
割
れ
と
」

本
例
は
、
比
丘
の
身
体
に
万
を
使

っ
て
出
血
さ
せ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
、

室
内
で
行
う
の
な
ら
宜
し
い
と
戒

め
を
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
律
典
で
は
、
戒
律
は
す
べ
て
随
犯
臨
制
を
採
っ
て
い
る
の
で
、
戒
律
制
定
の
事
例
に
、
痔
疾
の
観
血
的
処
置
が

の
べ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

症
例
第
八

患
者
。
仏
陀
。
下
痢
の
疾
患
。

ハ
4
〉

「
そ
の
時
世
尊
は
身
に
少
し
く
患
あ
り
け
れ
ば
阿
難
に
語
げ
て
言
わ
く
、

(105 ) 

我
病
あ
り
、

応
に
吐
下
薬
を
服
す
ベ
し
。

(
中
略
〉
番
域
言
わ

く
、
我
れ
常
薬
を
以
て
し
て
如
来
に
服
せ
し
め
ま
つ
る
べ
か
ら
ず
、
当
に
転
輪
王
が
応
に
服
す
べ
き
所
の
者
を
合
わ
す
べ
き
な
り
と
。
使
ち
薬

を
以
て
三
優
鉢
羅
華
を
蕪
じ
、
持
し
て
仏
所
に
至
り
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、
願
わ
く
は
此
肇
を
喋
ぎ
た
ま
わ
ん
こ
と
を
。

一
葦
を
喋
が
ん
に
応

に
十
行
下
す
ベ

く
、
三
牽
三
十
し
て
病
乃
し
都
ベ
て
差
え
ん
。
世
尊
即
ち
二
撃
を
嘆
ぎ
た
ま
う
に
二
十
行
下
を
得
、
余
の

一
撃
に
て
九
行
を
得

た
ま
え
り
。
番
域
須
由
に
し
て
仏
所
に
来
至
し
白
し
て
言
さ
く
、
薬
に
て
下
る
を
得
た
り
や
、
下
る
こ
と
多
し
と
や
せ
ん
少
し
と
や
せ
ん
。
仏

言
わ
く
、
薬
に
て
行
下
す
る
を
得
た
り
と
難
も
な
お
一
を
少
け
り
、
者
域
、
仏
に
白
さ
く
、
応
に
媛
水
を
服
せ
ら
る
ベ
し
。
即
ち
除
き
差
え

ぬ
L 

四
分
律
で
同
し
条
り
は
、
薬
草
は
優
鉢
花
の
名
称

で
、
製
剤
に
あ
た
っ
て
番
婆
は
呪
を
説
い
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
仏
陀
の
九
行
の
あ
と
の
最
後
は
ご

掌
の
燈
水
を
飲
み

一
下
風
を
得
る
に
到

こ
れ
は
五
分
律
巻
第
二
十
衣
法
に
で
て
い
る
仏
陀
の
病
気
の
条
り
の
ほ
ぼ
全
文
で
あ
る
。
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ハ
8

・9
V

る
」
と
あ
り
、
所
見
は
一
層
写
実
的
で
あ
る
。
別
の

2
典
で
は
、
記
述
は
前
述
2
典
よ
り
も
ず
っ
と
簡
略
で
あ
る
。
な
お
、
五
分
律
・
四
分
律

で
は
、
仏
陀
は
疾
患
の
癒
ら
れ
た
あ
と
、
養
生
の
た
め
に
「
せ
ん
だ
ん
そ
う
こ
う
(
せ
ん
だ
ん
の
実
を
和
し
た
米
の
あ
つ
も
の
と
を
摂
ら
れ
て
お

り
「
野
鶏
の
肉
を
煮
て
」
さ
し
あ
げ
た
と
も
出
て
い
る
。

436 

五
、
香
婆
の
仏
教
入
信
と
前
生

五
分
律
で
は
、
彼
が
仏
陀
在
世
時
の
現
世
で
、
仏
の
教
え
に
帰
依
し
た
の
は
、
彼
の
乳
母
の
導
き
で
あ
る
と
い
う
。
彼
が
入
浴
し
た
と
き
世

話
を
し
た
乳
母
が
「
汝
が
身
相
殊
特
な
る
も
而
も
寛
に
未
だ
仏
法
衆
僧
に
親
し
ま
ざ
る
を
恨
む
」
と
い
っ
た
。
彼
は
「
諮
問
い
哉
、
乃
し
能
く
我

れ
に
此
の
如
き
こ
と
を
教
え
ん
と
は
」
と
理
解
し
て
、
直
ち
に
王
舎
城
の
仏
所
に
往
い
た
。
そ
し
て
仏
陀
か
ら
「
妙
法
を
説
い
て
示
教
利
善
」

を
う
け
「
諸
仏
常
所
説
の
法
な
る
苦
集
滅
道
」
を
教
え
ら
れ
た
。

「
即
ち
座
上
に
於
て
遠
塵
離
苦
し
、
法
眼
浄
を
得
て
見
法
得
果
せ
り
」
と
い

う

(106 ) 

彼
の
現
世
に
於
け
る
見
法
は
右
の
よ
う
で
あ
る
が
、
既
に
彼
が
前
生
に
於
て
仏
法
に
帰
依
し
た
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
前
生
物
語
で
の
べ
ら

れ
て
い
る
。
善
見
律
毘
婆
沙
に
「
往
昔
仏
あ
り
て
蓮
華
と
い
う
。
時
に
一
医
師
あ
り
。
笹
に
蓮
華
如
来
を
供
養
す
。
番
婆
こ
れ
を
見
己
り
て
自

「
願
く
わ
我
れ
未
来
世
に
大
医
師
と
な
り
て
仏
に
供
養
す
。
今
の
医

師
の
仏
を
供
養
す
る
如
く
異
な
る
こ
と
無
け
ん
」
と
誓
っ
て
い
る
。
祇
域
因
縁
経

・
番
一
婆
経
ピ
あ
っ
て
も
「
祇
域
其
時
為
貧
-
家
作
子
。
見
奈
女

供
養
意
甚
慕
楽
。
而
無
資
財
。
乃
常
為
比
丘
尼
掃
除
。
掃
除
潔
浄
己
便
発
誓
言
。
令
我
能
掃
除
天
下
人
身
病
識
如
是
快
耶
。
奈
女
憐
其
貧
窮
。

又
加
其
勤
力
。
常
呼
為
子
。
其
比
丘
尼
有
疾
病
時
。
常
使
祇
域
迎
医
及
合
湯
薬
日
。
令
汝
後
世
与
我
共
獲
是
福
。
祇
域
迎
医
所
治
悉
愈
。
乃
誓

ら
思
う
。
云
何
が
我
れ
、
未
来
世
に
此
の
医
の
如
く
如
来
を
供
養
せ
ん
」

目
。
願
我
後
世
為
大
医
王
。
常
治
一
切
身
四
大
之
病
。
所
向
皆
愈
。
皆
宿
日
因
縁
今
故
為
奈
女
作
子
。
皆
如
本
願
」
と
の
べ
て
い
る
。
放
に
彼

が
誕
生
し
た
と
き
は
、
顔
貌
端
正
で
、
手
に
薬
針
を
携
え
て
生
れ
た
の
で
あ
る
。



六
、
症
例
の
記
述
は
な
い
が
奮
婆
が
医
師
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
経
典

(
8
)
 

僧
祇
律
こ
こ
で
は
、
僧
団
の
宿
舎
で
、
壁
塗
り
を
し
て
い
た
僧
が
蛇
に
噛
ま
れ
て
「
者
婆
」
を
呼
ん
で
こ
い
と
立
ち
騒
ぐ
。
本
条
は
、
僧

(
8
)
 

が
非
時
に
村
落
に
入
る
こ
と
を
戒
し
め
る
件
り
で
あ
る
。
同
じ
く
巻
第
三
十

一
で
は
、
仏
陀
が
僧
の
宿
所
を
巡
視
し
て
、

「番
婆
」
の
と
こ
ろ

へ
歩
い
て
行
け
な
い
病
比
丘
を
発
見
す
る
。
そ
れ
で
以
後
は
「
病
比
丘
に
限
っ
て
騎
乗
す
る
こ
と
を
ゆ
る
す
」
と
い
い
、
従
来
の
騎
乗
禁
止
の

戒
め
を
改
め
る
件
り
で
あ
る
。

浬
般
齢

v

悪
逆
の
国
王
(
阿
じ
ゃ
世
〉
が
「
身
癒
」
に
悩
む
。
仏
が
「
月
受
三
ま
い
」
に
入
る
力
を
も
っ
て
こ
れ
を
癒
す
る
。

そ
こ
へ

番

婆
」
が
表
れ
て
、
こ
の
治
病
は
医
療
の
手
段
に
よ
る
も
の
で
な
く
、

「
天
中
天
」
の
光
り
の
力
量
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
ー寸

先

に
王
の
身
を
治
し
、
然
る
後
に
心
に
及
ぶ
」
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
重
病
人
が
良
医
を
求
め
る
の
に
良
日
・
時
節
の
士
口
凶
を
撰
ば
な
い
如
く
、

王
が
選
択
せ
ず
に
「
仏
処
に
到

っ
た
」
こ
と
が
大
切
で
あ
っ
た
と
説
く
。
こ
れ
で
こ
の
悪
王
が
入
信
に
導
か
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

長
阿
含
こ
こ
で
は
阿
じ
ゃ
世
王
が
、
誰
の
説
法
き
い
た
ら
い
い
か
と
大
臣
ら
6
人
に
相
談
す
る
。
す
べ
て
納
得
で
き
ず
、

7
番
目
に
番
婆

( 107) 

に
き
い
て
、
彼
の
す
す
め
に
よ
る
仏
陀
の
説
法
を
う
け
る
。
王
は
こ
れ
に
よ
っ
て
正
法
を
得
る
と
い
う
件
り
で
あ
る
。

〈ロ)

観
無
量
寿
経
同
じ
く
阿
じ
ゃ
世
王
が
父
王
を
幽
閉
し
、
母
の
王
妃
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
。
番
婆
は
大
臣
と
と
も
に
こ
れ
を
制
止
す
る
。

仏
陀
は
神
通
に
よ
っ
て
、
王
妃
に
十
三
観
想
を
伝
え
る
。
本
典
は
浄
土
三
部
経
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

七
、
香
婆
に
受
診
す
る
患
者
の
制
限

前
述
の
症
例
第
六
の
な
か
で
、
瓶
沙
王
は
番
婆
が
診
療
す
る
べ
き
患
者
を
「
王
と
仏
と
の
関
係
者
」
に
制
限
し
た
。
制
限
の
外
側
に
い
る
居

土
・
国
人
と
番
婆
の
行
動
に
つ
い
て
の
ベ
た
仏
典
が
あ
る
。

(
6
)
 

十
諭
律
巻
第
廿
一
で
は
「
番
婆
薬
師
、
二
種
の
人
を
治
せ
り
。

一
は

(瓶
沙
王
〉、
二
は
仏
と
比
丘
僧
。
何
を
以
て
。

一
一
は
衣
食
を
以
て
の
故

に
。
二
は
自
ら
清
浄
な
る
が
放
に
」
と
い
い
、
治
療
の
対
象
と
な
る
ひ
と
は
「
福
徳
成
弁
の
人
」
で
あ
る
と
す
る
。
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「
是
の
と
き
諸
居
土
、
悪
重
病
、
覇
、

ょ
う
、

た
ん
、

て
ん
、

し
よ
う
の
病
あ
り
」
番
婆
に
治
療
を
求
め
る
が
、

王
命
の
た
め
に
拒
絶
さ
れ

438 

る
。
や
む
を
え
ず
居
士
た
ち
は
、
比
丘
の
処
に
行
っ
て
出
家
戒
律
を
受
け
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
僧
と
し
て
彼
の
医
療
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

た
。と

こ
ろ
が
、
仏
教
僧
団
で
は
病
気
の
僧
は
同
僚
の
僧
に
よ
っ
て
看
病
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
同
僚
の
僧
た
ち
は
「
飯
を
煮
、
こ
う
を
作
り
、
湯

を
煮
、
肉
を
煮
、
薬
湯
を
煮
、
大
小
便
器
及
び
唾
査
を
出
せ
り
。
多
縁
に
し
て
、
諦
経
、
坐
禅
を
妨
廃
し
、
但
だ
食
事
を
念
ぜ
り
」
そ
し
て
病

人
た
ち
は
全
治
す
る
と
、
戒
律
を
捨
て
て
自
家
に
還
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
み
た
別
の
僧
た
ち
は
仏
陀
に
告
げ
た
。
仏
陀
は
「
か
く
の
如
き

重
悪
病
あ
り
、
病
の
人
に
出
家
、
受
具
足
を
与
う
べ
か
ら
ず
、
与
う
れ
は
突
士
口
羅
な
り
」
と
戒
め
を
決
め
て
、
こ
れ
を
破
れ
ば
有
罪
と
し
た
。

五
分
律
巻
第
十
七
に
同
様
の
記
述
が
あ
る
「
ま
か
っ
国
人
は
七
種
の
重
病
を
得
て
、
挙
身
に
悪
磨
、
ょ
う
、

白
獄
、

半
身
枯
、

鬼
著
、

赤

斑
、
脂
出
あ
り
。
此
の
諸
病
を
治
せ
ん
に
は
、
唯
、
香
域
の
み
あ
り
て
余
の
能
く
す
る
も
の
な
か
り
し
も
、

略〉
。
是
に
由
り
て
諸
の
病
人
は
皆
出
家
し
て
(
中
略
〉
為
に
諸
沙
門
多
事
多
務
に
し
て
行
道
を
妨
廃
せ
り
。
諸
の
白
衣
は
見
て
言
わ
く
、

「
仏
、
種
々
か
し
ゃ
く
し
己
り
て
諸
比
丘
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
応
に
重
病
人
を
度
す

而
も
瓶
沙
王
に
令
あ
り
て
(
中此

(108 ) 

の
諸
沙
門
は
医
の
如
く
医
の
弟
子
の
如
く
な
り
(
後
略
〉
」

べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

(
8
)
 

僧
祇
律
第
二
十
四
こ
こ
に
も
、
前
出
十
論
律
と
同
様
の
記
述
あ
り
、
番
婆
は
こ
こ
で
は
直
接
に
仏
陀
に
対
し
て
、
病
人
の
出
家
の
禁
止
を
た

の
ん
で
い
る
。

八
、
総

4苦

以
上
の
ご
と
く
仏
典
を
み
る
と
、
番
婆
が
医
療
に
活
動
し
た
の
は
仏
陀
の
在
世
時
で
、

マ
カ
ダ
国
と
そ
の
さ
ん
下
の
王
国
と
が
舞
台
に
な
っ

て
い
る
。

日
大
国
の
ひ
と
つ
で
、
現
代
イ
ン
ド

・
ピ
ハ

l
ル
州
の
あ
た
り
と
い
う
。

ハ
1

・
2
)

仏
典
で
彼
の
出
生
に
つ
い
て
、
彼
の
生
母
の
奈
女
の
出
生
か
ら
詳
し
く
の
べ
て
い
る
の
は
、
生
母
が
優
れ
た
仏
教
徒
で
あ
り
、
生
母
と
彼
と

マ
カ
ダ
は
古
代
イ
ン
ド
、



の
前
生
露
で
は
保
護
者

・
被
保
護
者
、
受
奉
仕
者

・
奉
仕
者
と
い
う
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
奈
女
を
蛭
女
の
身
分
と
す
る
こ
と

は
、
各
典
と
も
岡
山
院
で
あ
る
。
し
か
し
成
立
の
よ
り
新
し
い
と
み
ら
れ
る
捺
女
祇
域
因
縁
経
等
で
は
、
彼
女
の
出
生
に
優
雅
な
神
秘
性
を
与
え

位
置
が
高
く
、

て
捺
華
中
に
誕
生
し
た
と
し
、
そ
の
捺
樹
は
仏
法
の
転
輸
の
如
く
善
玉
に
よ
っ
て
増
殖
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
当
時
の
姪
女
は
社
会
的

「
時
に
大
臣
、
即
ち
此
の
姪
女
〈
パ
ラ
バ
ッ
グ
イ
)
を
安
置
し
、

共
に
宿
す
る
も
の
百
両
金
を
与
う
。

昼
も
ま
た
同
じ
」
と
い

う
状
況
で
、
王
族
を
父
と
す
る
番
婆
が
遊
女
の
系
種
で
あ
る
こ
と
は
、

(
2
)

ハロ)

は
、
本
典
と
月
上
女
経

・
宝
楼
閣
議
官
住
陀
羅
尼
経
と
を
拠
典
と
し
て
い
る
と
い
う
。

彼
の
医
術
の
師
、
阿
提
梨
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
仏
典
一
り
ほ
か
に
、
そ
の
名
を
見
受
け
な
い
。
紀
元
前

一
五
O
頃
に
実
在
し
た
と
い
う
メ
ナ

円
筒

)

D

ン
ド
ロ
ス
王
と
那
先
比
丘
と
の
問
答
体
の
仏
教
書
『
那
先
比
丘
経
』
は
、
東
普

(
A
三一

七
l
四
一
九
)
の
失
名
漢
訳
で
、
こ
こ
に
は
「
者
婆
は

王
よ
」
と
短
か
く

一
文
が
あ
る
。
本
書
は
弥
蘭
陀
王
閉
経
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、

彼
の
(
毛
並
み
の
良
さ
)
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
竹
取
物
語

此
の
世
に
産
す
る

一
切
の
薬
草
を
知
悉
せ
し
か
。
然
り
、

こ
こ
に
は
番
婆
の
名
は
な
く
、
そ
の
部
分
に
は
「
こ
れ
ら
諸
」
と
し
て
大
医
7
人
の
名
が
出
て
い
る
。
パ
1
リ
文
原
訳
の
『
ミ
リ
ン
ダ
王
の
間
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い
』
に
は
そ
の
部
分
な
く
直
接
に
仏
陀
の
戒
律
の
論
義
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
で
、
少
く
と
も
東
晋
の
頃
に
は
番
婆
の
名
前
は
、
仏
典
上
に

通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

薬
玉
樹
の
神
秘
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
二
典
だ
け
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
よ
り
成
立
の
古
い
筈
の
律
蔵
の
諸
典
で
は
、
臨
床
症
例
で
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。
薬
王
樹
の
考
え
方
は
後
補
で
あ
ろ
う
。
経
集
部
に
あ
る
腹
中
女
聴
経
に
は

「
会
中
有
迦
羅
婦
懐
妊
在
座
。
腹
中
子
叉
手
聴

経
。
仏
欲
使
衆
会
見
之
。
使
現
大
光
明
。
照
迦
羅
婦
。

座
中
衆
人
皆
見
腹
中
女
文
手
聴
経
。

如
照
鏡
有
異
」

と
あ
り
、
仏
陀
の
大
光
明
に
は

身
体
を
透
親
で
き
る
能
力
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
番
婆
経
で
は
そ
れ
を
医
療
に
「
薬
王
樹
」
の
機
能
と
し
て
結
合
さ
せ
て
い
た
の
で

あ
る
。

医
療
の
症
例
は
、
こ
こ
で
は

8
例
を
み
た
。

が
最
も
多
く
重
複
し
て

5
部
の
仏
典
に
あ
り
、
重
複
が
な
い
症
例
は
第
六

・
第
七
だ
け
で
あ
る
。
症
例
の
で
て
い
る
仏
典
は
、
古
く
は
却
部
派

ひ
と
つ
の
症
例
が
、

い
く
つ
か
の
仏
典
に
重
複
し
て
で
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
症
例
第
五
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系
流
を
始
め
と
し
て
、
殆
ど
が
成
立
を
異
に
し
て
い
る
の
で
、
番
婆
の
医
療
と
し
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
も
ち
ろ
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こ
こ
に
で
て
い
る
症
例
は
、

患
者
の
治
験
例
を
報
告
す
る
目
的
の
も
の
で
は
な
い
。

す
べ
て
仏
典
の
教
義
を
説
く
目
的
で
、

彼
の
事
蹟

を
便
宜
上
に
一不例
と
し
て
採
用
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
患
者
か
ら
彼
が
受
け
た
謝
礼
金
品
の
取
扱
い
方
の
ほ
う
に
重
点
が
お
か

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
の
医
療
の
結
果
が
、
仏
法
の
教
え
る
所
と
常
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
筋
立
て
に
使
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
症
例
第
八
の
仏
陀
に
対
す
る
治
病
は
、
彼
の
仏
陀
に
対
す
る
至
心
の
供
養
で
あ
り
、
王
命
に
よ
る
彼
の
診
療
制
限
は
、
彼
が
仏
僧
で
な
い

自
分
の
た
め
「
衣
食
を
以
て
の
故
に
」
王
族
を
診
療
し
、
彼
が
仏
法
を
信
奉
す
る
た
め
「
自
ら
清
浄
の
人
々
」
の
仏
僧
を
無
料
診
療
し
た
の
で

あ
る
。仏

典
に
は
、
職
業
医
師
の
貧
欲
を
制
し
た
教
え
も
あ
る
。
毘
奈
耶
雑
事
巻
第
二
十
四
で
は
、
財
物
を
奪
う
五
種
の
人
と
し
て
「
舞
楽
と
医
人

と
、
賊
及
び
典
獄
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

金
光
明
最
勝
王
経
巻
第
九
で
も
(
医
師
は
)

「
先
き
に
慈
心
を
起
し
て
財
利
を
規
る
こ
と
莫
れ
」

者
婆
の
使
用
し
た
薬
剤
に
は
、
牛
乳
製
品
が
少
く
な
い
。
症
例
第
五
で
醍
醐
ま
た
は
訴
が
あ
り
、
症
例
第
一

・
第
三
で
は
酔
が
あ
る
。
こ
れ
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と
戒
め
て
い
る
。

ら
は
仏
典
で
は
極
め
て
貴
重
な
食
品
で
、
そ
の
原
料
の
牛
乳
か
ら
始
ま
っ
て
そ
の
製
品
の
変
化
は
、
し
ば
し
ば
比
喰
的
に
、
仏
道
修
行
の
段
階

に
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
長
阿
含
で
は
「
乳
に
よ
り
て
酪
あ
り
、
生
訴
を
生
じ
熱
酔
と
な
り
、
醍
醐
最
妙
な
り
」
と
乳
製
品
の
熟
成
の
次
第

を
の
べ
て
い
る
。
浬
般
経
で
は
、
世
俗
の
凡
夫
を
「
乳
」
と
し
、
修
行
に
よ
っ
て
得
た
仏
果
段
階
を
「
酪
」
「
生
酔
」

味
覚
の
順
で
表
わ
し
て
い
る
。
乳
製
品
の
薬
剤
適
用
は
、
ス
ス
ル
タ

・
サ
ム
ヒ
l
勾
か
、
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

「
熟
酔
」

「
醍
醐
」
の

そ
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
内
服
煎
剤
〈
症
例
第
五
〉
・
薫
姻
法
(
症
例
第
八
)
・
局
所
塗
剤
(
症
例
第
四

τ洗
鼻
法
(
症
例
第
一
)
が
あ
っ
て
、

応
に
多
少
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ス
ス
ル
タ
・
サ
ム
ヒ

l
タ
の
用
法
と
全
く

一
致
し
て
い
る
。
但
し
、
症
例
第
五
の
「
一
飲
而
尽
」
と
い
う
用

法
は
、
そ
の
記
述
に
は
な
い
。
こ
の
患
者
が
体
質
上
、
醍
醐
味
を
極
度
に
嫌
っ
て
い
た
特
殊
ケ
I
ス
だ
か
ら
で
あ
る
。

適

症
例
第
八
の
仏
陀
の
下
痢
疾
患
で
は
、
患
者
が
仏
陀
な
る
が
故
に
、
優
鉢
羅
撃
の
蕪
姻
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
花
は
、
青
色
の
蓮
花
で



想
像
的
な
植
物
で
あ
る
。
従
っ
て
本
例
で
は
「
薬
を
以
て
」
青
色
蓮
花
に
薫
じ
た
の
で
、
ス
ス
ル
タ

・
サ
ム
ヒ
ー
タ
に
よ
れ
ば
そ
の
材
料
は
果

実
の
核
、
樹
皮
、
乾
物
な
ど
が
各
種
の
適
応
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

症
例
第
一
の
洗
鼻
法
は
「
好
薬
を
取
て
酔
を
以
て
煎
じ
鼻
に
濯
ぐ
」
の
で
あ
っ
て
、
訴
を
こ
こ
で
使
用
す
る
の
は
特
異
で
あ
る
。
前
述
ス
ス

ル
タ
に
よ
れ
ば
、
果
実

・
球
根

・
樹
皮

・
花
・
岩
塩

・
酒
精

・
牝
牛
尿
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
、
洗
鼻
の
方
法
や
注
意
は
全
く
同
一
で
あ
る
。
鼻

洗
に
つ
い
て
は
、
西
洋
中
世
に
も
「
呑
料
を
溶
解
し
た
白
ブ
ド
ウ
泊
」
を
使
用
し
た
と
い
う
。

症
例
第
二

・
第
三

・
第
四
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
開
腹

・
開
頭

・
開
脳
の
手
術
が
施
行
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
配
6
世
紀
に
成
立
し
た

と
さ
れ
る
前
記
の
ス
ス
ル
タ

・
サ
ム
ヒ
タ
で
は
、
手
術
上
の
開
頭
術
は
異
常
分
娩
時
の
胎
児
に
適
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
頭
部
疾
患
に

関
し
て
は
、
頭
部
洗
浄

・
強
力
吐
剤

・
合
そ
う
剤

・
洗
鼻
剤
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

医
史
成
書
に
よ
れ
ば
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
頭
蓋

骨
折
の
場
合
に
開
頭
術
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
ベ
ル

l
出
土
の
頭
蓋
骨
に
は
叶
円

4
E邑
o
ロ
の
あ
る
写
真
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

仏
教
医
学
の
開
頭

・
開
腹
の
手
術
の
存
在
は
、
こ
の
症
例
だ
け
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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症
例
第
三

・
第
六
で
は
、
観
血
処
置
と
み
ら
れ
る
手
技
導
入
の
前
に
、
酒
の
飲
用
に
よ
る
麻
酔
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
用
法
が
「
酪

食
を
与
え
水
に
渇
せ
し
め
」
た
あ
と
、
酒
を
の
ま
せ
た
と
い
う
。
同
じ
く
症
例
第
六
で
は
、
水
槽
の
な
か
で
水
を
そ
そ
ぐ
呪
法
に
よ
っ
て
患
者

を
睡
眠
さ
せ
、
術
後
に
再
び
そ
の
呪
法
で
覚
醒
さ
せ
て
い
る
。
し
か
も
、
患
者
は
睡
眠
状
態
で
術
中
に
全
く
意
識
の
な
か
っ
た
こ
と
を
の
ベ
て

い
る
。
さ
ら
に
、

症
例
第
三
で
は
、
頭
部
処
置
の
あ
と
に
、
記
憶
に
つ
い
て
周
到
に
問
診
し
て
い
る
。

番
婆
の
症
例
に
は
、
患
者
看
護
の
記
述
が
あ
る
。
第
八
の
仏
陀
に
対
し
、
擢
患
後
の
「
補
養
」
に
野
鶏
の
肉
を
煮
て
捧
げ
た
と
あ
り
、
別
血
ハ

で
は
植
物
性
の
「
せ
ん
だ
ん
こ
う
そ
う
」
を
捧
げ
た
と
す
る
。
と
も
に
病
後
の
栄
養
物
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
症
例
第
三

・
第
四
で
も
、
術
後

患
者
の
安
静
厳
守
を
提
示
し
て
い
る
の
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
ろ
は
少
く
な
い
。

二
千
余
年
前
の
伝
説
的
大
医
を
、
復
原
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
を
仏
典
の
記
述
に
従
っ
て
追
求
し
て
も
、
問
題
と
す
る
と

し
か
し
、

そ
の
写
実
的
な
記
述
に
は
、
極
め
て
合
理
的
な
医
療
行
為
も
少
く
な
い
。
ま
た
仏
典
と
ス
ス
ル
タ
大
医
典
の
記

教
理
を
主
体
と
す
る
仏
典
の
な
か
で
、
医
療
の
実
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
少
く
と
も
史
書
の
な
い

述
と
に
共
通
点
の
あ
る
の
は
、

イ
ン
ド
で
は
、
仏
典
に
よ
っ
て
番
婆
の
医
療
の
大
体
を
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
香
婆
の
遺
跡
と
さ
れ
る
も
の
に
「
時
縛
迦
大
医
の
旧

(
四
)

跡
」
と
し
て
、
大
唐
西
域
記
に
マ
カ
ダ
国
旧
王
舎
域
の
付
近
で
、
彼
の
居
宅
祉
と
井
戸
の
廃
祉
、
如
来
の
た
め
に
た
て
た
説
法
堂
社
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。

本
稿
は
昭
和
田
年

2
月
お
日
本
医
史
学
会
例
会
の
出
題
に
、
二
三
の
加
筆
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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Jivaka and his Clinical Ca記 sin Buddhist Sutras 

Masao SEKlNE 

about the 5th century B.C.， kept some of his Jivaka， as a traditional ancient lndian physician-surgeon in 

and reality clinical descriptions in several parts of the Buddhist Sutr加， administering treatments mixing mystery 

ability through the mystical His pr岱 entmedical cases. We can compare them with our on the same patient. 

the cases of applied in was organs， a curious tree of perspective function for human internal Yakuwoju， 

的
4
T
4
y

method was used in 

On a certain occasion， Buddha had suffered from 

His rational healing X-ray. intestinal obstruction and of liver contusion， like our present 

cases of chronic headache， brain parasite and haemorrhoids. 



d
v
可
申

with favorable results. by Jivaka using the somoke-method of special lotus flower， diarrhea， that was treated 

(
4
v
H
H
)
 

Giba-gyo and some Choagon， Gobunritu， Sogiritu， Jujuritu， These cases are related in the Sutras， Shibunritu， 

others. 



一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

一

六
月
例
会

六
月
二
十
六
日
(
土
〉

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
記
念
図
冊
目
館
第
一
会
議
室

て

「

看

病

用

心

抄

」

に

つ

い

て

山

根

信

子

二

、

大

関

和

に

つ

い

て

高

橋

政

子

三
、
戦

後

の

看

護

制

度

の

推

移

に

つ

い

て

木

下

安

子

七
月
例
会

七
月
二
十
四
日
(
土
〉

東
京
女
子
医
科
大
学
中
央
校
舎
第
一
会
議
室

て
吉
岡
掬
生
に
つ
い
て
、
映
画
H
道
ひ
と
す
じ
に
H

三

上

昭

美

二
、
虞

列

伊

氏

解

剖

訓

蒙

図

を

め

ぐ

っ

て

大

滝

紀

雄

三
、
女

医

を

描

い

た

切

手

古

川

明

書

評杉
浦
守
邦
著

『
養
護
教
員
の
歴
史
』

私
は
お
年
間
中
学

・
高
校
教
育
に
関
係
し
て
来
た
が
、
養
護
教
員
と
い
う

も
の
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
。
そ
の
罪
滅
.
ほ
し
の
意
味
も
あ
っ
て
本
容

の
紹
介
を
引
受
け
た
。
本
容
の
著
者
は
、
学
校
衛
生
関
係
の
役
人
を
経
て
山

形
大
学
教
授
に
な
ら
れ
た
方
で
あ
り
、
学
校
衛
生
行
政
と
養
護
教
員
養
成
の

経
験
を
お
持
ち
で
あ
る
。
昨
年
大
阪
大
学
医
学
部
で
関
か
れ
た
第
花
回
総

会
で
、
「
日
本
学
校
保
健
史
」
と
題
し
て
特
別
講
演
を
な
さ
っ
た
。

本
容
の
構
成
は
第
一
部
「
草
創
期
の
学
校
看
護
婦
」
、
第
二
部
「
職
制
の

成
立
」
、
第
三
部
「
養
成
制
度
の
変
遷
」
、
第
四
部
「
年
表
」
と
な
っ
て
い

る
。
第
一
部
第
一
章
「
前
期
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
治
療
看
護
婦
時
代
」
は
、
現
在

の
養
護
教
諭
の
前
身
で
あ
る
学
校
看
護
婦
が
明
治
叩
年
代
の
ト
ラ
ホ
ー
ム
大

流
行
阻
止
の
た
め
明
治
犯
年
に
生
ま
れ
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
洗
眼
を
主
任
務
と

し
、
現
在
の
様
な
学
校
衛
生
を
担
う
に
至
ら
な
か
っ
た
草
創
期
を
描
く
。
第

二
章
「
後
期
、
養
護
担
当
看
護
婦
時
代
」
は
大
正
日
年
か
ら
昭
和
日
年
ま
で

の
時
代
で
、
学
校
看
護
婦
も
治
療
か
ら
養
護
へ
と
発
展
し
、

一
一
校
専
任
駐
在

制
と
全
校
配
置
の
方
向
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
。
即
ち
、
第
一
部
は
学
校
着
護

婦
の
活
動
の
歴
史
で
あ
る
。
第
二
部
は
養
護
訓
導
成
立
史
で
あ
る
。
昭
和
同

年
、
国
民
学
校
令
と
と
も
に
、

学
校
看
護
婦
が
教
員
と
し
て
の
養
護
訓
導
と

な
り
、
教
育
と
し
て
の
養
護
の
立
場
が
成
立
し
た
。
第
三
部
は
学
校
看
護
婦

養
成
と
養
護
訓
滋
養
成
、
戦
後
に
お
け
る
養
護
教
諭
養
成
の
制
度
で
あ
る
。

「
序
」
で
著
者
は
「
第
二
部
第
三
部
は
別
に
作
成
し
た
学
生
用
テ
キ
ス

ト

「
養
護
訓
導
成
立
史
」
と
「
養
護
教
員
養
成
制
度
史
」
が
そ
の
基
礎
と
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
後
半
は
法
制
史
的
内
容
が
主
と
な
る
」
と
し
て
い
る

如
く
、
関
係
法
律
法
規
が
次
々
と
出
て
来
る
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
発
展

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
内
容
が
か
な
り
勘
定
理
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
観
も
あ

り
、
読
み
進
む
の
に
骨
が
折
れ
た
。
そ
こ
で
、
内
容
に
関
心
を
も
っ
工
夫
か

ら
、
自
分
自
身
の
学
生
生
徒
時
代
、
教
員
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
、
本
容
内
容
と
関
連
づ
け
な
が
ら
読
ん
だ
。

私
は
昭
和
U
年
小
学
校
入
学
で
あ
る
か
ら
、
後
期
学
校
看
護
婦
の
時
代
に

( 115) 445 



あ
た
り
、
学
校
に
衛
生
室
が
あ
っ
て
、
女
性
が
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

X
線
検
査
や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
を
生
徒
全
員
に
は
行
な
わ
ず
、
弱
い
子
だ

け
が
マ
ン
ト
氏
反
応
を
行
な
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
マ
ン
ト
氏
反
応
は
当
時
流

れ
て
い
た
赤
マ
ン
ト
の
う
わ
さ
と
の
符
合
か
ら
、
そ
の
名
前
を
覚
え
た
。
全

員
が
や
っ
た
の
は
寄
生
虫
検
査
だ
け
で
、
チ
フ
ス
の
予
防
注
射
も
希
望
者
だ

け
で
あ
っ
た
。
昭
和
げ
年
旧
制
中
学
入
学
後、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、

X
線

検
査
が
全
員
に
行
な
わ
れ
、
私
は
始
め
て
検
査
を
受
け
た
。
中
学
二
年
の

折
、
学
校
の
検
査
に
よ
っ
て
結
核
が
発
見
さ
れ
、
強
制
的
に
欠
席
さ
せ
ら
れ

た
。
衛
生
婦
が
い
た
様
に
思
う
。
戦
後
、
勤
労
動
員
か
ら
帰
っ
た
中
学
時
代

に
は
、
栄
養
失
調
で
ガ
リ
ガ
リ
に
や
せ
て
い
た
私
は
、
ピ

ッ
ク
ア

ッ
プ
さ
れ

て
レ

ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
故
全
員
施
行
で
は
な
か
っ
た
。

衛
生
婦
の
存
在
に
記
憶
が
な
い
。

昭
和
初
年
私
は
教
員
に
な
っ
た
が
、
勤
務
校
(
私
立
〉
に
は
保
健
婦
と
称

し
て
大
学

・
高
校
・
中
学
全
体
で
一
名
配
置
さ
れ
、

バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
保
健

室
が
あ
っ
た
。
昭
和
初
年
頃
保
健
婦
は
、
学
校
側
の
無
理
解
に
い
か
つ
て
や

め
て
行
っ
た
。
後
任
者
は
養
護
教
諭
の
資
格
で
採
用
さ
れ
、
教
員
会
議
に
出

席
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
数
年
前
か
ら
や
っ
と
の
こ
と
で
あ
る
が

授
業
を
行
な
え
る
様
に
な
っ
た
。

私
の
旧
勤
務
校
に
お
け
る
養
護
教
員
の
立
場
の
低
さ
は
、
あ
な
が
ち
勤
務

校
の
み
の
責
任
だ
け
で
は
な
い
様
に
思
え
る
。
本
書
第
三
部
第
五
章
「
養
護

教
諭
時
代
|

|
後
期

・
自
主
独
立
時
代
|

|
の
養
成
」
に
も
あ
る
如
く
、
養

護
教
諭
の
養
成
が
四
年
制
大
学
の
正
規
の
課
程
に
お
け
る
養
成
と
は
言
え
な

い
所
に
も
問
題
か
あ
ろ
う
。
国
即
ち
文
部
省
が
既
に
他
教
科
教
員
と
こ
こ
で

差
別
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
幼
稚
園

・
保
育
園
保
母
養
成
問
題
な
ど
も
そ

う
で
あ
る
が
、
学
校
教
員
の
資
格
は
四
年
大
学
で
し
か
与
え
な
い
様
に
す
る

こ
と
が
、
こ
れ
ら
職
種
の
地
位
向
上
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
そ
の
教
育
の

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
行
く
筈
で
あ
る
。

読
後
感
と
し
て
は
、
実
際
商
を
も
っ
と
加
え
て
か
ら
ま
せ
て
書
き
、
肉
を

つ
け
ら
れ
た
方
が
、
一
般
読
者
に
と
っ
て
読
み
易
く
、
説
得
力
も
大
き
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
種
の
史
書
が

見
ら
れ
な
い
折
か
ら
、
各
部
本
文
末
に
附
さ
れ
た
多
数
の
引
用
文
献
資
料
か

ら
知
る
様
に
、
十
分
な
資
料
調
査
の
上
に
立
っ
た
本
書
は
貴
重
で
あ
る
。

医
史
学
雑
誌
第
幻
巻
第
2
号
の
特
別
講
演
「
日
本
学
校
保
健
史
」
、
同
第

幻
巻
3
号
の
原
著
「
日
本
学
校
保
健
史
」
と
を
併
読
な
さ
る
こ
と
を
お
す
す

め
す
る
。
養
護
教
員
の
歴
史
は
学
校
保
健
の
歴
史
の
一
駒
で
あ
り
、
日
本
に

お
け
る
医
学
研
究
の
発
展
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

(
A
5
版
、

二
四
七
頁
、
東
山
書
房
、
昭
和
品
目
年
刊
月
、
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一
五

O
O円〉

矢
部

一
郎

「
措
医
畔

・4M戸

4
A
L

片
山
園
嘉
」

本
書
は
浜
松
医
科
大
学
の
関
学
を
記
念
し
、
郷
土
が
産
ん
だ
偉
大
な
医
人

片
山
図
嘉
の
伝
記
を
、
郷
土
の
後
輩
に
あ
た
る
著
者
が
、
編
集
出
版
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
著
者
は
か
つ
て
「
周
智
郡
医
師
会
史
」
を
編
集
発
行
さ
れ
、

静
岡
県
周
智
郡
春
野
町
で
医
業
を
開
い
て
お
ら
れ
る
篤
学
の
士
で
あ
る
。
郷

土
が
産
ん
だ
同
学
の
先
学
の
事
蹟
に
関
す
る
記
述
が
、
い
き
お
い
公
平
を
欠

く
の
は
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
ま
ず
多
く
の
史
料
に
拠
っ
た

伝
記
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
記
述
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
誤
認
、
も
し
く
は

明
ら
か
な
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
等
は
本
官
官
の
主
目
的
と
す
る
片



山
園
嘉
の
伝
記
と
は
余
り
関
係
の
な
い
事
柄
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日

本
に
お
け
る
法
医
学
の
鼻
祖
で
あ
る
片
山
図
嘉
の
行
跡
が
、
本
書
に
よ
っ
て

一
一
層
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
、
著
者
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
著
者
の
一
一
郎
の
御
研
僚
を
望
み
た
い
。

ハ
0
・
R
〉

〈
小
沢
舜
次
著
、
新
人
物
往
来
社
発
行
、
昭
和
五
十
年
十
月
十
七
日
発
行
〉

日
本
医
学
文
化
保
存
会
編

『
医
学
古
書
目
録
』

本
書
凡
例
に
は
、
「
広
く
一
般
に
照
会
し
、
蔵
書
と
し
て
通
知
を
受
け
た

も
の
を
中
心
に
収
録
し
た
」
と
あ
る
。
そ
れ
故
、
一
部
を
除
き
、
個
人
所
蔵

の
目
録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
か
ら
明
治
年
間
に
脅
か
れ
た
医
替
に

限
ら
れ
る
。
古
宮
庖
で
の
古
医
容
の
値
段
が
べ
ら
ぼ
う
に
高
く
、
一
般
に
廉

価
版
の
復
刻
本
を
出
す
気
が
な
い
世
の
中
で
は
(
出
版
社
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
復
刻
に
関
係
す
る
方
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
〉
公
共
の
図
書
館
は
研

究
者
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
所
蔵
本
は
、
色
々
面
倒
で
は

あ
る
が
、
古
番
目
録
に
よ
り
所
有
者
さ
え
わ
か
れ
ば
、
切
羽
つ
ま
っ
た
場

合
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
も
あ
ろ
う
。
さ
て
、
今
年
こ
の
本
以
外

に
、
金
沢
大
学
医
学
図
書
館
の
『
古
医
書
目
録
』
や
江
鳥
文
書
研
究
会
編
の

『
江
馬
文
書
目
録
』
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
。

配
列
は
分
野
・
時
代
別
で
は
な
く
、
ア
イ
ウ
エ
オ
順
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
苦
号一回
を
呈
す
る
と
、
所
蔵
者
ご
と
に
書
名
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ず

ら
り
と
同
じ
魯
名
が
並
び
、
見
に
く
い
し
、
体
裁
が
よ
く
な
い
。
例
え
ば
、

一
六
四
頁
に
あ
る
『
療
治
茶
談
』
な
ど
は
二
十
二
も
同
じ
書
名
が
並
ぶ
わ
け

で
あ
る
。
お
の
お
の
の
書
名
の
下
に
は
、
版
数

・
巻
数

・
冊
数

・
編
著
撰
述

者
名

・
刊
行
年

・
版
元
・
所
蔵
者
名
の
順
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
ど
う
も
不
十
分
な
記
載
が
多
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
か
ら
で

あ
る
が
、
編
集
者
は
凡
例
で
「
所
蔵
者
か
ら
通
知
さ
れ
た
資
料
を
そ
の
ま
ま

集
録
し
て
あ
る
」
と
逃
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
企
画
の
時
か
ら
わ
か

っ
て
い
た
筈
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
大
蔵
書
家
達
の
名
前
が
大
分
抜
け
て

い
て
さ
び
し
い
。
結
論
と
し
て
、
い
さ
さ
か
十
分
発
酵
さ
せ
熟
さ
せ
な
い
ま

ま
出
版
し
た
感
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
小
川
鼎
三
先
生
の
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
私
ど
も
が
今
の
段
階
で
切
望
す
る
こ
と
は
、
こ
の
目
録
を
本
当
の
総
目

録
に
近
づ
け
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
全
国
に
散
在
す
る
全
部
の
古
い
医
書
を
網

羅
し
、
所
蔵
者
の
名
と
共
に
発
表
し
て
、
研
究
者
の
便
宜
に
資
す
る
と
と
で

す
。
引
き
続
い
て
本
目
録
の
第
二
集
、
第
三
集
:
:
:
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
事
業
の
意
義
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
は
ず
で
す
」

い
ろ
い
ろ
不
満
は
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
今
の
段
階
で
医
史
学
研
究
者
に
役
立

つ
も
の
を
作
っ
た
と
い
う
点
で
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
医

学
文
化
保
存
会
い
や
金
原
商
広
が
、
小
川
先
生
の
願
わ
れ
る
様
に
、
こ
の
本

の
出
版
で
こ
と
終
れ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
(
一
般
に
こ
の
種
の
出
版
は
そ

の
ま
ま
に
な
る
こ
と
が
多
い
て
第
二
集
、
第
三
集
と
息
長
く
続
け
て
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
し
、
本
容
の
改
訂
に
も
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

『古

書
目
録
』
に
恩
恵
を
受
け
る
立
場
か
ら
、
切
に
お
願
い
し
た
い
。

(
B
5
版
、
本
文
一
六
九
頁
、
所
蔵
者
住
所
録
五
頁
、
発
行
所
日
本
医
学

文
化
保
存
会
、
売
捌
所
金
原
荷
庖
、
昭
和
日
年
5
月

頒

価

三

O
O
O円
)

矢

部

一

郎
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日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
二
巻
総
目
録

原

著徳
川
時
代
の
鉱
山
の
珪
肺
・

:
j
i
--:::::
・
:
一
ニ
浦
豊
彦
:
・

「
コ
ン
ス
プ
ル

ッ
ク
」
本
に
つ
い
て
|
付
「
モ
ス
ト
」
の

『
医
学
筒
府
』
と
『
薬
学
簡
府
』

:
j
i
---
阿
知
波
五
郎
・
:
コ

7
ニ七

中
国
中
世
に
お
け
る
医
者
の
地
位
に
つ
い
て・

・
:
:
山
本
徳
子
・
:
ニ
ハ
J
Z
八

江
戸
幕
府
に
お
け
る
痘
第

・
麻
疹

・
水
痘
の
酒
場
行
事
の

変
遷
j
i
-
-
:
:
j
i
--:::
・j
i
-
-
j
i
-
-前
川
久
太
郎
:
・
完
J
四
八

回
医
師
に
つ
い
て
日
本
古
代
医
療
史
の
研
究
会
一
)

い:
:
:
・
・
・
・
:
:
:
:
新
村
拓
:
史
J
五八

京
都
の
医
学
史
に
関
す
る
若
干
の
新
資
料
に
つ
い
て

:
:
:
・
杉
立
義
一
・
:
尭
J
苔

“n
ぽ
こ
な
し
だ
ゐ
ま
刀
危

明
治
二
年
版
行
さ
れ
た
民
間
お
産
指
導
密
「
安
産
仙
翁
邦

ま
り
お
っ
げ

言
教
喰
」
に
就
て

:
:
:
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
:
・
玉
手
英
典
・
:
歪
J
七
一

〉
ヨ
巾
ユ

g
コ
富
包
在
日
吋
Z
O
出

E
E「包

JRga
〉
問
。

:同一
N
E

〈
弘
吾

:

一
J
一
ニ

林
洞
海
の
晩
年
の
感
懐
と
書
簡
:
・

j

i
--:::
土
屋
重
朗
・
:
一
四
D
l
一
五
六

酒
場
記
録
よ
り
見
た
痘
癒

・
麻
疹

・
水
痘
の
大
奥
へ
の
伝

播---------
.............................. ・
・
・
・
・
・
・
・
・
前
川
久
太
郎
・
・
・
一
毛
J
一
六
八

小
浜
藩
に
お
け
る
林
野
家
(
小
石
元
俊
の
祖
)
の
事
蹟
に

つ
い
て
:
・
:
・
・
:
:
:
:
・
・
:
田
辺
賀
啓
・
:
一
完
l
一
八
O

ニ
O
O年
前
の
ア
メ
リ
カ
医
学

:
:
:
同
一
息
ぐ
忠
吾
緒
方
富
雄
訳
:
・
一
八
一
J
一
九
四

「
医
師
の
誓
詞
」
に
見
え
る
「
自
然
」

ω、
「
日
本
国
憲

法
」
と
「
誓
詞
」
と
の
対
比
倒
、
「
輔
君
詞
」
の
日
常
談

話
体
文
削
・
j
i
-
-
-
j
i--:
・j
i
-
-
-
j
i
-
-
-三
木

栄

・:
=
Z
J
三
国

幕
末
明
治
初
期
(
一
八
四

O
l
一
八
八
七
〉
解
剖
学
書

(内

・
外
)
目
録
に
つ
い
て
|
と
く
に
十
九
世
紀
欧
米

解
剖
学
書
目
録
と
そ
の
蘭
訳
書
と
和
訳
書
と
の
関
係

:
:
阿
知
波
五
郎
:
三
五
l
ニ
=
一
六

榛
斎
著
と
い
う

「
内
外
要
論
」
に
つ
い
て
:
:
:
大
滝
紀
雄
:
・
=
=
一
?
{
ニ
豆

近
年
発
見
さ
れ
た
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
書
簡
付
・:
六

角

高

雄
:・
ニ
自
J
ニ
八
Z

鎮
守
府
医
師
と
大
宰
府
医
師
に
つ
い
て

ー
日
本
古
代
医
療
史
の
研
究
帥
|
・
:
:
:
・
新
村
拓
:
・
ニ
八
四
J
=
室

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
(
八
完
〉

・:
j
i
-
-大
滝

紀

雄
:
・ニ九四J-一口八

蘭
学
期
の
「
自
然
」
と
「
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
と
の

出
典
に
つ
い
て

l
『
蘭
学
期
の
「
自
然
良
能
」
説
研

究
』
補
遺
l

i
-
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
阿
知
波
五
郎
:・
ZE
---一呈

明
治
初
年
の
種
痘
の
状
況

:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・:
深

瀬

泰

日
一:・
2

一四六JZ五
九

江
戸
時
代
に
お
け
る
梅
毒
患
者
の
実
態
l
「
日
本
人
の
病

歴
」
覚
書
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・j
i
-
-:
立
川
昭
二
・
:
=一六DJ-一七六

馬
琴
日
記
に
見
る
江
戸
の
疲
癒
習
俗
・
...
......
.
 
・
前
川
久
太
郎
・
・
・
Z
2
1
完
一

近
年
発
見
さ
れ
た
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
書
簡
同
:
・
六
角
高
雄
:
・
=一合一J回ニ七

仏
典
の
な
か
の
者
婆
と
そ
の
医
療
::・

j
i
-
-
-関
狼

正

雄
・:
望
八
J
盟
国

448 (118 ) 

資

料明
治
二
十
九
年
の
東
京
医
学
専
門
学
校
済
生
学
舎
規
則



:
・
青
木
允
夫
、
前
川
久
太
郎
:
・
至
。
J
z
z
z

寄

書外
科
医
ア

ン.フ

ロ
ア
ズ
・
パ
レ
の
生
地
を
た
ず
ね
て

・・
・
大
村

敏
郎
:
・
=
一
完
J
Z二九

第
七
十
七
回

特
別
講
演

江
戸
時
代
に
お
け
る
石
川
県
医
学
史
:
・
・
・
・
:
:
・
-
津
田

富
山
藩
の
薬
業
と
本
草
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:難
波

会
長
講
演

石
川
県
医
学
教
育
に
お
け
る
外
人
招
勝
教
師
と
そ
の
周
辺

:
:
:
:
高
瀬
武
平
:
・
一

8
1一室

日
本
医
史
学
会
総
会

進
三
九
五
J
一DD

恒雄・・・一
O

一J
一室

一
般
口
演

い
わ
ゆ
る
タ
l

ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
脚
註
に
つ
い
て

(
そ
の
一

)
j
i
-
-
j
i
-
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
酒
井
恒
:
・
一
実
J
一宕

セ
ミ
ナ
ー
と
日
本
医
学
小
史
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:寺
畑
喜
朔
:
・
一
宕
J
一口八

福
井
藩
最
初
の
解
剖
者
半
井
彦
に
つ
い
て
:
:
:
岩
治
勇
一
・
:
一
完
J
一一口

坪
井
信
良
と
福
井
|
佐
渡
家
文
書
を
中
心
と
し
て

l

・
:
:
竹
内

真
一

・:二
D

l

一二

加
賀
藩
医

・
吉
田
長
淑
の
「
和
蘭
書
籍
目
録
」
に
つ
い
て

・
:
:
:
宗
田
一
:
ム
二

J
一一ニ

ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ソ
・
ロ

l
レ
ツ
と
そ
の
顕
微
鏡
学

講
義
録
:
:
:
-
j
i
-
-:
・:
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
-藤
野
恒
三
郎
:・=ニ

江
戸
時
代
京
都
に
お
け
る
医
家
門
人
帳
に
つ
い
て
つ
一
〉

・
:
:
杉
立
義
一

・:
三

7
二四

「
荷
揚
医
新
書
」
の
研
究
(
第
一
報
〉

j
i
-
-
・
:
大
鳥
蘭
三
郎
:
ム

Et--一品

湯
治
と
薬
師
信
仰
:
・
j
i
-
-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-中
沢
修
・
:
二
五
J
一一六

古
経
「
治
禅
病
秘
要
方
」
と
そ
れ
が
我
国
の
精
神
医
療
に

及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
泰
井
俊
三
:
ム
一
六
J
一一七

弥
勤
ポ
サ
ツ
下
生
経
と
治
病
信
仰
-
j
i
-
-
:
:
:関
根
正
雄
:
・
一
一
七
J
一一八

唐
J
清
間
に
お
け
る
医
師
の
官
よ
り
見
た
H

医
者
H

の
地

位
に
つ
い
て

j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
山
本
徳
子
:
ム
一
九

日
本
古
代
医
療
官
人
の
出
自
に
つ
い
て

ji---新
村
拓
:
・
三
D
J
一=一

医
学
文
芸
化
に
つ
い
て

j
i
-
-
・::::-
j
i
---
三

木

栄

:
-E

l
一三

佐
々
木
中
沢
と
大
槻
玄
湾
:
・
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-山
形
倣
一
・
:
コ
一
ヨ
一

再
び
「
安
産
仙
翁
邦
言
教
喰
」
に
つ
い
て
付
五
十
嵐
波

水
の
生
涯
j
i
-
-j
i
-
-
-
:
:
:
:
:
j
i
--
:
玉
手
英
典
・
:
=
一
-
一
J
一=王

国

2
5
5
戸
市

Z
3
公
言
l
H

∞寸∞

Y
E
E宮
市

r
仏・

】

MEr-Mny刊
の

g命
内
閣

r
ロ
ロ
仏
?
の
『
O
ロ山口問。ロ・

H

∞町
H
l

呂
田
ω
・
と
そ
の
訳
書
(
坪
井
芳
洲
訳
述
『
医
療
新
書
』

一
八
六
八
及
び
『
列
別
児
篤
氏
・
窒
扶
斯
病
論
』
一
八

七
九
〉
な
ら
び
に
そ
の
意
義
〈
最
初
の
病
理
解
剖
を
基

盤
と
し
て
臨
床
学
の
受
容
)
・
:
j
i
-
-
・
:
:
:
阿
知
波
五
郎
:
・
三
円
J
一-一七

字
国
川
格
蓄
の
著
書
に
見
ら
れ
る
呼
吸
及
び
酸
素
に
関
す

る
記
獄
:
・
:
:
:
:
"
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
:
:
矢
部
一
郎
・
:
三
七
J
一ニ八

京
都
療
病
院
に
お
け
る
ヨ
ン
ケ
ル
:
・
:
j
i
-
-
-大
矢
全
節
:
・
=
一
九

大
森
治
豊
先
生
の
ス
ラ
イ
ド

:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:宇
留
野
勝
弥
:
・=一九

邦
訳
「
解
体
生
理
図
説
」
と
そ
の
原
著
者
維
廉
社
児
寧
児

(
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
l
ナ
l
〉
に
つ
い
て
:
:
:
蒲
原
宏
・
:
一
言
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指
紋
法
の
創
始
を
め
ぐ
っ
て

:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:長
門
谷
洋
治
:
・
一
Z

一J
一号一

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
独
立
二

O
O年
と
医
師
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
ラ
ッ
シ
ュ

:
:
:
;
-
j
i
-
-:
・:
:
j
i---古
川

明

・

:
一Z
一
了
一
霊

明
治
二
十
年
代
の
順
天
堂
に
お
け
る
手
術

ji---酒
井
シ
ヅ

・
鈴
木
滋
子
:
・
一
言
J
一=一五

大
正
期
学
校
衛
生
史
の
研
究
(
一
〉
北
豊
士
口
・
:
杉
浦
守
邦
・
:
一冒一五
J
一=一六

ス
ク
リ
l
ニ

γ
グ
史
の
二

・
三
駒
:
:
:
-
j
i
-
-三
輪
卓
爾
・
:
一
宮
一
七
J
一z
一八

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
と
そ
l
ラ
ル
の
フ

ィ
ロ
ソ
フ

ィ

・・・・・・・栗本

宗
治
・
:
一
夫

l
一宮一九

例
わ寿 メ会
が徳 キ記
国院 シ事
の幽 コ
常直国
民瀬立
食玄 i心
務 自 i 臓
麦家 i病
に系:学
投譜:研
影に:究
しつ:所
てい j の
いて:壁
る. . 画
医. .に
，主会 ・ ~、
~ ・一

三 思矢古い
滞想数川て

明:・

吉一

I

2一

道
明
:
・

2
一J
七回

=
一
郎
:
・
菌
、
t
主

〉

B
巾ユ
n
g
z
a
E
Z
M
O
o
dへ
g
a
〉
問
。

:
:
・
:
イ
ル
ザ
・
ヴ
ェ
イ
ト
・
:
夫

会
密
閉
宗
の
原
著
者
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
l
に
つ
い
て

・
:
:
渡
辺
鹿
昭
:
・
菜

解
剖
番
の
銅
版
画
ー
そ
の
初
期
l
:
:
:
・j
i
-
-菅
野

陽

・
:
実

シ
1
ボ
ル
ト
の
「
江
戸
参
府
紀
行
」
に
つ
い
て

:
:
:
:
斎
藤
信
・
:
実

Z
E
8
3
G
の
伝
記
・

:
j
i
-
-
-
j
i
-
-::大
鳥
蘭
三
郎
・
:
七
六

立
ち
遅
れ
た
日
本
の
家
族
計
画
医
学

:
j
i
-
-
:太
田
典
礼
・
:
実

東
大
医
学
部
第
一
回
卒
業
生
室
賀
録
郎
に
つ
い
て

:
:
:
室
賀
昭
三
・
:
芸
一
七

仏
典
の
な
か
の
番
婆
と
そ
の
医
療
:
:
-
j
i
-
-
:関
根
正
雄
:
・
Z

毛

明
治
初
期
の
医
家
の
群
像
写
真
:
・

:
j
i
-
-
:
:酒
井

シ

ヅ
・:
三
七

激
石
の
痘
痕

:
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
-
:
:
j
i
---深
瀬
泰
旦
:
・
三
七

ラ
イ
デ
ン
民
族
博
物
館
の
沿
革
|
特
に
そ
の
日
本
関
係
資
料
|

ラ
イ
デ
ン
民
族
博
物
館
日
本
部
長
フ
ァ
ン
・
グ
l
リ
ッ
タ
・
:
三
七

本
草
か
ら
み
た
生
薬
薬
理
|
比
較
薬
学
史
的
ア
プ
ロ

ー
チ

・
:
j
i
-
-大
塚
恭
男
・
:
三七

脳
卒
中
の
歴
史
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
・
:
:
堀
江
健
也
:
・呈
七

「
看
病
用
心
抄
」
に
つ
い
て
・

j
i
-
-
-
j
i
-
-
:山
棋
信
子
・
:四四六

大
関
和
に
つ
い
て

:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-高
橋
政
子
:
・
冒
内

戦
後
の
看
護
制
度
の
推
移
に
つ
い
て

j

i
--:
・
木
下

安
子
:
・
四
四
六

吉
岡
鞠
生
に
つ
い
て
映
画
道

n
ひ
と
す
じ
に
u

・・・・
・・・・三上

虞
列
伊
氏
解
剖
訓
蒙
図
を
め
ぐ
っ
て

:
j
i
-
-
:大
滝

女
医
を
描
い
た
切
手
・

j
i
-
-
-
:
j
i
-
-
・
:
・
・
:
:
・
古
川
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昭美・・・回四円

紀
雄
・
白
回
六

明・・-国内

書

評杉
浦
守
邦
著
『
養
護
教
員
の
歴
史
』
・

:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-四四六
J
四四七

小
沢
舜
次
著
『
法
医
学
始
祖
・
片
山
園
嘉
』

j
i
-
-
j
i
-
-
:
・昌也

l
四四八

日
本
医
学
文
化
保
存
会
編
『
医
学
古
番
目
録
』

:
:
:
j
i
-
-
:
:四四八



医
史
学
関
係
文
献
目
録

医
学
史
一

般

日
本
医
学
伝
統
の
草
創
期
山
口
与
市

二
九
J
一
一
二
三
一
九
七
五

長
崎
医
学
の
足
跡
阿
蘭
陀
医
学
進
展
中
西
啓
東
洋
薬
事
報

一五

(
一
一
〉
二
三
J
二
六
〈
一
二
〉
二
回
J
二
六
、

二ハ

(一)一一一一一

1

二
六
、
(
二
〉
二
三
J
二
六
会
一
)
一
九
J
一
一
一
一
九
七
四

大
陸
医
学
東
漸
史
略
中
西
啓
東
洋
薬
事
報

二ハ

(
四
〉
、
〈
五
)
、

2
0、
(
七
)
、
(
八
)
九
J
一
一
一
、
(
九
〉
一
八
J
二
一
、
(
一

O
)

一
0
1
一
二
、
〈
一
一
〉
、
(
二
一
〉
一
八

i
一
一
一
一
九
七
五

日
本
の
医

療

史

酒

井

シ

ヅ

薬
事
新
報
〈
七
九
五
〉
五
J
六
、
(
七

九
六
)
五
J
六
、
ハ
七
九
九
)
五
J
六
、

(八

O
O〉
五
J
六
、
(
八

O

七
)
五
J
六
、
(
八
一
八
)
五
七
J
六
一
、
(
八
一
一
一
一
一
一
)
七
一
一
一

l
七
人

一
九
七
五

西
洋
医
学
と
東
洋
医
学
(
沢
田
流
聞
書
か
ら
〉
渡
辺
昌
夫
現
代
医
学

ニ
ニ

(
一
〉
七
三
J
七
四
一
九
七
四

続
、
川
柳
医
療
風
俗
史
山
本
成
之
助
日
本
医
事
新
報
(
二
六
六
二
)

七一

l
七
四
、
(
一
二
ハ
六
八
)
六
九
J
七
一
、
(
二
六
七
八
〉
七

0
1七

二
、
(
二
六
八
二
〉
七

0
1七
一
、
(
一
二
ハ
八
八
)
六
九
J
七
二
、
(
二

六
九

O
)
七
二

t
七
四
、
(
二
六
九
三
)
七
一

l
七
四
、
(
二
六
九
五
〉

七一

J
七
四
一
九
七
五

か
ら
だ
の
科
学
(
六
一
)

古

代

日
本
古
代
医
療
史
考
典
薬
寮
別
所
乳
牛
院
、
拘
杷
鼠
、
茶
園
を
め
ぐ
っ
て

新
村
拓
医
学
史
研
究
(
四
四
〉
六
九
三
J
六
九
七
一
九
七
五

日
本
古
代
医
官
の
考
察
新
村
拓
古
医
学
月
報
(
二
五
〉
一

1
三、

合
一
六
)
五
J
七
一
九
七
五

間
ん
禁
師
及
按
摩
師
に
つ
い
て
〈
下
)
|
日
本
古
代
医
療
史
の
研
究
会
一
)

-

新

村

拓

日

本

医

史

学

雑

誌

一一一

(
一
〉
八
三
J
八
八
一

九
七
五

諸
官
街
及
び
諸
使
医
師
新
村
拓
日
本
医
史
学
雑
誌

二一

(
三
)

二
五
三
J
二
六
二
一
九
七
五

奈
良
時
代
に
来
日
し
た
ベ
ル
シ
ャ
人
宣
教
医
李
密
に
つ
い
て
石
原
カ

医
学
と
福
音

二
七

三
ハ
〉
四
J
六
一
九
七
五

日
本
の
古
代
的
H

呪
術
H

小

論

川

合

光

也

独

協

中

・
高
校

・
研
究
紀

要
会
一
)
一
九
七
五

日
本
書
紀
に
お
け
る
医
学
思
想
と
医
術

三

木

毅

札
幌
医
科
大
学
医

学
進
学
課
程
紀
要

一
五

一
七
J
一
三
ハ
一
九
七
五

巴
ロ
困
問
。
切

g
n
v
a
F
E四
g
s
q
烈
円
。
℃
ご
ロ
円
四
四
『
胆
ロ
巴

rszaEロ

J

へg
=。
。
吋
∞
己
烈
〉

'H

匝
宮
口
g刊
印

E内

H
H
2
5
仲
町
内

E
5
0ミ
O
町
∞
円
-
守

口
n

p

(
一
四
)
一

O
一一一J
L

一
O
八
一
九
七
五

中

世

中
世
に
お
け
る
祈
穏
と
医
療

三
一
〉
二
二
四
J
一一一一一六

近
世
・
近
代

日
本
医
学
近
代
の
歩
み
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樋
口
誠
太
郎

一
九
七
五

日
本
医
史
学
雑
誌
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生
気
論
医
学
受
容
期
(
一
入
二

O
J
一
八
五
五
)
の

r
E
o
Z
さ
巳
Z
E

河口

E
S
仏

(
一
七
六
二

J
一
八
三
六
)
の
影
響
阿
知
波
五
郎

z
a白
E
Z
E
E
Z
四
(
一
)
七
七
J
八
一
一
一
九
七
五

中
国
医
学
の
受
容
の
目
標
阿
知
波
五
郎
冨
色
町

B
冨

a
E
Z
四

(
四
〉
一
一
一

J
一
一
七
一
九
七
五

ド
イ
ツ
生
気
論
医
学
受
容
期
(
一
八
二

0
1
一
八
五
五
〉
阿
知
波
五

郎
宮
丘
四
円
ロ
冨

a
E
Z
四

(
一
一
〉
一
一
一
一一J
一
一
七
一
九
七
五

欧
文
日
本
医
学
の
近
代
発
展
史
阿
知
波
五
郎
冨

a
og
z
a
E
Z

四

(
六
)
一

O
五
l
一
一
一
一
一
九
七
五

長
崎
蘭
方
期
(
通
詞
期
〉
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
受
容
阿
知
波
五
郎

宮
丘
町
g
z
a在
日

四

(
八
〉
九
九
J
一
一
一
一
一
九
七
五

日
本
医
学
近
代
化
の
性
格
阿
知
波
五
郎

冨
邑
内

E
Z
E広
口
市
四

(
九
〉
一

O
五
J
一
一
一
一
一
一
九
七
五

日
本
近
代
医
学
の
歩
み
水
野
祥
太
郎
日
本
臨
床

三一一

(
一
二
〉
二

O
五
J
二
O
六
一
九
七
四

わ
が
国
初
の
近
代
医
学
窓
小
関
恒
雄
医
海
時
報
(
六
四
ニ
〉
三

一
九
七
五

江
戸
期
に
お
け
る
陰
間
〈
男
娼
〉
の
生
態
と
そ
の
使
用
薬
剤
(
抄
)
一
ニ

浦
三
郎
日
本
医
史
学
雑
誌

一一一

つ
ニ
)
一
一
八
一
九
七
五

徳
川
幕
府
に
お
け
る
医
師
の
身
分
と
職
制
に
つ
い
て
久
志
本
常
孝
古

医
学
月
報
〈
二
二
)
一
、
土
一
、

〈
二
三
)
三
J
四
、

つ
二
ハ
)
三

l
四

一
九
七
五

江
戸
時
代
に
お
け
る
異
常
気
象
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
|
「
日
本
人
の
病
歴
」

覚
書
立
川
昭
二
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ
一
(
一
ニ
〉
一
九
一

J
二
O

七
一
九
七
五

見
世
紀
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
と
日
本
の
関
係
ハ
イ
ソ
ツ

・
ゲ
ル

ケ
保
険
診
療

二
九

(一

O
四
四
)
四
九
J
五
一
一

九
七
四

種
子
島
か
ら
解
体
新
書
ま
で
梶
田
昭
病
体
生
理
(
一
一
)
二
ハ

J
二
一
一
一
九
七
五

歴
史
に
お
け
る
医
療
の
近
代
化
へ
の
歩
み
大
阪
府
医
師
会

一

九
七
五

「
東
京
医
事
新
誌
」
明
治
初
期
の
医
学
雑
誌
に
つ
い
て
の
考
察
近
藤
稽

碇
男
医
学
図
書
館

ニ
O
C
一
)
一
四
一

J
一
五
一
一
一
九
七
三

来
日
外
人
の
み
た
近
世
日
本
の
疾
病
l
「
日
本
人
の
病
歴
」
覚
書
立
川

昭
二
北
豆
大
学
教
養
部
紀
要
(
九
)
一

J
一
一
一
一
一

九
七
五

明
治
期
の
尿
尿
処
理
問
題
と
地
主
制
小
栗
史
朗
医
史
学
研
究
(
四

四
)
一
一

J
一
六
一
九
七
五

資
料
御
雇
外
国
人
小
学
館
一
九
七
五

天
脈
拝
診
、
孝
明
天
皇
拝
診
日
記
〈
一
〉
伊
良
子
光
孝
医
諌
復
刊

(
四
七
)
三

l
一
四
一
九
七
五

現

代

日
本
の
海
外
医
療
協
力

外
国
人
の
み
た
日
本
小
川
良
治
臨
床
科
学

一
O
(
一
)
一
一
六

ー
一
二
一
一
一
九
七
四

我
が
国
の
医
療
協
力

小
川
良
治
臨
床
科
学

一
O

C
一
)
二
四
二

ー
二
四
七

一
九
七
四

発
展
途
上
諸
国
に
て
医
療
協
力
に
活
躍
し
た
人
々
小
川
良
治

科
学

一
0
2
一
)
三
五
三
J
三
六

O

一
九
七
四

民
間
団
体
の
海
外
医
療
協
力
に
つ
い
て
小
川
良
治

臨
床
科
学
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臨
床



一
O
(四
)
四
七
回
J
四
七
九
一
九
七
四

我
が
国
の
海
外
医
療
協
力
の
出
発
小
川
良
治

(
五
〉
六

O
七
J
六
一
一
一
一
一

九
七
四

か
か
る
海
外
で
の
医
学
先
覚
者
あ
り
き
小
川
良
治

一
0
2
0
七
八
O

J
七
八
五
一
九
七
回

ベ
ル
ツ
教
授
(
一
二
ハ
年
〉
、
ス
グ
リ
パ
教
授
(
二

O
年

)

小

川

良

治

臨
床
科
学

一
O
(七
〉
九
一
四

l
九
一
八
一
九
七
四

発
展
途
上
諸
国
に
て
医
療
協
力
に
活
躍
し
た
人
々
(
昭
和
四
二
年
〉

小
川
良
治
臨
床
科
学

一
O

(入
)
一

O
四
五
J
一
O
五一

一
九
七
回

我
が
園
の
衛
生
行
政
の
基
礎
を
築
い
た
長
与
専
斎
小
川
良

治

臨

床

科
学

一
0
2

0
〉
一
四

oo--
四
O
四
一
九
七
回

出
直
す
海
外
経
済
協
力
小
川
良
治
臨
床
科
学
一
五
一
五
J

一
五
二

O

一
九
七
四

医
学

・
医
術

・
医
療
の
相
関
と
将
来
の
展
望
山
形
倣
一
日
本
医
師
会

雑
誌

七
三

〈
一
一
〉
一
三
九
五
J
一
=
一
九
八
一
九
七
五

日
本
医
学
二

O
年
の
進
歩
武
見
太
郎
他
日
本
医
師
会
雑
誌

七
回

(
一
一
〉
一
二
五
九
J
一
三
八
八
一
九
七
五

臨
床
検
査
の
最
近
の
動
向
(
そ
の
一
〉
富
田
仁
ロ

E
間

待

za
T

nw-
Z
君
主
〈
四
四
九
〉
一

J
一一
一
一

九
七
五

「
昭
和
医
療
史
」
へ
の
提
言

野

村

拓
健
康
会
議

一一六
(一

O
〉

八
J
一
O

一
九
七
四

障

害

児

教

育

の

歩

み

住

宏

平

健

康

教

室

二
四

(
五
〉
三
四

l
三

九、

2
0
二一
J
一
七
、
ハ
七
〉
三
七
J
四
二
、
〈
八
)
四
一
一
一
J
四
八
、

臨
床
科
学

。
臨
床
科
学

(
九
〉
五
O

J
五
六
、

(一

O
)
六
人
J
七一ニ
、

(一一

)
七
四
J
七
七
、

(
一
一
一
〉
四
四
J
四
九
、
(
一
四
〉
五
人
J
六
一
一
九
七
三

二
五
(一〉

五
O

J
五
回
、
(
二
)
四
O

J
四
三
、
(
四
〉
四
人
J
五一

、
六
回
、
〈
五
〉

六
五
J
六
九
、

2
0
四
八
J
五
二
、
〈
七
)
二
九
J
一二三
、

(
八
〉
四

一一一
J
四
八
、

(
九
)
六
三
J
六
六
、
(
一

O
〉
二
九
J
三
二
、

(
二
一
)

三
七
J
四
二
、

(
一
三
)
一
一
一

J
二
四
、

〈
一
四
)
二
七
J
三
O

一
九
七
四

小
絵
馬
信
仰
の
現
状
相
見
三
郎
日
本
医
史
学
雑
誌

一一一

〈一

)

二
八
J
三
九
一
九
七
五

倫

理

「
造
化
の
臣
」
に
つ
い
て
太
白
典
礼
古
医
学
月
報
(
二

O
〉
二

l

三
一
九
七
五

「
医
師
の
誓
詞
」
に
つ
い
て
三
木
栄
日
本
医
史
学
雑
誌

ニ一

。
ニ
〉
二
一
八
J
二
一
一
一
一
一
一
九
七
五

医
療
制
度
史

日

本

医

療

保

障

史

菅

谷

章

社

会

保

障

二
九

(
八
二
ハ
)
ニ
O

l

二
一
、
(
八
一
七
〉
二
O

J
一一一

、

(
八
一
八
〉
二

0
1一一一
、

(八

一

九
〉
二
O

J
一一一

、

(
八
二
O
)
ニ
O

J
一一一

、

〈
入
二
一
一
〉
ニ
O

J
ニ

て
(
入
二
四
〉
二
O

J
二
一
、
(
八
二
五
)
二

0
1
一二

、
(
八
二
六
〉

ニ
O

J
一二

、

(
八
二
七
〉
二

0
1一一一
、

(
八
二
八
〉
二
O

J
一一一

、

(
八
二
入
)
二

0
1
一
一
一
、
(
八
三
O
〉
二
O

J
一一一

、

(
八
一
一
一
一
)
二

一一
J
一
一
三
〈
入
コ
一
二
〉
二
O

J
一二

、

(
八
一
三
二
〉
二

0
1
一二

、

(八

三
四
〉
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史
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史
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介
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史
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〉
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岡
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史
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菊
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岩
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追
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史
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史
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史
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岡
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熱
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七
〉
四
三
J
五
九
、
(入〉

五
三
J
五
九
、
(
九
〉
、
(
一

O
〉、

(
一
一
)
、
(
一
一
一
〉
四
六
J
六
O

一
九
七
四

職
業
病
運
動
史
(
戦
後
篇
)
(
一
一
〉
じ
ん
肺
を
中
心
に
再
軍
備
強
化

「A
-
理
化
」
反
対
斗
争
の
な
か
で
の
珪
肺
等
特
別
保
護
法
制
定
海
老

原

勇

健

康

会

議

二
七

(
四
〉
四
六
J
五
八
一
九
七
五

衛
生
学
史

日
本
食
の
研
究
伊
達
一
男
医
学
史
研
究
(
四
五
)
一
五
J
二
五

一
九
七
五

G-w
-フ
i
へ
ラ
ン
ド

の

Z
p
r
s玄
。
t
r
(長
生
法
)
に
つ
い
て

瑛
日
本
体
育
学
会
二
五
回
大
会
号
二
一
九
一
九
七
四

46ο 

小
栗
史
朗

医
学
史
研
究

(
四
五
〉
一

ー
衛
生
検
査
技
師

医
史
学
研
究
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原



生
物
学
史

わ
が
国
の
人
体
発
生
学
教
科
書
に
み
ら
れ
る
生
物
発
生
法
則
(
反
復
説
)
の

科
学
的
評
価
村
尾
義
郎
び
ぞ
ん
通
信
(
三
七
〉
一
一

J
一一一一

一
九
七
五

『
生
物
学
史
研
究
』
総
目
録
(
一
四
号
J
二
六
号
、
一
九
六
八
J
一
九
七

四
〉
江
上
生
子
。
月
沢
美
代
子
生
物
学
史
研
究
(
二
七
)
三
八

J
四
G

一
九
七
五

R
-
チ
ェ
ン
パ

l
ス
一
植
物
界
お
よ
び
動
物
界
の
発
生
仮
設
(
上
)
(
『
(
植
物

誌
に
お
け
る
〉
創
造
の
痕
跡
』
よ
り
)
米
本
昌
平
生
物
学
史
研
究

(
二
人
〉
四
五

l
五
一
一
一
一
九
七
五

な
ぜ
サ
ル
で
な
く
て
カ
ワ
ウ
ソ
か
中
村
禎
里
岩
波
講
座
現
代
生
物
科

学
月
報
公
ハ
〉
三
J
六
一
九
七
五

日
本
人
と
西
欧
人
の
動
物
観
|
昔
話
の
比
較
を
て
が
か
り
に

l

中
村

禎

里

技

術

と

人

間

七

月

号

七

三

1
八
四
一
九
七
五

日
本
博
物
学
史
|
明
治
前
|
矢
部
一
郎
科
学
史
研
究
〈
一
一
五
)

九
七
J
一
O
三
一
九
七
五

博
物
学
史
散
歩
そ
の
一
一
一
(
大
垣

・
室
津

・
笠

岡

〉

上

野

益

三

と
文
化
(
一
一
一
一
〉
三
九
J
五
一
一
一
九
七
五

博
物
学
史
散
歩
そ
の
一
一
一一

(
徳
島

・
室
津

・
笠

岡

)

上

野

益

三

と
文
化
(
一
一
凶
)
六

O
J七
一
一
一
九
七
五

ド
ド
ネ
ウ
ス
の
『
本
草
書
』
に
つ
い
て
木
村
陽
二
郎

五

0
2
一
)
九
三
J
九
六
一
九
七
五

ケ
ン
ベ
ル
の
『
日
本
植
物
記
』
に
つ
い
て

(
二
ニ
)
二

t
一一
一
一
一

九
七
五

植
物

植
物

値
物
研
究
雑
誌

北
村
四
郎

植
物
と
文
化

R
・
ド
ド
ネ
ウ
ス
の
の
卯
〈
〈
ロ
吋
・
切
O
開
。
択

と
そ
の
翻
訳

烏
斯
絵
入
』
に
つ
い
て
(
三

・
完

)

|

杉

本

つ

と

む

(
二
三
五
三
J
六
六
一
九
七
五

ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
υ

呼
吸
さ
れ
た
空
気
が
受
け
る
変
質
武
藤
伸
(
訳
)
生

物
学
史
研
究
(
二
七
)
二

O
J
一
一
六
一
九
七
五

ハ
ン
ス

・
ド
リ
l
シ
ュ

い
目
的
論
の
種
類
に
つ
い
て
(
『
生
気
論
史
』
(
一
九

一
一
一
一
)
序
文
)
米
本
昌
平
(
訳
〉
生
物
学
史
研
究
(
二
七
〉
二

七
J
一二一

一
九
七
五

組
織
培
養
研
究
の
あ
ゆ
み
木
村
廉
組
織
培
養

一
(一〉一一一
J
六

一
九
七
五

『
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
』
(
『
厚
生
新
編
』
〉

・
『
植
学
啓
原
』

・
『
植
学
独
語
』

の
関
連
矢
部
一
郎
日
本
医
史
学
雑
誌

一一一

〈
四
)
一

J
一
回

一
九
七
五

進
化
思
想
史
に
お
け
る
人
間
観
と
ダ
l
ウ
ィ
ン
の

M
・
N
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク

江
上
生
子
東
京
工
業
大
学
人
文
論
叢
九
三

t
一
O
三

一

九
七
五

ア
キ
タ
フ
キ
考
佐
藤
政
一
植
物
と
文
化
(
一
四
〉
八
五
J
八
九

一
九
七
五

疾
病
史

医
学
史
よ
り
み
た
病
気
|
医
学
は
病
気
を
ど
う
み
て
き
た
か
|
大
鳥

蘭
三
郎
君
護
技
術

一二

(
一
四
)
九
l
一
六
一
九
七
五

病
気
か
ら
み
た
日
本
の
歴
史
立
川
昭
二
創
造
の
世
界
(
ニ

O
)
四
J

二
七
一
九
七
五

思
い
途
い
の
科
学
史
病
気
は
部
分
の
異
常

三
五

(
二
〉
五
六
J
六
一
一
九
七
五

ー
『
鐸
度
浬

縞
物
と
文
化
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中
山

茂

科
学
朝
日
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日
本
歯
科
医
史

甲
骨
文
に
表
れ
た
般
人
の
疾
病
に
つ
い
て
戸
出
一
郎

学
会
会
誌

三

(
二
)
二
ニ
J
二
二
一
九
七
五

伝
染
病
史
お
よ
び
予
防
史

日
本
細
菌
学
小
史
藤
野
恒
三
郎
日
本
医
史
学
雑
誌

二一

一
O

一
九
七
五

激
石
の
あ
ば
た
深
瀬
泰
旦

川
崎
市
小
児
科
医
会
之
誌

三
五
J
四
九
一
九
七
五

京
都
牛
痘
伝
苗
の
日
時
及
び
同
痘
苗
の
由
来
に
つ
い
て

l
笠
原
文
書
を
中

心
に
し
て

l

竹
内
真
一
医
露
復
刊
(
四
七
〉
一
五
J
一一

O

一
九
七
五

日
満
家
畜
防
疫
会
議
の
経
過
と
終
末
(
近
代
家
主
国
衛
生
行
政
史
)
蒲

地
五
四
郎
日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報
(
六
〉
五
J
一
O

一
九
七
五

近
世
日
本
の
牛
疫
流
行
史
(
抄
〉
岸
浩
日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報

(
六
〉
一
六
J
一
七
一
九
七
五

昭
和
二

0
年
代
の
検
疫
史
山
下
喜
明
医
学
史
研
究
(
四
四
〉
一

J

一
O

一
九
七
五

超
特
急
で
印
刷
さ
れ
た
、
「
コ
レ
ラ
病
論
」
大
滝
紀
雄
古
医
学
月
報

(
二
二
〉
五
J
六
一
九
七
五

思
い
違
い
の
科
学
史
伝
染
病
は
議
あ
た
り
立
川
昭
二
科
学
朝
日

三
五

(
五
〉
八

O
J八
五
一
九
七
五

日
本
疫
病
流
行
年
表
、
付
図
及
び
大
飢
鐙
の
歴
史
秋
山
一
房
雄
一
九
七

五

一

一

頁

京
都
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
事
件
(
昭
和
二
三
年
〉
の
実
態
と
経
過

田

隆

健

康

会

議

二

六

2
0
四
二

l
四
四
一
九
七
四

〈
ニ
)
七
J

〈七〉

布
引
敏
雄

(
三
三
一
〉
七
五
J
八

462 

九

安

は
し
か
犬

七
五

虫
送
り
厄
神
送
り
に
伴
っ
て
生
じ
た
山
論

(=一三

O
〉
五

O
J五
一
一
一
九
七
五

内
科
学
史

同凶】
』ロ号円切

O
町
吾
巾
玄
E
門同日出

E
0
1
3-
m包
2
Eロ
柄
。
ロ

P
E
n
C
E
-
-
5
・

宮
古
田
内
ロ
円
。
町
〈
笠
ロ
ロ
ロ
N

世
〈
岳
『
祖
国
己

-
2
5
0町
各
市
民
5
0ミ
O
町

E
au-5
四
八

〈
四
)
五

O
三
J
五
一
六
一
九
七
五

心
身
医
学
と
唯
識

・
起
信
論
俣
野
章
一
医
学
史
研
究
(
四
四
)

四
六
J
四
七
一
九
七
五

心

身

医

学

の

歴

史

筒

井

末

春

宮

a
E
E

一二

〈
三
〉
二
五
八
J

二
五
九
一
九
七
五

三
浦
謹
之
助
先
生
と
日
本
に
お
け
る
神
経
学
の
夜
明
け
沖
中
重
雄
神

経
内
科

一
(
一
)
三
J
五
一
九
七
四

日
本
に
お
け
る
神
経
学
二

O
O年
小
川
鼎
三
神
経
科
学
シ
リ
ー
ズ

I

一
J
一
O

一
九
七
五

原
典

・
古
典
の
紹
介

ロ
ン
ベ
ル
グ
徴
候
豊
倉
康
夫
神
経
内
科

ニ

ハ
四
)
コ
一
九
三
J

三
九
五
一
九
七
五

渡
辺
信
士
ロ
(
大
正
二
年
、
四
年
〉
に
よ
る
グ
リ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス
髄
膜
炎
の

生
前
診
断
、
菌
培
養
、
脳
病
理
所
見
お
よ
び
動
物
実
験
の
報
告
豊

倉
康
夫
神
経
内
科

ニ

(
四
)
一
九
九
l
ニ
O
一
一
一
一
九
七
五

。
削
臣
官
三
〈
t
gωgH
〈
一
八
一

O
、
一
八
一
七
〉
と
中
国
瑞
穂
〈
一

九

五
三
〉
に
よ
る
さ
色

g
Z『
明
症
候
群
の
自
己
体
験
記
録
豊
倉
康
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日
本
歴
史

荒
川
秀
俊

日
本
歴
史



夫
神
経
内
科
ニ
ハ
一
)
七
五
J
八
六
一
九
七
五

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
大
滝
紀
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

六一

J
七
O
、
三
一
)
二
四
二
J
二
五
二

時
代
の
先
端
を
ゆ
く
「
内
科
類
症
鑑
別
」
大
滝
紀
雄
古
医
学
月
報

ハ二
三
〉
七
J
入
一
九
七
五

心
不
全
治
療
の
歴
史
と
進
歩

松

本

進

作

、
奥
田
佳
久
、
伊
藤
敬
、
定

利
勝
、
赤
池
陽
、
蘇
寛
敏
、

伊
藤
良
雄
現
代
医
療

七

公ニ〉

一一一一

一九
J
三
三
五

外
科
史

東
大
第
一
外
科
の
歩
み
(
一
〉

l
第
一
外
科
教
室
初
代
教
授
宇
野
朗
先
生

-
星
川
光
正
東
大
第
一
外
科
同
窓
会
だ
よ
り

八

(
一
〉
一

J
六

一
九
七
五

駿
東
病
院
手
術
台
帳
芹
沢
武
男
杏
林
ぬ
ま
づ

ニ
七

二
J
一
八
四

一
九
七
五

駿
東
病
院
手
術
台
帳
(
一
〉
芹
沢
武
男
沼
津
史
談
(
二
ハ
〉
五
六

ー
六
一一一一

九
七
五

臓
器
穿
刺
研
究
の
回
想
富
塚
八
十
一
日
本
医
事
新
報
(
二
六
七
一
〉

六
三
J
六
五
一
九
七
五

義
肢
の
歴
史
武
智
秀
夫
医
学
の
あ
ゆ
み

九
二

(
七
)
三
一
三
J
三

一
七
、
ハ
一
一
〉
五

O
六
J
五
一
一

九
三

〈一

O
〉
五
四
九
J
五
五
四

一
九
七
五

形
成
外
科
の
科
名
史
考
星
栄
一
形
成
外
科

J
四
三
一
一
九
七
五

小
山
内
建
抄
訳
「
貌
氏
成
形
手
術
図
諮
」
に
つ
い
て

一一一

(一〉

一八

(
四
)
四
二
七

星

栄

形
成
外

科

一
八

2
0
六
五
七
J
六
六
四
一
九
七
五

日
本
戦
傷
史
兵
法
医
学
(
一

1
一
ニ
)
中
宮
安
夫
防
衛
衛
生

二一

2
0
二
三
九
J
二
四
五
、
(
七
〉
二
九
一

t
二
九
七
、
(
九
〉
=
一
四
九

J
コ
一
五
五
、
(
一

O
〉一一一八一

l
三
九
一
、
(
一
一
)
四
一
一
-
一
J
四
一
入
、

(
一
一
一
〉
四
四
三
J
四
四
六
一
九
七
四

日
本
戦
傷
史
中
宮
安
夫
防
衛
衛
生

ニ
ニ

(
一
)
一

J
九
一
九
七

五
日
本
戦
役
史
中
宮
安
夫
防
衛
衛
生

二
こ

っ一〉一一一一一一
J
四
二
、

(三
Y
六
七
J
七
四
一
九
七
五

兵
医
潰
談
中
宮
安
夫
防
衛
衛
生

ニ
ニ

(
七
)
二

O
七
J
一
一
一
四
、

(
八
)
二
四
五
J
二
五
四
、
(
九
)
二
七
一

J
二
七
八
、
(
一

O
)
二
八

九
J
二
九
八
、
(
一
て
一
二
)
三
三
五
J
三
四
四
一
九
七
五

眼
科
史

新
潟
病
院
限
科
講
習
所
終
了
証
曾
清
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報

(三

O
一
〉
一
九
七
五

銀
海

・
人

・
と
き

・
と
こ
ろ
(
補
遺
〉
宇
山
安
夫
銀
海
(
六
九
)

ムハ
J
七
、
(
七
O
〉
六
J
七
、
(
七
一
〉
六
J
九
一
九
七
五

散
陸
薬
の
伝
授
に
つ
い
て
福
島
義
一
日
本
の
眼
科
(
一
四
一
〉

二
七
J
二
九
一
九
七
三

産
婦
人
科
史

プ
レ
ン
キ
の
『
産
婆
術
原
理
』
蘭
訳
本
に
つ
い
て
大
鳥
蘭
三
郎
日
本

医
史
学
雑
誌

ニ一

(
四
〉
三
六
J
四
四
一
九
七
五

徳
川
時
代
の
産
婦
人
科
巴
陵
宣
祐
古
医
学
月
報
(
ニ

O
〉
一

J
二

一
九
七
五
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あ
と
ざ
ん
(
後
産
〉
の
処
置

二
一
九
七
五

産
育
習
俗
に
お
け
る
「
生
」
へ
の
考
察

〈一

O
二
)
五
九
J
六
二
一
九
七
五

産
の
忌
|
伊
豆
大
島
・
新
島
の
事
例
を
中
心
に
|

俗
学
ハ
一

O
二
〉
六
二
J
六
六
一
九
七
五

葬
制
・
産
育
習
俗
1

摂
津
市
民
俗
調
査
|
酒
向
伸
行

(
六
三
)
二
六
J
三
四
一
九
七
五

安
産
祈
願
の
対
象
尾
沢
徳
太
郎
民
俗
(
八
九
)
一
九
七
五

下
総
中
央
部
の
産
育
習
俗
小
倉
博
千
葉
県
の
歴
史
(
一

O
〉

三
三
J
三
八
一
九
七
五

病
院
史

羽
生
病
院
物
語
松
島
光
秋
日
本
医
事
新
報
(
二
六
七
八
)
六
一
一
一
J

六
四
一
九
七
五

ソ
連
軍
収
容
北
鮮
輿
南
病
院
竹
崎
善
吉
日
本
医
事
新
報
合
一
六
六

一
〉
四
六
J
四
入
、
(
二
六
六
二
〉
六
人
J
七
O
、
つ
二
ハ
六
三
〉
六
八

J
七
O
、
(
二
六
六
四
)
六
五
J
六
六
一
九
七
五

聖
路
加
病
院
小
史
築
地
病
院
時
代
北
川
千
秋
日
本
病
院
会
雑
誌

ニ
ニ

(
三
〉
七
六
J
七
九
、
(
五
〉
五
一

J
五
六
、
(
七
)
四
三
J
四
六
、

〈
入
〉
七
五
J
入
O
、
(
九
〉
五
八
J
六
一
一
一
九
七
五

岩
倉
病
院
史
〈
そ
の
一
)
岩
倉
病
院
史
編
集
委
員
会
精
神
医
療

(
一
〉
五
七
J
九
六
一
九
七
四

駿
東
病
院
の
回
想
杏
林
ぬ
ま
づ 湯

浅
照
弘

西
効
民
俗

(
七
一
)
九
J

大
槻
良
子

日
本
民
俗
学

佐
藤
洋
子

日
本
民

近
畿
民
俗

五
二

l
六

。

一
九
七
五

四

医
療
器
具

桂
川
家
旧
蔵
の
木
造
人
頭
模
型
の
構
造
と
作
者
緒
方
富
雄

研
究
会
研
究
報
告
(
二
九
二
一
一

J
一
一
一
一
九
七
五

木
造
人
頭
模
型
の
原
型
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
返
事
緒
方
富
雄

蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
〈
二
九
三
〉
二
九
J
三
四
一
九
七
五

木
造
人
頭
模
型
〈
既
報
〉
の
内
陸
面
観
察
模
型
の
現
状
と
修
理
計
画
緒

方
富
雄
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
〈
二
九
八
〉
一
一
一
一
一
一
一
九
七
五

顕
微
鏡
も
の
が
た
り
藤
野
恒
三
郎
防
菌
防
徹

一一

(
一
)
四
七
J
四

八
、
公
一
〉
三
九
J
四
O
、
三
一
〉
三
三
J
三
四
、
(
四
〉
二
九
J
一一一

O
、

(
五
)
三
三
一
九
七
四
、

三

(
一
〉
一
一
一
七
J
一
一
一
入
、
〈
二
〉
二
九
J
三

二
、
三
一
〉
四
六
J
四
七
、
(
四
)
一
一
一
一

J
三
二
、
ハ
五
〉
四
三
J
四
五
、

2
0
二
五
J
二
八
、
(
七
)
八
J
一
O
、
(
入
)
三
九
J
四
二
、
(
九
〉

四
三
J
四
六
一
九
七
五

明
治
維
新
以
前
の
医
用
器
械
史
話
市
河
作
之
助

四
五

2
0
三
二
三
J
一
一
一
一
一
六
一
九
七
五

岩
船
文
肇
博
物
館
蔵
木
製
薬
研
蒲
原
宏

六
〉
一
九
七
五

飯
沼
慾
斎
の
顕
微
鏡
な
ど
富
田
徹
男

一
三
二
J
一
一
一
一
四
一
九
七
五

佐
久
間
象
山
の
電
気
治
療
器
に
つ
い
て

研
究
報
告
(
二
九
八
〉
二
二
J
ニ
四

橋
本
宗
士
ロ
の
摩
擦
起
電
机
に
つ
い
て

一
四

(
一
一
六
)
一
六
四
J
一
七
二
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師
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報
公
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O

科
学
史
研
究

(
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一
五
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一
九
七
五
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光
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科
学
史
研
究

一
九
七
五

蘭
学
資
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研
究
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薬
学
史

件
一
消
と
消
石

七
五

キ
ノ
ホ
ル
ム
の
毒
性
に
関
す
る
史
的
考
察

学
史
研
究
(
四
五
〉
三
八
J
四
二

薬
学
教
育
の
開
拓
者
た
ち
根
本
曲
目
代
子

四
四
J
四
五
一
九
七
五

諸
国
に
流
布
さ
れ
た
道
中
の
秘
薬
|
和
中
散
と
そ
の
本
舗
ぜ
さ
い
屋
|

中
神
良
太
医
海
時
報
(
六
四
一
)
一
一
一
一
九
七
五

医
薬
史
の
変
遷
を
と
お
し
て
「
医
療
」
を
考
え
る
慶
松
洋
一
一
一
日
本
医

事
新
報
(
一
二
ハ
六
三
〉
六
一

J
六
四
、
(
二
六
六
四
〉
六
七
J
六
九
、

〈
一
二
ハ
六
五
〉
七
一

l
七
コ
一
、
(
二
六
六
六
〉
六
八
J
七
一
一
九
七
五

明
治
二

0
年
代
の
薬
品
製
造
技
術

l
フ
ェ
ナ
セ
チ
ン
と
下
瀬
火
薬
を
め
ぐ

っ

て

|

宗

国

一

古

医

学

月

報

(

二

六

〉

一

J
一
一
一
九
七
五

本
草
・
民
間
薬

「
雷
公
薬
対
」
に
関
す
る
研
究
後
藤
志
朗
、
長
沢
元
夫
日
本
薬
史
学

会

一

O
(
一
・
二
〉
二
二
J
一
三
三
一
九
七
五

和
漢
薬
の
本
草
学
的
研
究
(
第
六
報
〉
升
麻
に
つ
い
て
(
そ
の
一
)
久

保
道
徳
、
木
村
善
行
、
難
波
恒
雄
薬
史
学
雑
誌
(
一

O
〉
て
二
、
三

四
l
四
四
一
九
七
五

T

民
間
薬
カ
ナ
ク
ギ
ノ
キ
の
由
来
劉
勝
彦

て
一
一
一
一
一
一
J
一
一
一
一
九
七
五

『
独
禄
傑
列
印
本
草
』
宮
下
三
郎

一
J
四
一
九
七
五

宗
国

医
学
史
研
究

〈
四
五
〉
一
一
六
J
二
九

丹
波
孝
一
、
小
川
定
男

医
家
芸
術

一
九

(四〉

薬
史
学
雑
誌

(

一

O〉

科
学
史
研
究

一四

〈
一
一
一
二
〉

九

ヨ
ン
ス
ト
ン
の
「
動
物
図
説
」
と
野
呂
一
万
丈
の
「
禽
獣
虫
魚
図
和
解
」

宮
地
窓
之
助
古
医
学
月
報
(
ニ

O
〉
五
J
八
一
九
七
五

銀
州
柴
胡
に
つ
い
て
名
越
規
郎
東
丈
夫
薬
史
学
雑
誌
〈
一

O
)

て

二

九

J
一
二
一
九
七
五

針

灸

史
記

・
扇
鵠
倉
公
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伝
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「
経
」
と
「
絡
」
に
就
て
豊
田
白
詩
経
絡

治

療

〈

四

O
)
一
四
J
一
七
一
九
七
五

索
開
と
九
銭
十
二
原
稿
藤
木
俊
郎
経
絡
治
療
(
四

O
)
四
l
一=一

一
九
七
五

古
代
日
本
の
「
ハ
リ
」
延
島
進
日
本
医
事
新
報
(
二
六
九
二
〉

六
六
一
九
七
五

歯
学
史

九
州
で
の
歯
性
医
師
開
業
第
一
号
の
地
番
確
認
さ
る
栃
原
義
人
日
本

歯
科
医
史
学
会
々
誌

三

(
二
)
一
一

l
一
二
一
九
七
五

わ
が
国
の
歯
学
微
生
物
学
の
開
拓
者
た
ち
(
予
〉
米
沢
和
一
日
本
歯

科
医
史
学
会
主
誌

三

(
二
)
二
J
四
一
九
七
五

都
内
の
歯
学
史
散
歩
(
一
)
本
間
邦
則
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌

三

つ
一
〉
二
三
J
二
四
一
九
七
五

川
柳
に
み
ら
れ
る
歯
科
医
療
風
俗
史
〈
第
一
報
)
谷
津
三
雄
、
出
地

弘
、
中
村
一
、
松
本
好
正
日
本
歯
科
医
史
学
会
主
総
三
〈
二
)
五

J
一
O

一
九
七
五

わ
が
国
の
歯
科
徴
生
物
学
の
開
拓
者
た
ち
(
予
報
)
米
沢
和
一

日
本

歯
科
医
史
学
会
主
報

三

公
一
)
二

1
四
一
九
七
五

明
治
時
代
初
期
木
製
義
歯
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
ハ
三

O
四
)
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一
九
七
五

麟
蝕
の
古
代
よ
り
の
成
因
説
に
つ
い
て

(
二
二
〉
三

l
四
一
九
七
五

古
代
に
お
け
る
歯
治
療
と
民
間
医
新
村

四
八
J
四
九
一
九
七
五

古
代
チ
ャ
モ
ロ
人
の
歯
牙
変
形
高
山
純

(
一
二
一
〉
一
九
七
五

獣
医
学
史

「
獣
医
学
講
習
所
設
立
の
背
景
」
関
係
史
科
岩
板
雄
治
郎

学
史
研
究
会
報
(
七
〉
二
九
J
一
一
一
一
一
九
七
五

屠
畜
検
査
員
の
元
組
異
関
(
抄
〉
伊
東
孝
七
日
本
獣
医
学
史
研
究
会

報
(
七
〉
三
一
一
一
九
七
五

天
然
記
念
物
見
島
牛
の
起
原
に
つ
い
て
|
寛
文
牛
疫
流
行
史
第
二
報
|

(
抄
〉
岸
浩
日
本
獣
医
学
史
研
究
会
報
ハ
七
〉
=
一
一
-
一

t
一一一四

一
九
七
五

あ
る
馬
の
死
八
馬
療
考
V

鈴
木
健
夫
日
本
獣
医
学
史
研
究
会
報

(
七
〉
一
四
J
一
七
一
九
七
五

馬
医
方
た
れ
く
さ
長
尾
壮
七
日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報
(
七
)
八

ー
一

O

一
九
七
五

駒
場
農
学
校
付
属
家
畜
病
院
の
発
足
大
越
伸
日
本
獣
医
史
学
研
究

会
報
(
七
〉
二
J
八
一
九
七
五

世
界
獣
医
学
史
学
会
第
一
二
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

勝

山

僑
日
本
獣
医
学
史
研
究
会
報
〈
七
〉
一
八

l
二
八
一
九
七
五

軍
陣
獣
医
学
教
育
の
変
遷
フ
ラ
ン
λ

式
か
ら
ド
イ
ツ
式
へ

山
根
定
吉

瀬
戸
俊
一

古
医
学
月
報

日
本
歴
史

(
一
一
一
二
三
)

拓
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

日
本
獣
医

日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報
公
ハ
〉
二

I
四
一
九
七
五

天
正
七
年
(
宝
永
七
年
模
写
)
安
西
流
馬
医
巻
物
に
つ
い
て
(
抄
)
村

井
秀
夫

・
松
尾
信
一
日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報
(
六
〉
一
一
一
一
J
一
四

一
九
七
五

看
護
史

わ
が
国
に
お
け
る
看
護
舎
の
歩
み
|
明
治
時
代
l

山
根
信
子
医
学

史
研
究
(
四
四
)
三
七

l
三
八
一
九
七
五

戦
前
の
看
護
婦
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
高
橋
政
子
医
学
史
研
究

〈
四
四
)
三
ニ
J
三
六
一
九
七
五

未
知
の
看
護
官
官
を
た
ず
ね
る
山
根
信
子
看
護
教
育

二ハ

(
七
〉
四

一一

l
四
一
七
、
(
八
)
四
九
五
J
四
九
九
、
(
九
)
五
六
O

J
五
六
五
、

〈一

O
〉
六
三
四
J
六
三
九
、
ハ
一
一
)
六
八
二
J
六
八
七
、

(一一一〉

七
五
四
J
七
五
八
一
九
七
五

特
集
世
界
の
看
護
教
育
制
度
看
護
教
育

一
四

(一

0
1
一
一
〉
六
一

七
J
七
七
九
一
九
七
四

看
護
教
育
の
歴
史
的
一
面
長
吉
孝
子
看
護
教
育

一五

〈
九
)
五
七

七
J
五
八

O

一
九
七
四

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
関
す
る
こ
、
三
の
資
料
紹
介
と
考
察

E

H

看
護
覚
え
香
H

初
版
本
と
本
邦
訳
に
関
す
る
考
察
柴
田
寿
子
看
護

教
育

一
五

(
一
〉
四
九
J
五
六
一
九
七
四

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
養
成
学
校
に
つ
い
て
柴
田
寿

子
着
護
教
育

一
五

(
二
)
一
二
ハ

l
一
一
一
一
一
九
七
四

津
田
梅
子
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
訪
問
日
記
に
つ
い
て
柴
田
寿
子

護
教
育

一五

ハ
四
)
二
七
二

1
二
七
九
一
九
七
四
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書
誌
学

古
医
書
を
た
ず
ね
て
(
六
J
入
〉
〈
平
安
時
代
の
み
〉

海

(
六
九
〉

一一一
J
二
八
、

(
七
O
〉
一
五
J
一一一一
、

一一
一一

一
九
七
五

富
士
川
務
撰
「
杏
林
遺
芳
」
に

つ
い
て
緒
方
富
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

一一一

〈
一
)
九
三
J
九
四
一
九
七
五

切
手
書
画
に
み
る
医
学
史

創
立
四

O
O年
を
迎
え
た
ラ
イ
デ
γ
大
学
古
川
明
切
手
研
究

(
二
九
三
)
二
J
四
一
九
七
五

奥
医
師
保
見
家
累
代
の
記
録
お
よ
び
四
代
保
見
隆
敬
の
肖
像
写
真
前
川

久
太
郎
日
本
医
史
学
雑
誌

一一一

〈
四
)
一
五
J
二
九
一
九
七
五

「産
科
摂
要
」
の
著
者
金
子
杏
庵
肖
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報

(三

O
八
)
一
九
七
五

青
柳
逸
庵
旧
蔵
池
大
雅
筆
神
農
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報

(三

O
三
〉
一
九
七
五

新
発
田
藩
主
溝
口
直
諒
筆
神
農
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報

(
二
九
八
〉
一
九
七
五

お
そ
く
ず
の
絵
原
三
正
古
医
学
月
報
(
一
六
)
六
一
九
七
五

バ
ス
ツ
ー
ル
の
肖
像
緒
方
宮
雄
け
ん
さ

一
ハ
四
〉
二
一

J
二
四

一
九
七

O

娃
川
甫
賢
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
緒
方
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究

一四

(
一
一
六
〉
一
七
三
J
一
八

O

一
九
七
五

呉
建
先
生
沖
中
重
雄
臨
床
科
学

一一

(
五
〉
六
六
三
J
六
六
八

一
九
七
五

オ
ラ
ン
ダ
大
使
ヴ
ァ
ン

・
グ
1
リ
ッ
グ
博
士
の
こ
と
松
尾
信
一

獣
医
史
学
研
究
会
報
(
六
〉
一

O

J
一
一
一
一
九
七
五

「
小
嶋
宝
索
」
考
補
遺
|
「
塙
系
譜
」
に
つ
い
て
山
崎
一
頴

(
一
八
)
七
一

J
七
五
一
九
七
六

コ
ン
ド
ル

セ

の

遺

訓

宮

本

忍

胸

部

外

科

七
五

蒲
原

新
潟
県
医
師
会
報
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〈
二
九
五
〉
六

宏
蒲
原

宏

新
潟
県
医
師
会
報

(三

O
五
)

瀬
木
三
雄

厚
生
の

一一

合
一
〉
二
六
五

i

(140 ) 

日
本

鴎
外

二
八

(
一
〉
九

九



小
宮
悦
造
先
生

八
一
九
七
五

近
藤
坦
平
と
蜜
蜂
義
塾

一
九
七
五

ロ
ベ

ル
ト

・コ

ッ
ホ
の
碑

六
六
J
六
七
一
九
七
五

結
核
の
予
防
、
医
療
、
行
政
に
つ
く
し
た
思
い
出
の
人
佐
藤
秀
三

高
橋
義
夫
複
十
字
(
一
一
五
)
一
一
一
J
一
八
一
九
七
四

塩
田
広
重
一
先
生
斎
藤

漠
臨
床
科
学

一一

(
一
一
一
)
一
六
七
五
J

一
六
人

O

一
九
七
五

司
馬
江
漢
|
未
紹
介
の
書
翰
二
通
に
つ
い
て

l

中
野
好
夫
図
書

(
七
)
ニ

l

一O

シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
に
み
る
援
助
の
思
想
笠
原
芳
光
看
護

二
六
(九〉

四
l
一
一
一
九
七
四

全
人
ア
ル
ベ
ル
ト

・
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ア

1

高
橋
功
日
本
医
師
会
雑
誌

七
三

2
0
七
人
五

l
七
八
九
一
九
七
五

シ
ュ
ワ
イ
ツ
ア
!
の
言

葉

と

思

想

高

守

正
範
大
塚
薬
報
(
二
七
四
〉

五
三
J
五
五
一
九
七
五

わ
が
師
ア
ル
ベ
ル
ト

・
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ア

I

高

橋

功

za-s-5四宅

一
O
(
一
)
二
て
つ
一
〉
一
七
一
九
七
五

医
学
会
総
会
に
よ
せ
て
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ア

l
の
理
念
「
生
命
の
畏
敬
」
を
め

ぐ

っ

て

高

橋

功

足

。

号

g
冨
丘
在
日

四

(
一
)
八
七
J
九
ニ

シ
I
ボ
ル
ト
の
薬
篭
酒
井
シ
ヅ

一一一

♀ハ
J
七〉

表
紙

E

一
九
七
四 河

北
靖
夫

臨
床
科
学

一一

(
七
〉
九
一
一

l
九
一

安
井

広

医
海
時
報

(
六
四

O
〉
四

渡
辺
宗
治

日
本
医
事
新
報

(
二
六
三
九
)

ク
リ
ニ
シ
ア
ン

シ
l
ボ
ル
ト
の
『
江
戸
参
府
紀
行
』
に

つ

い

て

斎

藤

研
究
会
報
告
(
二
九
八
)
八
J
一
O

一
九
七
五

シ
l
ボ
ル
ト
の
『
江
戸
参
府
紀
行
』
に
つ
い
て
斎
藤

研
究
会
報
告
〈
三

O
一
)
一
三

l
一
五
一
九
七
五

シ
ー
ボ
ル

ト
に
関
す
る
反
医
史
学
的
な
考
察
布
施
昌
一
日
本
医
事
新

報
(
一
二
ハ
五
一
)
六
五
J
六
八
、

公
一
六
五
二
〉
六
八
J
七
二
、

(二

六
五
三
)
六
九
J
七
三
一
九
七
五

シ
l
ボ
ル
ト
事
件
の
解
剖
布
施
昌
一
日
本
医
事
新
報
(
二
六
九

O
〉

六
三
J
六
六
、

ハ
二
六
九
一
)
六
九

i
七
二
一
九
七
五

シ
l
ボ
ル
ト
と
日
本
の
植
物
!
と
く
に
出
島
蘭
館
日
雇
熊
吉
の
標
本
に
つ

い
て
|
石
山
禎
一
医
海
時
報
(
六
三
人
〉
一
九
七
五

シ
l
ボ
ル
ト
と
日
本
植
物
|
モ
ト
ス
ケ
ラ
ン
の
植
物
図
絵
を
中
心
に
|

石
山
禎
一
植
物
と
文
化
(
一
三
)
七
九
l
九

O

一
九
七
五

「
シ
l
ボ
ル
ト
の
か
っ
ぽ
れ
」
は
九
連
環
(
明
清
楽
)
井
上
悌
雄
蘭

学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
〈
二
九
八
)
一
一

l
一
一
一
一
九
七
五

シ
l
ボ
ル
ト
江
戸
参
府
一
五

O
年
を
迎
え
て
大
藤
敏
三
耳
鼻
咽
喉
科

四
八

(
一
〉
六
二

J
六一
一一
一

九
七
六

シ
l
ボ
ル
ト
事
件
と
土
生
玄
碩
将
軍
家
紋
服
贈
与
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
雑
誌

二一

(
四
)
三

O
J三
五

シ
l
ボ
ル
ト
事
件
に
お
け
る
将
軍
家
紋
服
の
謎

報
(
一
七
〉
七
一
九
七
五

自
上
謙
一
先
生
の
死
を
悼
む

三
二

J
一
一
一
六
一
九
七
五

医
学
の
進
歩
を
に
な
っ
た
人
々

福
島
義

中
村
禎
里

生
物
学
史
研
究

セ
オ
ボ
ー
ル
ド

・
ス
ミ
ス

信

蘭
学
資
料

信

前
学
資
料

( 141) 

福
島
義

古
医
学
月

(
二
七
)

飯
田
広
夫

471 



検
査
と
技
術

ニ

(
二
一
〉
五

O
J五
一
一
一
九
七
四

杉
田
玄
白
の
こ
と
ば

か

ら

緒

方

富

雄

け

ん

さ

一

2
0
一
九
J

二
一
一
一
九
七

O

onS
2
宏
明
己
『
の
『
化
学
書
簡
集
』
に
つ
い
て
坂
口
正
男
科
学
史

研

究

一

四

(

一
一
四
〉
六
七
J
七
四

関
寛
斎
の
限
科
修
業
福
島
義
一
日
本
眼
科
紀
要

二
六

(
七
〉
六
一

九
J
六一一一一

一
九
七
五

幕

末

の

医

人

高

野

長

英

米

国

該

典

漢

方

医

薬

(

二
九
)

一
六
五

一
九
七
四

日
本
整
形
外
科
史
に
お
け
る
団
代
義
徳
先
生
蒲
原
宏
整
形
外
科

二
六

(一

O
〉
九

O
一
J
九
O
六
一
九
七
五

田
代
義
徳
先
生
|
人
と
業
績
東
京
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
開
講

七
O
周
年
記
念
会
整
形
外
科

二
六

三

O
)
八
九
一

l
一
O
五

一

一
九
七
五

。y
・
ダ
l
ウ
ィ
ン
に
お
け
る
論
証

・
数
学

・
物
理
学
へ
の
関
心
と
彼
の
理
論

江
上
生
子
生
物
学
史
研
究
〈
二
七
〉
一

J
八
一
九
七
五

福
井
藩
最
初
の
解
剖
者
半
井
彦
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会

だ
よ
り
(
一
五
一

一
)
一
一
一

九
七
五

中
田
瑞
穂
先
生
の
こ
と
ど
も
日
戸
修
一
日
本
医
事
新
報

五
)
六
五
J
六
六
一
九
七
五

中
田
瑞
穂
先
生
の
ご
逝
去
を
い
た
む
植
木
幸
明

(一

O
〉
八
一
一
一
J
八
一
三
一

九
七
五

中
田
み
づ
ほ
先
生
御
退
形
ま
は
ぎ

中
田
先
生
を
追
憶
し
て

つ
一
六
八

脳
神
経
外
科

中
)11 
正
平

四
七

つ
一
)
一

新
潟
県
医
師
会
報

一
九
七
五

(三

O
八
)

七
、
(
三

O
九
)
一
九

蘭
館
長
-
一

l
マ
ン
と
長
崎
留
学
生
酒
井
シ
ヅ

一
(
一
)
一

O
J
一
八
一
九
七
五

ネ

1
ゲ
リ
と
遺
伝
学
小
川
真
里
子
科
学
史
研
究

一
五
四
J
一
六
一
一
一
一
九
七
五

mo
n
r
E
Z「
大

学

と

野

口

英

世

佐

々

茂

新

薬

と

治

療

三
)
一
一
一
一
一
一
九
七
五

野
口
博
士
の
胸
像
と
閃
2-0・
∞
平
田
2
立

E

雨
森
敏
彦
日
本
医
事
新

報
(
二
六
五
九
〉
六
九
一
九
七
五

結
核
の
予
防

・
医
療

・
行
政
に
つ
く
し
た
思
い
出
の
人
春
木
秀
次
郎

馬
場
治
賢
複
十
字
ハ
一
七

O
)
一
O
J
一二

医
聖
華
岡
青
洲
(
会
)
若
園
房
雄
、
小
倉
重
保
、
岡
野
美
臣
、
川
崎

究
、
岡
閏
雄
作
、
=
一
上
盛

日
本
薬
学
会
九
五
年
会
講
演
要
旨
集

N

一
O
四
一
九
七
五

洋
金
花
〈
白
花
品
交
陀
羅
)
の
全
身
麻
酔
と
華
岡
青
洲
の
妻
の
失
明
に
つ
い
て

矢
数
道
明
漢
方
研
究
(
三
七
〉
六
J
七
一
九
七
五

日
本
医
人
伝
長
谷
川
泰
酒
井
シ
ツ
日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版

ハ
一
四

O
〉
一
七
J
一
八
一
九
七
五

ラ
パ
ル
紀
行
|
外
科
医
ア
ン
プ
ロ
ア
ズ

・
パ
レ
の
故
郷
を
た
ず
ね
て

大
村
敏
郎
日
仏
医
学

一
四

〈三
J
四
〉
四
九
J
六
O

一
九
七
四

鈴
木
教
授
の
「
医
聖
ヒ

ッ
ポ
ク
ラ
テ
i
ス
に
関
す
る
こ
、
三
の
疑
問
」
を
読

み
て
西
山
喰
義
日
本
医
事
新
報
(
二
六
四

O
)
六
六
J
六
七、

〈
二
六
四
一
〉
六
九
J
七
O
、
(
二
六
六
七
〉
六
九
J
七
て
(
一
二
ハ
七

一
)
七
一

J
七
四
、
(
二
六
七
九
〉
六
九
J
七一一
、

(
二
六
八
四
〉

七一
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日
本
医
史
学
雑
誌

一四

(
一
二
ハ
)九

( 142) 



ー
七
回
、
(
二
六
九
四
〉
七

O
J
七
三
、

一
九
七
四

1
七
六

ハ
イ
ン
リ

ッ
ヒ
・
ピ
ュ
ル
ゲ
ル
日
本
に
お
け
る
シ
l
ボ
ル
ト
の
協
力
者

上
野
益
三
遺
伝
二
九
(
七
)
七
三
J
七
八

一
九
七
五

〉
』
〉
】
川
〉

ZH凶

ω開
句

o
m叶
列
〉
円
円

O
司

国

何

回

zmH。
出
回

c
mの
肘
男

宮
〉
∞
C
N
O
C回
一Z
O
N
o
o
-
a
u
n
Z
Z丘
町
nE
百四
四ロ
ロ
町内
】
四
九

(一

O
)
九一

J
九一一
一
一

九
七
五

広
木
彦
士
口
教
授
を
憶
う
菊
池
進
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌

三

ハ
ニ
)

一

一

九
七
五

秋
田
の
蘭
医
|
深
味
春
三
|
島
田
洋
治
医
海
時
報
公
ハ
三
九
)

一
一
一
一
九
七
五

ジ
ョ
ン

・
フ
ュ
コ
サ
ム
の
『
熱
病
論
』
に
つ
い
て
阿
知
波
五
郎
蘭
学

資
料
研
究
会
研
究
報
告
(
ニ
九
八
〉
一
七
J
一
八
一
九
七
五

出

g
ミ

E
C
E臼
研
究
(
そ
の
一
)
長
門
谷
洋
治
日
生
病
院
医
学
雑

誌

ニ

(
一
〉
一
三
七
J
一
四
一
一
九
七
四

切
門
主
主

一
教
授
の

切
E
E
S
F
Z可
と
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
川
村
光
毅

生
体
の
科
学

二
六

(
四
)
一

O
五
J
一
O
八
一
九
七
五

刺
迫
陽
三
先
生
訪
問
の
記
気
賀
林
一
漢
方
の
臨
床

ニ
ニ

(
九
〉
二

五
J
三
六
一
九
七
五

お
雇
い
教
師
C
・
O
-
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
生
涯
と
活
動
渡
辺
正
雄
、
小

川
真
里
子
、
中
村
美
子
生
物
学
史
研
究
(
二
八
〉
一

J
一
六
一
九

七
五

初
代
曲
直
瀬
道
三
の
没
年
考
矢
数
道
明

一
一
)
六
六
J
六
七
一
九
七
五

(
二
七

O
一
〉
七
一

J
七
四

日
本
医
事
新
報

(
一
二
ハ
五

団
代
議
徳
先
生
の
最
初
の
助
手
丸
山
譲
(
一
八
七
六
J
一
九
三

O
)
に
つ
い

て
務
原
宏
新
潟
大
学
医
学
部
整
形
外
科
教
室
同
窓
会
誌
一

l

三
一
九
七
五

道
三
「
啓
麹
集
」
自
序
中
の
「
利
腸
」
に
つ
い
て
矢
数
道
明
漢
方
の

臨
床

ニ
こ

っ一一〉一

O
J
一
一
一
一

九
七
五

学
校
保
健
史
ノ
l
ト
三
島
通
良
杉
浦
守
邦
学
校
保
健
(
一

O
六〉

五
一
九
七
五

三
回
俊
次
郎
先
生
後
藤
社
三
医
家
芸
術

一
九

(
四
〉
四
二
J
四
一一一

一
九
七
五

戸
市

0
35
7白
c
z
q
の
場
合
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
け
み
九
四
(
三
)

一
二
八
一
九
七
五

X
線
医
学
界
の
先
駆
者
宮
原
立
太
郎
市
原
市
教
育
委
員
会

B
五
一
九
七
五

医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
第
二
部

一
、
市
区
改
正
論
伊
達
一
男
二
三
頁
一
九
七
五

二
、
統
計
論
争
伊
達
一
男
一
九
七
五

一
二
、
「
陸
軍
衛
生
教
程
」
を
密
く
伊
達
一
男
一
九
七
五

四
、
日
本
食
の
研
究
伊
達
一
男
一
九
七
五

五
、
阻
業
医
断
伊
達
一
男
一

1
四
五
一

九
七
五

六
、
和
漢
方
医
論
争
伊
達
一
男
三
五
頁
一
九
七
五

七
、
公
知
廃
後
策
伊
達
一
男
二
八
頁
一
九
七
五

統
計
論
争

l
「
医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
」
第
E
部
の
二
|

鴎
外
(
一
八
)
四
八

l
七
O

一
九
七
六

衛
生
学
者
森
鴎
外
を
め
ぐ
っ
て
伊
達
一
男

岩
波
書
広

八
八
頁

(143 ) 

伊
達
一
男

鴎
外
全
集

473 



「
月
報
」
三
五
頁
一
九
七
五

日
本
に
お
け
る
ハ
ン
ス
・
モ
l
リ
ッ
シ
ュ

(
I〉

研
究
(
二
八
)
一
七
J
三
七
一
九
七
五

森
鴎
外
の
「
椋
鳥
通
信
」
三
浦
一
男
歴
史
評
論

八
八
一
九
七
五

モ
ノ
ー
に
お
け
る
実
験
と
思
想
|
合
目
的
性
の
追
求
を
め
ぐ
っ
て
|

石
館
三
枝
子
生
物
学
史
研
究
(
二
八
〉
三
八
J
四
四
一
九
七
五

結
核
の
予
防

・
医
療

・
行
政
に
つ
く
し
た
思
い
出
の
人
|
山
岡
克
己

大
槻
晃
子
複
十
字
(
一
二
ハ
)
一
一
一
J
一
五
一
九
七
四

ヤ
γ
ソ
ン
先
生
の
足
跡
を
偲
ぶ
(
抄
)
坂
本
勇
日
本
獣
医
史
学
研

究
会
報
(
六
)
一
八
J
一
九
一
九
七
五

ヤ
ン
ソ
ン
先
生
生
誕
一
二
五
年
記
念
講
演
会
な
ら
び
に
第
四
回
研
究
発
表
会

記
事
日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報
公
ハ
〉
二

O
J
一
一
一
一
九
七
五

ヤ
ン
ソ
ン
先
生
生
誕
一
二
五
年
記
念
講
演
会
に
あ
た
り
て
岩
科
一
治

日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報
(
七
〉
一

O
J
一
四
一
九
七
五

埼
首
相
の
名
医
屋
代
義
雄
伝
松
島
光
秋
歴
史
研
究
〈
一
七
二
〉
四

-
五
一
九
七
五

吉
田
富
三
先
生
小
田
嶋
成
和
臨
床
科
学

一一

一
O
五
回
一
九
七
五

士
ロ
益
南
涯
の
気
血
水
説
を
め
ぐ
っ
て
大
塚
恭
男

二
五

(
四
〉
四
九
l
五
O

一
九
七
五

薬
徴
に
お
け
る
士
ロ
益
東
洞
の
論
理
長
沢
元
夫

(
一
、
二
〉
一

J
入
一
九
七
五

士
口
益
東
病
の
功
績
に
つ
い
て
大
塚
敬
節

渋
谷
章

生
物
学
史

(三

O
六〉

〈
八
)

一
O
五一

J

日
本
東
洋
医
学
会
誌

日
本
薬
史
学
会

広
島
医
学

二
八

(
一
) 。

一二

O
J
一
二
五
一
九
七
五

士
口
益
東
洞
先
生
の
功
績
大
塚
敬
節

二
六
二
一
九
七
四

ヨ
ン
ケ
ル
先
生
の
事
跡
藤
田
俊
夫

(
一
八
)
五
J
七
一
九
七
五

李
時
珍
と
『
本
草
網
目
』
鐙
毅
著
竹
田
雅
子
訳
植
物
と
文
化

(
一
一
ニ
〉
九
一

J
一
O
八
、
(
一
四
)
九

0
1九
七
一
九
七
五

リ
ル
ケ
が
観
た
病
院
と
死
近
藤
師
家
治
宮
城
県
公
衆
衛
生
学
会
会
誌

(
入
〉
一

J
三
一
九
七
五

レ
I
ウ
ェ
ン
フ

ッ
ク
の
顕
微
鏡
緒
方
富
雄
け
ん
さ

ニ

ハ
四
〉
一
九

l
一
一
一
一
一
九
七
一

ぜ
〈
巳
内
自
陣
内
ロ

H
N
U
S

の
経
歴
大
鳥
蘭
三
郎
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究

報
告
(
二
九
人
)
一
六
一
九
七
五

結
該
の
予
防

・
医
療
・
行
政
に
つ
く
し
た
思
い
出
の
人
|
渡
辺

鈴
木
邦
夫
複
十
字
〈
一
一
七
)
六
J
一
O

一
九
七
四

伝
記
(
双
)

石
原
誠
先
生
、
横
田
武
先
生
、
久
野
寧
先
生
高
木
健
太
郎

一一

三

O
〉
一
四
三
五
J
一
四
四

O

一
九
七
五

続
、
民
主
医
療
運
動
の
先
駆
者
た
ち
ひ
と
つ
の
歴
史
の
陰
影

和

民

医

述

医

療

全

二

〉

七

0
1七
一
一
九
七
四

明
治
初
期
の
女
医
酒
井
シ
ヅ
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

三
九
J
四
四
一
九
七
五

明
治
生
ま
れ
の
医
歌
人
達

一
九
七
五
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医
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(
三
二
〉
二
五
四
J

古
医
学
月
報

(
一
七
〉
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J
三、

博
臨
床
科
学

増
岡
敏

一一一

〈一〉
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医
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時
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五
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佐
土
木
中
沢
と
佐
々
減
朴
安
|
文
政
壬
午
女
図
解
剖
を
め
ぐ
っ
て

形
倣
一
日
本
医
史
学
雑
誌

一一一

(
一
〉
一

J
九
一
九
七
五

越
後
の
蘭
方
医
森
田
兄
弟
に
つ
い
て
長
谷
川
一
夫
日
本
医
史
学
雑
誌

こ一

〈
一
)
七
一

J
八
二
、
合
一
〉
六
七
J
七
一
一
九
七
五

津
地
方
最
初
の
蘭
方
医
越
村
家
に
つ
い
て
茅
原
弘
津
市
民
文
化

つ
一
)
三
六
J
三
九
一
九
七
五

宮
崎
古
文
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
カ
ス
パ
ル
と
河
口
良
庵
の
消
息

沼

田

勇

日

本

医

事

新
報
つ
一
六
六
六
)
六
三
J
六
五
一

九
七
五

医
聖
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ア
ー
と
文
豪
ゲ
l
テ

藤

森

速

水

日

本

医

事

新

報

(
二
六
五
七
〉
五
九
J
六
三
、
(
一
二
ハ
五
八
〉
六
七
J
六
九
一
九
七
五

本
学
創
始
期
の
恩
人
、
ド
イ
ツ
人
シ
ョ
イ
ベ
医
師
の
孫
夫
妻
来
学
青
蓮

会
報
(
京
都
府
立
医
大
)
(
一
七
〉
一
一
九
七
五

オ
l
ス
ラ
1
卿
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
先
生
小
野
談
日
本
気
管
食
道
科
学

会
会
報

二
六

(
二
〉
四
五

l
四
七
一
九
七
五

森
鴎
外
と
呉
秀
三
富
士
川
英
郎
文
学

四
三

つ
一
〉
一
七
二
J
一
八

五
一
九
七
五

お
震
い
外
国
人
の
総
台
帳
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

九
三

(
七
)

二
七
六
一
九
七
五

大
棟
梁
家
甲
良
と
本
草
家
田
村
氏
と
の
関
係
|
甲
良
家
敷
を
め
ぐ
っ
て
|

滝

善

成

歴

史

研

究

(

一

七

二

〉
入
J
一
五
一
九
七
五

石
風
間
・
森
の
ベ
ル
リ
ン
掩
留
と
懐
帰
を
め
ぐ
っ
て
竹
盛
天
雄
文
学

四
三
〈
九
)
七
八
J
八
五
、

四
四
(
二
〉
一
一

J
二
四

一
九
七
五
l
六

結
核
に
な
や
ん
だ
知
名
人
岡
西
順
二
郎
複
十
字
(
一
二
一
〉
ニ
て

〈
一
二
二
)
一
入
、
(
一
二
三
V

一
九
、
ハ
一
二
回
〉
一
五
、
(
一
二
五
〉

九
一
九
七
五

結
核
に
な
や
ん
だ
知
名
人
岡
西
順
二
郎
複
十
字
(
一
一
四
)
一
七
、

(
一
一
五
〉
一
九
、

(
一
一
六
)
一
九
、
(
一
一
七
〉
一
六
、
(
一
一
八
〉

一
O
、
(
一
一
九
〉
八
、
(
一
二

O
〉
二
ハ
一
九
七
三
J
七
四

明
治
初
期
の
わ
が
国
医
療
制
度
の
確
立
に
貢
献
し
た
人
脈
岩
佐
純
、
相
良

知
安
長
与
専
斎
の
事
践
を
中
心
に
し
て
菅
谷
章
公
衆
衛
生

三
八

(
九
)
四
六
四
J
四
六
九
一
九
七
四

医
家
の
系
譜

鈴
木
正
立
(
抱
山
〉
医
術
に
優
れ
敬
わ
れ
な
が
ら
医
業
を
い
と
っ
た
文

人

肌

日

経

メ

デ

ィ
カ
ル
編
集
部

日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

五

〈
一
)

一一一一六
J
一一一一七

一
九
七
六

奥
沢
軒
中
関
哲
に
な
い
卵
巣
を
産
科
発
明
に
主
張
日
経
メ
デ
ィ
カ

ル
編
集
部
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

四

(
八
〉
一
三

0
1
一
一
一
一
一
一

九

七
五

坪
井
信
道
初
の
本
格
的
内
科
診
断
学
「
診
候
大
概
」
を
著
す
青
木

一
郎
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

四

〈
一
)
二
三
ハ
J
一
三
七
一
九
七
五

堀
内
索
堂
西
洋
の
小
児
科
医
容
を
初
め
て
翻
訳
紹
介
堀
内
淳
一

日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

四

(
四
〉
一
一
一
一
六
J
一
三
七
一
九
七
五

シ
i
ボ
ル
ト
西
洋
医
学
直
伝
医
学
史
に
新
風
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
編
集

部
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

四

(
五
〉
一
一
一
一
一

l
一
二
三
一
九
七
五

宇
留
野
春
庵
一
援
を
鋲
め
て
名
を
挙
げ
の
ち
、
所
払
い
を
受
け
る

日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
編
集
部
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

四

(
一
一
一
〉
一
四
四

J
一
四
五

広
瀬
一
元
恭
基
礎
医
学
教
育
の
先
覚

n
西
洋
純
粋
医
H

山
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日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
四
〈
一
一
)
一
一
一
入
J
二
一
九

医
家
の
歴
史
そ
の
一
瀬
尾
家
酒
弁
シ
ヅ

冨
巴
)
回
。

ハ
四
〉
六

l
七
一
九
七
五

大
垣
藩
医
江
馬
家
年
譜
江
馬
文
書
研
究
会
一
九
七
五

浅
井
家
文
書
(
そ
の
二
)
竹
内
孝
一
日
本
医
史
学
雑
誌

三
O
0
1三一

O

一
九
七
五

病
跡
学

病
跡
学
漫
語
史
上
人
物
カ
ル
テ

本
能
寺
の
変
明
智
光
秀
と
そ
の
反
逆
王
丸

合
一
)
二
四
八
J
二
五
一
一
九
七
四

虎

と

太

閤

秀

吉

王

丸

勇

臨

床

科

学

一
一
一
五
一
九
七
四

井
伊
直
弼
と
桜
田
事
変
王
丸
勇

三
六
一

J
三
六
四
一
九
七
四

三
好
長
凌
と
豊
臣
秀
吉
王
丸
勇

四
人

O
l四
八
三

一

九
七
四

柳
生
宗
短
と
沢
庵
和
尚
王
丸
勇

六
一
三
J
六
一
六
一
九
七
四

熊
谷
直
実
と
下
河
辺
行
秀
王
丸

七
八
六
J
七
八
九
一
九
七
四

伊
達
兵
部
と
末
路
王
丸

九
二
二
一
九
七
四

西
郷
隆
盛
の
写
真
王
丸

ー
一

O
五
五
一
九
七
四

臨
床
科
学

臨
床
科
学

臨
床
科
学

勇

臨
床
科
学

勇

臨
床
科
学

勇

臨
床
科
卦

。一一一

(三〉

勇

臨
床
科
学

一
O
(
一〉-

O
(三
)

一O
(四〉

-
O
(五〉

一0
2
0

一
O
(七
〉
九
一
九
l

一
O
(入
)
一

O
五
二

王
丸

臨
床
科
学

476 

一
0
2
0
)
一
四

勇

。

勝
海
舟
と
福
沢
諭
士
ロ

O
五
i
一
四
O
八

乃

木

希

典

と

医

学

王

丸

勇

一
J
一
五
二
四
一
九
七
四

勝
海
舟
を
め
ぐ
る
女
性
王
丸
勇

一
六
六
五
J
一
六
六
八
一
九
七
四

栄
華
の
陰
で
病
と
闘
う
藤
原
道
長
杉
浦
守
邦

(一

O
九
)
七
一
九
七
五

現
代
医
学
の
歴
史
診
察
慢
性
気
管
支
炎
に
苦
し
む
近
松
門
左
エ
門

滞
守
邦
保
健
ジ
ャ
ー
ナ
ル
(
一
一

O
〉
七
一
九
七
五

生
類
憐
み
の
令
と
犬
公
方
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報
(
二
六
九
二
)

六
三
J
六
六
一
九
七
五

そ
の
他

和
魂
洋
才

・
和
魂
漢
才
・
や
ま
と
だ
ま
し
ひ
今
井
泰
子
文
学

(
七
〉
一
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一了、
t

一一

私
の
科
学
史
陰
画
の
両
構
成
米
本
昌
平
生
物
学
史
研
究

九
J
一
九
一
九
七
五

科
学
史
関
係
雑
誌
の
欧
文
ペ
@
E吉
郎
に
つ
い
て

研
究

一四

(
一
一
四
〉
九
六
一
九
七
五

医
学
用
語
の
起
り

受
陀
羅
撃
と
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
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一
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九
七
五

亀
の
頭
と
ド
ン
グ
リ
の
話
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九
七
五
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四
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麻
酔
と
水
仙
小
川
町
附
三
ク
レ
ア
l
タ
〈
三
七
〉
三
一
九
七
五

ヒ
ス
テ
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と
臓
繰
小
川
鼎
三
グ
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ア
l
タ
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四
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〉
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五
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史
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井
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ヒ
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六
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一
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古
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一
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五
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と
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と
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四
)
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五
J
一
一
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一
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卒
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O
周
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念
誌
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」

一

四

l
一
六
一
九
七
五

文
化
大
革
命
後
の
北
京
を
見
て
(
抄
〉
原

究
会
報
〈
七
〉

一一一
四
J
三

五

一

九
七
五

茂

日
本
獣
医
学
史
研

雑
報中

野
操
氏

大
阪
府
医
師
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

去
る
十
一
月
四
日
、
大
阪
府
医
師
会
に
お
い
、
中
野
操
博
士
が
、
開
業
医
と

し
て
業
績
著
明
な
も
の
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
つ
づ
い
て
同
博
士
の
講
演
、
「
大
阪

蘭
学
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が
行
わ
れ
た
。
同
博
士
の
医
史
学
の
分
野
で
の
業

績
が
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
す

で
に
八
十
歳
の
お
祝
い
を
す
ま
さ
れ
た
あ
と
も
、
意
気
軒
昂
と
し
て
、
新
し
い

仕
事
に
と
り
組
ん
で
い
ら
れ
る
姿
に
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

大
鳥
蘭
三
郎
氏
、
第
二

O
回
野
口
英
世
医
学
賞
受
賞

弓'
aaτ 

去
る
十
一
月
十
二
日
、
例
年
の
如
く
野
口
英
世
医
学
賞
の
受
賞
式
が
野
口
英

υ

世
記
念
館
で
行
わ
れ
た
。
本
年
は
野
口
英
世
生
誕
百
年
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
因

ん
だ
記
念
行
事
が
か
ず
か
ず
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
一
名
の
優

秀
な
医
学
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
医
学
賞
を
本
年
は
左
記
の
四
名
に
贈
ら
れ
た
。

「
蘭
館
日
誌
」
の
医
学
史
的
研
究
大
鳥
蘭
三
郎

免
疫
応
答
の
調
節
機
構
に
関
す
る
研
究
多
国
富
雄

鍛
の
免
疫
学
血
清
学
的
研
究
阿
部
正
英

真
菌
毒
素
お
よ
び
そ
の
病
因
学
的
研
究
岩
田
和
夫

大
鳥
博
士
の
受
賞
は
、
長
年
、
不
自
由
な
身
体
に
め
げ
ず
、
地
味
な
研
究
を

続
け
て
き
た
同
博
士
を
大
い
に
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
医
史
学
に
た
ず
さ
わ
る

者
た
ち
に
明
る
い
灯
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

477 



日
本
医
史
学
会
会
則
抄

第

一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
こ
昌
吉
田
o
n
宮
司
O
『

zag-

国
宮
O
吋ち
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
干
旧
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
|
一
|
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

川
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
学
術
展
観
の
開
催
等

問
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
主
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

問
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
成
の
関
連
学
術
団
体
等
に
機
関

と
の
連
携

凶
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川

正
会
員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
四
、

0
0
0円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
却
ド
ル
と
す
る
。

凶
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

ω
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一

O
、
0
0
0円
以
上
を
納

め
る
者
、

ま
た
は
団
体。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、

理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
て

O
O
O円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

川
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

凶
前
理
事
長
。

間
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

川
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

ω
機
関
誌
を
投
稿
す
る
こ
と
。

同
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

第
十
一
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

川

退

会

問
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

附
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

凶

死

亡

、
失
際
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。

同

第

十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催
す
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る。

第
十
二
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

2
‘
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

3
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

-
評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

5

会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

6

会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

7

会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

8

学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
)
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格

原
則
と
し
て
本
会
A

員
に
限
る
。

原
稿
形
式

原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担

表
題
、
著
者
名
、
本
文
(表
、
図
版
等
を
除
く
〉
で
五
印
刷
ベ

ー
ジ
(
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
)
ま
で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を

超
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は

三
印
刷
ベ

l
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
制
緩
版
代
は
実
費
を
徴
収
す

る。

( 149) 

校

正

原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

部
に
て
行
な
う
。

別

刷

別

刷

希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先

東
京
都
文
京
区
本
都
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
室
賀
昭
一
一
一
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂
事
務
担
当
鈴
木
滋
子

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、

A

・
w-
ピ
l
タ

l
ソ
ン

479 



日

本

医

史

学

会

役

員

氏

名

(五
十
音
順
)

理

事

長

会

長

常
任
理
事

会
計
度
事

理

事
石

原

明

大
鳥
蘭
三
郎

小
川

鼎
三

酒

井

恒

中

野

操

矢

数

道

明

事
酒
井

矢
部

幹

小

川

鼎

三

岡

田

博

大
鳥
蘭
三
郎

宗

国

一

大

滝

紀

雄
今

回

見

信

大

矢

全

節

蒲

原

宏

鈴

木

勝

長
門
谷
洋
治

谷

津

三

雄

一ー 、ン

郎ヅ

杉
田

大
塚

恭
男

古
JII 

明
山三宗佐緒大
形木田藤 方 塚

障
道

谷
津

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名

(
五
十
音
順
〉

安

芸

基

雄

阿

知

波

五

郎

青

木

一

郎

石

原

明

石

原

力

今

市

正

義

今

回

見

信

岩

治

勇

一

内

田

醇

大

鳥

蘭

三

郎

大

塚

恭

男

大

矢

全

節

緒

方

富

雄

小

川

鼎

三

大

滝

紀

雄

岡

田

博

片

柄

一

男

川

島

掬

ニ

蒲

原

宏

久

志

本

常

孝

榊

原

悠

紀

回

郎

酒

井

シ

ツ

酒

井

恒

佐

藤

美

実

杉

田

瞭

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

鈴

木

笠

民

瀬

戸

俊

一

関

狼

正

雄

宗
田

一

高

木

圭

二

郎

高

瀬

武

平 空栄一義喜費

高

山

坦

三

津

国

進

三

中
泉

行

正

中

西

啓

中

野

操

樋
口
一
誠
太
郎

本

間

邦

則

丸

山

博

三

木

栄

矢

数

道

明

安

井

広

矢 山谷松富福服中中筒竹
部下津木土島部 山 川 弁 内

JII 
一喜三明英義敏 米正真
郎明雄知郎一良沃造弘一

田
中
助
一

土

産

重

朗

中

沢

修

長
門
谷
洋
治

巴
陵

宣

祐

藤
野
恒
三
郎

古

川

明

三

浦

豊

彦

山
形
倣
一

山

田

光

胤

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(学
術
定
期
刊
行

物
)
の
交
付

本
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
四
十
九

万
円
が
本
誌
の
刊
行
に
交
付
さ
れ
る
旨
、
こ
の
た

び
文
部
省
よ
り
通
知
さ
れ
た
。

雄

編

集

後

記

今
年
も
い
よ
い
よ
最
終
号
を
お
、
送
り
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
定
期
刊
行
物
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
会
員
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
内
容
も
質
量
と
も
に

充
実
し
た
も
の
と
な
り
、
更
に
こ
れ
ま
た
慣
例
化

し
た
英
文
抄
録
の
整
備
に
よ
り
、
国
際
的
な
評
価

を
高
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

先
田
明
、
小
川
鼎
三
先
生
を
オ

I
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と

し
て
谷
口
財
団
の
御
援
助
に
よ
り
、
内
外
の
学
者

十
名
で
、
第
一
回
国
際
比
較
医
学
史
シ

γ
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
折
の
発
表
論
文
は

逐
一
来
年
度
よ
り
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
ど
う
か
よ
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

(
O〉
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昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
一
年
十
月
三
十
日

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
二

巻

四

号

編

集

者

代

表

大

鳥

蘭

発

行

者

日

本

医

史

学

会

代

表

小

川

鼎

三

干
一
一
宮
一
東
京
都
文
京
区
本
郷
子
工

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五

O
番

製

作

協

力

者

金

原

出

版

株

式

会

社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

一T

一
一
宮
一
東
京
都
文
京
区

湯
島
一
TZ一ー一回

所

三

。報

社

印

刷

株

式

会

社

一γ
一
車
内
東
京
都
江
東
区
亀
戸

発印
行刷

郎

印

局t



高脂質血症-動脈硬化症
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原体l芯結晶性の粉末，無昧 無臭一一一一

服用しやすいカプセルと歓です。

〈特長〉

・血，膏コレステロール.中性脂肪，β リポ蛋自主ど.

血清脂質像を改善します。

・組織内のコレステロ ル，中性脂肪を増加させる こ

となく ，血中のそれらを低下させます。

・耐槍能に好軍3響を与えま す。

・原体は結晶性の粉末で，製剤は無昧・無臭のため

服用しやすし、。〈ゲyプなどの不快な定状がありません〉

〈適応定〉

下:2認定に伴う高脂血症の改善

動脈硬化症.脳動脈傾化症.冠動脈硬化症.高血圧症.

糖尿病

〈用法・用量1)

カプセル膏1) 通 常 1日3-6カプセル{シ J フィブラ ート

0.75-1.5g)を3回に分けて食後投与する。

なお.年齢 ・症状により適宜I曽滅する。

散 商1):通常1日1.5-3.0g(シンフィブラート0.75-

1.5g)を3固に分けて食後投与する。

なお.年齢・疲状により適宜I曽滅する。

〈使用上の注意〉

1)本音1)は抗凝血薬と併用しないこと。

2)本郵lの役与により， GOT， GPTなどの血，膏トランス

?ミナーゼ備の上昇があらわれることがあるので慎

重に投与すること。

3)本部lの投与によ り，ときに食欲不~， 0霞気.腹部膨

満感.下痢等の胃腸症状があらわれることがある。

4 )本高1)の投与によ り. ときに皮膚発赤があらわれるこ

とがあるので.このような場合には投与を中止する

こと。

〈注意〉

1)触即lは符徐被tQを施しであるため.綱高1)時強c毘和する

と 彼膜が破れる恐れがある。従って調剤時強〈混和し

なL、こと。

2)湿気をさ け保存すること(散剤師;')

〈包装〉

カプセル(250.唱): (!鑑別コード Y-CL251 

6Xloo， 6X250， 1500， 6Xl∞o 

散(50%): loog， 500g 

⑥ 吉宮製薬問会社
大阪市東区平軒園J3丁目35醤地

〈健保適用〉

610-86 
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